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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　本書は、著者である吉よし田だ直すなお先生の急きゆう逝せいにより、永遠に書かれることがなくなってしまった「トリニティ・ブラッド」の未完の部分を補うべく、編まれたものである。

　第一部〈正典〉には、文庫に収録されていなかった「トリニティ・ブラッド外伝　ガンメタル・ハウンド」「同　ヒューマン・ファクター」、そして著者の絶筆となった『トリニティ・ブラッド　Ｒ．Ｏ．Ｍ．Ⅶ　極光オーロラの牙きば』の序章を収録した。第二部〈神学〉では、遺のこされた設定資料から、ついに解かれることなく終わった数々の謎なぞを解くとともに、『茨いばらの宝ほう冠かん』以降のストーリー展開を紹しよう介かいした。そして第三部〈大聖典〉は、この物語の圧あつ倒とう的な世界観の深さを物語る、膨ぼう大だいな知の集積としての用語集とした。

　なお、本書の口絵は、ＴＨＯＲＥＳ柴しば本もと先生の協力を得て、第二部〈神学〉で紹介した〝書かれることのなかった〟「トリニティ・ブラッド」のイメージをビジュアル化したものである。

　本書が、「トリニティ・ブラッド」を愛してくれた人々に、少しでも新たな発見や楽しみをもたらすことが出来たら、これに勝まさる幸いはない。





角川スニーカー文庫編集部　　


















　CONTENTS








序

第一部　正典　STORIES





トリニティ・ブラッド外伝　GUNMETAL HOUND　ガンメタル・ハウンド

トリニティ・ブラッド外伝　HUMAN FACTOR　ヒューマン・ファクター

トリニティ・ブラッド　Reborn on the Mars Ⅶ　極光の牙［序章］






第二部　神学　STORIES UNTOLD





第一章　クルースニクの故郷

第二章　集いし者たち

第三章　失われた物語






第三部　大聖典　THE BIBLE































































































──しもべなど、何者でありましょうか。

死んだ犬も同然の私を顧みてくださるとは。

（サムエル記下九章八節）








〈いやはや、これは驚おどろいたな〉

　衝つい立たての向こうの笑しよう声せいは、ひねくれた知性を包んで皮肉げに響ひびいた。

〈確かに、誰だれかアッシジまでよこしてくれるよう頼たのんだのはこちらだが、まさか、よりによってお前とはね……ミラノ公は、よほどにせっぱつまっておいでなのかな？〉

「余計な挨あい拶さつは無用だ、マルティーニ博ドツ士トーレ」

　答える声は凍いてついた鋼鉄に似て、硬かたく、冷たかった。だが、声の主──狭せまい告解室の聴ちよう聞もん僧そう席を占しめた神父の顔は、さらに冷ややかだ。

「時間がない。用件のみを手短に話せ」

〈……ふん、殺人兵器に愛想を期待した僕が馬ば鹿かだったよ〉

　声はわざとらしくいじけてみせたが、今の状じよう況きようを忘れてしまえるほどには愚おろかでもなかったらしい。気を取り直したように肩かたをすくめる気配が、衝立越ごしに伝わってくる。

〈まあいい。こちらとしても、話はてっとりばやくすませたいからな……用件というのは他ほかでもない。Ａｘで僕を保護して欲しいんだ〉

「保護？　発言意図が不明だ」

　精せい巧こうな仮面じみた顔はおそろしく表情に乏とぼしかった。衝立の隙すき間まから覗のぞく手が神経質なタップを踊おどるのを冷めた目で観察しながら、派は遣けん執しつ行こう官かんトレス・イクス神父は冷然と問いを重ねた。

「卿けいの身み柄がらは、教会軍ならびに異い端たん審しん問もん局きよくによって厳重に保全されている。このうえ、我々の保護は必要ないはずだが？」

〈その異端審問局に命を狙ねらわれているんだ！〉

　男の声が急にオクターブをあげた。さっきまで冷笑すら含ふくんでいたそれが、今は隠かくしおおせない恐きよう懼くを孕はらんでいる。

〈それもこれも、お前たち国務聖省の──いやＡｘのせいだぞ！　ブルノに持ち込まれた例の青酸ガス、異端審問局はあれに関する全すべての証しよう拠こを抹まつ消しようするつもりらしい。先月から、同どう僚りようが三人も事故死している……次はきっと僕の番だ！〉

「肯ポジ定テイヴ、開発スタッフでまだ生きているのは、アッシジ空軍基地ではすでに卿だけだ」

　派遣執行官は、相手の言葉をこれ以上ないほどそっけなく首しゆ肯こうした。

「だが、それは卿の問題だ。Ａｘわれわれと何の関係がある？」

〈おいおい、用件のみを言えと言ったのはそっちだろ？　とぼけるのはやめてくれ〉

　エンリコ・マルティーニ少しよう佐さ──教会軍有数の化学者にして、アッシジ空軍基地技術第三課課長を務める技術士官は、今度こそ本気で気を損そこねたように舌打ちした。

〈青酸ガスの現物は異端審問局が回収した。だが、その製造記録はまだこのアッシジにある。正確には、記録のコピーを僕が保管している……そして、それを喉のどから手が出るほど欲しがっているのは、他ならぬお前のボスじゃないかね？〉

「……肯ポジ定テイヴ。提案の趣しゆ旨しは了りよう解かいした」

　短く頷うなずいたトレスの主人──ミラノ公カテリーナ・スフォルツァ枢すう機き卿きようは現在、ローマを離はなれ、その所領であるミラノにいた。

　それというのも、新教皇庁の反乱に際して、おしのび中の教皇を目の前でさらわれたことと、子飼いの部下である派遣執行官ヴァーツラフ・ハヴェル神父が反乱に参加していた責任を糾きゆう弾だんされ、謹きん慎しんを余よ儀ぎなくされていたためだ。

　しかも、彼女の実兄にして政敵である教理聖省長官フランチェスコ・ディ・メディチ枢機卿は、妹を謹慎させるだけでは飽あきたらず、この機に彼女を異端審問にかけようと画策しているらしい。隷れい下かの異端審問局を動かしては、さかんに教皇庁内で根回しを進めているとの情報がある。

　教皇の異母姉を火か刑けい台だいに送るのはさすがに無理だとしても、不ふ名めい誉よな裁きを受けたとなれば、政治家としてのカテリーナはもはや死んだも同然だ。それを阻そ止しするためには、なんとしても異フラン母チエ兄スコの弱味──教会法に違い反はんして彼が進めていた、青酸ガス製造プロジェクトの証拠を握にぎる必要がカテリーナにはあった……

「──卿の提案を受じゆ諾だくする」

　主命と委い託たくされた権限、さらにはこの化学者をミラノへ連れてゆくために予想されるリスクを〇・〇五秒で比ひ較かく検討して、トレスは判断を下した。

「本件に関して、俺はミラノ公から全権を委任されている──マルティーニ博士、ミラノまで同行を。以後、卿の身柄はＡｘで保護される」

〈では、交こう渉しよう成立だな？〉

　衝立の向こうで安あん堵どのため息がこぼれた。

〈感謝する、イクス神父〉

「無ネガ用テイヴだ。感謝は、無事に当地を脱だつ出しゆつした後でミラノ公に対して行え」

〈お前が護衛についてくれるのなら、もう脱出は成功したようなものさ、イクス神父。いや……〉

　マルティーニの声に怯おびえた響きはすでにない。鼻歌でも歌いかねまじき気楽さで技術士官は含み笑った。

〈Ｈホモ・Ｃカエデ－リウスⅢ試作Ｘ三号機──そして聖天サンタ使城ンジエロをたった十体で陥おとした殺人キリン人形グ・ド兵団ールズ最後の生き残りクン〉

「……余計な発言は無用と言ったはずだ、博士」

　長口おしや舌べりを遮さえぎった声は最前までと同様、いかなる感情も窺うかがわせない。ただ、かすかに硝しよう煙えんの匂においが周囲に漂ただよったのは、気のせいだろうか？　相変わらず表情は消したまま、派遣執行官は本題を切り出した。

「それより、問題の書類の提出を要求する。念のため、目視で確かく認にんしておきたい」

〈悪いが、ここには持ってきていない〉

　もうアッシジから脱出したつもりでいるのだろうか？　細い指にタンゴを踊らせながら、マルティーニは悪びれた様子も無く答えた。

〈今はある場所に隠してある。なんといっても、あれを回収するまで、異端審問局は僕に手出しできないんだ。当然の用心だろ？〉

「ある場所とは？」

〈〝何のために我らは座っているのか。集まって城じよう塞さいに逃のがれ、黙だまってそこにいよう〟さ──〉

　謎なぞめいた言葉に、低い笑声が重なった。

〈まったく皮肉なものだねえ。この僕がＡｘの、しかもお前なんかの庇ひ護ごを──え？〉

「……どうした？」

　表情に乏とぼしい顔の中でわずかに眉まゆがあがったのは、衝つい立たての向こうの声が奇き妙みようにうわずったからではない。声に濁にごった異音を聞き取ったためだ。

「どうした、博士？　解答の──」

　トレスは質問を終えることができなかった。

　一呼吸早く、衝立を押し破って、若い男が倒たおれてきたからだ。腺せん病びよう質しつのその顔は、きょとんと目を瞠みはったまま固まっている。しかし、その額にぽつりと空いた赤黒い孔あなは──

　銃じゆう弾だんでぐしゃぐしゃに砕くだかれた後頭部から血と脳のう漿しようを撒まき散らす死体が床ゆかに転がったときには、派は遣けん執しつ行こう官かんは告解室の薄うすい壁かべを蹴け破やぶっていた。堂内に飛び出すと、全センサーを全開。最大感度で、近くに潜ひそんでいるはずの狙そ撃げき手しゆをサーチする。

「…………？」

　右手は拳けん銃じゆうを掲かかげ、姿勢を低く保ったまま、トレスは視線だけを左右に滑すべらせた。

　大聖堂はしんと静まっていた。薄うす暗ぐらい堂内には、まるで人気がない。

　聖フランチェスコ大聖堂──このアッシジ最大の宗教建築は、上部と下部に二つの礼拝堂を有する、いわゆる二重聖堂構造をとっている。採光性のよい上部聖堂は、参さん詣けいに訪おとずれる人の出入りが激しく、秘密の会見にはまったく不向きだったが、ここ下部聖堂は、低く迫せまった天てん井じようと半地下に位置する陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きが災わざわいして、普ふ段だん、人の出入りがほとんどない。そのうえ、がっしりした付け柱に載のった半円状のアーチで堂内は五つに仕切られ、外部からの狙撃は不可能──のはずだった。

「弾だん道どう観測不能──どこから狙撃された？」

　外部に繫つながる唯ゆい一いつの通路──葬そう儀ぎの際に棺かんを運ぶのに使われることから〝死キオス者トロの・デイ回・モ廊ルテイ〟と呼ばれる回かい廊ろうを、トレスは透すかし見た。堂内に暗殺者がいないのであれば、狙撃は外から行われたと判断するしかない。だが、複雑に折れ曲がったあの廊ろう下かを使ってここを狙撃するのは、不可能である。

「推測不能。どうやって──」

　一いつ瞬しゆん、小さな石の弾はじけるような音が、トレスの聴ちよう覚かくをかすめた。

　刹せつ那な、脊せき椎つい内流体思考結けつ晶しようの常駐タクテ戦術イカル思考システムが、蓄ちく積せきされた戦コン闘バツト記憶メモリーに基づいて体を横転させていなければ、飛来した徹てつ甲こう弾だんは彼の頭をちぎりとっていただろう。獲え物ものを逃した鋼こう弾だんは、胸の悪くなるような音をあげて祭さい壇だんを貫つらぬき、千年以上の歴史を持つそれを真に歴史上の存在へ変えてしまった。

「跳ちよう弾だん射しや撃げき──!?」

　もし、機械が驚きよう愕がくという感情を持つなら、このときの彼がそうだった。相変わらず表情を欠落させたまま、トレスは再度、その体を旋せん転てんさせた。マイクロ秒の間かん隙げきで擦さつ過かした次弾に、熱と炭化物の塊かたまりと化した僧衣カソツクの一部が床に落ちる。三発目は、腰こしをかすめ、ホルスターを持っていった。

　信じがたい攻こう撃げきだった。

　マルティーニの命を奪うばい、そして今また、派遣執行官を射殺しようとしている狙撃手は、幾いく重えにも折れ曲がった〝死者の回廊〟の向こうから、跳弾を利用して弾だん丸がんを送り込んできているのだ。

　だが、そんな神かみ業わざめいた狙撃が可能なのは、トレスの知る限り、この世界に一人しかいない──自分だけだ。

（推測不能。何者が──）

　冷静に作動を続ける常駐戦術思考が、狙撃手の正体について一つの仮説を組み上げようとしたその瞬間だった。

　着弾を避さけて後退を続けていた神父の背が、硬かたいものにあたった──壁だ！

「…………!?」

　刹那、機械化歩兵の中ちゆう枢すう演算機構は、いかなる思考を紡つむいだものか。

　だが、トレスの表情は変わらなかった。ただ無表情に、ガラスの瞳ひとみでじっと死の送り込まれてくるはずの闇やみを見つめている──

「…………？」

　端たん正せいなその顔に、戸と惑まどいめいた影かげが過よぎったのは、きっかり十秒が経過してのことだった。

　必中の死地に神父を追い詰つめながら、回廊の向こうの狙撃手は、銃弾を送り込んでこなかったのだ。代わって届いてきたのは、ようやく異常に気づいたらしい人々のざわめく声である。

「推測不能……なぜ、俺を破は壊かいしない？」

　何か、不都合トラブルが生じたのだろうか？

　狙撃手に生じた突とつ発ぱつ的な精神錯さく乱らんから弾丸欠けつ乏ぼうまで六十六通りの仮説をトレスは構築したが、そのいずれも確率的に低すぎ、検証対象足り得ない。加えて、検証より優先すべき事じ項こうが発生しつつある──異常に気づいたのか、さかんに叫さけび交かわす声が急速に近づいていたのだ。大聖堂を守る修道士か、礼拝の信徒たちかは知らないが、いずれにせよ、密室的なこの状じよう況きようで頭を撃うち抜ぬかれた死体とその傍かたわらで銃を携けい帯たいした神父を見つければ、おそらく並ならぬ関心を抱いだくに違ちがいない。

　コンマ二秒の逡しゆん巡じゆんを経て、派遣執行官は撤てつ収しゆうを開始した。




　　　　Ⅰ




　冬の夜気は斬きりつけるように冷たかったが、同時に恐おそろしいほど澄すんでもいた。西天に目を向ければ、凍とう土どから研とぎだしてきたような三日月が、山向こうにはや没ぼつしつつある。その白い光をあびて眠ねむる町並みは、アッシジ──ローマ東北、ウンブリア州の山間に位置する歴史ある寺院町だ。巍ぎ々ぎたる山やま肌はだに貼はりつくように築かれた人口三万のこの小都市は、大アル災マゲ厄ドンの遥はるか昔、聖フランチェスコと聖キアラという二人の大聖人を輩はい出しゆつした、教皇庁有数の聖地でもある。

「〇マル〇マル三サン三サン──作オペレ戦ーシヨ開ン・ス始タート」

　失神した歩ほ哨しようを暗がりに隠かくし終え、トレスは短く呟つぶやいた。ついでに軍用外がい套とうの襟えりを立て、肩かたから提さげた小銃ライフルを揺ゆすり上げると、機械的な歩調で城じよう壁へきを歩き始める。

　アッロツカシジ・マツ城塞ジヨーレ──町の東とう稜りよう、市街地を見下ろすように建てられたこの古い城塞は、現在では教会軍の基地に供されていた。もっとも基地とはいっても、空軍所属の兵器開発施し設せつに過ぎないため、駐ちゆう留りゆうしている兵士の数は必ずしも多くない。自然、見慣れぬ顔は目立つはずだ。作戦行動は、可能な限り短時間で終わらせるのが望ましかった。

「アッロツカシジ・マツ城塞ジヨーレ関連データ検けん索さく──完かん了りよう」

　解かい凍とうしたアーカイブデータに従い、トレスは手近の階段を早足で下りた。聖堂の殺人事件に関連して、市内には非常線が張られている。突とつ破ぱに要する時間を考こう慮りよすれば、件くだんの書類の奪だつ取しゆは可か及きゆう的てき速すみやかに実行されねばならない……

　真夜中の城塞は明るく、清潔だったが、人の気配は乏とぼしかった。

　研究施設ということもあって、警備は二十四時間体制で敷しかれているようだが、レベルそのものはたいしたことはない。仮に目もく撃げきされても不ふ審しんがられない程度の速度で廊ろう下かを移動して、トレスが実験棟とう最下部、目指す扉とびらの前に辿たどり着いたとき、時計の長針は半周と進んではいなかった。

「排はい液えき貯蔵庫──ここか」

　扉にかかったプレートを、トレスは無感動に見上げた。

〝何のために我らは座っているのか〟

　マルティーニが死の直前に口にした台詞せりふ──それは旧約聖書エレミア記八章十四節の引用だ。




〝何のクアレために・セデ我らはムス・座っコンウているエニテのか・エト。

　集まインってグレデ城塞イアに逃ムールれ、・キ黙っウイタてそテムこに・ムニいよタム・うエト。

　我シラムらス・イのビ・ク神イア・、ドミヌ主ス・ノがステル我・シレらーレ・をノス・黙フエキらート・せエト、

　毒ポトウムの・デデイ水ト・ノビをス・アク飲アム・フまエリス・せペツカウらイムス・れエニム・るドミノ〟




「〝毒の水〟──」

　短く呟いて、トレスはノブに手をかけた。鍵かぎのかかったそれを、シリンダーごと無造作に引きちぎる。それだけで、鉄てつ扉ぴはあっさり口を開いた。

　排液貯蔵庫という名に相そう違いして、広大な室内の空気はごく清せい浄じようなものだ。当然だろう。生活排はい水すいの処理施設は別にある。ここの〝排液〟は全すべて、実験棟から廃はい棄きされたものだ。ほとんどが強い毒性を備えたそれらは、厳重に密閉されてここに保管されている。室内を埋うめ尽つくすドラム缶かん──身の丈たけほどもある巨きよ大だいなバケツ状のものから、植うえ木き鉢ばちほどのものまで、大小様々な容器がそれだ。

「〝何のために我らは座っているのか〟──」

　測ったように正確な歩ほ幅はばで容器の間を歩きながら、トレスは死者の言葉を繰くり返した。室内にあるのはこれらの容器だけで、机や椅い子す、もしくはそれに類するものはないように見える……

　機械化歩兵の足が、ふと止まった。

　その無機的な視線は、すぐ側そばにあったバケツほどの容器に注がれていた。そこにステンシルされたアルファベットはそっけなくこう告げていた。

〝ＨＩＥＲＥＭ！──イソブチルアルコール。内容量八・一四キログラム〟

　容器そのものは他ほかのものと何ら変わるところはない。しかし、少しでも化学の知識を持つ者なら、首を傾かしげたはずだ。イソブチルアルコールは、溶よう剤ざいや樹じゆ脂しコーティングに使われるブタノールの異性体で、気化したそれを吸った場合、肺はい水すい腫しゆを引き起こす毒物だ。だが、〝ＨＩＥＲＥＭ〟表示が義務付けられる重危険物──〝可か爆ばく性せいもしくは放射性物質〟ではない。

「エレミア記　八章十四節……これか」

　短く独りごちた神父の手が、缶の蓋ふたを引き剝はがした。容器の底には透とう明めいな薬液の代わりに、一束の書類をまとめた薄うすいファイルが入っている。

「……目標確保」

　トレスの表情は変わらない。仮面めいた顔のままファイルを引き出すと、ついで、それを懐ふところへしまおうとして──果たせなかった。

「動くな、派は遣けん執しつ行こう官かん！」

　怒ど声せいとともに、勢いよく鉄扉が蹴けり開けられたからだ。同時に、十名余りの男たちが室内に駆かけ込んでくる。基地の兵士ではない。灰色の野戦服とベレーを飾かざる〝神ヴイネのアム・鉄槌ドミニ〟の徽き章しようは、教理聖省隷れい下かの特とく殊しゆ部隊──特務カラビ警察ニエリのものだ。

「派遣執行官トレス・イクス神父、貴様を教会軍施設への不法侵しん入にゆうならびに、傷害容疑で逮たい捕ほする。武器を捨てて投降しろ！」

「…………」

　軍ぐん曹そうの階級章を肩に光らせた大男が怒ど鳴なったのに応こたえて、トレスは手にした小銃をおろした。無造作にそれを床ゆかに放ほうると、無言で両手を挙げる。

「ようし、いい子だ」

　部下に顎あごをしゃくりながら、軍曹はいかつい顔を威い嚇かく的に歪ゆがめてみせた──ひょっとしたら、笑ったのかもしれない。

「これから、貴様を拘こう束そくする。抵てい抗こうすれば即そく時じ射殺するから、そのつもりで──」

「戦コン闘バツト開・オー始プン」

　平板な声が低く呟つぶやいたのと、掲かかげられた手が背中に隠かくされていた戦せん闘とう拳けん銃じゆうに伸のびたのはまったく同時だった。そして次の瞬しゆん間かんには、至近に接近していた特務警官が声も無くもんどりうっている。

「いかん、撃う──」

「〇・六七秒遅おそい」

　応射を命じる軍曹の肩かたを撃ち抜ぬくや、トレスは側方に体を投げ出した。嵐あらしの中の風車のように転がりながら、次々と発はつ砲ぽう。危険な化学廃はい棄き物ぶつを巧たくみに盾たてにとっては、その隙すき間まから、うろたえる警官たちを狙ねらい撃ちにしてゆく──

　きっかり八秒後、空になった弾倉マガジンを交こう換かんしつつトレスが立ち上がったとき、自分の足で立っている特警は一人としていなかった。

「……卿けいに聞きたいことがある、軍曹」

〝紳しん士し的〟という単語は、行動支し援えんプログラムにインプットされていない。銃じゆう撃げき戦せんの最さ中なかも手放さなかったファイルを片手に持ったまま、トレスは軍ぐん靴かの爪つま先さきを倒たおれ臥ふす下士官の肩に載のせた。

「なぜ特務カラビ警察ニエリがこんな管かん轄かつ違ちがいの場所にいる？」

「なぜ？　決まっているだろう……」

　苦痛に脂あぶら汗あせを滴したたらせながらも、特警は嘲ちよう弄ろうに顔を歪めることは忘れなかった。あまつさえ、憎にく々にくしげに唇くちびるを捲めくり上げてさえみせる。

「スフォルツァが……あの女が送り込んでくる間ま抜ぬけな犬を捕とらえるためさ。ここで貴様を捕らえれば、あの女の立場はさらに悪くなる。〝ミラノの雌め狐ぎつね〟もこれで終わり……ぎッ！」

「余計なことは喋しやべらなくていい──返答だけを簡潔に入力しろ」

　声は液体窒ちつ素その凍とお気きを孕はらんでいた。捕ほ虜りよの鎖さ骨こつ上部──痛点の集中するポイントを解かい剖ぼう学がく的な正確さで圧あつ迫ぱくしつつ、トレスは問いを重ねた。

「では、次の質問だ。今夕、一ヒト六ロク三サン三サン、マルティーニ博士を狙そ撃げきしたのは誰だれだ？」

　激痛にもがく男の眼球は、眼がん窩かから飛び出しかけている。しかし、爪先に徐じよ々じよに力を加えてゆく神父の顔に一いつ片ぺんの哀あわれみも同情もない。相変わらず平板な声で、トレスは繰くり返した。

「あの跳ちよう弾だん狙そ撃げきは誰が行った？　特務カラビ警官ニエリにあのような狙撃ができる者がいるのか？」

「あ、あれは……い、い、異い端たん審しん問もん官かんの……」

　激痛から逃のがれることしか、もはや頭にあるまい。さしも屈くつ強きような特務警官がもつれる舌を苦労して動かそうとした──まさにその瞬間。

　軍曹の頭が爆散した。

「!?」

　上階から天てん井じよう越ごしに狙撃されたのだと判断するよりも先に、トレスは横よこ跳とびに跳ちよう躍やくしていた。でなくば、続けて飛来した第二弾に脚あしを食いちぎられていたはずだ。瞬前まで立っていた石床に、今は巨きよ大だいなクレーターが出現している。

「弾だん着ちやく確かく認にん──上か!?」

　悪あく魔まの顎あぎとのように空いた大穴をトレスが見上げたときには、上階の何者かは正確に第三弾を送り出していた。咄とつ嗟さに体を投げ出した神父の背を大おお粒つぶの散弾がかすめ去る。さらにその後を追って、第四、第五の弾幕が狂くるったように降り注いだ。

「…………！」

　素す早ばやく身を捻ひねったトレスの口から、声にならない何かが漏もれた。

　左手に握にぎったままだったファイルが、ずたずたに裂さけていた。シュレッダーにかけてもこうはなるまい。散弾の一部に持っていかれたのだ。しかもそれを投げ捨てるより早く、階上では六度目の銃声が轟とどろいている。奇き怪かいな胞ほう子しの如ごとく降り注いだ鉛なまりの驟しゆう雨うを、トレスは体を投げ出して回かい避ひした。さらには、仰あお向むけのまま床を滑すべりながら、銃口を穴だらけの天井へと向ける。

　すでに、弾道から敵手の位置は割り出している。トレスは一いつ切さいの躊躇ためらいなく銃爪トリガーを引いた。

「〇・〇二秒遅──」

「〇・〇一八秒遅い」

　抑よく揚ようのない声が静かに降ってきた刹せつ那な、派は遣けん執しつ行こう官かんの腹部が大きく弾はじけた。

「…………！」

　殺人人形の口から、赤黒い皮下循じゆん環かん剤ざいがこぼれた。一いつ旦たん、くの字に曲がった体が、床に背骨を弾はじき返され、えびぞりにのけぞる。

　散弾は高分子素材の人工皮ひ膚ふを貫かん通つうこそしなかったものの、弾着の衝しよう撃げきが人工臓器にダメージを与あたえたのだ。もし、天井越しの射しや撃げきでなければ、トレスの体は真っ二つにちぎれていたに違いない。

〈──敵性体沈ちん黙もく。戦域確保クリア〉

　戦闘コンバツ用散トシヨツ弾銃トガンに散弾シエルが自動装そう塡てんされる音が降ってきた。それに続いて轟いた、あたかも鉄てつ塊かいが落ちてきたような重い音は、階上の狙撃手が飛び降りたものだろうか。重々しい靴くつ音おとに重なって、凍こおった鉄の塊かたまりにも似た、冷たく無機的な声が響ひびく。

「敵味方識別信号を認識──解除……四万五千九百五十二時間ぶりだ、ＨＣ－ⅢＸ」

　抑揚の無い声を耳にしたトレスの顔を、かすかな動どう揺ようの気配がかすめ去った。もし彼が人間であれば、驚きよう愕がくの声を漏らしていたかもしれない。

「敵味方識別信号を認識……対象を……対象をＨハー・Ｃケー－・Ⅱドウオ・Ｘイクスと識別」

　傷ついた神父を無表情に見下ろす顔は、作り物めいて端たん正せいで──そして、彼と同じだった。
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　　　　Ⅱ




「ＨＣ－ⅡＸ？　否ネガ定テイヴだ、Ⅲトレス・Ｘイクス」

　瞬まばたかない目で神父を見下ろす若者の声は、感情というものを完全に欠落させていた。きっちりと着込まれた灰色の制服も、大型の戦コン闘バツト散・シ弾ヨツ銃トガン──Ｓ09〝デウス・エクス・マキナ〟をかまえたその姿勢同様、一分の隙すきもない。その襟えりに光る徽き章しようは異端審問局の紋もん章しよう〝神ヴイネのアム・鉄槌ドミニ〟だ。

「現在の俺の呼こ称しようは異端審問官ブラザー・バルトロマイ。教理聖省異端審問局に所属している」

　同型きよう機だいの発言を、トレスは聞いていなかった。

　かろうじて自由になる右手を動かすと、Ｍ13を自分と同じ顔へと向けたのだ。しかし発はつ砲ぽう直前、彼の手は人間離ばなれした力に襲おそわれていた。

「──〇・一三五秒遅おそい」

　Ｍ13を蹴けり落としたバルトロマイ──ⅡＸドウオの顔に誇ほこる色はない。だが、その足はコマ落としのように動くと銃じゆうを落としたトレスの右みぎ腕うでを無む慈じ悲ひに踏ふみつけている。聞こえてきた異音は、チタニウム製の上じよう腕わん部骨格にひびが入った音だ。

「…………！」

「抵てい抗こうは推すい奨しようできない、ⅢＸ。お前の体は可能な限り、無傷で入手するように命じられている」

　異端審問官は淡たん々たんと言葉を紡つむいだ。同様に、それを見上げる派遣執行官の表情もまったく変わらない。だが、こちらは単にその機能を欠いているからに過ぎない。腹部からの皮下循環剤の漏ろう出しゆつは依い然ぜん続いており、右腕部へのダメージも深刻だ──しかしそれ以上に、彼ひ我がの性能スペツク差が、トレスを戸と惑まどわせていた。同じホモナチユ・カラルボエデーン・リウスキラーズ型試作機だというのに、パワーといいスピードといい、これほどまでに違ちがうのはなぜだ？

「各部部品の精度が違うからだ、ⅢＸ」

　まるで、トレスの思考を読んだかのようにⅡＸドウオが口を開いたのはそのときだった。

　何のつもりか、異端審問官は身動きすらままならぬ同型機に馬乗りになると、自分の首筋から細いケーブルを引き出している。先せん端たんについた銀色の端子をトレスの首筋に近づけながら、抑揚のない声が補足した。

「五年前、聖天サンタ使城ンジエロで大破した俺の体は、復旧の際にほとんどの部品パーツを交こう換かんしている。五年の間に、より精度を高めた部品パーツに……旧式のお前とは比ひ較かくにならん」

「！」

　トレスの体がのけぞった。

　ⅡＸが、手にした端子を無造作に彼の頸けい部ぶに挿そう入にゆうしたのだ。

「何を……するつもりだ、ⅡＸ？」

「ウィルスでお前のＯＳを破は壊かいする」

　ケーブルを介かいして繫つながったトレスの顔を覗のぞき込み、ⅡＸは淡々と告げた。

「それから、お前の戦コン闘バツト記憶メモリーと機体ボデイを回収する。戦コン闘バツト記憶メモリーは解かい析せきして、俺の経験値になる。機体の方は、解体して補修用部品に流用する……だが、お前の自我ＯＳだけは必要ない。ここで抹消デリートする」

　その瞳ひとみは穏おだやかと言えるほど静かで、何の感情もこもっていない。空いている手でもがくトレスの頭を押さえたときも、それは変わらなかった。

「侵ハツ入キング開・ス始タート」

「…………！」

　その瞬しゆん間かんに生じた感覚を、人間にどう説明すればいいだろう？

　脳のう髄ずいに灼やけた火ひ箸ばしを突つっ込まれるような、あるいは生きながらに全身の皮を剝はがされるにも似た激しい神経信号が、トレスの中ちゆう枢すう演算機構を乱らん舞ぶした。規格では想定されていない電圧を受けた生体部品が次々に焼死し、不正規の信号を受けた思考モジュールが、軒のき並なみ、回路を閉へい鎖さしてゆく。

「チュ、中チユウ枢スウ制セイ御ギヨ系ケイヘノうぃるす侵入ヲ確かく認にん」

　早くも、思考ルーチンに障害が生じつつある。対策思考を、トレスは意味もなく音声化した。

「ぼウ、ボウ、防ぼう壁へきヲ展開しテコレに対処──」

「無む駄だだ、ⅢＸ。そんな旧型の防壁など、十二・八五〇秒で突とつ破ぱする──諦あきらめろ」

　ⅡＸの、トレスとは毛け孔あなの位置まで正確に再現された顔の中で、小さく唇くちびるが割れた。

　ＨＣシリーズでは、生体部品として使用されている人間の大脳──人格や感情を司つかさどる部位に、機械的なガードがかけてある。人ヒユ間ーマ的ンフ情アク動ターは戦せん闘とう行動の妨さまたげになるためだ。だが、ⅡＸのガードはそのリミッターが若じやつ干かん甘いらしい。あまりに無機的で、表情というには何かを欠いていたにせよ、彼の浮うかべたそれは、確かに〝嘲ちよう笑しよう〟だった。

「しょせん、お前は兵器として要求される規格スペツクを満たしていない不完全体ジヤンクだ……不完全体ジヤンクが、完全体である俺に勝てるわけがない」

「不完全体ジヤンク？　違ウ……俺ハ機械マシーン……」

「機械マシーン？　否ネガ定テイヴだ、ⅢＸ。機械マシーンであるなら、なぜ、お前は与あたえられた命令オーダーを果たせない？」

　問う声は、答えた声とまったく同じだった。電脳世界で防壁を次々と叩たたき潰つぶす一方、現実世界のⅡＸは無造作に同型機の発言を否定した。

「兵器マシーンとは命令オーダーに従って敵を確実に撃げき破はする道具のことだ。その能力を欠く以上、お前は兵器マシーンではない」

「兵器マしーんでハ……なイ……？」

　ウィルスの侵しん攻こう速度は驚きよう異い的だった。次々と防壁を突破され、早くも混こん濁だくを始めた思考領域の中で、トレスは投じられた言葉を意味もなく分ぶん析せきしていた。

（俺ハ……兵器マしーん……ナイ……）

〝撃うて、ガンスリンガー！〟

　かつてヴェネツィアでテロリストと対たい峙じしたあのとき、自分は敵を撃破できなかった。

〝神父トレス、発はつ砲ぽうを許可します！　今のうちに倒たおしなさい〟

　あのプラークのホテルで、主命に応こたえられず、敵ノーフ手エイスを逃にがしてしまったのは誰だれだ？

（俺ハみらの公ノ……彼女ノ……命令ヲ……）

　急速に防壁を突破したウィルスは、いまや思考領域全体を侵おかし始めていた。過去と現在、あるいは現実と記き憶おくさえ区別できなくなってきたトレスの中枢演算機構は、半ば活動を停止しつつある。

（俺おれハ……俺オレ……ハ……）

　最後に残された自我もまた、混濁した意識に押し流されるように消えてゆく。思考を紡いでいた数字０と１が、無意味な羅ら列れつへと分解され……

　指先に、ひんやりとした何かが触ふれたのはそのときだった。

　ウィルスの影えい響きようででたらめに床ゆかを這はいまわっていた指が、たまたま、何か硬かたいものに触れたのだ。その質感は、死そのものにも似て、何者をも峻しゆん拒きよするかのように冷ややかだ。しかし、それはトレスにとっては、己おのれの半身にも等しい存在の感かん触しよくでもある──ジェリコＭ13ディエス・イレ。

　もしこのとき、ⅡＸが同型機のＯＳを破壊することに処理能力リソースの大部分を分配していたのでなければ、不規則な痙けい攣れんを続けるトレスの手が、床に落ちていたＭ13に吸い寄せられるように伸のびたことに気づいたに違ちがいない。そうすれば、彼の反応速度なら、楽々とそれを奪うばい取っていただろう。だが現実にⅡＸがそれを知覚したときには、直径十三ミリの銃じゆう口こうは激しく震ふるえながらも彼の顔に狙ねらいを定めていた。

「〇・〇三秒……遅おそ……イ……」

　ひび割れた声に銃声が重なったとき、ⅡＸはその頸けい部ぶを人間には不可能な角度にまで捻ねじ曲げていた。命中すれば致ち命めい的なダメージとなっていたはずの十三ミリ弾だんが、鼻先をかすめ去る。

「──まだ動けたのか、ⅢＸ」

　注意深い者なら、平板な声の底にかすかながら意外げな響ひびきを聞き取ったかもしれない。拳けん銃じゆうごとトレスの手を抗あらがいがたい力で摑つかみ取り、殺人人形は冷静に指し摘てきした。

「だが、無駄な抵てい抗こうは停止することを推すい奨しようする。俺とお前では性能スペツクが違う。結果はすでに決──」

　だが、彼が意図した台詞せりふを言い終えることは、ついになかった。

　濁にごった水音をセンサーが捉とらえたときには、銃弾に横腹を穿うがたれたドラム缶かんから噴ふん出しゆつした塩酸銅溶よう液えきが、勢いよく、その顔面に降りかかっていたからだ。

「！」

　かすかに開いた唇が耳みみ障ざわりな異音を漏もらした。

　煙けむりをあげる顔面を覆おおったⅡＸが、大きくのけぞった。そのときには、トレスの体は文字通りバネ仕じ掛かけの素す早ばやさで立ち上がっている。

「敵性体の再起動を確認──」

　右手は煙をあげる顔を押さえたまま、ⅡＸは左ひだり腕うで一本で散弾銃を持ち上げた。凶きよう悪あくな銃口が同型機を捉えたときには、銃爪トリガーに指がかかっている。

「発射フアイア」

　銃声と同時に、トレスはぎこちなく跳ちよう躍やくした。彼の代わりに散弾の餌え食じきとなったドラム缶が透とう明めいな液体を吹ふき上げるのを横目に跳とび退ずさる。だが、無事に逃げ出すには身体制せい御ぎよ系の劣れつ化かは深刻過ぎた。異常出力を吐はき出した脚きやく部ぶサーボが、二百キロ近い機械化歩兵の体をたっぷり十メートルは飛ひ翔しようさせてしまったのだ。壁かべを破って廊ろう下かに転がり出たトレスの体は、腰こしから床に叩きつけられていた。その衝しよう撃げきで、混乱したバランサーが作業を一時中断してしまう。

「──逃がさん、ⅢＸ」

　バランサーを再起動しようとするトレスの背後で、無機的な声が響いた。

　ショットガンを掲かかげるⅡＸの顔に表情はない。ただ機械的に装そう塡てんポンプを引くと、照準をトレスの胸に定める──この至近距きよ離り。しかも、神父は転てん倒とうしていて立ちあがることもできない。

「戦術思考を強襲戦アサルト仕様モードから蹂デバ躙ステ戦イタ仕ーモ様ードに書換えリライト──目ター標ゲツト捕・イン捉サイト」

　だが、発砲体勢に入ったⅡＸも、なんとか立ち上がろうとあがくトレスも気づいていなかった。

　ⅡＸの背後で、ドラム缶から噴出した液体──過酸化水素水が、床をひたしていた塩酸銅溶液と混じりあって白はく煙えんを上げ始めていることに。

「発フアイ──」

　急激な化学反応を起こした二つの液体が閃せん光こうと白煙をあげて炸さく裂れつしたのは、ⅡＸが銃爪トリガーを引いたまさにその瞬しゆん間かんだった。




　　　　Ⅲ




〝ここで決めなさい、開発ナンバーＨＣ－ⅢＸ〟

　太陽光線が大気に乱反射している。暮れなずむ空は、皮下循じゆん環かん剤ざいの色に染まっていた。

〝あなたの同型機たちは全ぜん滅めつしました。そして、もうすぐあなたも生命維い持じ系の活動を停止します……つまり、死ぬということです〟
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　金こん色じきに輝かがやく巻き毛の下の顔はナトリウム結けつ晶しようよりなお白かった。その瞳ひとみは剃刀かみそりめいて硬く、ドライアイスのように凍いてついている。そして今そこには、力なく横たわる一つの人ひと影かげが映っていた。

　あたかも鋭えい利りな刃は物ものに切断されたように腹部を裂さかれ、自ら漏ろう出しゆつした皮下循環剤に全身を浸ひたした殺人人形──それを見下ろし、真しん紅くの法衣の麗れい人じんは、いま一度の問いを重ねた。

〝あなたの判断を尊重してあげましょう。だから、今、ここで決めなさい、ＨＣ－ⅢＸ。あなたはここで死にたいのですか？　それとも──〟




　データ領域のデフラグ作業終しゆう了りようを告げる内部アラームが、意識を現実に引き戻もどした。

　ウィルスにより、一部不具合が生じているクラスタを作業領域から隔かく離りし、データバツク保護アツプ用メモリを仮想作バツ業領域フアに再設定するために要した三百五十九秒の時間、凍とう結けつされていた現実認にん識しきルーチンが正常に作業を再開する。

　どうやら、情報タスク処理スケルージユーチンラーにバグが生じたらしい。命じてもいないデータ再生タスクが、作業工程に紛まぎれ込んでしまったようだ。

「視覚野情報処理アルゴリズムチェック──クリア。記き憶おく選別処理アルゴリズムチェック──クリア。色しき彩さい識別演算オペラ数ンドチェック……」

　作業手順をいちいち呟つぶやいたのは、発声機能の動作確認のためだ。詠えい唱しようめいたそれが終了すると、トレスは横たわっていた床ゆかから、ゆっくり体を持ち上げた。その全身から粉雪のように舞まい落ちたのは、剝はく離りした氷の小しよう片へんだ。

「右みぎ膝ひざ関節部バランサー構スト造ラク体チヤーチェック──クリア……再起動作業、正常終了確認」

　各部バランサーの誤差を微び調ちよう整せいし終えて、トレスはゆっくりと周囲を見み渡わたした。

　マイナス四十三度──白い霜しもに覆われた液体酸素貯蔵庫は、あたかも凍結コキユ地獄ートスの出張所のようだった。噴ふん進しん爆ばく弾だんの燃料となる液体酸素は、極ごく低温で保管せねばならない。全すべてを氷結させる冷気が、いかなる存在をも拒きよ絶ぜつするかのようだ。だが、今のトレスにとっては、この凍てついた空気こそが追っ手を阻はばむ唯ゆい一いつの防ぼう壁へきだった。

（ⅡＸは、俺が外部に脱だつ出しゆつしたと思っているはずだ……）

　確かに、あの爆発の混乱にまぎれて城外に脱出することは可能だった。だが、さきほどまでの自分のコンディションを考えれば、到とう底ていその後の追つい撃げきを振ふり切れたとは思えない。ウィルスを駆く除じよし、傷ついたシステムを修復する時間が、どうしても必要だったのだ。脱出はそれからだ──

（……脱出？）

　脱出してどうなる？

　まだウィルスの影えい響きようが残る頭を押さえて、トレスは自問した。

　連れ帰るべき男を殺され、持ち帰らねばならぬ資料は失われた。この身だけが主あるじの下もとに帰る意味などあるのか？　またしても命じられた任務を果たせなかった無能な人形が帰ったとて……

（待て……俺は混乱している）

　トレスはとりとめもなく展開される思考ルーチンの暴走を食い止めようとした。こんなことを考えても意味は無い。これではまるで人間ではないか。自分は兵器マシーンだというのに……

（兵器マシーン？）

　果たして、本当にそうだろうか？

〝兵器マシーンとは命令オーダーに従って敵を確実に撃げき破はする道具のことだ。その能力を欠く以上、お前は兵器マシーンではない〟

　あのⅡＸの言葉こそ、真実ではないのか？

　主命を果たせず、敵を倒たおせぬ兵器マシーンなどに存在意義はあるのか？

　思考ルーチンが再度の暴走を始めていることにトレスは気づかなかった。気づかぬまま、瞳を手にした鋼鉄の塊かたまりへと落とす。

　Ｍ13ディエス・イレ──銃じゆうは何も考えない。ただ主の意思に従い、弾だん丸がんを吐はき出し、敵を仕留めるだけだ。そして、それが兵器マシーンであり、兵器マシーンの全てであるはずだった。

（……俺は兵器マシーンになれないのか？）

　虚うつろに瞬まばたく瞳がふと横に滑すべった。

　氷と霜に覆おおわれた冷れい凍とう庫こは、魂たましいすら凍結させてゆくような静けさに支配されていた。その静せい寂じやくの中、白い柱が幾いく本も立っているのは、液体酸素のボンベだ。極きわめて爆発力が強いことから、ロケット燃料として使用されるそれを見つめながら、トレスは拳けん銃じゆうの遊底スライドに指を這はわせた──聴ちよう覚かくセンサーが、小さな異音を捉とらえたのだ。何か、重いものが霜を踏ふみ砕くだいた音。

「…………」

　今のコンディションでは追っ手──とりわけⅡＸを振り切って、アッシジを脱出することは難しい。そして、もし自分が捕ほ獲かくされれば──

（俺がミラノ公を死地に追いやってしまう……）

　非合法活動中の派は遣けん執しつ行こう官かんが異い端たん審しん問もん官かんの手に落ちれば、フランチェスコはそれを最大限に有効利用するだろう。異端審問を待つまでも無く、カテリーナは破は滅めつだ。

「…………」

　Ｍ13の銃口が静かに上がったときには、トレスの指は安全セイフ装置テイを解除し終えている。さきほどから、ボンベの柱の陰かげにちらちらと動いている影かげを照星に捉え、銃爪トリガーに指をかける。

「照ター準ゲツト完・イン了サイト」

　それにしても結局、自分は何だったのか？

　ふと、そんな疑問が中ちゆう枢すう演算機構を過よぎった。

　人として生まれながら人になれず、機械として戦いながら、機械にもなれず……

　混乱している思考ルーチンは、永久にその回答へ到とう達たつできそうにない。だから、トレスはその前に、銃爪トリガーにかけた指に力をこめることにした。

「発フアイ──」

「〇・〇三七秒遅おそい」

　トリガーが落ちきる瞬しゆん前ぜんのＭ13が、派遣執行官の手から弾はじけ飛んだ。

　Ｍ13を弾いた一粒弾スラツグ──大型弾だんの周囲に旋条をライフ切ってラリング、ライフルなみの精密射しや撃げきを可能にしたショットガン用の特とく殊しゆ弾だんは、そのままトレスの頰ほおをかすめて背後の壁かべに穴を穿うがった。

「やはりここだったか、ⅢＸ」

　硝しよう煙えんをあげる戦せん闘とう用散弾銃の巨きよ大だいな銃口の向こうにあったのは、仮面じみて端たん正せいな顔だ。小こ柄がらな修道士はこのときかすかに微笑ほほえんだようだった。

「俺はお前でお前は俺だ……お前の考えていることは、全てわかる」

　反射的に立ち上がりながら、トレスは周囲に視線を配った。こいつ一人か？　特務警官は──

「無ネガ用だテイヴ、ⅢＸ。増ぞう援えんはいない。ここにいるのは俺とお前だけだ」

　戦闘デウス用散・エクス弾銃・ユキナを構えたまま、ⅡＸは一歩踏み出した。

「一対一──我々の戦闘に夾きよう雑ざつ物ぶつは必要ない」

　鼓こ膜まくを殴なぐりつけるような銃声と同時に、トレスはボンベの陰に転がり込んだ。残されたもう一いつ挺ちようのＭ13を抜ぬき放ち、身を沈しずめて防ぼう御ぎよ姿勢をとる。

　戦闘という突とつ発ぱつ事が、一時的に中枢演算機構を正常な状態に引き戻もどしたのだろうか？　トレスは思考ルーチンを素す早ばやく展開した。

　互たがいにこの室内では全力を発揮できない。ボンベに流れ弾だまがあたれば、自分たちどころか、この城じよう塞さいごときれいに吹ふき飛ぶことは間ま違ちがいない。それは向こうもわかっているはずだ。なんとしてもここでⅡＸの足を止めて、その間に脱だつ出しゆつを──

「俺の足を止めて、この場を脱出しようと考えているだろう？」

　平板な声に邪じや悪あくな響ひびきを聞き取ったのは単なる気のせいだろうか？　声と同時に右側方から迫はく撃げきしてきた影を、容よう赦しやなくトレスは撃うち抜いた。が、それが特警の制服をひっかけたただのドラム缶かんだと気づいたときには、反対側から伸のびてきた指が、トレスの右手を銃ごと摑つかみとっている。振ふりほどこうともがくも、肩かたを赤子のようなたやすさで捻ひねられ、逆手に体を制されてしまう。

「抵てい抗こうは無意味だ、ＨＣ－ⅢＸ」

　ガラスの瞳ひとみで同型機の背中を見下ろし、ⅡＸは自分の首筋からケーブルを引き出した。

「二千九百四十三秒前に中断した作業タスクを再開する──協力を要求する」

　近づいてくる銀色の端たん子しを目にしたトレスの顔が、かすかに強こわ張ばった。

　リミッターの設定限界までもがいて振りほどこうとするも、ⅡＸのパワーはトレスのそれを完全に上回っている。背中に回された右みぎ腕うではびくともしない。手首内の追オプ加シヨ固ンア定タツ兵チメ装ントである火炎フレイム放ラン射器チヤーもこの体勢では使用できない。指だけは動くため、発はつ砲ぽうは可能だが、それもⅡＸは演シミユレ算ーシヨン済みらしい。固定角は、ⅡＸはおろか、酸素ボンベにも命中しないよう慎しん重ちように設定されていた。

「侵ハツ入キング開・ス始タート」

「…………！」

　抵抗空むなしく、挿そう入にゆうされたジャックを中心に広がった赤い光が、トレスの思考を飲み込んだ。




「ここで決めなさい、開発ナンバーＨＣ－ⅢＸ」

　太陽光線が大気に乱反射している。暮れなずむ空は、皮下循じゆん環かん剤ざいの色に染まっていた。

「あなたの同型機たちは全ぜん滅めつしました。そして、もうすぐあなたも生命維い持じ系の活動を停止します……つまり、死ぬということです」

　金色に輝かがやく巻き毛の下の顔はナトリウム結けつ晶しようよりなお白かった。その瞳は剃刀かみそりめいて硬かたく、ドライアイスのように凍いてついている。そして今そこには、力なく横たわる一つの人ひと影かげが映っていた。

　あたかも鋭えい利りな刃は物ものに切断されたように腹部を裂さかれ、自ら漏ろう出しゆつした皮下循環剤に全身を浸ひたした殺人人形──それを見下ろし、真しん紅くの法衣の麗れい人じんは、いま一度の問いを重ねた。

「あなたの判断を尊重してあげましょう。だから、今、ここで決めなさい、ＨＣ－ⅢＸ。あなたはここで死にたいのですか？　それとも、人間に戻って生き続けたいですか？」

「人間……人間とシテ……生きル……なんダ？」

　無機的な声が、虚うつろな問いを返した。

　赤い空と白い顔を見上げたその顔は、いっそあどけないとさえ言える。まるで生まれたての赤子が母親に尋たずねるように、たどたどしく言葉を吐はき出したときも、その表情は変わらなかった。

「俺……機械部品……して……生まれタ……イまさら……人間としテ……生きる……不可能……機械としテ……処分、望ム……」

「…………」

　それを聞いた刹せつ那な、剃刀色の瞳を過よぎったあの光は何だっただろう？

　哀あわれみ？　同情？

　いや、違ちがう。あれはもっと別の──

「……では聞くがいい、ＨＣ－ⅢＸ」

　殺人人形の思考ルーチンが判断を保留している間に、麗人は彼の傍かたわらにひざまずくと、法衣の汚よごれも厭いとわず、皮下循環剤に濡ぬれた試作体の額にそっと手をあてた。

「望み通り、私はお前を機械として扱あつかってあげましょう……お前はこれから、私の所有物モノです」

「……所有物モノ？」

「そう、所有物モノです」

　紡つむがれた声は、子守唄うたのように優やさしかった。

「望み通り、お前は機械として生きるがいい。その体を流れる皮下循環剤の最後の一ひと滴しずく、記き憶おく素子の一いつ片ぺんに至るまで、全すべては私のもの。ゆえに、その私の許可なくして壊こわれることは、絶対に許しません」

　物言いたげに開いた人形の唇くちびるをじっと見つめた麗人は、柔やわらかい、しかし有無を言わさぬ声と言葉で彼の魂たましいをすくいあげた。

「人として生きれぬなら、モノとして生きるがいい……ＨＣ－ⅢＸ、以後、お前は私の所有物だ」




（そうだ、あのとき俺は……）




「──無意味なデータだ」

　抑よく揚ようの無い声が、過去に埋まい没ぼつしていた意識を凍とお気きの只ただ中なかに引きずり戻もどした。

「こんな屑データジヤンクに最優先順位をつけて保管しているとは、まるで理解できん……ⅢＸ、やはりお前は壊れていると結論せざるを得ない」

「……屑ジヤンク？」

　自分と同じ顔を、トレスは無表情に見上げた。その声もまた、相手同様、感情を欠いている。

「このデータを……お前は屑ジヤンクと言ったのか？」

「他ほかに何かあれば、入力を」

　瞬まばたかない瞳ひとみでトレスを見下ろす機械化歩兵は、冷静に指し摘てきした。

「そのデータは戦せん闘とう記録とはまったく関係ないものだ。千九百十四日間、このような無意味なデータが保管されていた理由が理解できない。やはりお前は正常では──」

　ⅡＸが指摘を終えることはなかった。

　とてつもない力に、彼の体は後方に吹ふっ飛び、壁かべに叩たたきつけられていたからだ。
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「！」

　二百五十キロのボディが五メートル以上も飛ひ翔しようし、あまつさえ壁へき面めんに十センチ近くめりこむ。轟ごう音おんをあげて壁が崩ほう落らくしたとき、自由を取り戻したトレスの体は再度の直立に成功していた。

「ⅡＸ……お前は、あのデータを屑ジヤンクと言った」

　自由を取り戻した派は遣けん執しつ行こう官かんの瞳に青白い光が灯ともった。瓦が礫れきをおしのけて立ち上がったもう一体の殺人人形をその視線で串くし刺ざしにするや、抑揚の無い声で宣告する。

「絶対に、許さん」

「……なるほどリミッターを解除したか」

　機関車と正面衝しよう突とつしたほどの打だ撃げきがあったはずだが、ⅡＸの表情はいささかも変わらなかった。全身からうっすらと煙けむりを上げる同型機を見み据すえた顔には、相変わらず薄うすい冷れい笑しようが浮うかんでいる。

「しかしそれは愚おろかな判断だ、ⅢＸ。リミッターを解除すれば、過負荷に出力伝達系が耐たえられなくなる。設計上の余裕アソビを計算に含ふくめても、お前の体は三十八・八秒間しか戦闘状態に耐えられない。もしくは、その前に中ちゆう枢すう演算機構がハングアップする……いずれにせよ、結果は変わらない」

「…………」

　三十八・八秒──自分の計算も同じ数値を弾はじき出している。全身の制せい御ぎよ系から押し寄せてくる警告を無視して、トレスは右手の銃じゆうを握にぎり締しめた。

　敵ⅡＸの発言は正しい。

　自分の現状では、いや、仮に状態が万ばん全ぜんだったとしてもⅡＸに勝てる方法は見み出いだせそうに無かった。パワー、スピード、精度……どれをとっても完全に自分を上回っている。異い端たん審しん問もん局きよくは、彼の復旧にあたって、ずいぶんと投資をしたようだ。

（せめて動きを止められれば……）

　手中のＭ13の銃爪トリガーに指を置いて、トレスは戦闘結果をシミュレートした。Ｍ13の弾倉マガジンは強装弾だんに変えてあった。命中すれば、間ま違ちがいなく敵を倒たおせるだろう。だが、どうやって命中させる？

（俺は勝てないのか？　俺はこいつに負けるのか？）

　全速で回転を続ける思考に、ふと、白い顔が過よぎった。金色の巻き毛の下の剃刀かみそり色の瞳。そして、自分の頰ほおに触ふれた、あの冷たい感かん触しよく──

　あのとき交かわした誓せい約やくは、この五年間忘れたことはなかった。彼女の所有物として、彼女とともに生死の境を歩んできた歳月、ただの一いつ瞬しゆんたりと忘ぼう却きやくしたことはない。だが、それも終わりなのか？

　ここで自分は敗れ、そのデータは消去され……

（〝歳月〟？）

　自分自身の思考に脳の中の何かを呼び覚まされたトレスの意識が、別方向に展開を変えた。

（五年の歳月……記憶……経験……戦コン闘バツト記憶メモリー……）

　そういえば、さっき、ⅡＸこいつは何と言った？

〝五年の間に、より精度を高めた部品パーツに……旧式のお前とは比ひ較かくにならん〟

　つまり、ⅡＸは最近修復を終えて、実戦投入リリースされたばかりということだ。そして、聖天使城からこちら、こいつには戦闘経験というものがない。

（だから、俺の戦コン闘バツト記憶メモリーに執しゆう着ちやくするのか……）

　とどめを刺さそうと思えばいつでも刺せるものを、余計なリスクを冒おかしてまで、トレスのデータにこだわる理由はたった一つ──ⅡＸは、同型機が保有する戦闘経験が欲しくてたまらないのだ。

　そしてもう一つ。もし彼の戦術思考が初期デフオ設定ルトのまま変わっていないとすれば──

「……ＨＣ－ⅡＸ、お前は俺には勝てない」

　ことさらゆっくりと口を開いたのは、わずかでも全身のサーボを冷れい却きやくする時間を稼かせぐためだ。まるで何かの資料でも読み上げるような口調で、トレスは同型機に宣告した。

「今、彼ひ我がの戦闘力を計算して、戦闘結果を算出した……ⅡＸ、お前は俺に勝てない」

「……お前の思考にはバグがあるようだな、ⅢＸ？」

　ⅡＸの視線が、わずかに硬こう度どを増した。顔はあくまで無表情。しかしその口調は、どこか相手を小こ馬ば鹿かにしているようにかすかに早める。

「これだけの性能スペツク差を認にん知ちしてまだ、お前は俺に勝てる可能性を算出しているのか？」

「否ネガ定テイヴ。これは可能性ではなく、必然性だ──俺がお前に敗れる要因が見つからない」

　派遣執行官の声は、あくまで平静だった。

「機体のスペックは確かにお前が上だが、常駐タクテ戦術イカル思考システムに──戦コン闘バツト記憶メモリーに差がありすぎる。従って、お前は俺には絶対に勝てない」

「発言趣しゆ旨しが不明だ、ⅢＸ……何が言いたい？」

「お前には戦闘けい経験けんちがないということだ、ⅡＸ」

　機械にも勝ち誇ほこるということがあるのだとすれば、このときのトレスの言葉がそれだった。仮面のような顔をかすかに強こわ張ばらせたⅡＸに向け、宣戦布告のように告げる。

「聖天使城から五年、お前は最近修復を終えたばかりで、戦コン闘バツト記憶メモリーは白紙のままだ。だから、同型機おれの戦コン闘バツト記憶メモリーに執着していた──結論する。この五年間、実戦バトル証明プルーフされた俺に、お前は勝てない」

「……愚かな意見だ、ⅢＸ」

　戦せん闘とう散さん弾だん銃じゆうの銃口をあげながら、ⅡＸは旧式機の下らぬ判断を却きやつ下かした。

「我々の性能スペツク差の前には、多少の経験など問題たりえない──それに、すぐに経験も手に入る。お前を破は壊かいして」

　突とつ如じよ、白い柱が立ち上がった。

　それが、高速機動に入ったⅡＸに蹴け立たてられた霜しもだと認知するより早く、トレスは戦闘アク行動シヨンに入っていた。Ｍ13の銃口が、風鳴りをあげて右に振ふられる。

「──〇・〇四秒遅おそい」

　敵手の戦術思考を初期設デフオ定状態ルトと仮定して算出した行動予エミユレ測演算ーシヨンは完かん璧ぺきだった。直径十三ミリの銃口は、数ミリの誤差で右側方から迫はく撃げきしていた同型機の顔面を捉とらえている。

「なにっ……!?」

　魔ま法ほうのような鮮あざやかさで銃口を向けられたⅡＸの顔から、冷れい笑しようが消えた。咄とつ嗟さに銃口をあげるも、戦闘デウス用散・エクス弾銃・マキナの銃爪トリガーが引かれるより、戦闘デイエス拳銃・イレの凶きよう暴ぼうな咆ほう哮こうがわずかに早い。

「く！」

　だが、顔面めがけて飛来した弾だん丸がんをⅡＸは体たい軸じく前に掲かかげた得物で遮さえぎった。五一二マキシマ弾の直ちよく撃げきを受けた散弾銃の機関部は完全に破は砕さいされたが、得物と引き換かえに、ⅡＸは決定的な反撃の機会を文字通り手にしていた。

「──〇・〇〇五秒遅い、ⅢＸ」

　次弾を発射しようとするトレスの右手を、ⅡＸは素す早ばやく摑つかみ取った。かすかに煙けむりをあげる敵手の右みぎ肩かた部関節をさきほどとまったく同様に制して、相手の機体を固定体勢まで持ってゆく。

「結局は同じ結果だったな……予測通りだ」

　再び組み伏ふせた相手の後頭部を見下ろし、淡たん々たんとⅡＸは己おのれの勝利を宣言した。

「今の戦闘記録は解かい析せきして、俺の戦術プログラムに組み込む。そして俺はさらに能力を高め──」

「それは不可能だ、ⅡＸ……言ったはずだ。お前は俺には勝てないと」

　ねじ伏せられたまま、そっけなく告げたトレスの右手が開いた。その指からこぼれたＭ13が落ちていった先は、下に拡げられた彼自身の左手だ。

　だが、それに気づきながらも、ⅡＸは冷静だった。相手の姿勢は完全に固定してある。いくら自由な左手に銃を持っても、あの位置からでは、トレス自身の体が壁かべになって、自分を照準することはできない……

「発射フアイア」

　非人間的なまでに静かな声に、凶きよう悪あくな銃声が重なった。

　世界最強の戦闘拳銃が吐はき出した五一二マキシマ弾がえぐり抜ぬいたのは、煙を立ち上らせる肩かた──所有者自身の右肩だった。

「自分の体を撃うっただと──!?」

　噴ふき上がった皮下循じゆん環かん剤ざいと形状記き憶おくプラスチックの欠片かけらが、まともにⅡＸの顔を叩たたいた。そして、相手の腕うでを──腕だけを抱だきかかえたまま目を瞠みはるⅡＸの腹部もまた、敵手の肩を貫かん通つうした銃弾によって大きくえぐられている。

「まさか……最初から、俺の動きを殺すことを狙ねらって自分を囮おとりにしたのか……馬ば鹿かな！　それは禁則事じ項こうだ、ⅢＸ！」

「禁則規定など、とっくの昔に抹消デリートしてある──そうしてこの五年間、俺は任務を遂すい行こうしてきた」

　そう、それが彼にとっての五年間──彼女とともに命の彼ひ岸がんを歩いてきた歳月だった。

「じ……自分のボディを破壊するとは……ⅢＸ……お前はやはり、兵器マシーンなどでは……」

　腹ふつ腔こうから真っ赤な皮下循環剤をほとばしらせる異い端たん審しん問もん官かんが抑よく揚ようのない声で、しかし確かに驚きよう愕がくをこめて呻うめいたそのときには、行動の自由を取り戻もどした隻せき腕わんの派は遣けん執しつ行こう官かんは、よろめく同型きよう機だいに向けて銃口をあげている。

「否ネガ定テイヴ。俺は兵器マシーンだ──」

　照星の向こうに捉えた自分と同じ顔に向けて、トレスは告げた。

「そう、俺はミラノ公の銃マシーンだ」

　轟ごう然ぜん──

　直径十三ミリの銃口が炎ほのおを吐いたのと同時に、頸けい部ぶに直撃を受けたⅡＸの頭は胴どう体たいからちぎれて大きく吹ふき飛んでいる。皮下循環剤を噴き上げる首のない体はゆっくりとひざまずくと、力ちから尽つきたように自ら作り出した赤い水みず溜たまりに倒たおれ臥ふした。

　それをガラスの瞳ひとみで見届け、

「作ミツシ戦ヨン・終コンプ了リート撤てつ収しゆうする」

　身を翻ひるがえした派遣執行官の横顔に感情が浮うかぶことはついになかった。
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〈あら、お二人とも今日はお早いんですのね〉

　午前七時。

　スフカステォルル・スフツァオルツエ城スコ──ミラノ市の中心部に位置する代々のミラノ公こう爵しやく家の居城である。その城主執しつ務む室しつに立体映像を結像したシスター・ケイトは、今朝一番の面会客の顔を見て、少し驚おどろいたような表情になった。

〈神父トレスはともかく、〝教授〟がお昼前に徘はい徊かいされてるなんて、珍めずらしくはありませんこと？　低血圧はもういいんですの？〉

「徹てつ夜や明けなんだよ……しかも三日目」

　生欠伸あくびしながら答えたのは、来客用ソファに座ってパイプを嚙かんでいた〝教授〟ことドクター・ワーズワースである。

「いやあ、イクス神父の治ち療りよう中、彼の新装備のアイデアが閃ひらめいてね。ミラノ公に上じよう申しんしてみようと思うんだ……企き画かく書しよ作ってて徹夜してしまった」

〈これがその企画書ですの？　ちょっと拝見してもよろしいですか？……ええっと、〝神父トレスの大規模制圧戦用追加装備についての具体案〟？〉

　執務室の主あるじはまだ朝食中だ。主君が現れるまでの暇ひまつぶしにと、〝教授〟がめくっている書類を覗のぞきこんだ尼に僧そうだったが、その顔がふと曇くもった。

〈……ええっと、〝教授〟？〉

「何かね？」

〈この〝全高十八メートル〟〝重量四十三・四トン〟というのはいったい？……あの、それと、〝合体〟〝変形〟システムって？〉

「ここに書いてある通りだよ」

　当たり前じゃないかという顔で〝教授〟はパイプを上下させている。ケイトはさりげなく目を逸そらすと、微び妙みように疲つかれた吐と息いきをついた。

〈そのぉ……ひょっとしたら、却きやつ下かされてしまうかもしれませんわねえ、この企画〉

「なぜかね？」

〈変……いえ、少々、個性的過ぎ？〉

　そうかやっぱり天才は理解されないものだよねえと慨がい嘆たんし始めたエセ紳しん士しとは視線をあわせないよう細心の注意を払はらいながら、尼僧はさっきから沈ちん黙もくしているいま一人の来客に向き直った。

〈神父トレス、腕の方はもうよろしいんですの？〉

「肯ポジ定テイヴ──問題ない」

　怪あやしげな〝企画書〟なるものとは対照的に薄うすい報告書に目を通しながら、機械化歩兵は抑揚のない声で返事を返した。

「今日は、遅おくれていたアッシジでの作戦結果報告に来た。ミラノ公に面会できるか？」

〈もちろんですわ……あの、でも神父トレス、あまり落ち込まないでくださいましね〉

「落ち込む？」

　報告書をチェックし終えたのか、視線をあげると、トレスは尼僧の顔を真正面から捉とらえた。

「発言意図が不明だ、シスター・ケイト。落ち込むとはどういう意味だ？」

〈いえ、その……アッシジでの任務がその……〉

「アッシジでの任務に、確かに俺は失敗した」

　相変わらず無機的に、機械化歩兵は首しゆ肯こうした。だが、無表情なその顔がどこか柔やわらかな優やさしさを湛たたえているように見えたのは、ケイトの単なる気のせいだろうか？

「だが、俺はその評価に拘こう泥でいはしていない──過度に過去の失敗に拘こだわるのは、無意味であると同時に、以後の行動の障害となる。失地は、次の作戦行動で挽ばん回かいするよう努めるべきだろう」

〈は、はあ……〉

　尼僧はきょとんと首を傾かしげて、彼にしては珍しく長い言葉を紡つむぎ終えた神父の顔を覗き込んだ。

〈あの……トレスさん、なんだか変わられました？〉

「〝変わった〟？　何がだ？」

〈いや、雰ふん囲い気きというか、その、あの……〉

「卿けいの発言意図は不明だ、シスター・ケイト」

　再び、冷たい空気で鎧よろいのように全身を覆おおうと、神父は冷れい淡たんに答えた。

「変わるのは人間だけだ。そして、俺は──」

「おはよう、三人とも。早くからご苦労さまですね」

　そのとき、やや低いが穏おだやかな声が三人の鼓こ膜まくを叩たたいた。朝食を終えた彼らの主人が、優ゆう雅がな足取りで執務室に入ってきたのだ。

　そちらに向かって一礼しながら、ガラスの瞳を持つ派は遣けん執しつ行こう官かんは聞き誤りようのない明確さで同どう僚りようへの言葉をこう締しめくくった。

「俺は人間マンではない──機械マシーンだ」
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──老いたる者を敬い、汝の神を畏れよ。

（レビ記十九章三十二節）








「おい！　そこの若いの！」

　いささか漠ばく然ぜんとし過ぎる呼こ称しようで呼びかけられたにも拘かかわらず、トレス・イクスは正確に背後を振ふり返った。

　午後二時──昼下がりとはいえ、市庁舎から凱トリウ旋ンフボ門ーゲンへと続く大通りに、人ひと影かげはほとんど認められなかった。それも無理はない。午後から止やんでいたとはいえ、昨夜来の大雪は通りにぶ厚い氷の絨じゆう毯たんを敷しき詰つめていたし、陰いん鬱うつに垂れこめた雪雲のために気温は氷点付近まで下がっている。

　ゲルマニクスでも南西に位置するこのインスブルック市は、チロル山中の鉱業都市だ。例年、一月の平均気温は氷点を上回ることはない。ことに今日のような日に出歩くのはよほどの物好きか、もしくは寒さなど感じない特とく殊しゆな人間に限られる──とすれば、道みち端ばたに停車していた雪上仕様の軍用サイドカーから馴なれ馴なれしく手を振ってみせた若い兵士はそのどちらなのか？

「急いどるところ悪いんじゃが、ちいっと道を教えてくれんかね？　中バー央ンホ駅ーフはどっちかいの？」

「──百十五メートル前方、十字路を左折して五百五十メートルの地点に凱旋門がある」

　人好きのする笑えみを浮うかべた兵士に無愛想な顔を向けるとトレスは細密かつ正確な回答を与あたえた。

「その角を右折した後、約二百八十メートル直進した地点が中央駅だ」

「おお、丁てい寧ねいにすまんのぉ」

　ゲルマニクス陸軍特有の四角い略りやく帽ぼうをキザっぽく傾かたむけると、兵士は屈くつ託たくない笑顔を作った。もっとも、せっかく教えられた道を走り去ろうとせず、歩みを再開した神父のあとをゆっくりついてくる。

「見たところ、あんたも旅の途と中ちゆうのようじゃの。よしよし、道案内の礼と言ってはなんじゃが、特別に駅まで一いつ緒しよに乗せていってやろうかいの？」

「無ネガ用だテイヴ。俺が搭とう乗じよう予定のローマ行き特急が発車するまで千十八秒ある。徒歩でも十分に間に合う」

「ほお、ローマ行きの特急とな！　そいつは奇き遇ぐうじゃのお。ちょうど、ワシもそれに乗ろうと思っとったところなんじゃよ」

　ストラップで背負ったアタッシェケースを揺ゆすると、兵士はさも大げさに驚おどろいてみせた。愛あい想そ笑わらいひとつ浮かべない神父の冷淡さに機き嫌げんを損そこねたふうもなく、あたかも十年来の戦友であるかのように話しかけてくる。

「で、若いの。ローマの神父がゲルマニクスくんだりで何しちょるんじゃ？　物もの見み遊ゆ山さんかね？」

「ヴィエナに出張があった」

　神父の対応は馴れ馴れしい兵士のそれとはまさに対照的だった。木で鼻をくくったような返答を氷点ぎりぎりの声で音声化してみせる。

「現在はその帰き還かん中だ。なお、それ以上の説明は聖職服務規程に基づき回答しかねる」

「なんじゃ、若いくせに愛想がない奴やつじゃのお。それともワシを警察か何かかと疑っておるんか？　なら安心せい。ワシはな──」

「──オットー・アインハイツ軍ぐん曹そうだな？」

　胸を張って自己紹しよう介かいしようとした兵士の手間を省いたのは、横合いからかかった横おう柄へいな声だった。

　脇わき道みちから、二人の行く手を阻はばむような形でカーキ色の軍用コートを纏まとった男たちが飛び出してきたのだ。いや、前方だけではない。それまでまったく人気のなかった後方にも、やはり数人の男たちが拡がって退路を遮しや断だんしている。

「捜さがしたぞ、軍曹。ずいぶんと逃にげ回ってくれたものだ」

「……はあて、あんたらはどなたさんかの？」

　愛車にブレーキをかけると、オットーと呼ばれた兵士は首を捻ひねった。獲え物ものを捕ほ捉そくした猟りよう犬けんそっくりの顔になっている男たちをのんびりと見回す。

「初めて見る顔じゃが……何か用かの？」

「とぼけないでもらおう、軍曹。我々は陸ミリ軍タール憲・ポ兵リツ隊アイだ。お前を脱だつ走そうならびに軍ぐん需じゆ物資の強ごう奪だつ容疑で逮たい捕ほする」

「脱走？　強奪？　いったい何の話か、さっぱりじゃ」

　いかにも実直げな顔でオットーは略帽をとった。しげしげと憲兵を見やってため息をつく。

「まあ、どうしてもと言うなら、一緒について行ってやらんでもないがの……じゃが、その神父さんはここに置いていってもいいのかね？　なにしろ、その男はワシの大親友でなぁ。ワシがいなくなったら、寂さびしがって大おお騒さわぎするかもしれん」

「…………なに？」

　無関係な騒ぎに巻き込まれまいと先行していたトレスは、兵士の言葉にふと脚あしを止めた。視線を転ずれば、憲兵たちが一いつ斉せいにこちらを振り向いたところだ──あまつさえ、指揮官らしき士官などは、すでに腰こしの銃じゆうに手をかけているではないか。

「……おい、神父。お前も一緒に来てもらおう」

　トレスの予測は的中した。拳けん銃じゆうを抜ぬきはなった憲兵士官が威い圧あつ的な声を押し出したのだ。

「脱走兵の逃とう亡ぼう幇ほう助じよ容疑で拘こう束そくする。逆らうと、ためにならんぞ」

「俺は、その男とは無関係だ。百九十三秒前、彼の方から接せつ触しよくしてきたに過ぎない」

　トレスは、機械的だが精確無比な説明を返した。

　ゲルマニクスは、教皇庁の外交政策上で何かとトラブルとなりがちな新興軍事国家だ。その当局とことを構えるのは、教皇庁国務聖省の職員としては望ましいことではない。

「従って、卿けいと同行してもなんらかの有益な情報を提供できるとは思えない。なお付け加えるならば、現在、俺は任務中だ。それでも同行を求めるのであれば、教皇庁に申しん請せいして──」

「ごちゃごちゃ言ってるんじゃない！」

　トレスの説明は愛想こそ欠落していたものの、あくまでも紳しん士し的であり、良心的ですらあるものだった──だが、最善の努力は往々にして最悪の反応で報むくいられる。憲兵士官は苛いらついたように怒ど鳴なると、神父の胸むなぐらをいきなり鷲わし摑づかみにした。

「来いと言ったら、来ればいいんだ、若造！」

「──現状を危険度一の脅きよう威い的状じよう況きようと認にん識しき」

　脅きよう迫はく的言辞ならびに直接的敵対行動──憲兵士官の反応は機械化歩兵の思考ルーチンに組み込まれた自己保全アルゴリズムに十分抵てい触しよくする行こう為いだった。そしてそれを判別してからコンマ一秒後、トレスの体は自己の置かれた危機的状況を打開すべく新たなアクションを起こしている。

「常じよう駐ちゆう戦術思考を制サブ圧アタ戦ツク仕様モードで起動──戦コン闘バツト開・オー始プン」

　直後あがった苦鳴は、手首をへし折られた士官のものだった。咄とつ嗟さに小銃を構えようとした彼の部下たちによく見えるよう、逆手に制した士官の体をそちらに向けると、トレスは勢いよくその臀でん部ぶを蹴けった。尾びてい骨こつの折れる音と下品な悲鳴の尾おを引いて飛んでいった士官が部下の間に倒たおれ込む。薄はく情じようにもそれを避よけた憲兵たちは手にした銃をようやく掲かかげたが、そのときには小こ柄がらな神父の両手から銃声がほとばしっていた。

「〇・五五秒遅おそい」

　転てん瞬しゆん、憲兵たちのほとんどが肩かたを撃うち抜かれて絶ぜつ叫きようをあげる。より運の良い者は得物を弾はじき飛ばされ、骨を砕くだかれた手首を押さえてへたりこんだ。

　しかし、神父の顔に勝ち誇ほこる色はなかった。無機的な沈ちん黙もくを守って、攻こう撃げき対象が戦域付近に潜ひそんでいないか、索さく敵てきを続けるが──

「いやあ、たいしたもんじゃねえ」

　戦場の支配者が聴ちよう覚かくセンサーに捉とらえた声は、場ば違ちがいなほど脳天気なものだった。沈黙したまま視線だけを動かせば、晩飯の相談でもするかのような顔で話しかけてきたのはサイドカーの兵士だ。

「憲兵一個分隊をたった二秒でのしちまったか。若いの、お前さん、ただ者じゃないね？」

「……卿の発言意図は不明だ」

　いまだ硝しよう煙えんをあげる拳銃を両手に握にぎったまま、トレスは情じよう緒ちよの欠片かけらもない瞳ひとみで兵士を見返した。

「俺が機械化マシナ歩兵リーであることは、卿も当初から認識していたはずだ──なぜなら、卿もまた機械化歩兵だからだ」

「……なんじゃ、ばれとったのか」

　ぺろっと舌を出すと、兵士は屈くつ託たくのない笑え顔がおを作った。およそ悪びれたふうもない。

「いかにも。ワシはゲルマニクス第七機き甲こう師団第十八機兵中隊オットー・アインハイツ軍ぐん曹そうじゃ……しかし、いつワシが機マシ械ーネ化ンク歩リー兵ガーだと気づいた？　機械油でも漏もれとったかのぅ？」

「当初から認識していた。機械化歩兵の熱源分布は人間のそれとは異なる──なお推定するに卿の型式はＳｄｋＭｍ－33。七十三年前にゲルマニクス陸軍で強行偵てい察さつを主目的として制式採用された高速機動戦仕様の機体だ」

「すごいのお……最近のセンサーはそんなことまでわかるのかね？　さすがワシが見込んだだけのことはある。合格じゃ！」

　さも感心したように兵士──オットーはため息をつくと、一転、いかがわしい相談でも持ちかけるように声をひそめた。

「で、ひとつ相談なんじゃが、途と中ちゆうまでワシと一いつ緒しよに行かんかの？　一緒に行ってくれるなら、特別にワシの愛車にのっけてやるぞ？　いやいや、感謝の言葉はいらん。ほんの好意じゃよ」

「断る」

　自じ慢まんげにサイドカーのシートを叩たたいている兵士に対し、トレスの返答はにべもなかった。氷の剣けんにも似た口調で理由を告げる。

「ローマに帰き還かんするまで、俺は任務中だ。卿に協力する時間も、また、その理由も──」

　冷たい拒きよ絶ぜつは中ちゆう途とで途絶した。それを遮さえぎったのは、街路の向こうでけたたましく鳴り響ひびいた警笛の音だ。いや、それに続いて反はん響きようを始めた数十の軍ぐん靴かの響きだったろうか。

「おおっと、マズい。団体さんがお着きじゃ」

　悪戯いたずらっぽく声をひそめると、オットーはわざとらしく辺りを見回した。機体の採用年代から推測するに実じつ年ねん齢れいは九十をくだらないはずだが、どこか少年めいた笑みを浮うかべてみせる。

「さて、若いの。ワシはこのまま失敬するが、あんたはどうする？　なにせ憲兵を敵に回しちまったんじゃ。もう列車には乗れんじゃろう……はあて、ローマまで歩くのは、ちぃと骨が折れるんじゃないんかのぉ？」

「──運転を代われ」

　トレスの声には何の感情もない。だが、明らかに状況を楽しんでいる兵士を一いち瞥べつした瞳は氷ひよう塊かいにも似た冷たい光を含ふくんでいる。

「俺が運転する──卿は助手席に移れ」

「おお、いいともいいとも。運転は若いもんがするというのは理にかなっとる」

　身軽にサイドカーに飛び移ったオットーに、トレスはそれ以上、視線を向けなかった。運転席に腰こしをおろすと凍とう結けつした雪面など気にかけたふうもなくフルスロットルで排はい気きを解放する。

　生身の人間なら間違いなく振ふり落とされるであろう急加速で、サイドカーは発進した。その前に現れた新手の憲兵たちが立ちはだかったが、突つっ込んで来た颶ぐ風ふうに血相を変えて跳とびすさる。

「おほっ！　こりゃあいい！」

　あっという間に後方へ遠ざかってしまった憲兵たちを、オットーがいかにも上じよう機き嫌げんに振り返った。風圧で飛びそうになっている略りやく帽ぼうを押さえたまま、小気味よさげにウインクしてみせる。

「若いの！　お前さんを選んだワシの目に狂くるいはなかったな！」

「……一つ、言っておく、アインハイツ軍曹」

　ともすれば雪面にタイヤを取られそうになる車体を巧たくみに操あやつりながら、トレスは警告した。

「俺の呼こ称しようは〝若いの〟ではない。俺は教皇庁国務聖省職員トレス・イクスだ。以後、呼称の修正を要求する」

「おお、こりゃあ失礼したな」

　神父の声に含まれた刃やいばに気づかなかったのだろうか？　老歩兵は相変わらずしれっと頷うなずいた。

「よろしい。今度からはそう呼ばせてもらうよ、若いの」




　　　　Ⅰ




　インスブルック南方にあるブレンナー峠とうげは、太古より、〝ローマの門〟と呼ばれてきた。

　教皇庁領と北方諸国の間には峻しゆん険けんなアルプス山系が壁かべとなっているのだが、比ひ較かく的標高が低いこの峠には、古くから街道や鉄道が敷ふ設せつされ、ゲルマニクス方面からローマを目指す際には必ず通らねばならぬ要よう衝しようとなっている。いきおい線路や道路はよく整備されており、今のような雪の季節にもここを行き交かう人と物資はけっして少なくない……とはいえ、街道を一歩逸それれば話は別だ。

「えい、ゴツト・くそヒンメル！　親の仇かたきみたいに吹雪ふぶきおるわ！」

　間断なく吹ふきつけてくる雪風に、サイドカーの兵士は憤いきどおりを隠かくせない様子だった。アタッシェケースを後生大事に抱かかえ込んだまま、ハンドルを握る同行者に叫さけぶ。

「若いの！　引き返して、街道を行こう！」

「幹線道路は危険だ」

　台風並みの風速で雪風が吼ほえ猛たける中、トレスは冷静に指し摘てきした。わずかでもハンドル操作を誤れば左右の峡きよう谷こくに転落しかねないにも拘かかわらず、ごく淡たん泊ぱくな表情で補足する。

「あのような騒さわぎを起こした以上、鉄道および幹線道路は当局の監かん視し下にあると見るべきだろう。卿けいが投降して、一連の騒そう動どうに俺が無関係であることを証言するのでない限り、転進はできない」

「ああ、そうかい！　畜ちく生しよう、ワシの人生、こんな裏街道ばっかりじゃよ！」

　トレスの冷静な表情を恨うらめしげに見やると、オットーはこの世の悲運を一身に背負っているような顔でぼやいてみせた。

「ワシはただ、つつましやかな老後をひっそり送りたいだけなのにのぅ……なあ、若いの。お前さんもそろそろ、ワシの不幸な身の上を聞きたくてしようがなくなってきたんじゃないか？」

「否ネガ定テイヴ──卿のプロフィールに関心はない」

　言葉どおり、神父は同行者の人生にはいかほどの関心もない様子だった。ただ、ゴーグルの中で瞳ひとみをわずかに動かすと、事務的な問いを発する。

「だが、卿が憲兵に追われている理由は把は握あくしておきたい。機械化歩兵がなぜ軍を脱だつ走そうした？」

「いやあ、これが話せば長いようで短い話でな……あれは二、三ヶ月前じゃったかのぉ？」

　老人という生き物がむやみに自分の人生を語りたがるのは、機械であっても変わらないらしい。オットーは自じ慢まんたらしく胸を反らすと、いそいそと身の上話を始めた。

「ワシは、ちょっとした任務で情報部の士官を護エス衛コートしとったんよ。ところが、この若造がとんでもないヤツでなあ。下のモンには威い張ばり散らすわ、賄わい賂ろは取るわ、実にイヤなヤツじゃった」

　まるで目の前に件くだんの士官がいるかのように拳こぶしを固めると、老兵士はアタッシェケースに降り積もった雪を払はらった。外見は若くとも、そのような動作をさせると、確かにどこか年寄り臭くさい。

「しかも、このヤロめ、婚こん約やく者しやがおる民間人の娘むすめさんにちょっかい出そうとしてなあ。あわや不ふ埒らちな行いに及およぼうとしおった……ええっと、そこでちょっと不幸な事故が起こって、現在に至ると」

「理解不能だ。説明の補足を要求する」

　吹きつけてきた突とつ風ぷうに対して、車体を直角に向けながら、トレスは首を振った。エンジンのパワーが半ば雪に埋うずもれているタイヤまで伝わるよう慎しん重ちようにクラッチを繫つなぎつつ、質問を継けい続ぞくする。

「事故の詳しよう細さいについて入力を」

「……ああ、娘の方は無事に結けつ婚こんしたよ」

　どこかバツ悪げにオットーは目を逸らした。しかし、じっとこちらを見ているトレスの眼光に気け圧おされたように渋しぶ々しぶ、付け加える。

「で、クソ野や郎ろうの方は、なんでも強ごう盗とうに襲おそわれたとかいう話でな。大事なアタッシェケースを奪うばわれたあげくに肋あばら骨ぼねを叩たたき折られて、今も入院中とか……ま、よくある話じゃね」

「肯ポジ定テイヴ──確かに発生頻ひん度どの高いエピソードだ。だが、これで憲兵が卿を追ってきた理由が理解できた。今後も追つい及きゆうの手を緩ゆるめないこともな」

「そんなことはわかっちょる。じゃからこうして、逃にげ回っとるんじゃないか……それに、そう心配することもないぞ、若者よ。ワシのような歴戦の勇士は、常に二手三手先を読んどるもんじゃ」

　他人ひと事ごとのように嘯うそぶくと、オットーは自信たっぷりにウインクしてみせた。強風にあおられる地図を苦労して拡げながら、今後の展開について不敵な笑えみとともに保証してみせる。

「ほれ、この峠を越こえちまえば、もう教皇庁領じゃ。いくら奴やつらがしつこくても国境は越えられん。つまり、ワシは晴れて自由の身ちゅうことだな……どうじゃ、まさに完かん璧ぺきな計画じゃろ？」

「肯ポジ定テイヴ──ただしそれは、我々が無事に峠を越えられると仮定したうえでの話だ」

　そう答えたトレスの声は相変わらず平板で、感情の起き伏ふくはない。だが、このときはなぜか、その横顔に憮ぶ然ぜんたる翳かげりが差しているように見えた。

「燃料ガソリンがそろそろ尽つきる……俺はともかく、卿の機体性能では、この天候下に徒歩で行軍するのは極きわめて困難と思われるが」

「ガ、ガス欠じゃとおっ!?」

　燃料計の針が振ふり切れかけているのを見て、オットーはぎょっとしたような表情になった。瀕ひん死しの病人よろしく、急に弱々しい声になって訴うつたえる。

「おい、若いの。まさか、ワシを見捨てていくつもりじゃなかろうのぉ？　無論、ワシらの仲はそんなモンじゃあないと信じて疑わんが、それでも一いち抹まつの不安を感じずにはいられんぞい？」
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「…………」

　老人の哀あい願がんにトレスは反応しなかった。赤イン外フラ線ヴイ視覚ジヨンで吹雪ふぶきを透すかし見るのに忙ぼう殺さつされていたためだ。走行中の山道から渓けい谷こくに降りたあたりに、周囲より高温の熱源分布がある。闇やみと雪に塗ぬり潰つぶされた視界を高感度画像に切り替かえ、熱源近辺を走査スキヤン──二十軒けんほどの粗そ末まつな家が谷底に立ち並ぶのを発見するまでさほどの時間は要さなかった。

「──あの集落で燃料を補給する」

　あのようなみすぼらしい集落に貴重なガソリンがあるかは怪あやしかったが、いずれにせよ、この吹雪の中で行軍を続けるのはリスクが大きすぎる。たとえ燃料が手に入らずとも、天候が好転するまでの避ひ難なん場所ぐらいにはなるはずだ──そう判断するとトレスは、車体の向きを変えた。小こ径みちをほとんどブレーキなしで駆かけ下ると、集落の中でも比ひ較かく的大きな家の前でクラクションを鳴らす──だが、ホーンの残ざん響きようが消え去るよりも早く、開いた扉とびらから現れたのは無骨な銃じゆう口こうだった。

「……こんな夜中に何の用だ？」

　旧型の軍用ライフルを慎重に構えたまま、家の主あるじらしい大男は険悪な視線で真夜中の来訪者を睨にらめつけた。

「神父なぞ、呼んだ覚えはないぞ」

「我々は旅の者だが、燃料を切らしてしまった」

　ハンドルを握にぎったまま、トレスは単刀直入に申し出た。

「十分な代価を支し払はらう。ガソリンを十リットル購こう入にゆうしたい」

「ガソリン？　そんなものはない」

　答えはけんもほろろなものだった。吹雪の晩に現れた怪しげな二人組を用心深く見つめる主人の目からは、早いところ立ち去って欲しいという思いが溢あふれている。

「いや、うちだけじゃない。この村にはそもそも車なんてものがないんだ。よそをあたってくれ」

「では、吹雪が止やむまで逗とう留りゆうの許可をもらえないだろうか？」

　主人の答えは予測範はん囲い内だったから、トレスは失望しなかった。だがこれ以上、この雪中を移動するのは、機械化歩兵といえどリスクが大きすぎる。

「食事も寝しん台だいも無用だ。ただ、天候の回復まで、使われていない部屋を提供してもらいたい」

「むろん、タダなんてケチくさいことは言わん」

　会話に割り込んできたのは、それまでサイドカーにふんぞり返っていたオットーだった。インスブルック以来、後生大事に抱だきかかえていたアタッシェケースを主人の目の前で恭うやうやしく開く。

「十分な礼はする。金ならあるんじゃ……ほれ」

「!?」

　ケースを覗のぞきこんだ主人の口が、ぽかんと開いた。そしてそのまま顎あごが壊こわれたかのように元に戻もどらなくなる。その顔を黄色く照らしていたのは、ケースいっぱいに押し込まれた黄金の延べ棒だ。

　三十本ほどの金イン塊ゴツトは、時価にして一千万ディナールはくだるまい。その一本を無造作にとりあげると、オットーは主人の目の前に差し出した。

「これを一本やる……というのはさすがに気前良すぎるから、半分あげよう。それでも、ホテル代としては十分じゃないかの？」

「あ？　あ、ああ、そうだな……」

　間の抜ぬけた表情のまま、主人は人形のように首を振った。その間にも、オットーは軍用ナイフで金塊を切り分けようとしている。硬かたい金属の塊かたまりに苦労してナイフを突つき立てている同行者を尻しり目めに、トレスは魂たましいを抜かれたような顔の主に問いかけた。

「それで、俺たちはどこに泊とまればいい？　暖だん房ぼう設備は必要ないが、可能であれば雪の吹ふき込まない、独立した建物を要求したい」

「ああ、それなら、納な屋やに泊まるといい」

　黄金の輝かがやきにあてられ、いまだ夢見心地らしい。どこかうわの空で主人は頷うなずいた。裏手に見える木組みの小屋を指さす。

「あそこなら、雪も降り込まんし、風も入らん」

「了りよう解かいした。協力に感謝する……アインハイツ軍ぐん曹そう、俺は先行する。支払いを済ませたら、来い」

　同行者に声をかけると、トレスは返答も待たず、サイドカーを押して裏庭へと歩き始めた。
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　　　　Ⅱ




　暖房らしい暖房がないにも拘かかわらず、納屋の中は意外に暖かかった。壁かべ際ぎわに山と積まれた干し藁わらが天然の断熱材の役目を果たしているらしい。

「さて、飯、飯と」

　粗そ末まつな木の扉を閉めて風を閉め出すや、オットーは軍用コートから小さなポリ袋ぶくろを取り出した。輸血用血液バッグに似たそれにストローを突き刺さし、中のペースト──機械化歩兵用の栄養剤ざいを音をあげて飲み干す。

「うむ、寒いときはこれに限るのぉ。五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに沁しみ渡わたるわ……若いの、お前さんも飲やるかね？」

「無ネガ用だテイヴ」

　サイドカーを整備しながら、トレスは同行者の好意を退けた。生体器官が大脳と小脳の一部しか使用されていない彼の場合、栄養補給は滅めつ多たに必要ない。一方、神父の無愛想な反応にも別に機き嫌げんを損そこねた様子もなく、オットーは藁わら束たばをクッションにして床ゆかに寝ねそべっている。

「ああ、食った食った……しかし、あれじゃね。ずいぶんと驚おどろかせてしまったようじゃな、あの主人。諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいされるとも思ってなかったが、いきなり鉄てつ砲ぽうを向けられるとはの」

「警けい戒かいされるのは当然だ」

　車体に異常がないことを確かく認にんして、トレスはようやく藁の上に腰こしをおろした。今度は自分自身に異常がないか自己診しん断だんプログラムを走らせつつ、余った思考領域で同行者の発言に応じる。

「日中でも、このような僻へき地ちに来る者は稀まれなはずだ。まして、悪天候下の訪問者は警戒するのが普ふ通つうだろう」

「いや、ワシが見たとこ、それだけじゃないの」

　金塊が入ったアタッシェケースを開けながら、オットーは気のない様子で首を振ふった。どこか気の毒げな口調になって声をひそめる。

「たぶん、ここは落人おちうど村じゃ。それで、わざわざこんな辺へん鄙ぴな土地に住んでおるのも説明がつく」

「落人村？」

　自己診断プログラムからの報告に注意を払はらう一方、トレスはその耳慣れぬ単語に反応した。

「落人村とはどういうことだ？」

「ほんの十五年ばかり前まで、このあたりはオストマルクっちゅう小さな公国に治められとったんじゃ。じゃが、オストマルク公こう爵しやく家はゲルマニクスに攻せめ滅ほろぼされ、国土は併へい合ごうされての……」

　アタッシェケースの金塊をいじくりながら、老機械化歩兵は静かな口調でトレスの質問に応じた。おそらく、その侵しん攻こう作戦には彼も加わっていたはずだが、それはおくびにも出さない。ただ淡たん々たんと、歴史を繙ひもといてみせる。

「このとき、一部の騎き士しが山にこもって、最後までゲルマニクスと戦ったと聞く。おそらく、ここの村人もその手合いじゃろう」

「肯ポジ定テイヴ──最前、ここの主人が我々に向けた銃じゆうはヴェルナー社製Ｇ93。かつてオストマルクで使用されていた制式軍用ライフルだ。それに、アクセントにヴィエナの宮きゆう廷てい訛なまりが確認された……極きわめて高い確率で、卿けいの推測は正しいだろう」

　何をやっているものか、オットーはランプの下で金きん塊かいをさかんにいじくっている。それを無表情に眺ながめながら、トレスは無機的な質問を投じた。

「それで軍曹、卿は当局に通報するつもりか？　ゲルマニクスにおいて、オストマルクの敗残兵はいまだ追討対象のはずだ。この村の存在を通報すれば、卿の原隊復帰も許されるかもしれない」

「おいおい、いまのワシは一いつ介かいの脱だつ走そう兵へいじゃぞ？　軍なんぞにもう義理は無いわい」

　神父の質問に対し、オットーは心外げに鼻息を荒あららげてみせた。垢あかじみた野戦服の胸を張ると、いかにも自じ慢まんたらしく嘯うそぶく。

「それにワシは、この七十年、百十八回の戦歴でいまだ民間人を攻こう撃げきしたことがないのが自慢なんじゃ。だいたい、弱いモンをいじめて何が面おも白しろいもんかい……まったく、最近の若い者モンには人を見る目がないのぅ」

「……俺は機械だ」

　依い然ぜん、外では吹雪ふぶきが荒あれ狂くるっている。聴ちよう覚かくセンサーに捉とらえられたその音を索さく敵てきルーチンで分ぶん析せきしながら、トレスは抑よく揚ようのない声で応答した。

「人間の感情のことなど、俺にはわからない」

「機械じゃと？　お前さんがかね？」

　ぶっきらぼうな応答に、オットーの目にかすかな光が走った──あるいはそれは憐あわれみだったろうか。だがすぐにその光は消え、最前までの悪戯いたずらっぽい表情が甦よみがえってきている。

「年寄りをからかっちゃいかんな、若いの。確かに愛あい嬌きようはないわ、薄はく情じようだわ、ロクなもんじゃないが、それでもお前さんは機械なんかじゃない。その証しよう拠こに、ちゃんと脳みそは持っとるじゃろ？」

「肯ポジ定テイヴ。俺の中ちゆう枢すう演算機構にはたしかに人間の脳が使用されている──だが、それはあくまで生体部品の一部として組み込まれているに過ぎない」

　自己の存在について解説する神父の口調は、普ふ段だんと同じく完全なる無感情だった。

　教会軍最強の機械化歩兵を目指して開発されたＨＣシリーズからは、人間的情動という夾きよう雑ざつ物ぶつは完全に除去されている。単に「人間の体に機械のパーツを移植した」だけの従来の機械化歩兵とは異なり、ＨＣシリーズのコンセプトは「機械の体に人間の脳を移植する」という画期的なものだったからだ。生体から取り出された大脳と小脳の一部は、いくつかの電子的な処置が施ほどこされたうえで機械の肉体に封ふうじ込こめられる──そこに、いっさいの人ヒユ間ーマ的ン・要フアク因ターは存在しなかった。

「繰くり返すが俺は人間マンではない──機械マシーンだ」

「機械のぅ……なら聞くがの、若いの。インスブルックでワシが憲兵にからまれたとき、お前さん、なんでこの年寄りを庇かばってくれたんかの？」

　行ぎよう儀ぎ悪く胡座あぐらをかいたオットーの顔は、悪戯っぽい微び笑しようを浮うかべたままだ。だがその瞳ひとみの底には、どこかごまかしを許さぬ、真しん剣けん極まりないものが見え隠かくれしている。

「さっきだってそうじゃ。ガス欠になっても、お前さん一人でならとっとと先に行っちまえたはずじゃ。それをわざわざこうしてワシに付き合ってくれておる……機械がなんで他人に同情する？」

「インスブルックで卿を助けたのは、あれはあくまでも結果に過ぎない」

　即そく答とうした神父の声には淀よどみがなかった。

「現在も俺が卿と同行しているのは、この天候下での山やま越ごえはリスクが大きいと判断したためだ。従って、卿の推測は不正確かつ無意味なものだ」

「へん、強ごう情じよっぱりめ……まあ、いいわい」

　呆あきれ果てた──声にも表情にもその感情を豊かに表現して、オットーは肩かたをすくめた。唇くちびるを尖とがらせると、拗すねたような目をしてみせる。

「そんなことより、お前さんに見てもらいたいものがあるんじゃ」

　そう言って老兵がポケットから取り出したのは、小さな一枚のフィルムだった。それをトレスの目の前に差し出し、首を傾かしげる。

「なあ、これはいったい何じゃろ？　ついさっき、この中に挟はさんであったのを見つけたんじゃが」

　そう言って老人は、さきほどからいじくっていた金塊をパイか何かのように割って見せた。掌てのひらほどの薄うすさの金イン塊ゴツトが、オットーが軽く手首を捻ひねっただけで、あっさりと上下に分かたれる。その断面は異様に滑なめらかで、あらかじめ分割されていたとしか思えない。

「妙みような仕し掛かけじゃろ？　わざわざこんなところに隠しておいたんじゃ。きっと、よほどの値打ちモンじゃと思うんじゃが……何じゃろな？」

　老人の問いには答えず、トレスはしばらくそれを目の前にかざしていたが、突とつ然ぜん、何を思ったかランプの火を消した。鼻を摘つままれてもわからぬ暗黒の中で、銃身に装着された小型シユア投光器フアイアのスイッチを赤外線モードでオンにする。ほとばしった赤い光──暗所照準用の赤外線光に照らされたフィルムに青白い染しみが浮かび上がり始めた。

「なんじゃ、模様みたいなのが出てきたぞい？」

「模様ではない──これは数字だ」

　アイボールセンサーの機能を最大感度にあげると、トレスは染みの映像を拡大した。マイクロドットなみに小さな数字が、正確な間かん隔かくを置いて並んでいる──膨ぼう大だいな乱数暗号だ。

「極めて複雑な暗号だ。専用の読取機リーダーにかけねば完全な解かい析せきは無理だが……」

　中枢演算機構内で可能な限り数列を解析させながら、トレスは解読した暗号を音声化した。

「だが、解析できる範はん囲いから推測するに、宛あて先さきはどうやらザイドリッツなる人物だ。発信は……ゲルマニクス国王ルードヴィッヒ二世？」

「ケ、国ケー王ニツヒじゃとっ!?」

　抑よく揚ようのない神父の声に飛び上がったのは、その肩かた越ごしにフィルムを覗のぞき込んでいたオットーだ。

「それにザイドリッツちゅうたら、確か、先月退たい役えきしたばかりの情報本部長じゃないか！　おい、若いの！　それは確かか!?」

「間ま違ちがいない……拾える単語から推測するに、ある種の特務機関設立をその人物に命じたものと思われる。金きん塊かいはその設立資金だろう。なお機関名は──」

「ちょっと待てぃ！　マズい！　マズいぞっ！」

　はたと何かに気づいたようにオットーは手を打つと血相を変えてまくしたてる。

「こんな機密文書をかっぱらってしまったちゅうことは……憲兵の奴やつら、地の底までワシを追ってくるのでわっ!?」

「肯ポジ定テイヴ。その状じよう況きようは極きわめて高い確率で予想される」

「ええい、何を落ち着いとる！」

　トレスの落ち着き払はらった物もの腰ごしがよほど気に入らなかったのだろう、地じ団だん駄だ踏ふんで老人は怒ど鳴なった。

「敬愛する戦友の危機ピンチなんじゃぞ！　ちっとは一いつ緒しよになって慌あわてんかい、この人でなし──」

「肯ポジ定テイヴ。俺は機械だ。人ではない」

「じゃから！　そういうことを言っとるんではなくて──！」

　あまりに無情な神父の応答に憤ふん慨がいしていたオットーだったが、その声が断たち切られたように静かになった。急に沈ちん黙もくした同行者をトレスは黙もく然ぜんと見やった。

「どうした？」

「……静かにせいっ！」

　唇の前に指を立てると、オットーは可か聴ちよう域いきぎりぎりの声で囁ささやいた。

「外に誰だれかおる……それも、一人や二人じゃないぞ！」

「なに？」

　老人の言葉にトレスは聴覚センサーの感度を上げたが、異状はない。確かに吹雪ふぶきのせいで戸外の音は聞き取りづらかったが、それでもオットーのような旧式機とは性能が違う。彼に異状が捉とらえられて自分に捉えられないはずがない。

「センサーの誤作動ではないか、アインハイツ軍ぐん曹そう？　俺のセンサーには何も感知されていない」

「馬ば鹿かもん、センサーなぞ、使っとらんわ！　第一、この吹雪にそんなもんが役に立つか」

　心外げに口を尖らせると、オットーは右手をかざしてみせた。小指に細いワイヤーが数本、結びつけてある。ワイヤーの先は戸口に消えていた。

「さっき、外に糸トラツプを張っておいたのよ。それが確かに振ふれた……くそっ、憲兵どもめ！　もう追いついてきよったか！」

「…………」

　真しん剣けんな声を聞き終えるよりも早く、トレスはＭ13を抜ぬき放っていた。素す早ばやく戸口に潜ひそむと、赤外線センサーの感度をあげて外を窺うかがう──雪風の向こうに、複数の熱源がある。どうやら、かなりの戦力がこの納な屋やを囲んでいるらしい。

　トレスはサイドカーを振り返った。燃料メーターは振り切れていたが、数キロ程度ならば、まだ走れるはずだ。

「敵中央を突とつ破ぱする。まだ、向こうはこちらが気づいたことを知らない。脱だつ出しゆつするのならば今だ」

「ほう、中央突破か。よかろう。腕うでが鳴るぞい」

　箒の柄ブルに似たームグリハンップドルを持つ旧式自動拳けん銃じゆうを木製ホルスターから引き抜くと、オットーは不敵な笑えみを作った。

「このオットー・アインハイツ、七十年、百八十五回の華か麗れいなる戦歴において、不覚をとったことはただの一度もない……若いの、いい機会じゃ。本当の戦士の戦い方をとくと見ておけ！」

「四百九十秒前、卿けいは出しゆつ撃げき回数について、百十八回と主張したと記き憶おくしているが、あれは──」

「いざ、出しゆつ陣じんじゃっ！」

　さっそくサイドカーに乗り込むと、老機械化歩兵は上官のような口調で神父に命じた。

「先手必勝！　腰こし抜ぬけどもに、ワシの強さを見せてやろうぞ！　ふはははは！」

「…………」

　鼻息も荒あらい同行者の発言に、トレスは応答しなかった。ただ、エンジンを始動させると同時に扉とびらに向けて発はつ砲ぽう──樫かしの木の戸板が爆ばく散さんするや、クラッチを繫つないでサイドカーを急発進させる。

「…………!?」

　吹雪の中、納屋を取り囲んでいた男たちは、弾だん丸がんのような勢いで飛び出してきたバイクに驚きよう愕がくしたようだった。手にしたライフルを撃うつのも忘れて、ぽかんと口を開けている。その間かん隙げきに乗じて、トレスはもっとも敵てき影えいが薄うすい一角に車体を向けた。フルスロットルで爆ばく走そうしつつ、慌てふためいている人ひと影かげの一つを照準する──だが、その引き金が引かれることはなかった。

「──まハ、待てハルト、若いの！」

　横合いから腕を伸のばした老人が、トリガーを絞しぼろうとする神父の手を摑つかんだのだ。予期せぬ妨ぼう害がいにトレスが発砲を中断したときには、代わって、オットーの銃じゆうから撃ち放たれた弾丸が、敵手が構えたライフルを弾はじき飛ばしている。

「なんてフエルこったダム……こいつら、憲兵じゃない！」

　うずくまって苦鳴をあげている敵を見下ろしたオットーの口から、呻うめくような声がこぼれた。

　直接撃たれたわけではないが、着ちやく弾だんの衝しよう撃げきで痛めたのだろう。紫むらさき色いろに腫はれ上がった手首を押さえて呻いているのは、他ほかならぬ、この家の主あるじだ。

「そうか……ワシがさっき、あんなものを見せちまったのがいけなかったんじゃな」

　恐きよう怖ふと苦痛で荒い息をついている大男を見下ろし、老人は憮ぶ然ぜんたる表情で呟つぶやいた。

「こんな僻へき地ちでその日暮らししとるところに、いきなりあんな金塊ものなぞ見せられたら、血迷いもするわな……かえって悪いことをしちまったのぅ」

「──敵に謝罪などしていられる状じよう況きようか、アインハイツ軍曹？」

　悠ゆう長ちように独りごちている同行者を制して、トレスは後方をすかし見た。口々に何か怒ど鳴なりながら、盗とう賊ぞくに早変わりした村人たちが接近しつつある。オットーの金塊は、この村の全員が一生働いても到とう底てい稼かせぎ出せぬ価値を持つはずだ。呼び交かわされる声には、必死の気き迫はくがこもっていた。

「任務外の戦せん闘とうは避さけたかったが、こうなった以上、やむを得ない──全員排はい除じよする」

「おいおい、待てよ、若いの……」

　サイドカーを降りて、大男の側そばにひざまずいていたオットーがぎょっと顔をあげた。無表情な殺人人形を見やって、あきれたように首を振る。

「連中はただの村人じゃぞ？　全員殺しちまうつもりか？」

「肯ポジ定テイヴ──状況次し第だいでは、それもあり得うる」

　警けい戒かいしているのか、村人たちはそれ以上近づいてこなかった。あばら屋の陰かげに潜んで様子を窺っているようだ。その位置を赤外線センサーで特定していきながら、トレスは淡たん々たんと説明を補足した。

「敵の数は十四……個々の戦闘力は低いが、全体としての脅きよう威いは看過し得ない」

「おいおい、相手は民間人じゃぞ。傷つけるのは気がすすまんのお……それより、ここはこの歴戦の勇士に任せろ。とっておきの秘策がある！」

　頼たのもしげに胸を叩たたくと、老人は傍かたわらで青ざめている大男を悪戯いたずらっぽい笑顔で見やった。傷ついていない方の腕を摑むと、乱暴に立たせる。さらには、苦しげに脂あぶら汗あせを浮うかべた男のこめかみに旧式自動拳銃を突つきつけてみせたではないか。

「──聞くがいい、こんちくしょうども！」

　この体のどこから出ているのか不思議になるような大音声が吹雪ふぶきの中に轟とどろいた。大男を盾たてにとったオットーが怒ど声せいを張り上げたのだ。

「即そつ刻こく、武器を捨ててその場に跪ひざまずくんじゃ！　逆らうようなら、人ひと質じちを射殺するぞ！」

　あちこちに潜んでいた敵影の動きが凍こおりついたように止まった。雪風の向こうで、彼らの動どう揺ようが蜃しん気き楼ろうのように揺ゆれているのがわかる。それを確かく認にんして、なおも老人は怒鳴った。

「三秒間猶ゆう予よをやろう！　その間に指示に従わねば、この男はあの世行きじゃ！　そぉれ、いぃち、にぃい……」

「わ、わかった、撃つな！」

　悲鳴にも似た声は、村人たちのものだ。手に手に構えていた銃を雪上に放ほうり捨てると、両手を挙げて遮しや蔽へい物ぶつの陰から出てくる。

「武器は捨てる。だから、村長は助けてくれ」

「うむ、素す直なおなのはいいことじゃ……」

　にやりと笑うと、オットーは大男──村長を摑んでいた手をそっとはずした。ただし突きつけた銃口はそのまま、空いた方の手で、件くだんのアタッシェケースを全員に見えるように掲かかげてみせる。

「よし、それでは皆みなの衆、そのまま、ワシの提案を聞いてもらおう……まず、ワシらには、このまま、黙だまってここを出て行かせてくれ」

　相変わらずの大音声で怒鳴ると、オットーは器用に指先を動かした。掲げられたアタッシェケースの蓋ふたが開いて、中から黄金の輝かがやきがこぼれ出す。

「その代わり、この金塊の半分をお前さんたちにくれてやる……宿代と思ってとっておくがいい」

「……なに？」

　不ふ審しんげにオットーを見やったのは、銃口を突きつけられたままの村長だった。主導権をとっておきながら、そのような妥だ協きよう的な提案をしてきたことが信じられないのだろう。

「ど、どういうことだ、それは？　俺たちは、あんたたちを……」

「それは水に流す。だから、そっちもこれ以上物ぶつ騒そうなもんを向けるのはやめるんじゃ」

　肩かたをすくめると、オットーは銃をホルスターに戻もどした。ふてぶてしい中にもどこか優やさしげな笑えみとともに、村長の肩を馴なれ馴なれしく叩く。

「ワシも有り金全部をくれてやるわけにはいかん。じゃが、あんたらも、この半分もあれば、もっと豊かな土地に引っ越こせるはずじゃ……ここはひとつ、お互たがいに山分けで納なつ得とくせんか？　ん？」

「…………」

　信じがたいほどに寛かん容ような申し出に、村人たちはいまだ戸と惑まどっている様子だった。だが、ほどなく彼らの顔に浮かびあがってきたのは、命拾いした安あん堵どではなく、慚ざん愧きと羞しゆう恥ちの表情だ。

「こ、今年は家か畜ちくの病気が流行はやって、何頭も山や羊ぎが死んでしまったんだ……」

　うなだれた村長の声はかすかに震ふるえていた。雪焼けした顔を恥はずかしげに覆おおって呻うめく。

「このままだと村中が飢うえ死じにするしかなかった。だから、つい……」

「ああ、わかっちょる、わかっちょる。お互い、人間じゃもんな。貧すれば鈍どんする。魔まが差すことぐらいはあるわな」

　そう言って、村人の手に金塊を一つずつ載のせていくオットーの顔には遅ち刻こくしてきたサンタクロースめいた表情が浮かんでいる。金塊の半分を配り終えると、老人は得意げに同行者を振ふり返った。

「ほれ見ろ、若いの……お互い人間同士、話せばなんとかなるもんじゃろ？」

「──戦術的には、推すい奨しようしかねる作戦だ」

　人変わりしたように明るくなった笑え顔がおを向けあう村人たちを見み据すえた機械化歩兵の目は冷たかった。いまだ銃を抜ぬきはなったまま、抑よく揚ように乏とぼしい声で付け足す。

「仮に彼らが人質を見捨てて攻こう撃げきを続行していれば、我々は危地に曝さらされていたはずだ。偶ぐう然ぜん、成功したものの、戦術的には拙せつ劣れつな作戦だった」

「〝偶然〟じゃと？　若いの、お前さんは本当に人情の機き微びというものをわかっとらんの……いいか？　こういう僻へき地ちでは、人の結びつきが都会とは比べ物にならんものなんじゃ」

　嘆なげかわしげに首を振ると、オットーは顎あごをしゃくった。この冬を越せるかもしれないという期待に顔を輝かせる村人をどこか遠い目で見やって、口元を綻ほころばせる。

「ワシもこんな貧びん乏ぼう村の出身じゃったからわかるんじゃ。連中に仲間を見捨てるなんてことは絶対にできん……もっと相手の心を読め、若いの。力押しばかりじゃ、じきに早死にしちまうぞ？」

「早死に？　それは否ネガ定テイヴだ、アインハイツ軍ぐん曹そう」

　老人の説教を受けたトレスは冷たく目を光らせた。そっけなく背を向けると、冷然と反はん駁ばくする。

「俺は機械だ。機械は死なない──ただ壊こわれるだけだ」

「やれやれ、まだ、そんなことを言っとんのか」

　強ごう情じようとも揺ゆるぎないともとれる同行者の台詞せりふにオットーは悲しげに首を振った。大おお股またにサイドカーへ向かうトレスを足早に追いかけながら、どこか憐あわれむような目で囁ささやく。

「なあ、若いの、ワシは思うんじゃが、だいたいお前さんは──」

　だが、老機械化歩兵の台詞は誰だれの耳にも届かなかった──異様な風鳴が聞こえてきたかと思うと、次の瞬しゆん間かん、鼓こ膜まくを突つき破るような轟ごう音おんと化して大気を爆ばく砕さいしたからだ。

「な、なんじゃあっ!?」

　村の中央に噴ふき上がったときならぬ閃せん光こうと轟音にオットーと村人たちが驚きよう倒とうしたときには、二つ目の閃光がすぐ側そばで炸さく裂れつしている──砲ほう撃げきだ。

「十二時方向……崖がけの上だ、アインハイツ軍曹」

　素す早ばやく周囲を索さく敵てきしたトレスは、崖の上に熱源を捉とらえた。視界を暗視モードに切り替かえたときには、熱源の正体が十台ほどのスノーモービルであることを確かく認にんしている。

「ゲルマニクス陸軍制式雪上移動車ＳｄＫｆｚ３３３〝ノルトヴィント〟──憲兵隊か？」

「いや、違ちがう！　あいつらは……！」

　震える声を押し出したオットーもトレスが発見した物と同じ物を見ていた。もっとも彼の方は真っ白いスノーモービルそのものよりも、車体に描えがかれた紋もん章しように目を奪うばわれている。

「グ、埋グラー葬ベン・部コマ隊ンド!?　軍務総そう監かん直属の特とく殊しゆ作戦チームがこんなところまで!?」

「埋葬部隊？　それが彼らの呼こ称しようか？」

　真っ青になったオットーを尻しり目めにサイドカーにまたがりながら、トレスは呟つぶやいた。もっとも、敵の正体にさして関心はない。こちらにとって脅きよう威いとなる戦せん闘とう力を有する以上は殲せん滅めつするまでだ。エンジンをかけつつ、老機械化歩兵に命じる。

「奴やつらは俺が対処する。卿けいは村民を避ひ難なんさせろ」

「た、対処って……ちょっと待て、若いの！　奴らは全員が対機ヤクト兵戦・クリ用機兵ーガー──機械化歩兵専門の殺し屋なんじゃ！　いくらお前さんでも──」

「問ノー題・プなロブいレム」

　十分に集落内を混乱させたと判断したのか、砲撃は終しゆう了りようしていた。代わって、スノーモービルから降車し始めたのは時代がかった格好をした十人ほどの人ひと影かげだ。鎧よろいとサーコートを纏まとった中世の騎き士しに重じゆう機き関かん銃じゆうを構えさせたような、その異様な風ふう体ていを見やりつつ、トレスは冷れい淡たんに首を振った。

「あの程度の脅威なら、十分に俺一人で対処できる。むしろ卿がいては足手まといだ」

「馬ば鹿かもん！　何をむきになっとるんじゃ！　人間、命を粗そ末まつにするもんじゃないぞい！」

「否ネガ定テイヴ──言ったはずだ。俺は人間ではない」

　神父の声は研とぎ澄すました剣けんを思わせた。敵に向けたとき以上に冷たい瞳ひとみで老人を一いち瞥べつすると、とりつく島もない声で突き放す。

「俺は戦うための機械マシーンだ。今から、それを証明する」




　　　　Ⅲ




　吹雪ふぶきの中、突とつ進しんしてくるサイドカーを分隊で最初に視認したのは、中央に占せん位いしていた分隊長機だった。

　目くらましのつもりか、サイドカーは盛大に雪ゆき煙けむりを蹴け立たてて突とつ撃げきしてくる。脳内に内蔵された戦闘リンクシステムを通じて、分隊長機は全機に射しや撃げき姿勢をとらせた。ゲルマニクス電子工学の粋いきともいえるこのリンクシステムは、分隊全機を隊長機の体の一部のように統制することを可能たらしめている。

〈──射撃開始〉

　短い命令に短い発はつ砲ぽう音が連続した。

　機関銃弾だんが驀ばく進しんする雪煙を串くし刺ざしにし、一瞬にして鉄てつ屑くずと化したサイドカーが派手に空中に舞まい上がる。一回転して雪面に叩たたきつけられても爆発しなかったのは、ほとんど燃料が無かったためだろう。

〈全機前進〉

　吹雪の向こうで動く影がないことを確認し、分隊長機は分隊を前進させた。煙をあげているサイドカーを半包囲しつつ、慎しん重ちように接近する。

　冷厳と響ひびく声が分隊長機のセンサーに捉えられたのは、サイドカー近辺に操縦者の残ざん骸がいがないことを確認した直後だった。

「敵性体を有効射程圏けん内ないに捕ほ捉そく──戦コン闘バツト開オー始プン」

　同時に、飛来した銃弾に右う翼よく三号機が胸部を貫つらぬかれて転てん倒とうする。

〈背後に敵機！〉

　囮おとりにひっかかったと気づいたときには、次々に飛来する銃弾が分隊を狙ねらい撃うちにしていた。雪の下から立ち上がった小こ柄がらな影は両手に掲かかげた戦せん闘とう拳けん銃じゆうを巧たくみに操あやつっては対機ヤクト兵戦・クリ用機兵ーガーたちに反撃の隙すきを与あたえない。

〈全機、散開！〉

　それでも分隊長機は反撃を諦あきらめなかった。分隊各機を散開させつつ、自分は機関銃の下部に装着されたグレネードランチャーを小柄な神父に向けて撃ち込もうとしたが──

「……〇・三七秒遅おそい」

　ランチャーの引き金に指をかけた分隊長機の胸にぽつりと赤い光が点ともった。次の瞬しゆん間かん、響き渡わたった銃声に撃ち倒たおされたようにヤクト・クリーガーの巨きよ体たいは頽くずおれていた。




「戦域確保クリア──常じよう駐ちゆう戦術思考を殲ジエ滅ノサ戦イド仕・モ様ードから索サー敵チ・仕様モードに書換えリライト」

　空になった弾だん倉そうを換かん装そうしながら、トレスは戦場を見回した。

　損害は、結局、囮に使ったサイドカー一台だけだった。ゲルマニクスの最さい新しん鋭えい機械化歩兵も、しょせんはＨＣシリーズの戦闘力に比ひ肩けんしうるものではない──誕生のときから殺さつ戮りくを目的に生み出された完全な殺人兵器に、人間ごときが及およぶはずがないのだ。もっとも、その非情な開発コンセプトゆえにこそ、〝非人道的〟とレッテルを貼はられ、シリーズの開発計画は中断させられてしまったのだが。

　いまだ硝しよう煙えんをあげる戦闘拳銃をホルスターにしまうと、トレスは倒れ臥ふしている機械化歩兵の残骸に近づいた。山やま越ごえにはまだ少々、時間がかかりそうだ。となれば、この分隊の他ほかにも追っ手がいるかどうか確認せねばならない。分隊長機らしい機体の側そばに立つと、爪つま先さきを残骸にひっかけ、巨体を仰あお向むけに裏返した。瞬間──

「〝電ブリツツ矢カイル〟有効火力圏内に敵を捕捉──発射」

　それまで微び動どうだにしなかった分隊長機の腕うでが突とつ如じよ跳はね上がったかと思うと、手首に空いた孔あなを神父の胸に向けたのだ。

　次の瞬間、小さな擦さつ過か音とともにトレスの鳩尾みぞおちに突つき立ったのは、弩クロス弓ボウの太矢クオレルに酷こく似じした物体である。ただ、それが普ふ通つうの矢と違ちがっていたのは、中空になった矢や柄がらの内部がそのまま大容量のバッテリーとなっていたことだったろう。

「電矢命中確かく認にん──放電開始」

「…………！」

　大破を装よそおっていた分隊長機が短くコマンドを発した刹せつ那な、八十万ボルトに達する大電圧がトレスを襲おそっていた。小柄な体が硬かたい音をあげて雪上に倒れる。

「敵性体沈ちん黙もくを確認──」

　冷たい機械音声を耳にしつつも、トレスは身動きできなかった。鳩尾に突き立った矢からは依い然ぜん、放電が続いており、バランサーの復旧を妨さまたげている。でたらめに痙けい攣れんする指は取り落としたＭ13を求めて、いたずらに雪面をかきむしるだけだ。

　そんな神父の傍かたわら、まったく無傷のまま分隊長機は立ち上がった。いや、立ち上がっていたのは彼だけではない。重い甲かつ冑ちゆうの音を響かせながら、騎き士したちがいっせいに起きあがり始めているではないか。その装そう甲こう表面から音をあげて雪上に落ちたのは、無む惨ざんに潰つぶれたＭ13の五一二マキシマ弾だんだ。

　雪原に転がっていた機関銃を拾うと、分隊長機は倒れ伏す神父に銃口を押しつけた。太い指が、ためらいもなくそのトリガーにかかる──

「ふははははっ、まんまと陽動作戦にひっかかりおったな、愚おろか者ども！」

　今しも引き金を絞しぼろうとしていた分隊長機の手を止めたのは、荒あらっぽい怒ど声せいと飛来した弾だん丸がんのどちらだったろう。一同から百メートルと離はなれていないところに、一台のスノーモービルがエンジン音をあげている。車上、硝煙をたなびかせる旧式自動拳けん銃じゆうをかかげていたのは、若い兵士だ。

「こんなこともあろうかと、その神父は囮用に連れ歩いておったのよ！」

　兵士──オットーは愉ゆ快かいげに哄こう笑しようすると、咄とつ嗟さに視線をあげたヤクト・クリーガーたちを嘲あざけった。ついで、倒れ伏したままのトレスに目を向けると茶目っ気たっぷりに敬礼してみせる。

「悪く思うなよ、若いの。ワシはこのまま行かせてもらうぜ。例の機密文書を教皇庁にでも売り飛ばせば、一生遊んで暮らせるでな……ワシの安楽な余生のために、ひとつ尊い犠ぎ牲せいになってくれ」
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　高笑いとともに老人が車体を巡めぐらせたときには、それまで呆あつ気けにとられていた分隊長機もようやく我に返っている。

〈──全機、追つい撃げき開始〉

　切り立った崖がけ道みちを、雪ゆき煙けむりをあげてたちまち小さくなってゆく脱だつ走そう兵へいのシルエットに機関銃の銃口を向けると、全隊に発令する。

〈任意で発はつ砲ぽうを許可する。追加装そう甲こう離り脱だつ──断じて脱走兵を逃にがすな！〉

　圧あつ搾さく空気のこぼれる音とともに、分隊長機を除くヤクト・クリーガーの甲冑が弾はじけ飛んだ。重い装甲を脱ぬぎ捨て、身軽になった機械化歩兵たちが先行する脱走兵を追って疾しつ走そうを開始する──軽量化しただけあって、その速度は迅はやい。逃とう亡ぼう者しやとの距きよ離りをたちまちにして縮めてゆく。一方、分隊長機は重じゆう機き関かん銃じゆうを構えると、掩えん護ご射しや撃げきの態勢をとって、やや離れた位置から追つい尾びする。

「じょ、常駐戦術思考をス、狙スナ撃イプ仕・モ様ードで──」

　みるみる小さくなってゆく敵てき影えいにトレスは銃口を向けようとした。だが、いまだに全身のコントロールが回復しない。胸に撃うち込まれた電矢からの放電ために、人造筋肉が不規則な痙攣を起こしている。このままでは、戦せん闘とうどころか、生命維い持じ系にまで障害が発生するのは時間の問題だろう。そうなればこの寒さだ。生体部品である大脳が凍とう死しするか、あるいは酸素供給を絶たたれて窒ちつ息そく死ししかねない……

（……〝死ぬ〟だと？）

　こんな非常時だというのに、ふとトレスの中ちゆう枢すう演算機構を優先度の低い思考が過よぎった。

　自分は機械であって人間ではない。〝壊こわれる〟ことはあっても、〝死ぬ〟ことなどないはずなのに、いったい、自分は何を考えているのか……

　押し殺した囁ささやき声が聴ちよう覚かくセンサーにとらえられたのはそのときだった。

「──だ、だいじょうぶですか、神父さま？」

　気き遣づかうような声とともに神父の側そばに跪ひざまずいたのは、さきほどトレスに射殺されるところだった村長だ。

「今、矢を抜ぬきます。じっとしててください」

「こ、ここは危険だ──す、すぐに安全圏けんまで……退たい避ひしろ……」

　放電のせいで、滑なめらかな発声もままならない。それでも苦労して、トレスは警告を発した。

「連中はあの方が引きつけてくれています……私たちはあなたを助けるよう頼たのまれたんです」

　早口に囁くと、村長は機械化歩兵の胴どう体たいに突つき立っていた矢に手をかけた。青白い放電光をまとわりつかせた鏃やじりが、得体の知れない粘ねん液えきの糸を引きながら抜き取られる。粘液の滴したたり落ちた雪面から悪あく臭しゆうを放つ煙けむりがあがったことからして、粘液の正体は強酸らしい。絶ぜつ縁えん／防ぼう弾だん素材の人造皮ひ膚ふがいとも容易に貫かん通つうされたわけである。

　その不気味な凶きよう器きを毒どく蛇じやでも放ほうり捨てるように投げ捨てると、村長はようやく体を起こした神父の前に一枚のフィルムを差し出した。

「それと、これを預かって来ました……自分が敵を引きつけている間に、これを持って逃げろと」

「これは……？」

　大男の差し出したフィルムは例の機密書類だ。すると、さっき老人が手にしていたのは偽物ブラフということか？　自分に注意を引きつけて、追っ手の目をトレスから逸そらすための──

「アインハイツ軍ぐん曹そう……」

　それを悟さとったとき、トレスはようやく老人が逃げていった方角に視線を向けた。視覚センサーの感度を最大まで上げて、吹雪ふぶきの間に立ち上る雪煙を捉とらえる──まさにその瞬しゆん間かんだった。

　スノーモービルを疾しつ駆くさせていたオットーの背中に向けて、追いすがる対機兵戦用機兵の一機が手首を掲かかげたのだ。刹せつ那な、そこから飛び出した矢が老人の背中に突き立つ。放電の青白い火花が散ったと見えたときには、大きくのけぞったオットーの体はそのまま車体から振ふり落とされた。

　硬こう直ちよくした老人の体は無様に雪面に叩たたきつけられ、旋せん転てんした──身動きできぬ彼が転がっていった先に口を開けていたのは、切り立った断だん崖がいだ。

「……アインハイツ軍曹！」

　次の瞬間、老機械化歩兵の姿は断崖の下へと消えていた。下まで百メートル以上あるはずだ──旧式機が転落して、無事ですむ高さではない。

　一方、老人を屠ほふった対機兵戦用機兵たちは作戦の後始末に移ろうとしていた。横転したままのスノーモービルの横に、ぽつんと転がったアタッシェケースがある。オットーが振り落とされたときに、当人の手から離はなれたものらしい。雪面に転がったそれを一機が拾い上げる。一方、やや後方に位置していた分隊長機は重機関銃を構えたまま、ゆっくりと背後──立ち上がったばかりのトレスと怯おびえたようにあとずさる村人たちを振り返った。

　古代の騎き士しを思わせる兜かぶとの奥で、髑どく髏ろのように窪くぼんだ眼がん窩かが邪じや悪あくな笑えみを刻んだのを視し認にんしながら、トレスは何もできなかった。二挺ちようのＭ13は依い然ぜん、雪上に転がったままだ。拾い上げようと手を伸のばした瞬間、蜂はちの巣にされることは間ま違ちがいない。他ほかの内蔵兵器はいずれも射程が短く、この距離では役に立たない。

　なす術すべもなく立ち尽つくす神父の目の前で、分隊長機は見せつけるようにトリガーに指をかけた。余よ裕ゆうをもってそれを絞しぼる。

「死ね──」

　刹那、逆巻いたのはまるで太陽が地上に落ちてきたような爆ばく炎えんだった。

　分隊長機の背後、巨きよ大だいな爆音とともにヤクト・クリーガーたちが吹ふき飛んだのだ──いや、違う。正確には、彼らの一機が抱かかえていたアタッシェケースが轟ごう音おんをあげて炸さく裂れつしたのだ。

　ホルムアルデヒドと硝しよう酸さんの炎ほのお──プラスチック爆ばく弾だんの爆炎が機械化歩兵たちを貪どん欲よくに吞のみ込む。

〈……何ッ!?〉

　悲鳴にも似た発信音を最後に途と絶ぜつしたリンケージ信号に、分隊長機が反射的に振り返る。一瞬前まで分隊が展開していたあたりの雪面に深いクレーターが穿うがたれ、そこかしこに炎に溶よう融ゆうした金属片へんが転がっている。

「馬ば鹿かな、俺の分隊が──」

　分隊長機が愕がく然ぜんと呻うめいたのは、時間にして一秒もなかったろう──だが、トレスにとって、それは勝利を手にするのに十分な時間だった。

　足下の雪面を勢いよく蹴けり上げると同時に、前方に向けて両りよう腕うでをまっすぐに伸ばす。盛大に立ち上った雪ゆき煙けむりが散ったときには、その手中に二挺のＭ13が収まっている。

「目標視認──照ター準ゲツト完・イン了サイト」

　完全に一つに重なって迸ほとばしった銃声が、雪原に谺こだました瞬間、分隊長機は重機関銃弾を虚こ空くうに向けてばら撒まきながら、後方へのけぞっている。地じ響ひびきあげて雪原に倒たおれたときには、兜のスリットを通して両りよう眼めを撃うち抜ぬかれたその巨きよ体たいはすでに生命活動を停止していた。

　一方、トレスは崖がけっぷちまで駆かけ寄ると、暗い虚空を透すかし見た。ＨＣシリーズのセンサーをもってしても、闇やみに生命の気配はいっさい探知できない。機械化歩兵は、ただ人形のようにその場に立ちすくんでいた……

「……お～い、そっちはもう片づいたかの？」

　吼ほえ猛たける雪風の中、その声は場違いなほどのどかに、しかもすぐ側そばから聞こえた。

「じゃったら、そろそろ引き揚あげてくれんかのぉ？　さっきから、ワシ、寒うて寒うて……凍こごえ死んでしまいそうじゃ」

「……アインハイツ軍曹？」

　足下に落としたトレスのガラスの瞳ひとみに、かすかに訝いぶかしむような光が灯ともった。足下の崖っぷちで、何かが動いている。それが崖っぷちにしがみついている指だと悟ったとき、トレスはそれを摑つかんで一気に引き揚げた。

「ふぃ～、遅おそいぞ、若いの。もうちょっとで、マジに落ちてしまうところだったじゃないか」

「なぜ、卿けいが生きている、アインハイツ軍曹？」

　まるで相手の無事を咎とがめるかのような視線で、トレスは老人を一いち瞥べつした。おそらくは転落の瞬間、崖っぷちにしがみついたまま、上の騒そう動どうが収まるまで隠かくれていたのだろう。たぶん、あのアタッシェケースもわざと落としたものに違いない──それはいい。だが、確かにその背中には電ブリツツ矢カイルが突つき立ったままだ。この状態で、なぜ自由に身動きできるのだ？

　その答えはすぐに与あたえられた。雪を払はらっていたオットーの、軍服の背中から、重々しい音をあげて雪上に落下した何かがある。

「いやあ、貴重品は身の周りに置いておけっちゅうのは正しいのお。命拾いさせてもらったわい」

「それは……」

　頭を搔かいて笑ったオットーが大切そうに拾い上げたものを見たトレスはかすかに眉まゆを動かした。

　電矢が突き立った親指ほどの物体には醜みにくい亀き裂れつが入っていたものの燦さん然ぜんたる輝かがやきは失われていなかった。電矢は老人が胴どう体たいに巻いていた金きん塊かいに突き立っていたのだ。そして金は地上において酸化に対して最も安定した物質だ──直ちよく撃げきを喰くらったあとも動き回れたはずである。

「言ったろう、若いの──ワシのような歴戦の勇士は常に二手三手先を読んで行動しておるもんじゃと。この用心深さがなくては、七十年、百九十八回の武ぶ勲くんはありえんかったろう」

「……五百七十七秒前は百八十五回と聞いたが」

　わざとらしく足下をふらつかせている老人に向かって、トレスは無表情に反はん駁ばくした。

「それに金塊の件だが、卿は単に金塊を手放したくなかっただけだろう──今回の場合、たまたま、それが幸運をもたらしたに過ぎない」

「かーっ！　年寄りに向かって、なんちゅう失敬なことを言いくさるんじゃ、この若いのは！」

　いかにも嘆なげかわしげに首を振ふると、老人は口を尖とがらせた。向こうで心配げにこちらを見ている村人たちに向けて陽気に手を振りながら抗こう議ぎする。

「まったくもって嘆かわしい！　人の道というものを心得ておらんのか、この人でなしは！」

「肯ポジ定テイヴ。四百八秒前にも言ったが、俺はＨハー・Ｃケー－・Ⅲトレス・Ｘイクスだ。そして俺は──」

　ふらついている老人の手を無造作に摑みとると、トレスはそっけなく首を振った。その肩かたを担いで歩き出しながら、ぶっきらぼうに反駁する──その声の底にかすかな苦く笑しようにも似た響ひびきが沈しずんでいたのは、おそらく吹雪ふぶきの悪戯いたずらだったのだろう。なぜなら彼は──

「人マンではない──機械マシーンだ」
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　広い居間も、状じよう況きようは他ほかの部屋とさして変わらなかった。

　つまり、砕くだかれた壁かべに破れた天てん井じよう。穿うがたれた床ゆかに広がる大量の血けつ痕こん。そして、原型をとどめぬまでに引き裂さかれた、多数の遺体。帝国ボイ貴族エールにとってなにより貴重な憩いこいの場は、いまや闘とう争そうの跡あとによって見る影かげもない。

「血液の凝ぎよう固こ状況からみて、事件はおそらく六時間前──本日の＋四時午後十時に発生したものと推定されるそうです」

　鑑かん識しき結果をハスキーな声で言上したのは、主君より一足先にここ、ニケーアを訪おとずれていた次アル席マ・枢ヴオ密ルニ司ークのダマスカス侯こうフェロン・リンである。

　つややかな黒くろ髪かみをシニョンに結ゆった帝国貴族は、惨さん状じようを物語る居間の中央にあって、無言のままに俯うつむく緑衣の少女への報告を続けた。

「邸てい内ないにおいて、これまでのところ五十八名の遺体が発見されました。負傷者はゼロ──皆みな殺ごろしです。なお、死者はすべて、ここニケーア子し爵しやく家の扈ケト従ウ・士ボエ民ールたちであるとのこと」

「全員が扈ケト従ウ・士ボエ民ール？」

　ダマスカス侯の言葉に片かた眉まゆを跳はね上げたのは、緑衣の少女の傍かたわら、壁に穿たれた亀き裂れつを調べていた背の高い娘むすめである。象ぞう牙げ色に脱だつ色しよくした長ちよう髪はつと血の色をした前髪の一ひと房ふさが印象的なその長生種メトセラは、理解に苦しむというふうに琥こ珀はく色の瞳ひとみを細めた。

「この本邸には、ニケーア子爵以下、十七名の一族が住んでおられたはず……あの方々はいったいどこへ行かれたのです？」

「正確には十八名ですよ、キエフ侯。ニケーア子爵令れい嬢じようレーアは、二ヶ月前にアデン伯はくハミルカルと結けつ婚こんしていらっしゃいました。今夜も、ハミルカル卿きようはこの屋や敷しきに通われていたはずなのに、その姿が見あたらないわ」

　白髪の元直轄監カマラー察官シユの発言を、次席枢密司はことさら表情を消して訂てい正せいした。

　ちなみに、帝国貴族の夫婦生活はいわゆる〝通い婚こん〟──結婚後も妻は実家で生活し、夫がそのもとを訪れるというパターンが一いつ般ぱん的である。また、このように地方の領地にある本邸では、当主をはじめ、その兄弟姉妹・従兄弟いとこ・子孫といった一族が多人数集つどって、生活を送っているのがふつうだ。繁はん殖しよく能力が低く、寿じゆ命みようの長い長生種たちにとって、このような大家族制がもっとも効率の良い生活形態なのである。

　しかし、その一族全員が──十八名からの長生種全員が姿を消したとはいかなるわけか。文字どおり、ここで骨肉の争いが行われたというのか。しかし、それでは死体が見つからぬ理由が説明できない。

「次席枢密司……これはやはり、例の事件の一つなのでしょうか？」

　依い然ぜん、沈ちん黙もくしたままの緑衣の少女に代わってリンに尋たずねたのは、白髪の枢密副司である。ほんの一ひと月つき前、現職に昇しよう進しんしたばかりの彼女──キエフ侯アスタローシェ・アスランの前職は帝国貴族に関する不ふ祥しよう事じ一いつ般ぱんを管かん轄かつする直轄監カマラー察官シユであった。その彼女にとって、以前より追っていた一連の事件と今回の惨さん劇げきには共通するものが多いのであろう。厳しい表情で指し摘てきする。

「目もく撃げき者しやはいっさいなく、貴族の身み柄がらだけが忽こつ然ぜんと消える……先月より続いております失しつ踪そう事件の八件目の事案であるように、小官には思われますが？」

「私もそう思います、アスタローシェ卿。でも、今回のケースはその最悪事例となってしまいましたわね……」

　広大な居間には、衛え士じ局きよくから派は遣けんされてきた調査官や、その補ほ佐さをする自動オート人形マタたちが蟻ありのように群がっては、どんなささいな証しよう拠こも見み逃のがすまいと鑑識作業を続けている。その彼らの背中をリンは憂ゆう愁しゆうに満ちた瞳で見やっていたが、ふと、傍らで沈黙を続ける少女を気き遣づかわしげに顧かえりみた。

「とは申せ、陛下。ここに我らがおりましても、できることはさしてありませぬ。そろそろ夜明けも近うございます。捜そう査さは衛士局と御ぎよ司し台だいに任せ、我々は帝てい都とに帰き還かんいたしましょう。星皇宮サライに戻もどり次し第だい、内外の同どう胞ほうへの警告を徹てつ底ていするよう討議を──」

「……レーアはね、とても裁さい縫ほうのうまい子だったんだ」

　次席枢密司の進言にぽつりと答えたのは、それまで全く、口を開かなかった彼女の主人だった。緑衣の少女はふとその場にひざまずくと、床に落ちていた小さな布きれを細い指先ですくいあげた。刺し繡しゆう用の色糸が通されたそのハンカチを、まるで宝玉であるかのように大切そうに撫なでる。

「つい先月も、妹のナプキンに綺き麗れいなチューリップを刺繡してあげてたよ。そして、ハミルカルはボクの子供たちの中でも一等、リートの上手な子だった。先週──秋分の日に帝都でとっても優やさしい小セレ夜曲ナーデを弾ひいてたっけ……」

「陛下……」

　愛児のことでも追つい憶おくするかのように呟つぶやく少女の横顔を見つめたまま、次席枢密司と枢密副司は言葉を失ったように沈黙した。

　事実、この国において、すべての貴族は彼女の最愛の愛いとし子にして、かけがえのない友だ。長生種たちはただ一人の例外もなく、いまだ〝覚醒めざめ〟も迎むかえぬ幼い日に、黒い髪を短く切りそろえ、緑の瞳を悪戯いたずらっぽく輝かがやかせた少女と偶ぐう然ぜん出会って遊んだ記き憶おくを持っている。

　その彼女──母にして姉にして友たる身にとって、子にして弟きよう妹だいにして友たる者たちを多数失った思いのいかなるものかは、二人の貴族にもじゅうぶん想像がついた。そしてそれだけに、慰なぐさめも気休めも口にできぬままに沈黙する。

「……陛下、こちらにいらっしゃいましたか」

　たれ込ためた悲ひ哀あいの薄幕ヴエールを破って響ひびいた声は、早足に居間に戻ってきた巨きよ漢かんのものだった。

　親イエ衛ニチ隊エリ隊・ア長ースウの真しん紅くの甲かつ冑ちゆうに身を固めたその黒人は沈ちん毅きな表情を崩くずさぬまま、の太い声で緑衣の少女に告げた。

「実はたったいま、部下があちらの書しよ斎さいで奇き妙みようなものを見つけました。あるいは、なにかの手がかりになるかもしれませんので、よろしければご覧になっていただけないでしょうか？」

「奇妙なもの？」

　黒い巨漢の言葉に反問したのは、皇こう帝ていではなかった。あいかわらず物もの憂うげに俯うつむいている少女に代わって、次席枢密司は親衛隊長を問い質ただした。

「奇妙なものとはいったいなんです、バイバルス卿？」

「は……おそらくは犯人の残したものであろう〝外アウター〟の文字です」

「文字ですと？　ハルツーム男だん爵しやく、いったいそれは……あ、陛下！」

　バイバルスの言葉に白髪の枢密副司が眉まゆをあげたときには、緑衣の少女は猫ねこのような敏びん捷しようさで居間を飛び出していた。ようやくアストが追いついたのは、彼女が問題の部屋に飛び込んで半秒ほども経たってからのことである。

「陛下、まだくせ者がこの近くに潜ひそんでいるかもしれません……」

　書斎の中は、他ほかの部屋と違ちがって奇妙に整っていた。主人のニケーア伯がきれい好きだったということもあるのであろう。きちんと整理整せい頓とんされた室内には、いっさいの暴力的痕こん跡せきはおろか、塵ちり一つ落ちていない。その書斎の奥、壁かべにかけられた鏡の前に立ちつくす少女の背後で直立不動の姿勢をとると、アストはしかつめらしく主君を諫いさめた。

「どうか、あまりお一人では動き回られぬようお願いします。さもなくば、私や次席枢密司の立場が──」

「アスト……ねえ、これってなんだと思う？」

　だが、せっかくの枢密副司の諫かん言げんはあっさり無視された。アストの言葉など耳に入らぬように、皇帝は鏡に見入っている。いや、正確には疵きず一つなく磨みがかれた鏡の表面に書かれた真っ赤な文字を凝ぎよう視ししながら、背中で問う。

「ええっと、〝貴族を狩かる貴族〟〝銀の鬼おに〟〝鶏にわとりや牛を短生種が食し、短生種の血を長生種メトセラが飲み、その長生種を……〟……ああ、だめだ。あとは読めないや」

「……これは、ニケーア子爵の筆ひつ跡せきですね」

　血文字を詳しよう細さいに見つめ、アストは呟いた。凝ぎよう固こしてほどないらしく、血液の表面にはわずかながら光こう沢たくが残っている。しかし、よほどに怯おびえていたのだろう。激しく震ふるえる文字はみみずがのたくった痕あとのように読み取りづらい。だが、いったい子爵はなにに怯えていたのか？　地上最強の生命体である長生種を、いったい、何者がこのように恐きよう怖ふさせられるというのか……

「!?」

　そこまで考えてアストが天てん井じように目を向けたのは、単なる偶然だった。しかし、それを描えがいた者にとって、それは偶然ではなく必然だったに違いない。白はく髪はつの帝てい国こく貴族は小さく息を吞のんだ。

「へ、陛下、あれを……！」

「あれは……」

　そして、そのときにはアストと同じものを彼女の皇帝も目もく撃げきしていたらしい。大きく息を吸い込んだ少女が、自分と似たような表情になっていることを、アストは視覚によらずして確信していた。

〝Ｉｇｎｅイグネ・　Ｎａナｔｕチユｒａラ・　Ｒｅレｎｏノｖａヴアｔｕｒトール・　Ｉｎインｔｅテｇｒａグラ〟──我ら、炎ほのおによりて世界を更こう新しんせん。

　巨きよ大だいな逆十字とともに殴なぐり書きされた血文字は、たしかにそう読めた。




「霧きりが出てきたようです、御おん曹ぞう司し」

　船窓から夜の海を眺ながめていたハルドゥンが、重々しい声で報告した。

　この老人は若い頃ころから、モルドヴァ公爵家を代表して国外での交易に従事していた。そのためだろう。今回の〝外アウター〟への出張に従う六人の扈ケト従ウ・士ボエ民ールたちの中でも、一番〝外〟の服装が板についている。いかにも切れ者の執しつ事じらしくぴんと糊のりの利きいたワイシャツの襟えりを整えながら、老人は長なが椅い子すの少年を恭うやうやしく顧かえりみた。

「＋十一時午後五時……夜明けまで、あと二時間ほどでしょうか。御曹司、そろそろお休みになられてはいかがでしょうか？」

「……その、〝御曹司〟という言い方はよしてくれぬか、ハルドゥン？」

　苦く笑しようしたのは、長椅子に腰こしをおろしていた少年だった。しどけなくクッションにもたれかかったまま、それまでは船室備え付けの新聞に通していた眼めを老執事に向ける。

「たしかに、祖母君の従者であるそちにとって、余は〝御曹司〟やもしれぬ。じゃが、こちらでの余の身分は、ただの商人の小せがれじゃ。ただの〝イオンさま〟でよい……それより、霧とな？　そんなもの、天気予報では言うておらなんだぞ」

　生まれ故郷のコペンハーゲンを離はなれ、現在は諸国を遊学中のさる大だい富ふ豪ごうの三男なん坊ぼう──ユトランド風の部屋着は、祖母が用意した〝外〟での身アンダー分カバーにふさわしく整えられたものだ。その裾すそを落ち着かなげに引っ張りながら、真ツア人ラ・類メト帝セル国ートメンフィス伯はく爵しやくイオン・フォルトゥナは赤しやく銅どう色の瞳ひとみを船窓へと向けた。暗い海面に拡がった乳白色の靄もやを見て、かすかに眉をひそめる。

「ずいぶんと濃こい霧じゃな。これでは、せっかくの夜の海の風ふ情ぜいがだいなしではないか」

「さようで。しかし、どうせ夜景を楽しめないのであれば、今日はそろそろお休みになられては？　この船も明夕にはロンディニウムに到とう着ちやくいたします。早めに床とこに入られて、英気を養われては？」

「そうか。そうだな……」

　ヤゲロー大公国ダンツィヒとアルビオン王国ロンディニウム間を繫つなぐこの〝ノーザンオーライトロラ〟号は、アルビオンに船せん籍せきを置くバルト海きっての豪ごう華か客船だ。

　当然、各船室に用意された新聞もアルビオン紙──それも、もっとも格式と伝統を誇ほこる高クオリ級テイペ紙ーパーの〝タイムズ〟である。その広い紙面を飾かざる軍事パレードの写真、正確には、パレードを壇だん上じようから閲えつ兵ぺいしている赤毛のアルビオン女王の顔に目を戻もどしながら、イオンは気のない口調で呟つぶやいた。

　せっかくの〝外〟、それもアルビオンへ向かうというのに、どうやらこのぶんでは、彼女に会う時間はなさそうだ。明日はロンディニウムに到着し次し第だい、チャーターした水上機でなんとかいう島に向かわねばならない。そこで所用を果たしたあとも、はたして、王宮まで彼女に会いに行く時間があるかどうか。いや、たとえ会いに行っても、彼女が一いつ介かいの修道女だった半年前までとは違ちがうのだ。いまや国家的なＶＩＰとなってしまった彼女に、イオンと話す時間があるかどうか……

「ううむ、ちと難しいか」

「は？　いま、なにかおっしゃいましたか、御曹司？」

　思わず唸うなったイオンの小声を耳ざとく聞きつけ、ハルドゥンが問うた。モルドヴァ公爵家に仕えて半世紀にもなる老従者にとって、主君の孫であるイオンは掌しよう中ちゆうの玉以上にかけがえのない存在であるらしい。いささかも異常を見み逃のがすまいといわんばかりに、少年の顔を覗のぞき込む。

「どこかお加減でも？　喉のどでも渇かわかれたのなら、お茶をお持ちしますか？」

「あ、いや、なんでもない。なんでもないのじゃ……それに、お茶もいらぬ」

　あわてて新聞のページを繰くりながら、イオンは音がしそうな勢いで首を振ふった。内心を見み透すかされぬよう、半月前にコペンハーゲンで発見された首無し死体事件の続報を報じる社会面を、熱心に読むふりをする。

「え、ええっと、それより、なんという名前であったかな？　その、アルビオン在住の同どう胞ほうたちが隠かくれ住む島は？　たしか……」

「ネバーランド島と申します。現在は、百名あまりの長生種メトセラの方々がお住まいとか。代表者のお名前はマンチェスター伯はくヴァージル・ウォルシュさま」

「あ、ああ、そうだったな。思い出した。そうそう、たしかにそんな名前であった」

　とは言ったものの、これから訪おとずれる島の名を本気で忘れたわけではなかった。今回、皇こう帝ていの勅ちよく命めいを受けて訪問する〝外〟の同胞たちは実に十三家におよぶが、それらのすべてについて、住所や家族構成をはじめとする基き礎そ知識をイオンは完全に覚え込んでしまっていた。にも拘かかわらず、ことさら腕うでを組んで記き憶おくを浚さらうような表情を作ると、メンフィス伯は畳たたんだ新聞をマガジンラックに投げ込んだ。ついでに思考のほうも、ロンディニウムの玉座に座る娘むすめから、皇帝より賜たまわった勅命へと切り替かえる。

「マンチェスター伯か……さて、その方は我らの話を素す直なおに聞いてくださるだろうか？　お祖母ばあさまにいただいたプロフィールでは、代々、アルビオンの女王との繫がり深い方だとなっておったが」

「たしかなことは、なんとも申せませんな。なにぶん、〝外〟の長生種メトセラの方々は、この一千年近くを孤こ立りつして生きてこられただけに、生活も、ものの考え方も帝てい国こく貴族とは違って多種多様……昨日に訪問したダンツィヒのマティルデさまのように、素直に我らの警告を聞いてくださる方もいらっしゃれば、ボヘミアのヴァーグネル男爵のように、まるで耳をお貸しいただけなかった方もいらっしゃいます」

「ああ、ボヘミアでは大変だったな。あの老人、すっかり我らのことを教皇ヴアチ庁カンの手先と誤解しておられた……」

　数百年を孤こ独どくに暮らしたあげく、すっかりパラノイアに支配された老長生種に追い回された三週間前の記憶に、イオンは渋じゆう面めんを作った。だが、今回の任務において、それは幾いく分ぶんか幸せなほうのケースだ。徒労かつ、己おのれの無力を思い知らされて終わった七件の訪問に比べれば、訪問先に人がいただけまだマシである。

「まあ、しかしなんにせよ、その島の同胞たちも無事であってくれればよいがな……」

　少年貴族は物もの憂うげな顔を船窓に向けた。たちこめた霧きりのせいで、夜明け前の海は完全に白く閉ざされてしまっている。他船との衝しよう突とつ避よけに鳴らされている霧む笛てきの、哀あい愁しゆうに満ちた響ひびきを聞きながら、ため息とともに呟く。

「これまで、十二家をまわって、無事にお会いできたのはたった五件だ……行方ゆくえの知れぬ七家三十名のようなことになっていなければよいのだがな」

「むろん、消息を絶たれた方の全部が全部、例のあれが原因とは考えられませんが……」

　イオンの憂ゆう愁しゆうが、伝染したのだろうか。相づちを打ったハルドゥンの表情も、けっして明るいものではなかった。

　あれ──現在の帝国にとってもっとも深刻な問題であり、今回、帝剣スパ御持官タールイオン・フォルトゥナに下された勅命と密接に関かかわる一連の事象は、彼のような短生種テランにとっても重い意味を持つのだ。切実そのものの口調で私見を述べる。

「七家の中には、別の原因で消息を絶たれた方もいらっしゃるでしょう。しかし、十二家中、七家が行方知れずというのは、統計学上も不自然です。やはり、我が帝国で続いているあの事件と類似のケースが、この〝外アウター〟でも起こっているのではないかと」

「ああ、余もそう思う……くそっ！　しかし、いったい、どこの何者の仕し業わざなのだ!?　いったい誰だれがなんのために、これほど多数の貴族を誘ゆう拐かいしてまわっている!?」

　あれ──先月から帝国で頻ひん発ぱつしている連続貴族失しつ踪そう事件は、その件数だけでもすでに七件を数えていた。

　いずれのケースにおいても、士民ケトウダをはじめ、短生種は皆みな殺ごろしにあっており、目もく撃げき者しやはいっさいいない。そんな中、長生種貴族だけが忽こつ然ぜんと姿を消しているのだ。消息を絶った者は、いまのところただの一人として見つかっていない。死体一つ、指一本、見つからないのである──まるで、彼らなど最初から存在しなかったと言わんばかりに。

「消息を絶った同胞たちには、長生種であるということ以外に、これといった共通点はない。しかし、長生種を、それも複数の同胞を誘拐できるような生物が、はたしてこの世にいるだろうか？」

　白い霧の拡がる窓外に目を向け、イオンは独りごちた。同胞たちの身に降りかかった出来事をさまざまに憶おく測そくしながら、いまだ見ぬ下手人の顔を脳のう裏りに描えがく。

「長生種であれ短生種であれ、まともなやり方で数十人もの貴族を誘拐することなど不可能じゃ。もし犯人がいるとすれば、それは複数の……」

「──おや、いまのはなんですかな？」

　ハルドゥンが戸口を顧かえりみたのは、イオンが忌いま々いましげに宙を睨にらんでいたそのときだった。

　扉とびらの向こうから、大きな物音が聞こえたのだ。人が、床ゆかを走り回るような靴くつ音おと。だが、この一等船室の外は直接廊ろう下かに繫つながっておらず、五人の従者たちの寝しん室しつに接続されている。しかし、〝外〟の生活パターンにあわせて、ハルドゥン以外の扈ケト従ウ・士ボエ民ールたちはとっくの昔に就しゆう寝しんしているはずだが。

「少々失礼いたします、御おん曹ぞう司し……セリム、ジェレマー、マルケス、お前たち、まだ起きているのか？」

　少年に一礼すると、ハルドゥンは扉を開けた。こんな時間に騒さわいでいる部下たちを一いつ喝かつする。

「ミロ、ガナー、明日は早いぞ。いまは体を休めて……な、なんだ、貴様は!?」

　部下たちを叱しかりつけようとしていた老人の声が裏返ったのは、その瞬しゆん間かんだった。と同時に、扉の向こうから漂ただよってきた鉄錆さびた香かおり──血の匂においにイオンが長なが椅い子すから立ち上がったときには、その声は甲かん高だかい悲鳴に変わっている。

「き、貴様はいったい──ぐがっ！」

「ハ、ハルドゥン!?」

　老人にしては逞たくましい扈従士民の体たい軀くが宙を舞まったのは、イオンがそちらに目を向けた瞬間だった。まるで弾はじかれたように戸口から室内方向に向けて吹ふっ飛ぶと、壁かべに叩たたきつけられる。

　だが、老人の体が力無く床にずり落ちるのを、イオンは支えることができなかった──否いや、それどころではなかったと言ったほうがいい。

「な……なんじゃ、こいつは!?」

　戸口の向こう、闇やみに沈しずんだ従士室から、すさまじい血けつ臭しゆうが吹き付けてくる。しかし、イオンに目を剝むかせたのは床に広がった血の海ではない。その光景を遮さえぎって一つの不ふ吉きつな影かげ──まるで修道士のように深くフードを被かぶった白びやく衣えの影が戸口に立ったのだ。

「下げ郎ろう、汝なれは何者か！」

　人ひと影かげ──おそらくは男の手に、肘ひじからひきちぎられた人間の腕うでが握にぎられているのを睨みつけ、イオンは鋭するどい声を吐はき出した。細い指先に鉤かぎ爪づめを生やしつつ、招かれざる客を叱しつ責せきする。

「ここが、メンフィス伯はく爵しやくイオン・フォルトゥナの寝しん所じよと知っての狼ろう藉ぜきか！　答えよ！」

「…………」

　だが、少年の誰何すいかが終わるより前に、相手は次のアクションへと移っていた。

　太い腕を緩ゆるやかな袖そでから突つき出すや、猛もう然ぜんと突とつ進しんを開始したのだ。筋肉の盛り上がった逞しい腕がおそろしいほど白いことをイオンが見てとったときには、すぐ眼前まで肉にく薄はくしている。

「ちいっ！」

　まともに回かい避ひしては間に合わない──舌打ちとともに、イオンは〝加速ヘイスト〟状態へ移行していた。異常励れい起きされた神経系が時の流れを押しとどめる間に、すばやく敵手の背後へ回り込む。

（殺すのは簡単じゃが……）

　無防備にさらされた背中を刺さし貫つらぬく誘ゆう惑わくを、イオンは理性で抑おさえ込んだ。従者たちの仇かたきは討うってやりたいが、こいつの正体、意図、目的……生かして聞き出さねばならないことは数多い。とりあえず昏こん倒とうさせるつもりで、相手の首筋に手刀を撃うち込む。

「……なにっ!?」

　半瞬前までたしかに存在した白衣の姿が、幻まぼろしのように消え失うせたとき、イオンはようやく敵の正体を知った。

「〝加速〟だと!?　で、ではこいつは同族メトセラか……っ!?」

　その瞬間、唸うなりをあげて大気が裂さけた。

　とっさに跳ちよう躍やくした足下、靴くつ底ぞこを擦こするように風が駆かけ抜ぬけたのは、瞬前までイオンの頭部があった空間を薙ないだ拳こぶしの拳圧だ。背後に回った敵手は、明らかに同族──それも、熟練した戦せん闘とう者しやらしい。

「ちいっ！」

　だが、戦闘種族であるという点ではイオンもまた同じだった。ウェイトとパワーこそ水準より劣おとるかもしれないが、スピードと機動力はどんな同族にも負けぬ自信がある──事実、次にとった攻こう撃げき行動は、少年の自信がけっしてうぬぼれでないことを示していた。

　敵の第一撃を回避した後、イオンは距きよ離りをおく愚ぐを犯おかさなかった。跳躍したまま空中で手を伸のばすと、すぐそこまで迫せまった天てん井じように鉤爪を突き立てる。さらにそれを軸じくとして丸めた体を一回転、天井をステップボードにするや、重力に脚きやく力りよくを加えて、敵手の斜ななめ上から落下したのだ。獲え物ものに襲おそいかかる若い猛もう禽きんそっくりの姿勢と角度で、白衣の男の脳天に鉤爪を振ふり下ろす。

「──なにっ!?」

　だが、その瞬間、驚きよう愕がくに目を瞠みはったのは白衣の男ではなかった。頭を撃げき砕さいされるはずだった獲物の姿が、イオンの眼前から幻のように搔かき消えたのだ。鉤爪は虚むなしく壁を穿うがち、大穴を空けるにとどまる。

「ど、どこに……がっ!?」

　乳白色の霧む界かいに向けて空いた穴をよそに、背後を振り返ったイオンののど頸くびをすさまじい力が捕とらえた。ゆるやかな白衣の袖から突き出した透すき通るように白い腕──そのパワーは、長生種の少年の抵てい抗こうを完全に押さえ込んでいる。

「ぐ……かは……き、貴様、いったい、どこの同族……」

「…………」

　必死で四し肢しをばたつかせる少年の誰何に、白衣の影は答えなかった。ただ、のど輪を絞しめあげる圧力が増したかと思うと、もがくイオンの体を手元に引き寄せたではないか。いや、引き寄せたばかりではない。

「な、なにをするつもりだ……や、やめろ……！」

　かっと開いた影の口──血を塗ぬりたくったように赤黒い洞どう窟くつからせり出した白い輝かがやきに、イオンは不覚にも悲鳴をあげた。それは奇き妙みようにねじ曲がった牙きばだ。おぞましいまでの予感に、少年は必死で四肢をばたつかせるが、白衣の影の力は圧あつ倒とう的で、逃のがれるどころか身動きすらままならない。その間にも、ねじくれた牙は、もがく少年の首筋へと近づき──

「あくっ……！」

　肉の陥かん没ぼつする湿しめった音とともに、血管内に潜もぐり込んできた異物の感かん触しよく──生まれてはじめて味わうその激痛に、イオンは声にならぬ悲鳴をあげた。

（ボ、貴ボイ族エールの血を吸う貴ボイ族エールじゃと……ば、馬ば鹿かなっ！　ありえん!?）

　そんな思いが脳のう裏りをかすめる間にも、のど頸に空いた穴からは音をあげて血が流出しつつあった。白衣の影が少年の〝生アク命ア・のウイ水タエ〟を啜すすっているのだ。その激痛とおぞましさにイオンは必死で身を捩よじったが、まるで身動きできない。

（い、いかん、このままでは……）

　牙の食い込んだ首筋を中心に、血管に沿って体が冷たくなってきたのをイオンは感じた。いや、それだけではない。頭の芯しんがぼおっと痺しびれ始めているではないか。思考力がいつのまにか衰おとろえようとしているのを自覚した少年は、自分に生じている異常の正体にようやく気づいた。

　相手は自分の血を啜っているだけではない。牙の先から、なにかの毒物を獲物の体内に注ぎ込んでいるのだ。だが、いったいどんな毒物なのか。サリンやタブンのような神経毒すら無毒化する溶血バチ性桿ルス状細・ク菌群ドラクの防ぼう壁へきを突とつ破ぱするとは……

「な、汝なれはいったい何者ぞ……」

　不気味なほど白い腕うでに抱だきすくめられたまま、イオンはともすればもつれようとする舌を懸けん命めいに動かした。

「長生種メトセラの血を吸う長生種メトセラ……汝は……いった……い……」

「御おん曹ぞう司しから離はなれろッ、化け物！」

　霞かすんだ意識野を貫いて鳴り響ひびいた声は、老い錆さびて嗄しわがれていたが、鋭するどかった。

　と同時に、不気味な呻うめき声が、イオンをだきすくめた〝影かげ〟の喉のどからこぼれる。それはどうやら苦鳴だったらしい。次の瞬しゆん間かん、それまで少年を拘こう束そくしていた腕が、噓うそのようなあっけなさで離れたではないか。

「御曹司、いまのうちに……いまのうちにお逃にげくだされ！」

　くたりと床ゆかに倒たおれたイオンの鼓こ膜まくを叩たたいたのはハルドゥンの叫さけび声だ。忠実な老僕は白影の脇わき腹ばらに突つきたてた銀の短たん剣けんに力を籠こめながら、なおも怒ど鳴なった。

「早く……早く！　こいつは、危険──」

「ハ……ハルドゥン！」

　ハルドゥンの怒ど声せいが、突とつ如じよ、断たち切られたように消えた。湿った音が床を叩いたときには、生きながら首をひきちぎられた老士民の体は血を噴ふき上げながらその場に頽くずおれている。

「ハ、ハルドゥン……く、くそおおおおおっ！」

　老従者の仇かたきを討うつべく、後先考えずに突っ込もうとしなかったと言えば噓になる。

　だが、それでは命を賭かけて自分を逃がそうとしてくれたハルドゥンは文字通り犬死にだ。血を吐はくような声とともに、イオンは身を翻ひるがえした。さきほど、自身で壁かべに穿った穴から、乳白色の霧の中へ飛び出す。

「お、覚えておれよ、怪かい物ぶつ……従者の仇はきっと討つ！」

「…………」

　もつれる舌で捨てぜりふを吐いた少年に向けて、無言のまま、鉤かぎ爪づめの生えた腕が伸びた。だが、その瞬間、感覚のなくなりかけていたイオンの膝ひざはがくりと力無く折れている。鉤爪が半はん瞬しゆん前まで首筋のあった空間をかすめたときには、壁の穴を倒れ込むようにしてくぐり抜ぬけた少年の体は、そのまま真っ逆さまに海面へと転落していた。

　しかし──

「い、いかん……体が動かん……」

　常人なら心臓麻ま痺ひを起こしかねぬ冷水に頭まで浸つかって、イオンはもつれた舌を動かした。

　痺れた四肢は、鉛なまりでも流し込まれたように重く、所有者の意思を裏切るように動かない。すでに冬のはじまりを迎むかえた海水は氷結したように冷たく、容よう赦しやなく、長生種の体温を奪うばっている。

（こ、ここまでか……）

　急速に明度を失い始めた視界の中、次し第だいに小さくなってゆく〝ノーザンライト〟の船せん影えいを見送りながら、イオンはその事実を受け入れた。あの白びやく衣えの長生種から注入された毒液と冬の海に体力を根こそぎ奪われ去ったこの体には、もはや、絶望する力すら残されていないようだ。

（すまぬ……汝とまたいつか……会う…………約束……が…………）

　もはやその名すら思い出せぬ誰だれかに詫わびたのを最後に、少年の意識は冷たい波間へゆっくりと没ぼつしていった……





Ｒ．Ｏ．Ｍ．Ⅶ　極光の牙［未完］　　
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「トリニティ・ブラッド」のストーリーは、大アル災マゲ厄ドンと呼ばれる最終戦争後、文明レベルの退行した人類社会で展開される。我々と同じ〝人類〟。人類を襲おそってその血を吸う吸ヴア血ンパ鬼イア。さらにはその吸血鬼の血を吸い、想像を絶する戦せん闘とう力を発揮する〝クルースニク〟。この三つトリニの異テイ・なる血ブラツドが織りなすスケールの大きなドラマは、登場するアベルやエステルたち、個性豊かなキャラクターたちの魅み力りよくとあいまって、読者の絶大なる支持を受けてきた。

　だが、すでに長編書き下ろし版「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」シリーズ、連作短編版「Ｒ．Ａ．Ｍ．」シリーズ合わせて十二冊が刊行された現在でも、「トリニティ・ブラッド」には、未いまだ解かれていない謎なぞの数々が残されている。〝クルースニク〟とは。謎めいた青年カインに付き従う薔ロー薇ゼン十クロ字イツ騎・オ士団ルデンの目的とは。アベル・ナイトロードとはいったい何者なのか。これらはいずれも、吉田先生の急きゆう逝せいにより、書かれることがなくなってしまった続刊のなかで、解かれるはずだったものだ。

　また、「Ｒ．Ａ．Ｍ．」シリーズにおいては「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」シリーズに接続されるべき最終回（「アポカリプス・ナウ　後編」）が、そして「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」シリーズにおいてはアルビオン女王に即そく位いしたエステルとアベルとの別べつ離りのシーンで終わっている『茨いばらの宝ほう冠かん』から、「トリニティ・ブラッド」のラストシーンに至るまでの物語が、永遠に失われてしまった。

　第二部では、吉田先生の遺のこされた資料や作品世界の年表に基づき、可能な限り、この物語がもっていた意外性に満ちた過去と、壮そう大だいなる未来とを明らかにしていきたい。いうまでもなく、これらの資料は本来、読者に公開するために書かれたものではないため、わかりにくかったり説明のバランスを欠いたりする部分がある。が、編集部が大きく手を加えるよりは、遺された資料の原型をなるべく留とどめるべきではないかと考え、最低限の整理に止とどめた。特に資料をほぼそのまま引用する場合、三字下げにして示した。ただし、該がい当とう部分の資料がまとまった形で存在しない場合が多かったため、編集部原げん稿こうとして再構成した部分も多いことをお断りしておく。

　さて、「トリニティ・ブラッド」に隠された数々の謎に迫せまるには、作中でアベルやエステルが活かつ躍やくする時代の、およそ千年前に遡さかのぼらなければならない──。
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　作中、〝大アル災マゲ厄ドン〟と呼ばれるカタストロフは、西せい暦れき二一二四年に勃ぼつ発ぱつした、いわゆる最終戦争をさす。ある〝計画〟の思わぬ副産物を巡めぐって大国の思おも惑わくと謀ぼう略りやくが入り乱れるなか、核かくや生物兵器といった大量破は壊かい兵器が次々と投入された。結果、地球はその面積の大部分において生物の存在が困難になるほどに汚お染せんされ、人類は存亡の危機に陥おちいったのである。

　ヨーロッパ大陸を中心に、かろうじて生き残った人間たちが少数いたとはいえ、文明レベルは一気に中世レベルまで低下した。なお、作中でヨーロッパ地区に比ひ較かく的多くの建築物が無事に残っているのは、地域を最終戦争で壊かい滅めつさせたのが生物兵器だったためと思われる。

　この人類滅めつ亡ぼうの危機を救ったのは、宇宙からの帰還者たちであった。

　世界人口が百二十億を突とつ破ぱした二〇八〇年、国連は人口爆ばく発はつ対策として、火星への植民計画を発動していたのである。世界各国が参加したその巨きよ大だいプロジェクトは〝レッドマーズ計画〟と呼ばれた。そう、ハンガリア侯こうジュラ・カダールが起動したロストテクノロジー兵器〝嘆なげきの星〟を自じ壊かいさせるべく、アベルが口にした謎めいた台詞せりふの中にある言葉だ。





「国連航空宇宙軍中ちゆう佐さアベル・ナイトロード。所属レッドマーズ計画管理部保安課。認にん識しきＵＮＡＳＦ九四－八－ＲＭＯＣ－六六六－〇二ａｋ」






　アベルは台詞の通り、実際にこの火星植民計画に保安担当者として参加していたのである。そしてアベルと深い因いん縁ねんがあるらしいキャラクターたち──リリス、セス、そしてカイン──を結ぶ線も、この火星にあった。彼らもアベル同様、レッドマーズ計画の要員だったのだ。

　火星で活動していたため、大災厄から逃のがれたアベルたち入植者は、滅亡寸前の人類を救うべく、地球に帰還した。母星のあまりの荒こう廃はいぶりに愕がく然ぜんとしながらも、火星に温存されていた大災厄前のテクノロジーと、さらに火星で発見された超テクノロジーを駆く使しし、大規模な復興活動を開始する。

　しかしながら、後に帰還者たちと地球人との紛ふん争そうが勃発し、大暗黒ダーク時代エイジへと突とつ入にゆうしてしまう。世界規模の文明退行がふたたび始まったのである。アベルやエステルが活躍する時代は、紛争が帰還者たちの敗北により一段落している小康期にあたる。




[image: ]〝バチルス〟と吸ヴア血ンパ鬼イア化




　帰還者たちと地球人との間に、いったい何があったのか？　そこには、大災厄の引き金ともなった火星での〝大発見〟そして吸血鬼たちの秘密が絡からんでいた。バチルス、そしてクルースニク。物語の鍵かぎとなる〝奴やつら〟はどこから来たのだろうか。ここに、「トリニティ・ブラッド」を他ほかの吸血鬼ものから隔へだてる壮大な、そしてある意味、奇き想そう天てん外がいですらあるアイディアが存在する。作品の肝きもともなる部分であり、詳しよう細さいな資料が遺されているため、以下、抜ばつ粋すいして紹しよう介かいする。






【バチルスとの遭そう遇ぐう】



　西暦二十二世紀終しゆう盤ばん、火星への第一期入植者たちは、そこで異星文明のものと思われる遺い跡せきを発はつ掘くつ。過か酷こくな世界で生きるべくその遺産である自己増ぞう殖しよく型ナノマシン〝バチルス〟を自分たちの体に移植する。〝バチルス〟は、彼らの寿じゆ命みようを飛ひ躍やく的に延ばし、その生命力を強化することとなった。

〝バチルス〟の力を得た入植者たちは大アル災マゲ厄ドンに見み舞まわれた母星・地球に帰還。文明の復興に力を尽つくそうとした。ところが、ここで悲劇が帰還者たちを襲おそった。地球という異なる環かん境きようの下にあって〝バチルス〟が突とつ然ぜん変へん異いを起こしたのだ。

　突然変異の結果、入植者たちの体内に寄生した〝バチルス〟は宿主の赤血球を食いはじめ、その結果として入植者たちは悪性の貧血症しようと他者（とくに人間）への強きよう烈れつな吸血衝しよう動どうに襲われることとなったのである。さらに太陽光線中の紫し外がい線は彼らに激しい拒きよ絶ぜつ反応をひきおこし、事実上、日中の行動は不可能になってしまった。三百年以上の寿命と優すぐれた生命力、そして卓たく越えつした技術力を持ちながらも、彼ら入植者は厳しいハンディを背負うことになってしまったのである。

　そして約八百年前、ついに地球人と〝長命種メトセラ〟と自じ称しようしていた入植者との間に激しい戦いが勃発した。当初はその生命力と技術力で優位に立っていた入植者たちであったが、生せい殖しよく能力をはなはだしく低下させていた彼らは次し第だいにその数を減らしていった。さらに人類側は〝ヴァチカン〟という汎はん国家機関のもとに結集、ついに入植者たちの過半を滅ほろぼし、彼らを旧東とう欧おう地区の一部にまで押しこめることに成功した。

　だが、すべての入植者たちが人類社会から消えたわけではない。逃にげ遅おくれた者、なおも人類の救済という当初の目的をあきらめきれない者、人類への復ふく讐しゆうをくわだてる者が多数、人類居住地区に生活しているのだ。ある者はひっそりと身をひそめ、またある者はヴァチカンの目の届かぬところで領主として堂々と人類を支配している。

　そんな彼らのことを、人類は恐きよう怖ふと畏い怖ふをこめてこう呼んだ──吸ヴア血ンパ鬼イアと。





【バチルスと〝覚かく醒せい〟】



　彼らを特とく徴ちようづけるのは、なんといってもその不ふ老ろう長ちよう寿じゆである（けっして不死ではない）。一いつ般ぱんのその寿命は約三百年とされ、バチルス覚醒時から外見的に年をとらなくなる。そのため、六十歳ぐらいに見える百歳の吸血鬼もいれば、十歳の外見を持つ三百歳の長老もいる。極きよく端たんな話、バチルスを体内に持ちながらも、覚醒前に老ろう衰すい死しするというケースもありうる。バチルスが覚醒する前は、太陽や銀も平気だが、覚醒が始まると徐じよ々じよにそれらに対する抵てい抗こう力りよくが落ち始め、ついには陽ひの光を拝めなくなってしまう。逆に言えば、ほとんどすべての吸血鬼たちが、太陽のもとを歩いていた頃ころの記き憶おくを持っているということだ。

　また吸血鬼化の過程は〝覚醒〟と呼ばれる。どれくらいの期間で〝覚醒〟が終わるかも個人差が大きく、わずか数時間で終わってしまうものから、数年かけてゆっくり変わってゆく者までまちまちとされる。

　人類を吸血鬼に変えてしまう自己増殖型極きよく微び小しよう機き械かいが、〝バチルス〟である。正式名めい称しようは溶よう血けつ性せい桿かん状じよう細さい菌きん＝バチルス・クドラク。

　バチルスは赤血球や白血球に擬ぎ態たいし、宿主の体液中に寄生している。これらが本物の赤血球を捕ほ食しよくすることで、宿主は〝渇かわき〟と呼ばれる悪性の貧血と吸血衝動に悩なやまされることになるが、そのかわり長寿や超ちよう人じん的パワーを手に入れることができるのだ。バチルスを体内に受けいれられるかどうかは、体質的なもの（たとえば骨こつ髄ずい移植のように）。

　そのため、吸ヴア血ンパ鬼イアに嚙かまれて運悪く感染してしまったとしても、体質があわなければ、吸血鬼化はしない。風邪かぜ程度で終わってしまったりとか、あるいは脳を破は壊かいされて〝グール〟化してしまったりとか。たまたま体質的に適合してしまった場合のみ、吸血鬼化が起きる。ただこれも、覚醒までのスパンはまちまちなので、運がよければ寿命死するまで覚醒（というか活性化）しないこともある。

　覚醒（活性化）していないバチルスはただの赤血球として機能し、毒にも薬にもならない。これらが活性化し始めて、初めて宿主は吸血鬼としての特徴に支配されることになる。

　寄生主に超常の力を与あたえるバチルスだが、もちろんいくつかの弱点がある。





【太陽光線】



　紫外線はバチルスの活動を異常に昂こう進しんさせる。そのため、紫外線を浴びた長生種たちは、自分自身の体内からバチルスに食い荒あらされ、死亡する。バチルスは、紫外線を浴びた皮ひ膚ふに近いあたりから食い荒らし始めるため、それが、一見、火傷やけどに見えてしまう。あがる〝煙けむり〟も実際は煙ではなく、生化学反応で水分が蒸発しているに過ぎない。

　長時間紫外線を浴びた長生種はやがて死亡。なおもバチルスは体の中心に向けて喰くい進み、ついには、骨以外のすべてを喰らって、最後は共食いで全ぜん滅めつする。つまり、映画や小説とは違ちがい、紫外線を浴びた吸血鬼の死体は灰も残らない。ただ、舐なめたように綺き麗れいな骨が、その場に転がるだけ（骨髄もきれいに食い尽くされている）。





【銀】



　銀そのものは、毒でもなんでもない。が、銀分子をバチルスがとりこむと一定時間、その活動を停止してしまう。つまり、宿主である長生種は、この時点でただの短生種と変わらなくなってしまうのだ。このときは人間なみに脆もろくなっているかわりに、紫外線の影えい響きようも受けなくなる。また、吸血衝動も消える。〝銀の銃じゆう弾だん〟が吸血鬼を傷つけるのは、あくまで〝銃弾〟による物理的ダメージであって、銀が彼らに危害を及およぼすわけではない。そのため、たとえ銀の銃弾でも、急所（人間と同じ）に撃うち込まねば、吸血鬼を殺すのは不可能。この銀の特性を逆手にとれば、もし、最悪、長生種が直射日光下に出てゆかねばならない場合、数週間のハンデを覚かく悟ごで銀を摂せつ取しゆすればよいわけだ。また、作中にたびたび登場した硝しよう酸さん銀ぎん溶よう液えきは、液体としてはもっとも安定した形で銀分子をバチルスに結合させることができる。





【繁はん殖しよく力の絶望的な低さ】



　繁殖には吸血鬼の女性が妊にん娠しんする垂直繁殖（バチルスは母体と胎たい児じの血液交こう換かんを介かいして感染）と〝転向〟による平行繁殖の二種類があるが、どちらも繁殖率は極低。吸血鬼の女性が妊娠しても、胎児がバチルスに体質適合しなかった場合は、自動的に流産してしまう。従って、理論上〝ダンピール〟は存在しない。男の短生種と女の長生種の間に産まれた子は、百パーセントの確率で長生種（両親とも長生種である場合と比ひ較かくして、片親が短生種である場合の胎児、バチルスの遺伝的体質適合率は極小）。逆に男の長生種と女の短生種の場合は、百パーセントの確率で短生種の子供が産まれる。例外はセックスの際の体液交換により、女側が〝転向〟を起こしてしまった場合のみ。






　以上の資料から、作中の〝吸ヴア血ンパ鬼イア〟たちがなぜ、いわゆる吸血鬼ものに登場する吸血鬼たちと様々な部分が異なるのか、納なつ得とくがいったのではないだろうか。吸血鬼たちはけっして人外の化物なのではなく、特とく殊しゆなナノマシンが感染した人間なのである。彼らが吸血鬼呼ばわりされるのを非常に嫌きらい、自じ称しようするときは〝長生種メトセラ〟、逆に地球人たちのことは〝短生種テラン〟と蔑さげすむのも、むしろ人類より進化した存在として、自らを捉とらえているからであろう。また、『夜の女皇』においてアベルやセスたちが、かつて地球人を指して〝テラン〟そして帰き還かん者しやを指して〝メトセラ〟と呼んでいた理由も、これで理解できるはずだ。なお、〝メトセラ〟の呼こ称しようは、「創世記」に登場するアダムの子孫、ノアの祖父の名からとられている。彼は九百六十九歳まで生きたという。

　ただ、この〝吸血鬼〟の誕生をめぐる真実の歴史は、千年の時の中で急速に失われた。人類がさらなる文明退行を続けたこともあり、帰還者たちは、完全に伝説の化物にして人類の敵〝吸ヴア血ンパ鬼イア〟となってしまった。一方、同様の事態が長寿を誇ほこる帰還者側にも起きており、〝長生種〟と〝短生種〟の本当の関係を知る者はほとんどいないようだ。これについては、そのすべてを知り、八百年の長きにわたって帰還者たちを統率してきた真人類帝てい国こく皇こう帝ていヴラディカの、何らかの意図があると思われる。




[image: ]漂流する破壊神




　そう、「トリニティ・ブラッド」は、人類と、人類の子孫でありながら特殊なナノマシンを体内に組みこんだことで長ちよう寿じゆと力、そして吸血の習慣を持ってしまった吸ヴア血ンパ鬼イアたちが、お互たがいの未来とアイデンティティを賭かけてあい争う物語であったのだ。

　では吸血鬼を吸血鬼たらしめているのがこのバチルスだとしたら、吸血鬼を襲おそい、その血を吸う〝クルースニク〟とは一体何者なのか？






【クルースニク】



　彼らは吸血鬼たちの天敵にして守護者だ。その正体は吸血鬼専門の吸血鬼であり、吸血鬼の体液中のバチルスを摂取することによって永遠を生きる不死者である。吸血鬼たちでさえ寿じゆ命みようが存在するというのに、彼らは完全なる不老不死であり、また太陽の光のもとも平気で歩き、吸血鬼を遥はるかに凌りよう駕がする戦せん闘とう力を持つ。






　我々はすでに、このような存在を知っている。主人公アベル・ナイトロードであり、アベルの妹にして真人類帝国皇帝アウグスタ・ヴラディカこと、セス。そして、クルースニクを八十パーセントまで起動させたアベルをも一いち撃げきで殺したカインである。

　彼らの力と不死性の源であるらしい〝クルースニク〟とは、アベルやセスがその起動に用いる言葉を信じれば、いわゆる〝ナノマシン〟＝極ごく超ちよう微び細さい機械であるらしい。原子一個一個を積み上げ、ナノメートル（十億分の一メートル）単位の極超微細電子デバイスを作ろうとする試みは現在も盛んに行われているが、研究が進むにつれ、このような分子ロボットの作成は現実には不可能であることが次し第だいにわかってきた。

　実際のナノ世界はマクロ世界の物理法則が通用しない量子力学的世界であり、すべての化学反応がシミュレーション不可能な複雑な様相を呈ていしていたからだ。従って、ナノマシンなる存在がいかに現代から百年以上を下った〝大アル災マゲ厄ドン〟前とはいえ、実用化されていたとは考えにくい。だとすれば、アベルの言う〝ナノマシン〟とはいうまでもなく、最終戦争前の時点ですでに地球に存在していた、単なる遺ロス失トテ技クノ術ロジーではない。そう、彼らは──いや、奴やつらは──〝バチルス〟とも外宇宙からやって来たのだ。






【〝バチルス〟と〝クルースニク〟】



　アベルたちの体内のナノマシン群〝クルースニク〟は、単なるバチルスの変種というわけではない。数億年前、宇宙のどこかの知的生命体が群体として意思を持つナノマシン（後のクルースニク）を創造した。が、この恐おそるべきナノマシン〝クルースニク〟は創造主を滅ほろぼし、宇宙放ほう浪ろうの旅に出る。実は、遥かな太古に外宇宙から太陽系に飛来した彼らこそが、入植者たちが発見した火星の異種知性体そのものなのだ。このミクロレベルの宇宙人たちが、自分たちの餌えさ・家か畜ちくとして創造したのがナノマシン〝バチルス〟である。

　宇宙を漂流しながら無数の知的生命体を滅ぼしていったクルースニクは、家畜であるバチルスとともに、とあるヒル状知性体に取り憑つく。その文明を滅ぼした後、宇宙船を建造して再び放浪の旅へ……ところが途と中ちゆう、銀河系の辺境、太陽系に辿たどり着くも宇宙船が火星に激げき突とつ。ヒル状知性体は全ぜん滅めつし、宇宙船とクルースニク、そしてバチルスは火星の地中で休きゆう眠みん状態に入った。

　だが、その数百年後、半はん壊かいして火星の地中に埋うもれた宇宙船を発見した入植者たちは、このクルースニクを単なるバチルスの変種と認にん識しき。よりによって、自分たちのリーダーたちに移植してしまったのである。

　人類とはまったく異なる価値観・思考体系を持ち、破は壊かいをこそ尊ぶ彼らとは、まともなコミュニケーションをとることはできない。言ってみれば、クトゥルフ神話の神々のような破壊神なのだ。






　クルースニク化したアベルやセスの恐るべき戦闘力──そして、クルースニクの起動率を上げることへの恐きよう怖ふやためらいの意味も、この資料を読めばわかってくる。クルースニクとは、アベルの身中に寄生し、その宿主もろとも世界のすべてを滅ぼしたがっている、邪じや神しんなのだ。




[image: ]宿命の始まり




　では、アベルやセス、そしてカインはなぜ〝クルースニク〟を身に宿すことになったのか。そしてなぜ彼らは袂たもとを分かち、戦うことになったのか。さらには物語のキーとなるキャラクター、リリス・サールは、なぜ死ななければならなかったのだろうか

　ここで、四人のクルースニクが生まれ、袂を分かつまでの歴史を公開しよう。彼ら四人のクルースニクの誕生と一いつ旦たんの離り別べつまでを、年表形式で記述したのが、次の資料である。一部、他ほかの設定資料と重なる部分もあるが、「トリニティ・ブラッド」世界の理解を平易にするため、またこの年表中でしか言げん及きゆうのない内容も存在するため、あえて掲けい載さいする。






【トリニティ・ブラッド年表①】







マイナス数億年──



・宇宙のどこかの知的生命体が群体として意思を持つナノマシン（後のクルースニク）を創造する。ナノマシン〝クルースニク〟、創造主を滅ぼし、宇宙放浪の旅に出る。その後、いくつもの文明に辿り着いては、これを滅ぼしてゆく。





マイナス数百万年──



・無数の知的生命体を滅ぼしたクルースニク、家畜であるバチルスとともに、とあるヒル状知性体に取り憑く。その文明も滅ぼした後、宇宙船を建造して再び放浪の旅へ。だが途中、銀河系の辺境、太陽系に辿り着くも宇宙船が火星に激突。ヒル状知性体は全滅してしまう。宇宙船とクルースニク＆バチルスは火星の地中で休眠状態に入る。





２０８０ＡＤ──



・世界人口が百二十億を突とつ破ぱ。国連、人口爆ばく発はつ対策として、火星植民計画〈レッドマーズ・プロジェクト〉を発動。





２０８０ＡＤ前後──



・遺伝子調整された試験管ベビー、ナイトロード三兄妹生産。将来の移住計画の責任者となるべく育てられる（２０８５ＡＤ、南アジア共同体ＳＡＵブッダガヤにて試作体リリス誕生。２０８８ＡＤ、ＥＵベルリンにてカイン誕生。同年、ＥＵロンドンにてアベル誕生。２０９８ＡＤ、アメリカ連合ケベックにてセス誕生）。

・試験管ベビーたちは、遺伝子操作により老化が抑よく制せいされている。年をとるのが遅おそい（人間の約一・五倍）。

・開発局の考えとしては、一万人もの植民団を火星に永住させるつもりはない。ほとんどのメンバーは数年スパンで地球に帰き還かんさせて、交代で火星の開発を進める予定。ただし、四人の試験管ベビーたちだけはそのまま火星にいづっぱりにさせられる。彼らはそのために〝作られた〟人間なのだから当然、という発想。





２０９０ＡＤ前後──



・火星植民の前段階として、ランソウ類のカプセルや自動化ロボットたちが無人船で送り込まれる。入植者たちが訪おとずれる前の下準備。





２１２０ＡＤ──



・第一期火星植民団出発（約一万人）。





２１２２ＡＤ──



・火星植民団の一人、アベル・ナイトロード、彼に反感を持つ他の入植者の罠わなにかかり、人じん跡せき未み踏とうの荒こう野やに放ほうり出される。同どう僚りようのリリスは単身、これを救出に向かう。瀕ひん死しのアベルは助けたものの、車の故障で二重遭そう難なんの危機。そのとき、たまたま異種知性体の遺い跡せき（ヒル状生命体が乗ってきた宇宙船。後に入植者たちにより〝方はこ舟ぶね〟と名付けられる）を発見。この内部に避ひ難なんすることで九死に一生を得る。この宇宙船の中にはまったく人類とは異なる異種知性体の遺体が数多く存在。技術レベルは極きわめて高度ながら、火星に辿たどり着いたときにはすでに絶ぜつ滅めつしていたらしい。ミイラ化した知性体の遺体数千のうち、いくつかの知性体は社会的に最上位にあったらしく、特別に手厚く保管されていた。

・この知性体の遺体を検査した結果、特とく殊しゆな桿かん状じよう細さい菌きん群ぐん（＝バチルス）が発見される。このバチルスは人間の血液中に寄生することで宿主の生命力を格段にアップさせる力を持つことが判明。

・さらに、手厚く保管されていたいくつかの高位知性体からは、バチルスの変種で、十字型の細菌群が発見される。

・発見者のセス・ナイトロードは、宿主の赤血球を破は壊かいするこの桿状細菌群に、地球の伝説に現れる吸ヴア血ンパ鬼イアの名を与あたえて、『溶よう血けつ性桿状細菌群（＝バチルス・クドラク）』と命名。一方、特殊な高位細菌群にはその形状から『十字型桿状細菌群（＝バチルス・クルースニク）』と命名する。なお、クドラクの方はすぐに培ばい養ようと株かぶ分けに成功するも、クルースニクの方は、ことごとく失敗。どうしても増やせないままに終わる。

・この発見の前後、カイン・ナイトロードともう一人の一いつ般ぱん入植者が作業中のアクシデントにより重傷を負ってしまう。セス、彼らの延命を図り、クルースニクを移植。しかし、二人とも拒きよ否ひ反応を示し、両者、一旦は死亡。なぜかカインのみ、死後に復活する（この時点で、すでにカインとクルースニクの精神融ゆう合ごうが始まっている）。カインの復活により、バチルスの劇的な効用が明らかになる（宿主に対する延命効果と生機能増進効果が確かく認にんされる）。

・入植者たちへの移植試験開始。ただし、どういうわけか、クルースニクの方は、アベルやセスのような試験管ベビー以外の、一般入植者への移植に際して拒きよ絶ぜつ反応を示す。このため、クルースニクは株が冷れい凍とう保存されて封ふう印いん。クドラクに関しては一般入植者に適合したため、クドラクのみ培養されて入植者たちに移植される。

・夢のマイクロマシンであるバチルス、そして異星人の超ちようテクノロジーが搭とう載さいされた〝方舟〟を巡めぐって、植民団の中で激しい内ない紛ふんが起こる。植民団にメンバーを参加させている各国家や民族が、それぞれバチルスと方舟の独どく占せんを謀はかろうとしたのだ。だが、この争いにより地球への帰還船は制せい御ぎよ系に深刻なダメージを受け、地球への帰還および連れん絡らくが不可能となってしまう。





２１２４ＡＤ──



・バチルスや方舟の独占をめぐり、地球で最終戦争（これが後に大アル災マゲ厄ドンと呼ばれるもの）が勃ぼつ発ぱつ。火星植民団は本星からの応おう援えんを受けられなくなり、宇宙に孤こ立りつする。

・移民たち、損傷を受けた帰還船に方舟の技術を導入して改修。とりあえず団結して地球へ帰る計画を発動する。この帰還船は船体外皮に小惑わく星せい帯からひっぱってきた小型のアステロイドを用い、エンジンは地球製。制御システムは異星人の宇宙船であった〝方舟〟からのもの。このため、以後、あらためてこの帰還船が〝方舟〟と呼ばれるようになる。





２２００ＡＤ頃──



・火星植民団、帰還開始。荒こう廃はいした地球の様子に衝しよう撃げきを受けるも、同どう胞ほうたちの復興を助けることを誓ちかい、比ひ較かく的、汚お染せんの軽度なヨーロッパ地区に降り立つ。方舟は、アフリカ、ルウェンゾリ山に建設した軌き道どうエレベーター上に係留し、統とう括かつセンター兼けん資源の供給元として使用。

・ところが地球帰き還かん直後、移植されていたバチルス・クドラクに突とつ然ぜん変異が起こる。紫し外がい線による異常活動が始まった上、赤血球の消費率が数百倍にアップしてしまう。しかも、貧血症しように強きよう烈れつな吸血衝しよう動どうが加わったため、文明的に退行していた地球人は彼らを〝吸血鬼〟と呼んで恐おそれる。突然変異直後は帰還者たちにも大混乱が生じたため有効な手が打てず、地球人を襲おそって失血死させてしまったり、また、強制的に地球人たちに献けん血けつさせたりして、誤解に拍はく車しやをかけてしまう。





２２１０ＡＤ頃──



・帰還者と地球人との間に、本格的に紛ふん争そうが始まる。

・仲間の帰還者たちを救い、地球人側の反乱分子を弾だん圧あつすべく、ナイトロード三兄妹、自らのクルースニクとしての戦せん闘とう力、ならびに方舟の超テクノロジーを用いて地球人を百万単位で殺さつ戮りく。

・それを見たリリス、地球人側に立ってナイトロード三兄妹に立ち向かうべく、恭きよう順じゆんのふりをして自らもクルースニクを移植、〝クルースニク０４〟となる。





２２１５ＡＤ頃──



・機をうかがっていたリリス、帰還者内の和平派を率いて帰還者側を離り脱だつ。地球人側で唯ゆい一いつ組織だった抵てい抗こうを続けていた汎はん国家機関ヴァチカンに接せつ触しよく。ときの教皇グレゴリオ二十世に知識・技術・資材を与え、人類を再結集させることに成功する。

・以下、帰還者内の和平派による地球人たちの抵抗運動のてこ入れが、後に教皇庁でどう呼ばれているかを列挙すると……

①リリスとグレゴリオの邂かい逅こう──〝聖女降臨〟

②アレクシオス・ネヴシェヒール率いるリリス軍、パリ近きん郊こうで三兄妹軍と大規模な戦い。大勝利──〝ルーヴルの戦い〟

③ブダペストにおいて、リリス軍のイシュトヴァーン・カダール、電力供給開始──〝聖イシュトヴァーン、民たみにマナを降らせる〟





２２２０ＡＤ頃──



・クルースニクと精神融合したカイン、地上を完全に焼き払はらうことを密ひそかに決意。弟と妹には「長期的には人類のためになる」と噓うそをついて説得（〝我ら、炎ほのおによりて世界を更こう新しんせん〟とはこの思想のスローガン化）。

・カイン、リリスに「そろそろ和平の可能性を探さぐりたい」と伝え、方はこ舟ぶね内におびき寄せてリリスを襲う。クルースニクを起動したリリスと激しい戦闘の果て、これを殺害するも自らも重傷を負う。

・リリス殺害を知り、怒いかり狂くるったアベルによって、方舟からカインは生身で大気圏けんに突とつ入にゆうさせられる。以後、その消息不明。

・リリスの死によって自らの過あやまち（＝地球人の大量殺戮）を悟さとり、また彼女をカインから護まもりきれず永遠に失ってしまったことで狂きよう乱らんするアベル、セスの制止も聞かず方舟の内部を破は壊かい。その機能のほとんどを停止させる。

・アベルはリリスの遺体を抱かかえて地上に降り、ヴァチカンに保護される。以後、リリスの遺体を守ってローマの地下墓地から一歩も出ず、九百年の時を過ごす。

・帰還者たちは指揮者であったナイトロード三兄妹を失ったことで統制を失い、地上で各個撃げき破はされてゆく。






[image: ]永遠の咎とが人びと




　アベルの背負う〝罪〟とは、かくも凄せい絶ぜつなものであったのだ。『夜の女皇』の終幕で交かわされた、セスとの会話を言葉を想起してほしい。





「あれから何年経たったと思ってるんだよ、アベル！（中略）九百年──九百年だよ！　もういいじゃないか。キミは十分、罪を償つぐなったさ。彼女もきっと許してくれる。誰だれも責めたりしないよ！」

「俺が許さない。（中略）この世の誰が俺を許そうと、世界中の全ての手が俺に差し出されようと……俺が俺を許さない──絶対に」






〝バチルス〟の突然変異という予期せぬ事態から生じた紛争。地球の同どう胞ほうを救おうと火星から共に帰ってきた仲間たちが誤解から殺されたとはいえ、大アル災マゲ厄ドン前のテクノロジーに加えて火星の遺い跡せきから回収した超ちようテクノロジーを擁ようし、さらに三人のクルースニクを指導者とする帰還者たちと、文明退行下の地球人たちとが、対等に戦えるはずもなかった。ナイトロード三兄妹の殺戮によって、地球人数百万人が犠ぎ牲せいとなっていたのだ。

　これが〝世界の敵〟でなくて何なのか。〝騎士団オルデン〟のディートリッヒやケンプファーが現在のアベルを見る目とは別に、かつて世界を本当に滅ぼしかけた恐るべき存在として、ある種の畏い敬けいの念を抱いだいているのも理解できよう。確かに、アベルたちがやったことと比べれば、現在〝騎士団〟が仕し掛かけるテロなど、児じ戯ぎに等しい。そのアベルが派は遣けん執しつ行こう官かんとして人を、吸ヴア血ンパ鬼イアを、そして〝騎士団〟のメンバーすら殺すのをためらうことに、彼らが時に嘲ちよう笑しようを浴びせ、時に憐あわれみの情をみせるのも無理はない。

　だが、その罪深さに、想い人のリリス──〝作られた〟人間として生まれた自分を呪のろい、世界を敵として生きてきた自分に、人間らしさを与あたえてくれたかけがえのない女性──を失うまで気づかなかったこと。そして、そのリリスを護れなかったこと。それ故ゆえにアベルはリリスとの戦闘で傷ついたカインを〝方舟〝から突つき落とした後、セスや他ほかの帰還者たちとも別れ、リリスの遺体とともに過ごすことを選んだ。不死の生命体であるクルースニクにしか出来ない償いをするために。文字通り、その永遠なる生命を罪を懺ざん悔げするためにだけに使うことに決めたのだ。

　その九百年後、アベルはある運命の悪戯いたずらから、地下墓地から出てＡｘのメンバーとして戦うことになる。だが今日においてもなお、アベルは自らを永遠の咎とが人びとと断じている。安らぎや愛情に背を向け、さらにその絶大なる戦せん闘とう力を封ふうじることで生じる、痛みや矛む盾じゆんをすべて引き受けながら、罪を償い続けるのだ。




[image: ]四人のクルースニクたち




　アベルたちナイトロード三兄妹、そしてリリスは、大アル災マゲ厄ドン後の地球における創造者であり、破壊者であり、そして救済者である。この四者それぞれの思おも惑わくと行動が、「トリニティ・ブラッド」世界のあり方を決定づけていると言ってもいいだろう。その重要性に鑑かんがみ、ここで四名の詳しよう細さい設定を公開しておこう。






アベル・ナイトロード（Abel Nightroad）──



　同じ遺伝子データによって生産された同型機・ナイトロード三兄妹の次男にして、二番目のクルースニク（＝クルースニク０２）。火星植民団のリーダーの一人で、遺伝子調整された試験管ベビーとしてこの世に生を受ける。植民団での身分は国連航空宇宙軍中ちゆう佐さ、レッドマーズ計画管理部保安課統とう括かつ責任者、認にん識しき番号ＵＮＡＳＦ９４－８－ＲＭＯＣ－６６６－０２－ａｋ。

　植民団で活動中の彼は性格的にも非常に荒すさんでおり、人間を憎にくみ、また他人にも憎まれていたが、やはり試験管ベビーの一人であるリリスとの交流を経て、次し第だいに人間らしさを獲かく得とくしつつあった。

　しかし帰き還かん後、帰還者たちのことを〝吸血鬼〟と誤解した地球人が帰還者を虐ぎやく殺さつするという事件が発生。怒いかり狂くるった彼は仲間を指導して激しく地球人と戦い、数百万単位の死者を出してしまう。この戦いの最さ中なか、リリスが地球人側についたことで自分の過あやまちを悟るも、ときすでに遅おそく、リリスは命を失い、地球人と入植者たちの間には修復しようのない亀き裂れつが生じてしまったのである。

　現在の彼は教皇庁国務聖省特務分室（Ａｘ）派遣執行官〝クルースニク〟として任務に就ついている。人間もヴァンパイアも同じヒトだというスタンスに立つヒューマニストであり、トラブルにおいても、可能な限り人殺しは避さける。特定の宗教を信じているわけではないが、運命の善意みたいなものは信じている。その意味では楽観主義者であり、これまでさんざんしんどい目にあってきながら、希望は捨てていない。彼が『神様』と口にするとき、それはかつて死んだ恋こい人びとの人間に対する愛情や、これまで会ってきた人間たちの善意、楽観的な未来をひっくるめたものに対する呼びかけである。





【戦いに対するスタンス】



　アベルの強力な武器であり味方であるナノマシン群〝クルースニク〟が、同時に最大の敵でもある。擬ぎ似じ的な自我を持つこいつらは、常に主であるアベルの自我をとりこんでしまおうと隙すきを狙ねらっている（その戦闘力も誘ゆう惑わくも、クルースニクの起動率に比例する）。

　強敵に遭そう遇ぐうした場合、アベルはクルースニクの起動率をあげることで対処するが、それにつれてクルースニクがアベルに与える人格的影えい響きよう力も上じよう昇しようする。あまり起動率を上げすぎると、戦闘中のアベルの振ふるまいもそれにつれて暴力的になる。たとえば、命いのち乞ごいする敵を殺そうとしたり、クルースニクがもっと起動率をあげるよう囁ささやいてきたり。

　つまり、強敵と戦えば戦うほど、自我を食われる可能性も増えてゆくので、やたらと力を全開にできないということ。そのあたりの事情をよく知っているカイン（＝クルースニク０１）は、アベルを追い詰つめ、彼の中のクルースニクを解放しようともくろんでいる。アベルが事件解決において力を出し惜おしみするのもこのためだ。





【カインに対するスタンス】



　カインに対しては、想おもい人であったリリスを殺されたことで、激しい憎しみと怒いかりを持っているが、同時に深い愛情も。カインが変わってしまったのは、彼の中のクルースニクのせいだと考えている──奴やつらの呪じゆ縛ばくを解けば、再び彼を理解できるようになるのではないかと。しかし、実はそうでないこと──カインの残ざん虐ぎやく性せいが彼自身が本来備えていた破は壊かい的性格によることは深い部分では知っている。ただ認めたくないだけ。





【人間と吸ヴア血ンパ鬼イアに対するスタンス】



　アベルをアベルたらしめているのが、人間と吸血鬼に対するスタンスである。彼はかつて短生種と長生種の戦いを引き起こして数百万単位の犠ぎ牲せい者しやを出し、さらにそれが想い人の死に繫つながってしまったことへの罪悪感に絶えず苛さいなまれている。おまけに、自分がいつ兄のように体内のナノマシンどもに自我を乗っ取られてしまうかわからないという不安もある。そんな彼をなんとか前向きにさせているのが、吸血鬼と呼ばれるかつての同どう胞ほうたちと人間との争いをなんとか終わらせたい（少なくとも自分が救える範はん囲いでは助けたい）、やっぱり人間（短生種も長生種も）が好きだという二点である。アベルが現在教皇庁の派は遣けん執しつ行こう官かんという、「ヴァチカンのイヌ」と言われても仕方のない立場に甘んじているのも、長生種たちを迫はく害がいから救うには巡じゆん回かい神父の身分が一番都合がいいという理由からだ。したがって、もし、教皇庁内の意見がフランチェスコに代表されるタカ派に傾かたむくことがあれば、離り脱だつも辞さないだろう。








カイン・ナイトロード（Cain Knightlord）──



　アベルの兄であり、最初のクルースニク（＝クルースニク０１）。植民団においては国連宇宙軍大たい佐さ、レッドマーズ計画管理部総そう括かつ責任者、認識番号ＵＮＡＳＦ９４－８－ＲＭＯＣ－６６６－０１－ｃｋ。

　非常に温和かつ知的な人物で人望も厚い指導者だったが、火星植民計画の〝道具〟として生み出された自分たち三兄妹の運命、あるいは人類全体の身勝手さといったものに対して激しい怒りと憎しみを心の底に秘ひめていた。そのため、〝クルースニク〟移植後、彼らと意識融ゆう合ごうを果たし、互たがいに『すべての破壊』という共通目的に向けて歩み出すことになる。この意識融合において、カインがクルースニク移植時に、一度は死亡したことがどこまで関かかわっているのかは不明だ。

　リリスを殺害して、彼女の中の〝０４〟を奪うばったものの、その直後、アベルによって大気圏けん外がいから地上に落とされ、大ダメージを受ける。その後、数百年かけて灰の塊かたまりから再生。そのダメージは治りきっていないものの、なんとか外を出歩けるぐらいまでは回復した。ただし、数時間ごとに再生槽そうに戻もどらないとならないため、活動時間は限られている。現在は秘密結社にして世界的なテロ・ネットワークの調整機関である薔ロー薇ゼン十クロ字イツ騎・オ士団ルデンを組織。これを使って歴史の裏で暗あん躍やくしているところ。





【〝騎士団〟に対するスタンス】



　クルースニクの力で炭の塊から再生を果たしたものの、未いまだその体は不安定で、再生槽の外での活動は数時間に限られる（力を使うと、さらにこの時間は減る。一定時間ごとに再生槽の中に戻らねばならない）──このことこそが、これまで、アベルやセスが無事でいられた理由であり、カインが〝騎士団〟などというおよそ彼にとっては下らぬ組織を作った理由である。もし彼の体が完全なら、とっくの昔にアベルやセスを直接襲おそって、クルースニク０２、０３を吸収していただろう。そして人類を絶ぜつ滅めつさせていたに違ちがいない。

　カイン＝クルースニク０１の体調が完かん璧ぺきになれば、人類などすぐに絶滅させられる。〝騎士団〟がもって回った陰いん謀ぼうを張り巡めぐらせるより、彼が力を振るった方が手っ取り早いのだ。そのため、カインは自分の利害が絡からまないところでは〝騎士団〟の好きにやらせているが、自分の回復にからむところでは組織の都合など眼中にない。あくまで、体調回復と他ほかのクルースニクの覚かく醒せいが今の彼にとっての最優先課題である。

　アルビオン王国の首都ロンディニウムの地下には長生種が隔かく離りされているゲットーが存在するが、その下にはさらに物ぶつ騒そうなものが隠かくされている。それは、旧ＥＵの先せん端たん科学研究所──試験管ベビーとしてアベルを生み出した研究施し設せつである。ここにはナイトロード三兄妹たちの遺伝子設計図（ケンプファーはこれを〝神の設計図〟と表現）が、データの形で残っている。『薔薇の玉座』『茨いばらの宝ほう冠かん』においてカインがわざわざロンディニウムにやってきたのは、このためである。データを手に入れて、肉体の再生を完成させるつもりだったのだ。ちなみに、ベルリンの地下にあったカインを生み出した研究所は、すでに戦災で失われている。





【弟妹に対するスタンス】



　カインは、弟妹であるアベルとセスに対してどのような想おもいを抱いだいているのか？　人間だった頃ころと違い、もはや何の愛情も抱いてはいない。その代わり、弟妹の体内に潜ひそむクルースニク０２および０３には異常な執しゆう着ちやくを示し、なんとかこれらを覚醒させて、可能なら自分の中に吸収してしまいたいと考えている。








セス・ナイトロード（Seth Nightlord＝Augusta Vradica）──



　ナイトロード三兄妹の末っ子にして三番目のクルースニク（＝クルースニク０３）。植民団においては国連航空宇宙軍少しよう佐さ、レッドマーズ計画管理部技術開発部統とう括かつ責任者、認にん識しき番号ＵＮＡＳＦ９４－８－ＲＭＯＣ－６６６－０３－ｓｋ、として科学部門を統括していた。

　非常に純じゆん粋すいかつ極きよく端たんなまでの理想主義者で、長生種至上主義者。短生種である旧人類には完全に失望しており（「短い命しか持たぬ彼らは目先のことしか考えられない」）、長生種たちこそが新たな地球の主にふさわしいと考える。ただ彼女の行動・計画はすべて地球と人類の未来のためにあり、偏へん見けんや私的な野心から来るものではない。短生種についても、これが地球の生き物である以上絶滅などとんでもないことと思っており、長生種の管理下、奴ど隷れい・家か畜ちくとして穏おだやかに生かしてやることこそ、自分の使命であると決意している。そのため、たとえ長生種でも、むやみやたらと短生種を迫はく害がいするような不心得者は激しく嫌けん悪おしているほど。

　現在の彼女は、地球唯ゆい一いつの非人類国家〝真ツア人ラ・類メト帝セル国ート〟の女アウ帝グスタ〝ヴラディカ〟として、自分の属性である不老不死と紫し外がい線への耐たい性せいをどうやって長生種たちに移植するか研究中。したたかな切れ者で、教皇庁にとっても手ごわい相手と目されている。

　かつてはカインと組んで人類に戦いを挑いどんだが、その後、彼が破は壊かいしか指向していないことに気づき、完全に袂たもとをわかつ。現在、危険人物と目してその行方ゆくえを追っている。





リリス・サール（Lilith Sahl）──



　ナイトロードたちの試作品として誕生した（同型機ではない）試験管ベビーであり、四番目のクルースニク（＝クルースニク０４）。火星植民団ではナイトロード兄妹に次ぐ地位についており、アベルの理解者にして想い人でもあった。植民団においては、国連航空宇宙軍中ちゆう佐さ、レッドマーズ計画管理部医い療りよう課統括責任者。認識番号ＵＮＡＳＦ９４－８－ＲＭＯＣ－６６６－００－ｌｓ。

　帰き還かん者しやと地球人の戦いには当初から反対していたが、中ちゆう盤ばん、同調者を募つのって地球人側に奔はしる。教皇庁の歴史に〝天使降臨〟と記録されているのが、彼女のこと。

　人類が団結したことと〝方はこ舟ぶね〟を完全起動するのに不可欠な四人のクルースニクの一人が失われたことによって、入植者たちは劣れつ勢せいに立たされた。カインは和議を餌えさに彼女を呼び出し、これを殺害。彼女の中のクルースニクをも体内に取りこむことに成功。しかしながら、一つの肉体に二つのクルースニクを取りこんだことによる体力低下と、怒いかり狂くるったアベルに生身で大たい気き圏けん突とつ入にゆうさせられてしまったことで、以後の数百年間を休養状態で過ごすはめになったのである。






　アベルの過去が回想されるシーンで、たびたび登場してきた美しい女性が、このリリスであることはもう言うまでもないだろう。『熱砂の天使』のクライマックスでの印象的な台詞せりふを思い出してほしい。





〈私はあなたが世界を愛していることを知っている。あなたは世界を敵に回しているけれど、それは世界を愛していることの裏返し。愛して、信じて、裏切られたと思ったときに、あなたはたえられなかった。だから、あなたは世界の敵に回った──でも、それでも、まだあなたはこの世界を愛してる。どこか憎にくみきれないでいる。（中略）アベル、この世界はあなたの敵じゃない……いつでもやり直せるわ。それを忘れないで〉






　すでに破壊のために生きる魔ま人じんと化したカインとの対決を決意した時点で、リリスは自らの死を覚かく悟ごしていたのかもしれない。このメッセージは、〝未来の〟そして〝本来の〟アベルに対して遺のこされたとしか思えないものだからだ。その無限ともいえる愛と包容力は、リリスが〝聖女〟あるいは〝天使〟として永く信しん仰こうの対象となったことと無む縁えんではあるまい。

　だが、このリリス亡なき後、生き残った三人のクルースニクたちの道は大きく分かれてしまった。純然たる破壊の化身として完全復活を期すカイン、真人類帝国を建国して帰還者たちの楽土としたセス、そしてリリスの遺志を継つぐことにより、人類（地球人も帰還者も＝短生種も長生種も）の守護者として戦い続けるアベル。この三人トリニに流テイ・れる血ブラツドの中のクルースニクは、三人を後あと戻もどりのきかない旅路へと追いやっていたのだ。




[image: ]吸ヴア血ンパ鬼イアどもの月




　リリスを含ふくめた四人のクルースニクが最後に一堂に会したのが〝方舟〟である。かつて地球を焼き払はらいかけたすさまじい超ちようテクノロジーの集合体であるこの巨きよ大だい宇宙船は、リリスがその機能を封ふう印いんした後、どうなっているのだろうか。

「トリニティ・ブラッド」の世界には月が二つある。一つは、我々の知る本来の月。もう一つは、かなり小さめの、いびつな〝吸血鬼どもの月〟である。もうお気づきかもしれない。そう、これこそが、アベルたちが火星から帰還する際に使用した巨大宇宙船、方舟である。






【第二の月、吸血鬼どもの月】



　その正体は、かつて火星から入植者たちが帰ってきたときの母船〝方舟〟。リリスが反乱を起こしたときに機能の大半を停止してしまったため、今はただの岩の塊かたまりだが、再起動されれば地上を焼き払うことも可能な超兵器である。再起動のキーとなるのは、リリスの遺伝情報。リリスの遺体は、現在ローマの地下に封印されている。

　この超ちよう巨きよ大だい宇宙船は、天文・地理的には、東経三十度・緯い度ど零れい度どの赤道直上三万八千キロの静止衛星軌き道どうに存在（ちなみに月が三十八万キロ）。アフリカ大陸、ウガンダ・コンゴ共和国（ザイール・コンゴ）国境のルウェンゾリ山軌道エレベーターを介かいして、地球と接続されている。

　地上から〝吸血鬼どもの月〟を見上げた場合、二十四時間三百六十五日、夜昼問わず、南（やや東より）の空にぽっかりと、常に満月の状態のいびつな衛星が浮うかび、そこから細い細い糸が上下に向かって垂れている（中天で糸は見えなくなっている）ということになる。

　軌道エレベーター自体は、人類が手に入れた最強最細のワイヤー、炭素フラーレン単分子繊せん維いを三万八千キロに延ばした巨大なケーブル。炭素フラーレン分子というのは、炭素原子をサッカーボールの形に共有結合させた分子のこと。これを細長い中空の筒つつ状じように変形させ、長い中空繊維の分子としたのが単分子炭素繊維である。太さは分子レベルで、しかも中空なので非常に密度が低く、原子同士が共有結合しているため、引っ張り強度はダイヤモンドを凌しのぐ。

　これにルウェンゾリの地下の大型核かく融ゆう合ごう炉ろから電力を供給し、ケーブルの各部分に構成された超電導コイルによって強力な磁界を生成。資材を積んだエレベーターは、電磁駆く動どうにより加速され、地表を離はなれてケーブルに沿って方舟に到とう達たつするというのがおおまかなシステム。なお〝下り〟は、重力により自然に加速される（自然落下する）ところを電磁制動でゆるやかに下降するように制せい御ぎよするとともに、電磁制動により生じた電力を「上り」エレベーターを駆動するために使用。つまり、一度運転が開始されると、後は摩ま擦さつや熱として失われる電力を補ほ塡てんするだけで、ケーブルに沿ってエレベーターを上下させることが可能なのだ。






　そう、方舟はいつでも再起動できる状態で、常に地球を見下ろしているのだ。書かれずに終わった「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」編の後半では、この方舟をめぐり、アベルとカインの、セスをも巻き込んだ壮そう絶ぜつな決戦が繰くり広げられるはずであった。どのような展開が予定されていたのかは第三章で触ふれることとして、次章ではその決戦に至るまで、アベルとカインの最初の対決から二人が再び相まみえるまでを支えた、二つの組織についての秘密を語りたい。







[image: 第二章　集いし者たち]




　王位継けい承しようを巡めぐって争いの渦か中ちゆうにあった北の王国アルビオンで、ついに二度目の直接対決を迎むかえたアベルとカイン。だが、二人をサポートし、あるいは利用する組織が存在することで、様々な事件やドラマが生まれてきた。そう、その組織とは教皇庁国務聖省特務分室＝通つう称しようＡｘと、秘密結社薔ロー薇ゼン十クロ字イツ騎・オ士団ルデンである。この章では、リリスの遺体とともにアベルが消息を絶って以降、そして方はこ舟ぶねから放ほうり出された後のカインに何があったのか、紹しよう介かいしていきたい。




[image: ]薔十字騎士団の誕生




　人間と吸ヴア血ンパ鬼イア、人造吸血鬼の混成で構成された、世界の不安定化とその果ての破は滅めつをめざす、極きわめて危険な秘密結社にしてテロ組織──これが、作中で明らかにされている薔薇十字騎士団の姿である。世界を破滅させようというこの組織が、アベルやエステルの理想である、人類と吸血鬼の共存をすでに実現しているのがなんとも皮肉なところだが、その実体は今なお謎なぞに包まれたままだ。

　物語中で、まだ組織の全体像や目的が明確に語られていないこともあり、設定としてはこれから作られるはずだった部分も多い。このため、まとまった資料として遺のこされているものは少ないが、そのいくつかを紹介しよう。






【薔十字騎士団──Ｒ∴Ｃ∴Ｏ】



　カイン・ナイトロードを指導者とする秘密結社。構成メンバーは人間、吸血鬼、人造吸血鬼からなり、種族や主義、主張にかかわらず、社会への不満・不安を抱いだく者たちの集合体といえようか。ちなみに『∴』は、魔ま術じゆつ結社の略りやく称しように『・』のかわりにつく記号である。たとえば、〝ＧＯＬＤＥＮ　ＤＡＷＮ〟の略は『Ｇ∴Ｄ』。東方聖堂騎士団（＝ＯＲＤＯ　ＴＥＭＰＬＩ　ＯＲＩＥＮＴＩＳ）の略は、『Ｏ∴Ｔ∴Ｏ』となる。

　もともとは教皇庁に対する異い端たん的秘密結社としてベルリンで発足した小さな組織だったのが、ここ百年で急速に巨きよ大だい化。それまで教皇庁に反はん抗こうしていた異端や吸血鬼たちを統合して、闇やみの世界をとりしきる一大勢力にのしあがった。この巨大化には、弱小の異端サークルに過ぎなかった〝騎士団〟を乗っ取り、現在のような複雑かつ危険な組織に育て上げたケンプファーの手しゆ腕わんと、指導者として君臨するカインのカリスマがあってのことである。

　この組織は単純な秘密結社ではなく、反社会的組織ネットワークの管理者としての性格が強い。そのため、実態を把は握あくするのが非常に困難で、教皇庁も現時点ではほとんどその脅きよう威いに気づいていない。しかしながら、組織としての危険度は比類のないものである。なぜなら彼らの究極の目的は、世界の速すみやかなる滅めつ亡ぼうにあるからだ。彼らが口にする〝我ら、炎ほのおによりて世界を更こう新しんせん〟は、いったん世界を滅亡させてから理想郷を築こうという考えのスローガン化である。






　人類世界、そして真人類帝てい国こく。つまりは世界すべてを敵に回して、滅ほろぼしてしまおうという組織。彼らを指してカテリーナが〝世界の敵〟と言ったのは、こういうことなのである。もちろん、人間と吸血鬼の共存を願うアベルが彼らと戦い続けるのも、カインの存在を抜ぬきにしても、この点を危険視しているためだ。

〝世界の敵〟なる言葉は本来、聖書や神話に登場する「世界破は壊かい者しや」を示す言葉であり、これまでも同様の思想を抱く個人・組織は数多く存在した。カインという、実際に世界を破壊可能な恐おそるべき力と、それを一いつ片ぺんのためらいもなく実行できる狂きよう気き（クルースニクとの精神融ゆう合ごうがどこまでその破は壊かい衝しよう動どうに影えい響きようしているかはともかく）を備えた存在が、この〝騎士団〟を、世界でもっとも危険な組織にしてしまったのである。

　だが、「バード・ケージ」以降の展開を見る限り、〝騎士団〟が一枚岩の結束を誇ほこる組織とはとても言えない。もともと、「反社会的組織ネットワークの管理者」的な要素が強いこと、つまり実際的なテロ活動に直接手を下す実行組織としての側面は表に出ていないことから、いわゆるピラミッド型の組織にする必然性がないのだろう。また、指導者であるカインがまだ完全復活を遂とげておらず、直接陣じん頭とう指揮をとるような事態もなく、求心力に欠ける面もあるのかもしれない。

　また、これは作中では語られなかったことだが、本書第二部第一章における、カインの設定中で明記されているように、実は〝騎士団〟自体、カインにとってみれば取るに足らない存在なのだ。自らの力の完全復活さえ成し遂げれば、誰だれの手も借りずに、カインは世界を滅ぼすことが可能なのである──遥はるか彼方かなたの外宇宙から飛来してきたクルースニクが、いくつもの文明を滅ぼしてきたように。〝騎士団〟が世界をどれだけ憎にくみ、軽けい蔑べつし、それを破壊しようと、カインにとってみれば最終的に〝騎士団〟も世界の一部に他ほかならない。彼は〝騎士団〟ごと世界を滅ぼすことを一いつ瞬しゆんたりともためらわないだろう。

　このような自らの状じよう況きよう、そして指導者たるカインの本当の危険性を〝騎士団〟の構成メンバーたちは、どの程度理解しているのだろうか。構成メンバーたちが戦せん闘とう中に見せるアベルへのスタンスは、実にまちまちである。このあたりを分ぶん析せきするため、メンバーそれぞれが与あたえられた位階を見てみよう。






【薔十字騎士団位階表】




１＝10──ニオファイト（参入者）

２＝９──ジェレーター（信しん仰こう者しや）

３＝８──プラクティカス（実じつ践せん者しや）

４＝７──フィロソファス（哲てつ人じん）＝一いつ般ぱん戦闘員クラス

５＝６──アデプタス・マイナー（小達人）

６＝５──アデプタス・メジャー（大達人）

７＝４──アデプタス・エクゼンプタス（被ひ免めん達人）＝怪かい人じんクラス。〝騎き士し団だん〟のメンバーとして名前が出てくる者は、ほとんどがこの階級。

８＝３──マギステル・テンプリ（神しん殿でんの首領）

９＝２──メイガス（魔術師）＝大幹部。

10＝１──イプシシマス（究極者＝カイン）








　究極者であるカインの[image: 10]イプ＝シシ１マスはともかくとして、我々が知る最高位階は、ケンプファーの９＝２メイガスである。ケンプファーに対して、まったく対等な口の利きき方をするディートリッヒがその下、８マギス＝テル・３テンプリなのが意外だが、最高位階にいるケンプファーは、他の構成員たちより本当にカインに近いのだろうか。それとも、ケンプファーですら、カインの心中すべてを知るわけではないのか。





「僕はね、知っているんですよ。あなたが、いや正確にはあなたたちが、かつてこれを使って何をしたか……（後略）」




〈見くびってもらっちゃ困るね。他にもいろいろと知っているよ……たとえばあなたが〝世界の敵〟であることもね〉






『夜の女皇』のクライマックスにおいて、ディートリッヒがアベルに向かって投げたこの言葉からは、少なくとも〝騎士団〟の幹部クラスは、クルースニク三兄妹の過去を知っているものと思われる（言げん及きゆうされている『これ』とは、封ふう印いん中の〝方はこ舟ぶね〟である）。だが作中から推測する限り、ケンプファーとディートリッヒ以外のメンバーは、アベルに対する、〝騎士団〟上位者たちのある種の「特別視」について、納なつ得とくしていないように思われる。

　それは、ケンプファーやディートリッヒといった一部の者だけが、かつてアベルが〝世界の敵〟だった頃の実状を知っていることを意味するのか。だとしたら、「世界破壊者」であるカインの本当の恐ろしさも、ほとんどの〝騎士団〟の構成メンバーからは巧こう妙みように隠かくされている可能性もある。

〝騎士団〟の主要メンバーである二人の設定書から、そのあたりを探さぐってみよう。




[image: ]ディートリッヒとケンプファー




〝人マリオ形ネツテン使・シユピいーラー〟ディートリッヒ・フォン・ローエングリューン。作中に登場するキャラクターのなかで、最も純じゆん粋すいに邪じや悪あくな人物である。もてあそぶための玩具おもちやとしか他人を見ていないこの若者だが、ケンプファーと異なり、人心操作にその本領を発揮する分、台詞せりふも多く、何を考えているのかはまだ手がかりがあるといえよう。

　設定書から抜ばつ粋すいすれば、ディートリッヒはゲルマニクスの地方小領主の息むす子ことして生まれた。幼い頃ころから天使のような容よう貌ぼうを備えていたが、あまりの天才ぶりに、周囲にはむしろ魔ま物ものと恐おそれられながら育ったらしい。六歳のときに、その天性の邪悪さを恐れて自分を殺そうとした父親ならびに一族を殺さつ戮りく。少年だったにもかかわらず、領主として君臨することになる。ところが、人体実験の材料や個人的な楽しみの玩具として領民の迫はく害がいを繰くり返し、呪じゆ詛その対象となる。

　このまま生家に留とどまっていれば、いずれ破は滅めつは避さけられなかったろうが、七歳のとき、たまたまこの地方をカインとケンプファーが訪おとずれる。カインとケンプファーはすでにベルリンで薔薇十字騎士団を乗っ取り、ゲルマニクス全土にその勢力を少しずつ広げつつあった。これは〝騎士団〟の潜せん在ざい的な構成員を見いだすための旅であったともとれる。この出会いの際、彼はカインの圧あつ倒とう的な力と、世界をも滅ほろぼす狂きよう気きに、生まれて初めての完全な屈くつ服ぷくを強しいられたのである。以後、ディートリッヒはカインに従うこととなる。

　その数々の凶きよう悪あくな陰いん謀ぼうにより、〝騎士団〟の邪悪さをもっとも忠実に体現するかのようなディートリッヒだが、ある意味、カインによって初めて生きる目的を与あたえられた子供なのかもしれない。設定によれば、将来的に、ディートリッヒはカインに反旗を翻ひるがえすことになっていたが、その遠因もこのあたりにあるのだろうか。ディートリッヒの比類の無い邪悪さ──それは彼をアベルやエステルたちにとって最も危険な存在たらしめている要素だが──それだけでは、カインについていくことは出来ないのだろうか。ここであらためて、カインは邪悪を好んで行うわけではないことを強調しておく必要があるだろう。彼は善も悪も超ちよう越えつして、すべてを破は壊かいするために生きる存在なのだから。

〝騎士団〟のもう一人の魔人〝機械パン仕掛ツアーの魔・マギ道士エル〟イザーク・フェルナンド・フォン・ケンプファーについては、〝教授〟ことワーズワースとの因いん縁ねんが深いことが作中で示し唆さされているが、こちらはディートリッヒに比べ、圧倒的に不明な点が多い。

　設定書によれば、かつてアイザック・バトラーの偽ぎ名めいで、ロンディニウム王立学院の天才として研究活動に勤いそしんでいたという。当時の王立学院には彼の他ほかに三人の天才──キャサリン・ラング（「フライト・ナイト」のヒロインとして登場したジェシカ・ラングの母親）、ゼベット・ガリバルディ（トレス・イクスらＨＣシリーズの開発者）、そして〝教授〟ことワーズワースが在ざい籍せきして、互たがいに頭脳を競きそいあっていた。が、解かい析せきしたテクノロジーの一つをめぐって学界を揺ゆるがす大スキャンダルが発生。首しゆ謀ぼう者しやのケンプファーと、彼に陥おとしいれられたワーズワースが大学を放校されるという結末を迎むかえる。この事件をめぐり、ワーズワースの婚こん約やく者しやが死んだ、ということが『茨いばらの宝ほう冠かん』の〝牙のライス眷属ツアーン〟との会話で触ふれられている。

　その後、ケンプファーは各地を放ほう浪ろう中に、九百年の時をかけて未いまだ復活途と中ちゆうのカインと出会い、行動を共にするようになる。この時、二人の間に何があり、何が語られたのかは、残念ながら資料にも全く盛り込まれていない。ケンプファーはカインとともにベルリンの小さな異い端たんサークルとして細々と活動していた薔薇十字騎士団を乗っ取ると、組織の拡大・先せん鋭えい化に成功しただけでなく、実際の戦せん闘とう・テロ活動にも度たび々たび参加。魔法としか思えない禍まが々まがしい力を発揮し、Ａｘたちを苦しめてきた。

　ただ、Ａｘの中でもアベルに対しては奇き妙みような執しゆう着ちやくを見せ、ただ彼を倒たおすことを目標としていないような節がある。「サイレント・ノイズ」や「オーバーカウント」での、アベルの弱みを知り尽つくしているかのような振ふる舞まいは、アベルについての詳しよう細さいな知識を、カインから授さずけられていることの証あかしなのだろうか。まだ自由に行動することの出来ないカインに代わり、アベルを追いつめる役を引き受けている節すらある。

　では、このケンプファーとは何者なのか？　設定書には意外にも、こうあるのみだ──。





なお、ケンプファーの年ねん齢れいについては、まったく決めません。出身も経歴もいっさい決めません。彼はずっと彼として、過去と現在と未来に存在するのでしょう。






　ここで初めて、『薔薇の玉座』の作中、〝ゲットー〟の長生種ヴァネッサ・ウォルシュにケンプファーが語った奇妙な言葉が現実味を帯びてくる。





「ああ、夢ならいつも見ていますよ。バトラー、ケンプファー、カリオストロ、サン・ジェルマン、パラケルスス、シュー・フー……これまで、私はいくつもの名で呼ばれてきましたが、いつも夢を見ていました。もちろん、今もね」






　一見、非の打ちどころがない優雅な紳しん士しの内面に隠かくされた夢、とはなんなのか。錬れん金きん術じゆつ師しや魔術師、あるいは奇き怪かいな詐さ欺ぎ師しとして知られる歴史上の人物名ばかりを偽名としてきたのはなぜなのか。いや、もしくは彼は本当にその名前で、現在の姿のまま、過去に存在していたのか──カインがこの地球に帰き還かんする、遥はるか以前から。これは著者が作中であえて解決しないままで残しておこうとした謎なぞだと思われる。




[image: ]カテリーナの騎士たち




　では、アベルとともにこの〝騎士団オルデン〟と対決し、世界を護まもらんとするＡｘはどのように設立されたのか。なぜ、アベルたちはカテリーナの「私兵」と呼ばれるのか。今後の物語の展開の中で語られる予定だったＡｘメンバー結集の過程を紹しよう介かいしよう。

「Ｒ．Ａ．Ｍ．」編の時代より十年前。十四歳のカテリーナ・スフォルツァはその年の十月、法科大学を卒業。飛び級でミラノの大学院に入学し、その天才ぶりを発揮していた。ところが大学院での最初の長期休きゆう暇かのとき、〝騎士団〟に両親を殺される。ローマの地下墓地に聖人として安置されている、リリスの遺体を狙ねらった陰謀に巻き込まれたのだ。

　カテリーナの父は遺ロス失トテ技クノ術ロジーの研究者として知られていたが、最も早くから〝騎士団〟の危険性に気づいた人物でもあったらしい。カテリーナ自身も殺されかけるも、リリスの遺体を護って九百年間、地下墓地にいたアベルにたまたま遭そう遇ぐう、命を救われる。これが、アベルとカテリーナの出会いである。リリスとともに朽くち果てようとしていたアベルを、カテリーナの何が突つき動かしたのかは資料のなかでも明らかになっていないが、アベルは以後、地下墓地を出て、カテリーナと行動を共にすることになる。

　この事件で家族すべてを失い、天てん涯がい孤こ独どくの身となったカテリーナだったが、その血統上の父、グレゴリオ三十世がカテリーナを正式に娘むすめとして認にん知ち。ローマへと彼女を招くことになる。これに応じたカテリーナはローマ大学に転学、聖職者への道を歩む。アベルもカテリーナに付き従ってローマへ。大学生として、神学課程で神父の資格をとる。アルビオン王国からの留学生ケイト・スコットと知り合い、友人になるのは、この大学時代である。

　この後、ローマ大学のカテリーナとアベルを狙う〝騎士団〟が、再び陰謀を巡めぐらし、危機が訪おとずれる。ケンプファーの暗あん躍やく（当然、二人の前に姿は現さない）。この事件の調査にやってきたのが、若き異い端たん審しん問もん官かんであったヴァーツラフ・ハヴェル。そしてアルビオン王国ロンディニウムからケンプファーを追ってやってきたのがウィリアム・ウォルター・ワーズワースである。ケイトの助力もあって、なんとか騎士団の刺し客かくは退けるも、ケイトがカテリーナをかばって重傷を負い、体が麻ま痺ひ状態になってしまう。

　カテリーナに頼たのみ込まれたワーズワースは戦せん艦かん〝アイアンメイデン〟を完成させる。ケイトの体を巨きよ大だい飛行船そのものにすることで、機械に接続されてようやく脳が生きているに過ぎない状態から、救い出そうとしたのだ。彼女の本来の体は透とう明めいの棺ひつぎに収められ、飛行船の奥深くに安置された。ただ、飛行船とは数百本のケーブルを介かいして繫つながっており、これを全部引き抜ぬかれると、死体並みになにもできなくなってしまう。作中で音声と立体映像によってのみ登場するのは、このためである。

　アベル、ワーズワース、そしてケイト。期せずしてこの三名がカテリーナの周囲に集まってきたことで、決意を固めたのだろう。その決意とは両親を殺した、そしてケイトを負傷させた〝騎士団〟に対する復ふく讐しゆうである。スフォルツァ家最後の人間となったカテリーナはこの頃ころから豊富な財力と人脈を駆く使しして、徹てつ底てい的に人材を集め始める。

　先の事件でカテリーナを助け、〝騎士団〟と戦ったハヴェルは、その後、上司であるダヌンツィオと対立して異端審問局を脱だつ退たいしていた。その力と人間性を高く買っていたカテリーナは彼を呼び寄せ、私的な護衛とする。また、ヴァトー家滅めつ亡ぼうに際して両手を失った後、ワーズワースに拾われ、義手での剣けんの修行中だったユーグ・ド・ヴァトーも加わる。

　前年末、大司教から枢すう機き卿きように昇しよう進しんした十九歳のカテリーナは、聖せい暦れき六五五年二月のグレゴリオ三十世没ぼつを機に大きな賭かけに出る。三月、カテリーナはフランチェスコと組んで、叔父おじアルフォンソ・デステを教皇選出会議において追い落とし、弟のアレッサンドロを教皇位につけることに成功。同時にカテリーナは国務聖省長官位、フランチェスコは教理聖省長官位に即つく。いよいよＡｘを誕生させる地じ盤ばんが固まったのだ。

　同年、ゼベット・ガリバルディ司教の反乱が起こり、聖天使城は次期聖堂騎士団機械化歩兵ＨＣシリーズ、初期試作ロット十体により占せん拠きよされる。この時、城内に幽ゆう閉へいされたカテリーナはアベルと協力してＨＣたちを制圧するが、半はん壊かいしたＨＣ－ⅢＸを入手、自らの所有物トレス・イクスとして絶対の忠誠を誓ちかわせる（同二号体は異端審問局の手に渡わたり、「ガンメタル・ハウンド」にてブラザー・バルトロマイとして登場）。

　同年五月、教皇庁国務聖省特務分室（Arcanum cella ex dono dei）がついに発足。〝騎士団〟に襲しゆう撃げきされ、家族を失った少女時代のカテリーナの下に集まった数人の男女──幼いカテリーナの騎士であり、相談役であり、友であった──は、今やカテリーナの復讐を果たすために、新たなメンバーを加えて彼女の剣となったのである。初期メンバーは〝クルースニク〟〝プロフェッサー〟〝ノーフェイス〟〝アイアンメイデン〟〝ソードダンサー〟〝ガンスリンガー〟となる。

　翌年、〝ミストレス〟ことノエル・ボゥがＡｘに参加。さらにその二年後、〝ダンディライオン〟ことレオン・ガルシア・デ・アストゥリアスがＡｘに参加する。

　妻子にも隠していたことだが、レオンは前時代に遺伝子調整を受けた獣人の子孫で、自らの意思で遺伝子配列を組み替かえることにより獣化が可能である。これが、彼の超ちよう人じん的な身体能力の源なのだが、レオンの正体を知り、ショックを受けた妻がそれを教会に密告。娘ともども殺されかけたレオンは、妻と追っ手に回った自分の元部下たち、そして数多くの教会関係者を殺害して逃とう亡ぼうした。

　が、最終的には逮たい捕ほされ、死し刑けい宣告を受ける。娘のファナにも、獣人の遺伝子解かい析せきをめざす教会関係者から受けた実験により、深刻な後こう遺い症しようが残のこっていた。レオンは死刑から千年の禁固刑けいへの減げん刑けい、そして娘ファナへの治ち療りようを条件にカテリーナの部下となったのである。

　カテリーナによるＡｘの設立、そしてあくまでも主要メンバーのみだが、アベルたちがＡｘにはせ参じることになった前後の事情がわかっていただけただろうか。





「……彼らは私の下僕ではありませんよ、シスター・パウラ。確かに形としては部下ですが、個人的には対等な同志であると思っています……いいえ、それとも頼たよりになる騎士たちかしら？」






　Ａｘの活かつ躍やくによって火か刑けいの危機から救われた「ジャッジメント・デイ」のラスト、誇ほこらしげにシスター・パウラに告げるカテリーナの台詞せりふをご記き憶おくの読者も多いだろう。だが、この前には、長い間、カテリーナを支えてきたヴァーツラフ・ハヴェルの離り反はんという衝しよう撃げき的な事実があったことも忘れてはならない。





〈あなたには、人の心の弱さはわからない……あなたにあるのは、ただ復讐心だけだ。そんなあなたに、人の弱さがわかるはずがない。現に、弟君の苦しみにさえ、目を向けなかったあなたに〉






　彼女の騎士たちの働きは、たしかに見事なものだ。だが、ある意味、利害を超こえて──対等な同志として──行動を共にする者たちであれば、カテリーナが同志たり得ないと思った時点で、離り脱だつしてしまう危険性を常にはらんでいる。そう、ハヴェルのように。Ａｘとは、かくも脆もろい、だがそれだけに強きよう靭じんな組織なのである。




[image: ]Ａｘの結成からエステル登場まで




　ここであらためて設定資料中の年表を掲けい載さいし、アベルがリリスの遺体とともにいずこかへ去ってからの「トリニティ・ブラッド」の歴史を振ふり返ってみよう。Ａｘと〝騎士団〟の暗あん闘とうが世界を巻き込む規模になっていく過程で、アベルと並ぶもう一人の主人公エステル・ブランシェがアルビオン女王に即そく位いするまで──つまりは『茨いばらの宝ほう冠かん』で描えがかれた二人の別べつ離りまでの歴史である。






【トリニティ・ブラッド年表②】




２２３０ＡＤ



・この頃ころ、教皇庁教皇イノケンティウス十六世殉じゆん教きよう。





２２５０ＡＤ──



・セス、残った帰き還かん者しやの主立った者たちを率いて東とう欧おうへと逃のがれ、〝真人類帝国〟を建国。この時代、まだ真人類帝国以外にも帰還者の領国は存在するが、ヴァチカンと人類はそれを一つ一つ、根気よく潰つぶしてゆく。





２４０１ＡＤ（聖せい暦れき元年）──



・ヒスパニア王国グラナダ周辺にあった長生種の王国（グラナダ王国）、人類軍に滅めつ亡ぼうさせられる（グラナダ王家は全滅）。これによって長生種の国は〝真人類帝国〟ただ一国となる。人類軍、吸ヴア血ンパ鬼イアに対し勝利宣言。教皇庁はこの年を聖暦元年と定める。





２４００ＡＤ年代初め──



・この頃、植民団初期メンバー（第一世代）の老ろう衰すい死し始まる。人間に比べれば長ちよう寿じゆとはいえ、けっして不老不死ではないバチルスの老ろう衰すいによるもの。





２７９２ＡＤ（聖暦３９２）──



・教皇シルヴェストル十九世による第十一次十字軍発動。デプレツェンの地にて帝国軍と激戦。教会軍惨ざん敗ぱい（教皇は死去）。





２９４８ＡＤ（聖暦５４８）──



・プシェミスルの戦。帝国軍と人類軍、最後の国境紛ふん争そう（よく出てくる「ここ百年ほどは帝国はおとなしくしている」という台詞せりふの根こん拠きよ。これ以後、帝国との戦いはない）。双そう方ほう痛み分け（ｃｆ──プシェミスル──ウクライナの国境に近い、ポーランドの街）。





３０２１ＡＤ（聖暦６２１）──



・ハヴェル誕生。





３０２３ＡＤ（聖暦６２３）──



・ワーズワース誕生。





３０２９ＡＤ（聖暦６２９）──



・フランチェスコ誕生。





３０３１ＡＤ（聖暦６３１）──



・レオン、ケイト誕生。





３０３２ＡＤ（聖暦６３２）──



・ユーグ誕生。





３０３４ＡＤ（聖暦６３４）──



・ペテロ誕生。





３０３６ＡＤ（聖暦６３６）──



・ミラノにおいて、カテリーナ誕生。

・クラクフにおいて、パウラ誕生。

・この頃から、ゼベット・ガリバルディ博士、ＨＣシリーズの構想をたて、クローンを作り始める。





３０４２ＡＤ（聖暦６４２）──



・ディートリッヒ誕生。





３０４３ＡＤ（聖暦６４３）──



・ロンディニウム王立大学において、学生による人体実験スキャンダル発生。首しゆ謀ぼう者しやのアイザック・バトラー（＝イザーク・フェルナンド・フォン・ケンプファー）、ならびにその親友の〝教授〟ことＷ．Ｗ．ワーズワース、放校される。放校された二人のうち、ワーズワースについてはすぐに無実が証明されるも、バトラーもワーズワースもロンディニウムから姿を消す。実際は、ワーズワースはバトラーに陥おとしいれられた被ひ害がい者しや。バトラーを追いかける（このときのケンプファー、〝アイザック・バトラー〟という偽ぎ名めいを使っている。そのため、「Ｒ．Ａ．Ｍ．」編の時点では、直接でくわすまで、ケンプファーとはわからない。アベルらから伝え聞いた特とく徴ちようで、『ひょっとしたら、奴やつではないか？』と疑っている状態）。





３０４４ＡＤ（聖暦６４４）──



・放ほう浪ろう中のケンプファー、復活途と中ちゆうのカインと出会う。

・同年、ケンプファーとカイン、薔ロー薇ゼン十クロ字イツ騎・オ士団ルデンという名の、ベルリンにあった異い端たん者しやサークルを乗っ取ってしまう。

・アレッサンドロ誕生。





３０４５ＡＤ（聖暦６４５）──



・アルビオン王国において、王女エステル誕生。直後、王位継けい承しようのトラブルに巻き込まれ、騎士エドワード・ホワイト（＝エドワード・ブランシェ）の手で国外に亡命。行方ゆくえを断たつ。

・同年、薔薇十字騎士団の力を借りたゲルマニクス国王ヴィルヘルム（＝現国王ルードヴィッヒ二世の父親）が突とつ如じよとしてオストマルクに侵しん攻こう。電でん撃げき戦でヴィエナ陥かん落らく。オストマルクはゲルマニクスに併へい合ごうされ、公こう爵しやく家は滅めつ亡ぼうする。





３０４９ＡＤ（聖暦６４９）──



・ディートリッヒ七歳。その天才と残ざん虐ぎやく性のゆえに、不幸な境きよう遇ぐう。カインとケンプファーに拾われる。

・教皇グレゴリオ三十世、弟の異い端たん審しん問もん局きよく局長アルフォンソを枢すう機き卿きよう団長に昇しよう進しんさせる。





３０５０ＡＤ（聖暦６５０）──



・大司教ダヌンツィオ、異端審問局局長に昇進。

・カテリーナ、十四歳。十月、飛び級スキツプでミラノの大学院に入学して最初の休みのとき、〝騎士団〟に両親を殺される（リリスの遺体がらみの陰いん謀ぼう）。彼女自身も殺されかけるも、たまたま地下墓地にいたアベルにでくわし、命を救われる。事件後、カテリーナの血統上の父、グレゴリオ三十世、カテリーナを正式に娘むすめとして認にん知ち。

・同年、ブリュージュにおいてヴァトー家滅亡。十八歳だったユーグ、両手を失い、失しつ踪そう。〝教授〟に拾われ、剣けんの修行に。





３０５１ＡＤ（聖暦６５１）──



・四月、カテリーナ、ローマ大学に転学。聖職者への道へ。アベルはカテリーナに付き従ってローマへ。大学生として、神学課程で神父の資格をとる。この直後、カテリーナとアベルを狙ねらう騎士団の魔まの手が（ケンプファーは暗あん躍やくしており、二人の前に姿は現さない。ニアミス）。トラブルの調査にやってきたのが、若き異端審問官のヴァーツラフ・ハヴェル。ケンプファーを追ってやってきたのが〝教授〟。これにケイトも加えて、なんとか騎士団は退けるも、ケイトは重傷。カテリーナに頼たのみ込まれた〝教授〟、〝アイアンメイデン〟を完成させる。カテリーナ、この頃ころから人材を集め始める。ハヴェル、ダヌンツィオと対立して異端審問局を脱だつ退たい。カテリーナの私的な護衛となる。





３０５４ＡＤ（聖暦６５４）──



・ダヌンツィオ、アルフォンソに失しつ脚きやくさせられて地方に飛ばされる（３０５４ＡＤ～５５ＡＤまでの異端審問局長は大司教フランチェスコ）。

・十二月、大司教フランチェスコとカテリーナ、枢機卿に昇進。





３０５５ＡＤ（聖暦６５５）──



・カテリーナ十九歳。

・二月、グレゴリオ三十世没ぼつ。

・三月、カテリーナはフランチェスコと組んで、叔父おじアルフォンソ・デステを教皇選出会議において追い落とす。同時にカテリーナは国務聖省長官位、フランチェスコは教理聖省長官位に即つく。

・四月ゼベット・ガリバルディ司教の反乱。聖天使城、次期聖堂騎士団機械化歩兵ＨＣシリーズ、初期試作ロット十体により占せん拠きよされる。自分の作品の優ゆう秀しゆうさを証明したガリバルディ司教は、満足して自殺。城内に幽ゆう閉へいされたカテリーナはアベルと協力してＨＣたちを制圧。半はん壊かいしたＨＣ－ⅢＸを入手。同二号体は異端審問局の手に。

・五月、Ａｘ発足。初期メンバーは〝クルースニク〟〝プロフェッサー〟〝ノーフェイス〟〝アイアンメイデン〟〝ソードダンサー〟〝ガンスリンガー〟。





３０５６ＡＤ（聖暦６５６）──



・〝ミストレス〟ことノエル・ボゥ、Ａｘ入り。





３０５７ＡＤ（聖暦６５７）──



・ヒスパニア領モロッコにおいて、独立を求める現地豪ごう族ぞくの叛はん乱らん（モロッコ独立戦争＝海ジブラ峡ルタル戦役）。ヒスパニア軍により鎮ちん圧あつされる。タンジールにおいてレオンｖｓマタイ。





３０５８ＡＤ（聖暦６５８）──



・〝ダンディライオン〟ことレオン・ガルシア、Ａｘ入り。

・十二月ボヘミアにおいて、フス派異い端たん蜂ほう起き。教皇庁軍出しゆつ撃げき。冬の間は戦線膠こう着ちやく。翌四月、叛乱終息。





３０５９ＡＤ（聖暦６５９）──



・フランチェスコ、それまで占しめていた異端審問局局長の地位を部下のブラザー・ペテロに譲ゆずる。

・ノエル、Ａｘ引退。





３０６０ＡＤ（聖暦６６０）──



一月、トリスタン号ハイジャック事件（「Ｒ．Ａ．Ｍ．」編始動）。カテリーナ二十四歳。

・二月、アベル、ヴェネチアにてアストと共同捜そう査さ。ユーグ、アムステルダムに派は遣けん。

・五月半ば、バルセロナにてノエル・ボゥ死亡。

・五月終わり、ローマにてサイレント・ノイズの起動阻そ止しされる。

・六月、ユーグ帰き還かん。

・十月、ブルノにてハヴェル死亡。

・十二月、カテリーナ異端審しん問もんにかけられるものの、提てい訴そ取り下げ。





３０６１ＡＤ（聖暦６６１）──



・Ａｘ、ヴィエナの〝騎士団〟支部を破は壊かいするものの、〝アイアンメイデンⅠ〟墜つい落らく。〝アイアンメイデンⅡ〟就航。





３０６２ＡＤ（聖暦６６２）──



・十一月下げ旬じゆん、〝嘆なげきの星〟事件（「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」編始動）。カテリーナ二十六歳。エステル十七歳。





３０６３ＡＤ（聖暦６６３）──



・二月、エステル、ローマへ。

・七月、エステル訓練課程修しゆう了りよう。その後、調査部に配属。

・八月、カルタゴにて〝熱砂の天使〟事件。

・十一月頭、アベルとエステル、帝てい都と到とう着ちやく。スレイマンの乱。

・十一月中ちゆう旬じゆん。エステル誕生日。

・十一月下旬、アベルとエステル（十八歳）、イシュトヴァーン到着。





３０６４ＡＤ（聖暦６６４）──



・三月、アベルとエステル、アルビオン到着。

・五月、エステル、アルビオン女王に即そく位い。






　アベルとカイン、二人のクルースニクが歴史の表おもて舞ぶ台たいから姿を消してもなお、その因いん縁ねんの果てに薔薇十字騎士団とＡｘが結成され、さらにその暗あん闘とうのピークとして、『茨いばらの宝ほう冠かん』で描えがかれたエステルの戴たい冠かんを巡めぐる戦いがあったということになろうか。

　次章ではいよいよ、アベルとエステルがそれぞれの道を歩き始めた後──それはけっして、二人が再会しないということではない──に予定されていた物語の紹しよう介かいを中心に、「トリニティ・ブラッド」の未来に迫せまってみたい。







[image: 第三章　失われた物語]




　壮そう大だいな世界設定と個性豊かなキャラクターが織りなす「トリニティ・ブラッド」の物語のうち、吉田直先生の突とつ然ぜんの逝せい去きよにより、永遠に書かれる機会を失ったストーリーは大まかに分けて四つ存在する。

　まずはいわゆる「過去編」というべきものである。第一章で紹介したアベルやカインの火星時代の物語については、すでに長編『ONCEワンス APONアポン Aア TIMEタイム ONオン THEザ MARSマーズ』と題され、プロットまで立てられていた。また、第二章で紹介した、カテリーナとアベルの出会い──それは後にＡｘのメンバーとなるワーズワース、ハヴェルたちの結集の物語でもある──についても、長編として執しつ筆ぴつ計画があった。

　さらに、派は遣けん執しつ行こう官かんトレス・イクスを主人公とした「トリニティ・ブラッド外伝」とでもいうべき短編連作〝ガンメタル・ハウンド〟シリーズの続編がある。すでに第一話〝ガンメタル・ハウンド〟、第二話〝ヒューマン・ファクター〟が発表されており、本書第一部に収録している。この二作に続いて、第三話〝ナチュラルボーン・キラーズ〟にて、ブラザー・バルトロマイこと同型機ＨＣ－ⅡＸが再登場。第四話〝ガンスリンガー〟にて、ＨＣ－ⅡＸとの決着がつく。そして読者からの希望が多かったこともあり、外伝のさらなる外伝である第五話〝ボーン・トゥ・キル〟で、五年前に起こったＨＣシリーズによる聖天使城占せん拠きよ事件を執筆して一冊にまとめる予定であった。

　もう一つが、「Ｒ．Ａ．Ｍ．」編の最終話となるはずだった「アポカリプス・ナウ　後編」だ。「Ｒ．Ａ．Ｍ．」編と「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」編の接続点となるはずだったこの作品については、すでに刊行されている『Ｒ．Ａ．Ｍ．Ⅵ　アポカリプス・ナウ』の巻末に解説・資料を掲けい載さいしているので、そちらを参照されたい。

　そして言うまでもなく、本書第一部に序章のみ収録されている、ついに残りの部分が完成には至らなかった『Ｒ．Ｏ．Ｍ．Ⅶ　極光オーロラの牙きば』以降の物語──ついに表舞台に登場してきたカインとアベルの本格的な対決、アルビオン女王になったエステルのその後、そして吸ヴア血ンパ鬼イアと人類の未来──を描いた、まさにメイン・ストーリーの続きとなる部分である。

　このうち、別巻で紹介済みの「Ｒ．Ａ．Ｍ．」編の最終話を除けば、残念ながらある程度まとまった資料として遺のこされているのは、過去編のうちの火星時代の物語と、「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」編のその後のみである。




[image: ]かつて、火星の地で




　ここに掲載するのは、人類と〝バチルス〟〝クルースニク〟との遭そう遇ぐう──そしてアベル、セス、カインの因縁の誕生として描かれる予定であった「トリニティ・ブラッド」前日談『ONCEワンス APONアポン Aア TIMEタイム ONオン THEザ MARSマーズ』のプロット全文である。むしろスケールの大きなファースト・コンタクトもののＳＦ小説と言われても違い和わ感のない、大作となったであろうことは間ま違ちがいない。ただ、そのインパクトの強さに鑑かんがみ、いわゆる〝吸血鬼もの〟として「トリニティ・ブラッド」のイメージが定着するまでは、発表のタイミングを慎しん重ちように計っていくことになっていた。

　若きアベルたちの運命を変えてしまった、未知の異種知性体との遭遇。この〝すべての始まり〟の物語がどう書かれるはずだったのか、想像してみてほしい。






【タイトル】



ONCEワンス APONアポン Aア TIMEタイム ONオン THEザ MARSマーズ





【概がい要よう】



・西せい暦れき時代の火星での〝遺い跡せき〟発見と、地球帰き還かん後の開かい拓たく者しやたちと地球人たちの対立。





【キャラクター】



・アベル……国連航空宇宙軍中ちゆう佐さ。火星開拓団幹部。試験管ベビー。自分同様、人工的に作られた存在である兄と妹以外の一いつ切さいを愛さず、信用していない。ことあるごとに周囲に因縁をつけ、開拓団内で怨うらみを買っている。

・リリス……ＳＡＵ（南アジア共同体）の火星開拓団代表。やはり試験管ベビーだが、非常に温和で包容力のある、開拓団のマドンナ的存在。ひねていたアベルを恐おそれずに話せる唯ゆい一いつの人物で、アベルにどんなに罵ののしられようが傷つけられようが、彼と対話してその更こう生せいをはかろうとする。カインの中に潜ひそむ危あやうさに、薄うす々うす気づいている。

・カイン……開拓団最高責任者。温和かつ理知的な人物で、周囲の尊敬と愛情を集めているが、その心中に凄すさまじい憎ぞう悪おと狂きよう気きを隠かくしている。

・セス……開拓団科学部門代表。趣しゆ味み人。





【構成】



①地球──開拓団の仲間を残ざん忍にんに殴なぐっているアベル。それを止めるリリス。アベル、リリスの落ち着いた様子に反感。いつか目にもの見せてやると決意。




②火星──進む開拓。アベル、リリスに対しいくつかの嫌いやがらせ。リリス、黙だまってこれを耐たえる。




③火星──アベルに反感を持っていた者たち、アベルを罠わなにかける。アベル、荒こう野やで立ち往生。酸欠とガス欠で瀕ひん死し。リリス、単身これを救きゆう援えんに向かい、自分の身が危うくなるのもいとわず、彼を助ける。荒野で孤こ立りつした二人、必死のサバイバル。その過程で偶ぐう然ぜん、火星の先史文明の遺跡を発はつ掘くつ。基地に戻もどり、このことを報告。




④遺跡から発掘されたナノマシン〝バチルス〟をめぐり、トラブル。〝バチルス〟の独どく占せんをめぐって基地内で反乱。アベルとカイン、リリス、協力してこれを解決。この際、カイン、アベルをかばって重傷。蘇そ生せいのため、〝バチルス〟の一号機〝クルースニク01〟をセスの手で移植される。一方、その頃ころの地球、やはり、バチルスと火星開拓をめぐるトラブルから最終戦争が発してしまう。孤こ立りつ無む縁えんになった火星コロニー、入植者たちは生き延びるために自分たちへのバチルス移植を決定。地球に帰還するための準備を開始。




⑤荒あれ果てていた地球に帰還する入植者たち。アベルらは中世レベルまで退行していた地球人たちと、いろいろ苦労しながらもコミュニケーションをはかることに成功。それなりの苦労はあったが、素そ朴ぼくな歓よろこびのうちに復興の指導にあたっている。しかし、火星生まれの新世代は、地球人たちをサル呼ばわり。リリスら良識派が両者の融ゆう和わに頭を痛めている間に、正体不明の奇き病びようが帰還者たちを襲おそい始める。




⑥倒たおれた帰還者ら、数週間の人事不省状態から目覚めた後、悪性の貧血と吸血衝しよう動どうに悩なやまされ始める。これを恐れる地球人たち、帰還者たちのことを影かげで〝吸ヴア血ンパ鬼イア〟呼ばわり。




⑦リリス率いる帰還者のボランティア、恐きよう慌こう状態となった地球人たちにリンチに遭あう。救出隊を率いてアベルが到とう着ちやくしたとき、リリスは重傷。それ以外のメンバーは全員白木の杭くいで刺し殺さつされている。怒いかり狂くるったアベル、加害者を虐ぎやく殺さつ。




⑧各地で地球人と帰還者の衝しよう突とつが始まる。アベル、兄妹を説得して組織的な鎮ちん圧あつに乗りだす。リリス、これに反対するも、アベル、耳を貸さない。鎮圧は虐殺へとエスカレート、数百万人の地球人が死ぬ。




⑨リリス、同調者を募つのって地球人側に走る。ショックを受けるアベル。このときリリス、帰還船＝〝方はこ舟ぶね〟の中ちゆう枢すう機構を一部プロテクト。そのキーを自分の遺伝子に設定。




⑩地球人側の反はん撃げき始まる。アベル、リリスが率いる教皇庁軍（の前身）と交戦して捕ほ虜りよとなる。リリス、アベルを案内して、荒こう廃はいしきった地球の状じよう況きようを見せる。それから彼を解放して、帰還者サイドに講和を提示。




⑪カイン、講和案を吞のむと見せかけ、〝方舟〟にてリリスと会談をもつ。カイン、アベル、セス、リリスの四者で話しあいのもたれた講和会議は、セス反対、アベル棄き権けん、カインとリリス賛成のうちに講和成立。ところがこの会議後、カインがリリスを別室に誘さそって殺害してしまう。クルースニクの本ほん性しようをあらわして、人類と吸きゆう血けつ鬼きの虐殺を始めようとする。




⑫リリスの遺体を見たアベル（「ウィッチ・ハント」においてアベルが見た過去──白い奇き妙みような部屋でリリスの首を見せられるシーン）、半はん狂きよう乱らんで兄を攻こう撃げき。結果的に〝方舟〟は半はん壊かい。カインは生身で大たい気き圏けん突とつ入にゆう。リリスの遺体を抱かかえたアベル、セスの制止を振ふり切ってひとり行方ゆくえを断たつ。






　まだ僧そう衣いを着ていない、傷つきやすくも嫌きらわれ者だったアベルが、今の彼として生まれ変わるきっかけとなる、凄せい絶ぜつで痛ましい物語。あまりに壮そう大だいかつ意外性に満ちたこの「前日談」を、小説として読めなかったことが残念でならない。




[image: ]オーロラの下もとでの再会




　続いて紹しよう介かいする『Ｒ．Ｏ．Ｍ．Ⅶ　極光オーロラの牙きば』は、吉田先生が二〇〇四年七月十五日に逝せい去きよされる直前まで、執しつ筆ぴつしていた作品である。ぶ厚い巻が続いた「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」シリーズとしては、久々にコンパクトな読みきり長編であり、「ゲルマニクス編」ともいうべき、シリーズ中ちゆう盤ばんの舞ぶ台たいへのつなぎの部分にあたる作品であり、さらにアルビオン女王となったエステルと別れたアベルが、新たな相棒として、『熱砂の天使』で初登場した長生種イオン・フォルトゥナと再会を果たす物語でもあった。

　エステルがアルビオン女王に即そく位いしてから数ヶ月。辺境に頻ひん発ぱつする吸血鬼連続失しつ踪そう事件。真人類帝てい国こく皇こう帝ていより各地の同族への警告を命じられた帝剣スパ御持官タールイオンは、アルビオンへ向かう船上、凄すさまじい戦せん闘とう力を持つ〝貴族を狩かる貴族〟に襲われる。従者を皆みな殺ごろしにされながらも九死に一生を得たイオンだが、なぜか長生種としての力を喪そう失しつしてしまう。

　一方、同じく事件を重要視した教皇庁は、手がかりを求め北方の人工島〝ヴェッテル〟に巡じゆん回かい神父アベルを派は遣けんする。期せずして島に漂ひよう着ちやくしたイオンと再会するアベルだが、その時島には、不死の海かい賊ぞくにして伝説の吸血鬼エーリクの魔ま手しゆが迫せまっていた──！

　章題ならびに各章冒ぼう頭とうの聖書からの引用文を除けば、先生ご自身が「完成している」とされた唯ゆい一いつのパートである序章は本書第一部に収めたが、第一稿こうが完成していたことから、以降の部分についてもかなり詳しよう細さいな資料が遺のこされていた。そのメモやノートをここに再構成し、第一章以降の展開を読者の皆みなさんに想像していただくための資料として収録する。






【タイトル】



トリニティ・ブラッド　Ｒｅｂｏｒｎ ｏｎ ｔｈｅ ＭａｒｓⅦ　　極光オーロラの牙





【舞台設定】



・ヴェッテル島……ゲルマニクスと北部諸しよ侯こう国群の国境近く、現在のスカラゲック海かい峡きよう（現デンマーク）にある人工島。この島は旧時代の北海石油採さい掘くつプラントから発展した完全な人工島であり、そこでの生活は客船での暮らしに近い。いちおうゲルマニクスの領土内ではあるが、十七年前まで、とある吸血鬼の一族がすくっていたのを、ゲルマニクス軍人であった先代辺境伯はくとその妻である現辺境伯エレオノーラが倒たおして、島を領地として賜たまわった。微び妙みような地政学的位置もあり、ゲルマニクスの主権はほとんどおよばず、自治を謳おう歌かしている。ちなみに時期は『茨いばらの宝ほう冠かん』より半年後──十一月。すでにこのあたりでは雪が降っている。海底に石油採さい掘くつ施し設せつと壊こわれかけたレーザー通信設備がある。





【キャラクター】



・エレオノーラ……先代辺境伯の未亡人で現ヴェッテル辺境伯。病気がちの四十歳。領民には娘むすめのウルリカともども慕したわれている。おだやかな性格だが、義務感は強い。十七年前妊にん娠しん中だった彼女は、いまは亡き夫とともにヴェッテルにすくっていた吸血鬼の一族を滅ほろぼした。この戦いの最後の段階で出産したのが一人娘のウルリカ。ところが実は、ここには戦いのドサクサが生んだ深刻な手て違ちがいがあって、ウルリカはエレオノーラの実子ではなく、滅ぼされた吸血鬼の娘だった。同じように生まれた直後だったため、間違えられたのだ（実子のほうはすでに死亡）。この事実は誰だれも知らない。




・ウルリカ……エレオノーラの一人娘で、島の連中にはナウシカのように慕われている姫ひめ様。少女ながら運動能力、武勇に優すぐれ、海賊相手の戦いですでにいくつもの武ぶ勲くんをあげている。しかしその正体は、取り違えられた吸血鬼の娘であり、いまはきわめてゆっくりとした〝覚かく醒せい〟の最さ中なか。運動能力が高いのもあたりまえ。だんだん太陽が辛つらくなってきているのだが、本人は体調がおかしい程度にしか思っておらず、自分の正体に気づいていない。短気ながら竹を割ったような性格で、島民には好かれている。ちなみにこの島のレーザー通信施し設せつは彼女の一族のＤＮＡが作動キーになっており、彼女が長生種として覚醒することによって、施設の機能も目覚める（といっても、すでに半壊しているのだが）。




・アクセル……アクセル・アルプレヒト・アイントホーフェン神父。実は〝騎士団オルデン〟のプルートニク〝ａ〟。プルートニクとは、〝騎士団〟がカインのために長生種の血を集めるべく作り上げた特とく殊しゆな長生種である。長生種を改造して作り上げた〝長生種を狩る長生種〟である彼らは、体から色素を失った白子（アルビノ）であり、また、ある程度の紫し外がい線への耐たい性せいを持つ（フードを深くかぶっていれば、直射日光下でも歩ける。一いつ般ぱん人じんにはこのとき、「白子なので、日光がきつい」とフードをかぶる言い訳ともなっている）。その牙と爪つめの先せん端たんからは特殊な酵こう素そを分ぶん泌ぴつ。この酵素は長生種の体内に入り込むと、銀分子と同じく、しばらくの間バチルスを強制休きゆう眠みん状態にしてしまう。いまは神父としてヴェッテルに滞たい在ざい。エレオノーラの顧こ問もんのような役割を果たしている。その役目はウルリカを早く〝覚醒〟に追い込んだ上で、レーザー通信施設を起動すること。

・ビョルン……エレオノーラの副官だが、その正体はディートリッヒに操あやつられている死体。ウルリカを覚醒させることにより、ヴェッテル島のレーザー通信施設を利用可能にするべく島に潜せん入にゆうさせられた。

・エーリク……北海沿岸を荒あらし回っている有名な吸きゆう血けつ鬼きであり、海賊。これまで、たびたび短生種の追討を受けたが、ことごとく返り討うちにしてしまっている。今回は、ウルリカの覚醒のための駒こまとして、〝騎士団〟に誘ゆう導どう・利用され、ヴェッテルに来らい襲しゆうする。

・アベル……辺境で頻発する長生種失踪事件の調査中、たまたま、エーリクがヴェッテルを狙ねらっていると知って島にやってくる（イオンが島に漂着する一週間ぐらい前）。事件の背後に〝騎士団〟の影かげを嗅かぎつけており、いまは正面だって動くのを避さけ、島内の非居住地区に潜せん伏ぷくして調査活動中。島の連中には「奇き妙みような余所よそ者ものを見かけた」と不気味がられている。二章ラストでようやく登場。





【序章以降で予定されていたストーリー展開】






第一章──

①エステルとの別れシーンの夢から醒さめるイオン。夜目が聞こえなくなっていることにパニック。しかも、廊ろう下かから少女の声で「スパイを捕つかまえた」「例の不ふ審しん者しやかもしれない」「拷ごう問もんして取り調べ」などと不ふ穏おん当とうな発言が聞こえてきて、あわてて逃にげ出す。なんとか追っ手を振ふり切って港の埠ふ頭とうまではたどり着くも、自分の力が短生種並みに低下していることに大あわて。しかもここが、得たいの知れぬ人工島であることを知る。

　ちなみに、このとき、港では昨夜沖おき合あいでエーリクの犠ぎ牲せいになった漁船が曳えい航こうされてきており、惨さん状じようをエレオノーラ、アクセル、ビョルンが検分中。このときアクセルと出くわしたイオンはとぼけたアクセルに島の少年として助手扱あつかいされてしまうが、ここでウルリカが追いついてくる。とっさにエレオノーラを盾たてにとろうとしたイオンだったが、短生種にしては桁けた外はずれのウルリカの身体能力にあっさり敗北。母に危害を加えられたと思ったウルリカに殺されそうになる。しかしこのとき、雲間から太陽が覗のぞき、ウルリカが眩暈めまいを起こしたことで九死に一生を得る。

②ヴェッテルの軍ぐん艦かんクヌートがエーリクに襲しゆう撃げきされる。

③ようやく誤解も解け、エレオノーラ母娘に賓ひん客きやくとして館やかたでの夕食に招かれているイオン。この島の歴史や母娘の関係、島の構造、エーリクの脅きよう威い紹しよう介かい。食事中、クヌートが帰港したとの報しらせを受けたウルリカは、さっそく水門を開き、港にクヌートを迎むかえ入れるよう命令。しかしそこに、ノイズのかかりまくった謎なぞの電話が入る「あの船をいれてはいけない……」（ｂｙアベル）。そうこうしているうちにクヌートは砲ほう撃げきを始める。砲門の一つは領主館に狙いをさだめ、ピンチ……というところで、島の一角からロケットランチャーが発射される。ダメージを喰くらったクヌートは島外に逃とう走そうを開始する。追撃のため軍艦ハラルド出撃を命じるウルリカ。それについていくイオン。

④島の一角、人気の無い場所。使い終わったロケットランチャーを足あし下もとにおいた謎の人物。ハラルド出撃準備を命じる無線を盗とう聴ちよう。舌打ちして、港のほうへ向かう。これがアベル。ハラルドに密航するつもり。

⑤クヌート追撃中のハラルド（ビョルンやアクセルも同乗）。クヌートに乗り移ったあと、水死人たちに襲おそわれ大ピンチの二人。イオン、このときはじめてウルリカの身体能力のあまりの高さに疑念を抱いだき始める。イオン、我が身を盾にウルリカを逃がすことには成功するが、自分は船内で水死人に追いつめられ危機。そこに謎の銃じゆう撃げき。なんとか、船の外に逃とう亡ぼうし、ウルリカともどもハラルドに救助される（二人を回収していたため、クヌートを取り逃がすハラルド）。




第二章──

　前夜から引き続きクヌートを追っているハラルド。イオンとウルリカ、次し第だいにうち解ける。エーリクの拠きよ点てんたる氷山空母との遭そう遇ぐう、そしてエーリク来襲。だが、アクセルの画策でウルリカとイオンは仲間からはぐれて二人ぼっち。そこをエーリクと水死人に襲われる。これを助けるのが、ようやく姿を現した主人公アベル・ナイトロード。なお、この間のゴタゴタの中、イオンはウルリカの正体について「同族」の確証を得る。




第三章──

①宴えん会かい気分の島民たち。しかし、もっとも賞賛されているウルリカは〝覚かく醒せい〟に伴ともなう体の不調に苦しんでいる。みかねたイオン、彼女に真実を伝えるもウルリカは信じず、怒おこって駆かけ去ってしまう。追おうとするイオンを制止するアベル。イオンはそんなアベルに反発してウルリカを追おうとするも途と中ちゆうで見失ってしまう。悩なやむイオンに近づくアクセル。アクセル、「ウルリカを助けたい」というイオンの思いを逆用し、彼の不用意な行動によってウルリカの覚醒を促そく進しんすべく、言こと葉ば巧たくみにイオンをたぶらかす。

②相変わらず体の変調に苦しんでいるウルリカだが、島民と母のため、むりやり宴えん席せきに顔を出す。このとき、イオンの行動（とアクセル、ビョルンの仕し掛かけ）が引き金となって宴席で事故発生。この事故から母を庇かばおうとするウルリカ、大けがを負ってしまう。この怪け我がにより〝渇かわき〟に襲われたウルリカ、島民たちの前で母親に襲いかかる。最悪の悲劇自体はイオンによってなんとか防がれるも、エレオノーラは重傷。ようやく理性を取り戻もどしたウルリカを狩かろうと迫せまる島民たち。イオン、ほとんど自失状態のウルリカを連れて、島の奥──かつて吸血鬼一族が本ほん拠きよ地ちとしていた禁断のブロックに逃げ込む。

③エーリクを復活させようとするアクセルｖｓアベル。

④島の中ちゆう枢すう。帰ってきたウルリカを迎え、目覚めるシステム。しかし、ハードは故障していたため、途中で停止する。だが、十七年前、ここで何が起こったかを知る二人（ウルリカとエレオノーラの子の取り替かえの経けい緯い。）そのとき、モニターに映る大勢の水死人。




第四章──

　水死人ｖｓエレオノーラに率いられた島民たち。ピンチに陥おちいったエレオノーラを助けるウルリカ。そのウルリカに長生種としての戦い方を伝授するイオン。ウルリカ、ついにエーリクを追いつめる。そこに登場するアクセル。アクセルは、ウルリカとイオンをあっさり一いつ蹴しゆうしたうえで、この島にはもう用はないと自じ爆ばく装置のスイッチを押す。だが、反応無し──焦あせるアクセルの前に颯さつ爽そうと現れるアベル。ラストバトルが始まる。このときアクセルはアベルに倒たおされるものの、すでに仲間（これは当然、〝騎士団オルデン〟＝ビョルンを操あやつっていたディートリッヒ）が盗ぬすみ出したデータを持ってゲルマニクスのボヘミア公国のプラークに向かっている、との情報を残す。これにより、次巻『Ｒ．Ｏ．Ｍ．Ⅷ』の舞ぶ台たいであるボヘミア公都プラークへの導入とする。




終章──

①イオンとアベルとともにこっそり島を立ち去ろうするウルリカ。しかし、そんな彼女を引き留めようと追ってくるエレオノーラ以下、島民たち。結局、島に戻って行くウルリカとそれを迎むかえ入れる島民たちを船のうえから眺ながめながら、行く末に不安と希望を感じる二人。心を次の舞台であるプラークに馳はせる。

②久々に再会したディートリッヒとケンプファーの会話。アベルやイオンを待ち受ける〝騎士団〟の陰いん謀ぼうを匂におわせつつ、閉幕。






　エステルの戴たい冠かんという、「トリニティ・ブラッド」シリーズ全体にとっても一つのクライマックスを書き終え、少しほっとされたところもあったのだろう。重厚な話が続いたこともあり、伸のび伸びと、いわゆる冒ぼう険けん活劇としての娯ご楽らく作に徹てつしようとの話を聞いた記き憶おくがある。「トリニティ・ブラッド」第二シーズンの始点となることから、この作品に賭かける意欲は並々ならぬものがあった。序章をお読みいただけるだけでも、その緊きん迫ぱく感と密度の高さはおわかりいただけるはずだ。あのイオンとアベルの共きよう闘とうという意外性たっぷりの展開を含ふくめて、読者からも待ち望まれながら、惜おしくも未完となってしまった。




[image: ]巡じゆん礼れい者しやたちの長き旅




　では『極光オーロラの牙きば』の先には、いかなるドラマが予定されていたのか。この章の最後に、読者のみなさんがもっとも気になっている部分であろう、「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」編全体のシリーズ構想について触ふれることとしよう。

　アルビオン女王となったエステルは、あの後どうなってしまうのか。アベルとカインの対決は？　そして人類は、帝てい国こくは？　書かれるはずであったあまりに壮そう絶ぜつなる「トリニティ・ブラッド」世界の未来の歴史が、幸いにも資料として遺のこされている。

　もっともこれはプロットというより、あくまでもこの後の物語の流れを整理した、という段階のもので、具体的な事件・エピソードなどはほとんど書かれていない。またキャラクターも、物語を動かす主要人物に絞しぼって名前が挙げられており、これを読むだけではその後の動きや消息がまったく触れられていない人物が多い。もちろんシリーズの執しつ筆ぴつ中にさらに構想が膨ふくらみ、その後の展開が大きく変化した可能性もある。

　が、アベルやエステルはじめ、個性豊かな登場人物が生き生きと動き、自らの宿命と向かい合ってそれを克こく服ふくせんとするこの物語「トリニティ・ブラッド」を通して、著者である吉田先生が描えがきたかったこと。想おもい半ばにして終わった、その夢の一いつ端たんでも伝わればと思い、最小限の整理のうえ、あえて掲けい載さいした。

　本書で紹しよう介かいしてきた各設定とあわせてお読みいただければ、より理解、またイメージしやすいと思われる。これが、アベルやエステルの、そして「トリニティ・ブラッド」の未来である。






【「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」編　予定ストーリー】






①教皇庁とゲルマニクスが共同でボヘミア公国を食い物にしようとする。ボヘミアにおける資源・権益を収しゆう奪だつしようというのだ。エステル、アルビオン女王として、これを防ぐために介かい入にゆう。プラークにおける当事国会議を提唱し、自らそれに参加する。エステルが邪じや魔まになった教皇庁とゲルマニクス、それぞれ暗殺者を送ってエステルを殺そうと企たくらむ。教皇庁では教理聖省と一部のタカ派がこの企くわだてに積極的に関かかわっているが、この動きの裏には当然、〝騎士団オルデン〟＝カインの暗あん躍やくがある。




②一方、アベルはイオンとともに、ヴィッテル島から持ち出された謎なぞのデータを追って、ボヘミア公国へ向かっている。手がかりを求め、プラークの某ぼう大学に、教師（アベル）と生徒（イオン）として潜せん入にゆう。内ない偵ていを開始する。




③エステル暗殺の動きとカインの策さく謀ぼうを悟さとったアベルはエステルをプラークから脱だつ出しゆつさせようとするも、この機会に〝騎士団〟の存在を白日の下もとにさらそうとするカテリーナ、アベルの希望を聞き入れない。膠こう原げん病びように侵おかされたカテリーナにとって、これが〝騎士団〟を叩たたきつぶす最後のチャンスに思われたのだ。また、病によって自分に残された時間が少なくなるなかで、アベルへの想いを抑おさえきれなくなっていることもあり、ここまで彼に心配されているエステルへ嫉しつ妬と。冷静な判断が出来なくなっている。




④ついにアベル、Ａｘ脱だつ退たい。イオンとともにエステル救出を決意する。この動きに激げき怒どしたカテリーナ、トレスとモニカをボヘミアの公都プラークに送り込んで、アベルを捕とらえさせようとする。




⑤教皇アレッサンドロ、ゲルマニクス国王ルードヴィッヒ、アルビオン国王エステル、そしてボヘミア公女リブシェが緊きん迫ぱくした交こう渉しようを続けている中、アベルは、フランチェスコが送り込んできた異い端たん審しん問もん官かんシスター・ユディトならびに〝騎士団〟によるエステル暗殺隊と対決しようとする。しかし、カテリーナの命でアベルを追ってきたトレスとモニカの妨ぼう害がいにより、この試みは失敗。エステルは危あやうくシスター・ユディトに首を取られそうになる。そんなエステルを庇かばったのは、教皇アレッサンドロ。エステルは九死に一生を得るが、アレッサンドロは身代わりに命を落としてしまう。




⑥この戦いの間、アベルは再び現れたカインに敗れ、ボヘミア公国も殺さつ到とうするゲルマニクス軍と教皇庁軍により滅めつ亡ぼう。エステルはかろうじてアルビオンに逃にげ延のびる。




⑦アレッサンドロの死を聞いたカテリーナ、自らの責任を痛感し、激しいショック。膠原病の病状がさらに悪化してしまったこともあり、この後、ほとんど公人として活動できぬ状態となってしまう。フランチェスコも同じくショックを受けるが、こちらは自分自身が教皇位に即そく位いして、世界と教皇庁の権けん威いのために貢こう献けんしようとする。




⑧新教皇フランチェスコ、前教皇アレッサンドロ横死の責任をアルビオン女王エステルと帝国に押しつける。さらにアレッサンドロ暗殺を防げなかったとして国務聖省長官カテリーナを追放、Ａｘをも解体してしまう。




⑨〝騎士団〟の策動により、人類世界と真人類帝国との関係が急速に悪化。この機を狙ねらってねつ造された決定的「事件」により、ついに教皇庁はアルビオン王国と帝国に対して十字軍を発動。百年以上、なんとか保たれてきた両者の均きん衡こうが崩くずれ、人類対吸ヴア血ンパ鬼イアの全面戦争が始まってしまう。さらにこの動きに対し、アレッサンドロ暗殺のショックと悪化する膠原病により病びよう床しようにあるカテリーナは、何の手も打てない。




⑩帝国に侵しん攻こうしたフランチェスコの十字軍、帝国軍の迎げい撃げきを受けて大敗。アルビオン方面に向かった十字軍もドーバー海かい峡きようでエステルの軍隊によって撃げき退たいされてしまう。敗戦に焦あせったフランチェスコ、ついに切り札である核かくミサイルを使用。帝国第二の都市ティミショアラは核ミサイルの直撃を受けて壊かい滅めつ。さらにフランチェスコは、第だい二に弾だんを帝都ビザンチウムならびにアルビオン王都ロンディニウムに撃うち込もうとする。




⑪このミサイル攻こう撃げきを防ぐため、セス、やむをえず星皇宮〝境の間〟（『夜の女皇』において、ディートリッヒがデータを盗ぬすむのに失敗した場所、）に隠かくされていた〝方はこ舟ぶね〟再起動装置の封ふう印いんを限定的に解き、衛星軌き道どう上からの射しや爆ばくで教皇軍のミサイル基地を攻撃しようとする。しかし、これこそがカインが狙っていたものだった──カインはセスが〝方舟〟の封印を解いたタイミングを狙って介入、ディートリッヒに〝方舟〟のコントロールを奪うばわせることで、〝方舟〟そのものを地上に落とそうと企んでいたのだ。




⑫アベルとイオン、暗躍するカインを追って帝都ビザンチウムへ潜入。帝都において、アベルはセスとともに、カインと激げき闘とうを繰くり広げる。この戦いの最さ中なか、ディートリッヒによって発射された〝方舟〟の衛星砲ほうの直撃を受け、ローマは街ごと吹ふき飛ぶ。教皇庁は壊滅、教皇フランチェスコは死亡。カテリーナはミラノで養生中だったために生存。カインはさらに〝方舟〟を地上に落とそうとするが、セス、自分の命を犠ぎ牲せいにこれを防ぐ。真人類帝てい国こく皇こう帝ていヴラディカことセス・ナイトロード、死亡。混乱の中、アベルとカインは相打ち……となったように見える。実際には二人とも死んでいないが、大きなダメージを受けている。




⑬ローマ消しよう滅めつ、女皇ヴラディカ暗殺の混乱から、時は流れて二年後。巧こう妙みようきわまる〝騎士団〟の策さく謀ぼうにより、皇帝ヴラディカは、〝教皇庁の暗殺者〟アベル・ナイトロードによって殺されたと信じられている。このため、真人類帝国はローマと教皇を失って混乱する人類圏けんに宣戦布告し、開戦からわずか二年で、すでにその過半を席せつ巻けんしていた。人類圏で残された国はわずかにアルビオンとゲルマニクスの二国のみ。




⑭しかし、勝利者である帝国もまた、急速過ぎる国土の拡張に耐たえかねて進軍速度が鈍にぶっており、またなにより、アルビオン女王エステルとその下に集まった旧教皇庁の残党たち（旧Ａｘメンバーも加わっている）の抵てい抗こうに悩なやまされている。




⑮若き帝国貴族カルンシュタイン伯はく爵しやく令れい嬢じようカミラは街で一人の短生種（アベル）を拾う。長い銀ぎん髪ぱつと冬の湖のような目をしたその短生種はすべての記き憶おくを失っていたが、どうやら、人類の盟主である女王エステルとは何か縁えんある身らしい。功を焦るカミラはこの銀髪の若者を連れて敵地に潜せん入にゆう。女王エステルを暗殺することで、武名を挙げようと企たくらむ。カミラと行動を共にするうち、アベルの記憶が少しずつ再生。ついにはエステルとの再会を果たす。




⑯〝騎士団〟に加わっているカテリーナとトレスが登場。カテリーナは自らの人生に対する絶望と、エステルに対する嫉しつ妬とに負けてしまったのだ……と見せかけて、残された命を賭かけ、内部から〝騎士団〟を突つき崩そうとしている。




⑰当然ながらカテリーナもトレスもまったく信用していないディートリッヒだが、カインの完全復活が近づくにつれて感じ始めた違い和わ感──〝騎士団〟、いやディートリッヒやケンプファーたちでさえ、カインにとっては何の意味もない存在なのではないか？　──をカテリーナに突かれ、悩む。カテリーナとディートリッヒの心理戦が始まる。ついにディートリッヒはカインに対し叛はん乱らん。これに合わせ、女王エステルはアベル、カテリーナそしてアストやイオンたち〝同志〟とともに〝騎士団〟との最終決戦に臨む。




⑱ついに舞ぶ台たいは衛星軌道上の〝方舟〟へ。方舟を落とすことで地上を完全なる焦しよう土どにしようとするカインと、これを防ごうとするアベルの最終決戦が始まる。






　以上が吉田先生が死の直前までその存在のすべてを捧ささげて執しつ筆ぴつにあたった、「トリニティ・ブラッド」の物語後半について遺のこされた全資料である。方舟上でおこなわれるアベルとカインの最終決戦の結末は、残念ながら明らかにされていない。

　なお〈序〉でも記した通り、本書に口絵として収録したＴＨＯＲＥＳ柴本先生のイラストはいずれも、この章で紹しよう介かいしてきた、書かれることなく永遠に失われてしまった物語の中から描えがかれたものだ。そちらも併あわせてご覧いただければ、よりイメージが膨ふくらむことと思う。




　読者のみなさんの予想や期待と重なる展開、逆に裏切る展開、そしてもちろん、知りたかったのに明かされていない部分があるだろう。だが、残念ながら、編集部も本書に掲けい載さいしえた資料以上に、「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」編の未来について語る言葉を持たない。

　それは、あまりにも多くの素す晴ばらしい物語が失われてしまった、あの二〇〇四年の七月以降、吉田先生が「トリニティ・ブラッド」を愛してくれた読者のみなさんとともに、つくっていくはずだったものだから。




　今は、この物語が一人でも多くの読者の心に残ることを願うのみである。

　世界に一人でも、この物語を記憶にとどめていてくれる人がいる限り、「トリニティ・ブラッド」の世界で、アベルやエステルの旅は永遠に続くのだ。
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この〈大聖典〉は、『トリニティ・ブラッドＲ．Ｏ．Ｍ．』第一巻～第六巻と『トリニティ・ブラッドＲ．Ａ．Ｍ．』第一巻～第六巻、及および外伝「ヒューマン・ファクター」までの作品に登場した用語について解説している。各かく項こう目もく名末まつ尾びの文字やアルファベットは、左記に示したように、その項目の初出作品を表す。




星＝『嘆なげきの星』

天＝『熱砂の天使』

夜＝『夜の女皇』

聖＝『聖者の烙らく印いん』

薔＝『薔ば薇らの玉座』

茨＝『茨いばらの宝ほう冠かん』

ＦＮ＝「フライトナイト」

ＷＨ＝「ウィッチ・ハント」

ＦＥ＝「フロム・ジ・エンパイア」

ＮＬ＝「ネバーランド」

ＳＮ＝「サイレント・ノイズ」

ＯＣ＝「オーヴァーカウント」

ＭＲ＝「ミッドナイト・ラン」

ＪＰ＝「ジューダス・プリースト」

ＫＦ＝「ノウ・フェイス」

ＤＦ＝「レディ・ギルティ」

ＢＨ＝「ブレイヴ・ハート」

ＪＤ＝「ジャッジメント・デイ」

ＲＭ＝「ロマン・ホリディ」

ＢＣ＝「バード・ケージ」

ＲＨ＝「ラジオ・ヘッド」

ＰＥ＝「パブリック・エネミー」

ＮＨ＝「ナイト・ホスピタル」

ＡＮ＝「アポカリプス・ナウ」

ＳＤ＝「外伝　ソードダンサー」

ＳＢ＝「外伝　スリング・ブレイド」

ＨＯ＝「外伝　ハウル・オン・ジ・エッジ」

ＢＳ＝「外伝　ブロークン・ソード」

ＧＨ＝「外伝　ガンメタル・ハウンド」

ＨＭ＝「外伝　ヒューマン・ファクター」




　なお、この事典では、本書第二部で紹しよう介かいした、物語としてはついに書かれなかった部分──たとえばアベルの過去、そして物語の未来など──についてはあえて盛り込むことを避さけている。〝Ｃａキヤｎｏｎノン＝正典〟という本書の性格上、物語の中ですでに〝語られた〟事実のみに依よるべきだと考えたからである。
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〝銀アーのツケ腕ラーヴ〟【武器】聖



　シェラザードが両りよう腕うでに装着している籠こ手て状の武器。これは極きわめて強力な圧縮素子を利用した衝しよう撃げき発生デバイスとなっており、大量の電気を〝銀の腕〟内部に循じゆん環かんさせることにより超ちよう振しん動どうを発生させることで、接せつ触しよくした対象の内部に溶よう融ゆう及および急激な金属疲ひ労ろうを起こし、内部から崩ほう壊かいさせてしまう。





〝アイアンメイデン〟【称号】ＦＮ



　派は遣けん執しつ行こう官かんケイト・スコットのコードネーム。〝鋼鉄の処女〟の意。ケイトが艦かん長ちようを務める空中戦艦の艦名も兼かねている。





〝アイアンメイデン〟【乗物】ＦＮ



　Ａｘが所有する空中戦艦。主に、派遣執行官が任務地に移動する際の足とバックアップに運用される。艦長はケイト・スコット。優美な曲線で構成された純白の船体にローマ十字が染め抜ぬかれた美しい船。三百メートルを超こえる全長は、同時代に建造された空中戦艦のなかでも群を抜いて巨きよ大だいなクラスであり、性能においても世界屈くつ指しの空中戦艦と言える。その美しい船体の内部には、様々な武装が収納されており、いざとなると、それらが船体表面にせり出し、ハリネズミのようになる。





〝アイアンメイデンⅡ〟【乗物】星



〝Ⅱ〟と冠かんされていることからも判わかるように、〝アイアンメイデン〟級空中戦艦の二番艦。Ａｘが「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」の時代で運用している。「Ｒ．Ａ．Ｍ．」で活かつ躍やくした一番艦よりもさらに性能がアップしている。





アイザック・バトラー【人名】聖



　イシュトヴァーン市内で新聞記者クレマンに追われていたエステルを助けた男。年の頃ころは三十前後、漆しつ黒こくのインバネスを身に纏まとい「ロンディニウムのさる貴族の執しつ事じ」と自己紹介しているが、〝機械仕掛の魔道士〟イザーク・フェルナンド・フォン・ケンプファーその人である。名前がイザークの英語読みでアイザック、苗みよう字じは肩かた書がきが執事だから〈Butler＝執事〉ということか。ケンプファーが名乗る数多くの変名の一つ。





〝氷のアイス魔女・ヘクセ〟【称号】ＫＦ



　薔ロー薇ゼン十クロ字イツ騎・オ士団ルデン幹部、ヘルガ・フォン・フォーゲルワイデの称号。





アインヘーレ商会【施設】ＰＥ



　ゲルマニクスはヴィエナに居を構える商店。会長がフォーゲルワイデ伯はく爵しやく夫人であることから推察が付くように、正体は〝騎士団〟の隠かくれ蓑みの。ここには新教皇庁のみならずエリン独立同盟、クレルモン戒かい律りつ派、ミトラ教団などの接触が確かく認にんされており、さながら異い端たん結社とテロ組織の見本市の相を呈ていしていたが、アベルたちの目の前で〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟によって跡あと形かたも無く倒とう壊かいしてしまった。





陛アウ下グスタ【称号】ＦＥ



　真人類帝てい国こく臣民が女じよ帝ていヴラディカに対して用いる尊そん称しよう。





〝外アウター〟【地名】ＦＥ



　真人類帝国臣民が帝国領土の外、すなわち人類圏けんを指して言う言葉。





旧アウ教デ・会ケルク【施設】ＳＤ



　四都市同盟のひとつ、アムステルダム市にある教会。教区司祭を含ふくむ十人の聖職者が血を吸われて殺害され、閉へい鎖さされた。





情報管アオスク理用ントフ人造・ツヴ矮人エルグ【クリーチャー】ＪＤ



　智天使の正体で、人造矮人と呼ばれる人工生命体の一種。電子知性と同じく、ほぼ無限に情報の出し入れをすることが出来る。だが余りにも大量の情報を記き憶おくしているので、〝教授〟が新教皇庁に関する尋じん問もんを行った際には、二週間以上の時間をかけて必要な情報だけを整理しなければならなかった。





自アオ動ト・化イエ猟兵ーガー【クリーチャー】天



〝騎士団オルデン〟が開発した殺人兵器。その正体は、前頭葉を摘てき出しゆつして電動知性を埋うめ込んだ長生種の死体である。知性や思考能力がない代わりに苦痛や疲労を感じることもないという、まさに最強の戦せん闘とう兵士。





アガメムノン【人名】夜



　帝国海軍の遠洋強きよう襲しゆう艦かん〝ネレイアデス〟の艦長であり、ミケーネ伯はくの称号を持つ真人類帝国貴族。責任感が強く、誇ほこり高い人物だったが、ディートリッヒの姦かん計けいにより落命した。





高アクア潮・アルタ【現象】ＦＥ



　毎年十月から四月にかけて、ヴェネツィアの内ない潟がたで起こる現象。暗黒大陸から吹ふいてくるシロッコと呼ばれる季節風と潮の干満、気圧変化の三要因が重なったときに発生する。この時、内潟内の水位が異常上じよう昇しようし、街中が水みず浸びたしになる。まさに〝海の都〟ヴェネツィアならではの現象と言えよう。





〝生アク命ア・のウイ水タエ〟【飲物】ＦＥ



　血液製せい剤ざいの錠じよう剤ざいを水やワインなどに溶とかして作られる血液と同成分の飲料のこと。〝渇かわき〟による長生種たちの先天性貧血症を抑おさえる働きを持つ。個人の好みによって香こう料りようや阿あ片へんを入れる場合もある。





アグネス【人名】ＳＤ



　アムステルダム市のシスター。旧教会事件のただひとりの生き残りであり、そのために四伯爵の一人、アムステルダム伯カレル・ファン・デル・ヴェルフに拉ら致ちされる。

　父親はヴァトー家に仕える騎士であったが、彼女が五歳のときにヴァトー家が襲しゆう撃げきされ、両親もそれに巻き込まれて死亡した。その後、旧教会に預けられたが、事件のために再び天てん涯がい孤こ独どくになってしまった悲劇の少女。調査に派は遣けんされたユーグとともに四伯爵を追おうとするが四伯爵たちの反撃に巻き込まれ、ユーグの復ふく讐しゆうを最後まで見届けることになる。





〝アクラシエル〟【兵器】天



　異い端たん審しん問もん局所属の空中戦艦で、二百メートル超ちよう級の最さい新しん鋭えい大型艦。カテリーナ警護の名目で〝ラグエル〟〝ルファエル〟の二隻せきとともにカルタゴへと派遣された。しかし、ラドゥによって艦の制せい御ぎよシステムを乗っ取られてしまい、トレスと同調した〝アイアンメイデンⅡ〟の艦かん砲ぽう射撃により、カルタゴの海に撃げき墜ついされた。

　ちなみに〝アクラシエル〟とは、天使を裁く天使の名に由来する。





強襲戦アサルト仕様モード【プログラム】ＷＨ



　ＨＣシリーズが常じよう駐ちゆう戦術思考として走らせる戦術プログラムのひとつ。すでに所在の確定している敵性体を奇き襲しゆうし、可か及きゆう的速すみやかに戦域を確保することを目的とするモード。





アスタローシェ・アスラン【人名】ＦＥ



　真人類帝国貴族。直ちよつ轄かつ監かん察さつ官かん。通つう称しよう、アスト。百八十センチを超こえる長身に均整のとれたボディ、額にかかる赤い一ひと房ふさを除き、象ぞう牙げ色に脱だつ色しよくされた髪かみと琥こ珀はく色の瞳ひとみが印象的な美女として描えがかれる。初登場時の「フロム・ジ・エンパイア」では、キエフ侯こう女じよ・オデッサ子し爵しやくであったが、『夜の女皇』で再登場した際には、亡なくなった母親の跡あとを継ついでキエフ侯こう爵しやくになっている。

　初登場時はヴラディカの勅ちよく命めいを受け、帝国から逃とう亡ぼうした重犯罪者ザグレブ伯を捕とらえるべくヴェネツィアに現れた。アベルとその捜そう査さを共にした体験からか、元来持っていた短生種に対する偏へん見けんも薄うすらいだのだろう。帝国に戻もどってからは〝外〟の研究に没ぼつ頭とうするあまり〝短生種好き〟とまで言われるようになる。『夜の女皇』で再登場を果たした際には、帝国に潜せん入にゆうし、強きよう硬こう派はの陰いん謀ぼうに巻き込まれたアベルらを助けて獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくをした。直情径行な性格ですぐに癇かん癪しやくを爆ばく発はつさせる短気な美女であるが、基本的には善人であり、能力も高い。





〝アスモダイの盾たて〟【兵器】ＦＥ



　ケンプファーの〝魔ま術じゆつ〟。極きわめて強力な電磁防ぼう壁へきを体の周囲に張って、あらゆる物理攻こう撃げきを跳はね返す。跳ちよう弾だんによって発はつ砲ぽう者しや自身に弾たまを送り返したことや、逆にトレスの跳弾射撃を防げなかったことからして、〝盾〟は使用者の任意でピンポイント的に発生していると推測される。





アッシジ空軍基地【施設】ＦＮ



　教皇庁領ウンブリア州の山間に位置する寺院の町アッシジ。人口三万の小都市だが、聖フランチェスコ、聖キアラという二人の聖人を輩はい出しゆつした教皇庁有数の聖地でもある。その街の東にあるアッシジ城じよう塞さいは教皇庁の空軍基地となっており、噴ふん進しん爆ばく弾だんをはじめとする兵器開発施設となっている。フランチェスコは、たびたびここに出入りしているようで、新型噴進爆弾や青酸ガスの極ごく秘ひ開発などをさせていたことから、彼の息がかかっている基地だと思われる。





アテナイ【地名】夜



　真人類帝てい国こく領のひとつで都カテ護イエ府ールが置かれている。現ギリシア共和国の首都で、古代ギリシア文化の中心地。





６アデプ＝タス・５メジヤー【階級】天



〝騎士団〟構成員の位階の一つ。アデプタス・メジャーは大達人を意味する第五位階。作中ではラドゥ・バルフォンなどが、この位階である。





管アドミ理ニスト者レーターモード【システム】星



〝嘆なげきの星〟や〝イブリース〟といった超ちよう兵へい器きの管制システムに使われている電脳知性。それらは第三者が勝手にアクセスしてプログラムを改かい竄ざんしたり、使用できないようにするために、管理者権限を持つ者だけが使用できるモードがある。





アジアアナ大陸ドル【地名】夜



　ボスポラス海かい峡きよう東岸部を指す帝国語。短生種の居住区画となっており、西岸部ルメリ・北ベイ区画オウルとはボスポラス大橋でのみ往来できる。





短生種アナ区画ドル【地名】夜



　帝都における短生種の居住区画。小さな建物が密集し、人や物が溢あふれて活気に満ちたその光景は〝外〟ともさしたる違ちがいはないようだ。エステルとイオンがセスに出会ったのもこの場所である。





アナ・ファーマー【人名】薔



　ロンディニウムの貧民街・ホワイトチャペルの娼しよう婦ふで、もとはホワイト家に仕えたメイド。エステル出生の秘密を知っていたため、〝切り裂さきジャック〟に殺害されたが、駆かけつけたブラザー・ペテロに、同じくホワイトのメイドだったミシェル・リーの行方ゆくえを告げて息絶えた。





アニエス・ド・ヴァトー【人名】ＳＤ



　十年前のヴァトー家襲しゆう撃げき事件で吸ヴア血ンパ鬼イアに連れ去られたユーグの妹。容姿、年ねん齢れいなどは一いつ切さい不明。現在の生死もわかっていなかったが、すでに事件当日、首しゆ謀ぼう者しやである吸血鬼ギィ・ド・グランヴェルによって殺害されていたことが明らかになった。





暗黒大陸アフリカ【地名】天



　かつての六大陸のひとつ。ヨーロッパの南方に位置する。サハラ砂さ漠ばくから南は地理的に不明なところが多いため〝暗黒大陸〟の呼び名がついたといわれる。北アフリカ沿岸部には、ヒスパニア領モロッコやカルタゴなどの文明圏けんが存在するが、それらより南がどのような状じよう況きようになっているかは不明。





アブラハムの受難【聖書】聖



『聖女の烙らく印いん』において、気絶したアレッサンドロが夢に見た物語。旧約聖書の創世記に記されたエピソードである。アダムの息むす子こアブラハムが、ある日主の啓けい示じにより息子イサクを生いけ贄にえに捧ささげなければならなくなる。息子を騙だましてモリアの山頂にある祭さい壇だんで刃やいばを突つき立てようとしたその時、主はアブラハムの信しん仰こう心しんの篤あつさを褒ほめ称たたえて、これはすべてアブラハムを試ためそうとして行ったことだと告げた。





アベリーナ【人名】星



　イシュトヴァーン市で、市警軍に追われることになったアベルが尼に僧そうに変装したときの名前。





アベル・ナイトロード【人名】ＦＮ



　本作の主人公にして最大の謎なぞ。百九十センチを超こえる長身に、冬の湖色をした碧へき眼がん銀ぎん髪ぱつと、黙だまっていればそれなりに恵めぐまれた容姿を有するにも拘かかわらず、ドジで貧びん乏ぼう、お気楽脳天気な言動から、付いたあだ名が「ダメ神父」。もっとも、その頼たよりない顔の裏側には教皇庁有数の敏びん腕わんエージェントであるＡｘ派は遣けん執しつ行こう官かん〝十字架をクルー背負う者スニク〟という秘密が隠かくされており、カテリーナの懐ふところ刀がたなとして数々の難事件を解決してきた。

　彼のコードネーム〝クルースニク〟はスラヴ語で〝十字架の人〟の意。本来は吸血鬼と戦う善き精せい霊れいにつけられた呼び名であり、吸血鬼との闘とう争そうを担になう教皇庁のエージェントとしてはこれ以上ないほど相応ふさわしいネーミングと言えるだろう。しかしながら、このネーミングには秘ひめられたもうひとつの由来がある。それがナノマシン〝クルースニク02〟──アベルの裡うちに潜ひそむ謎の存在である。この力により、アベルは〝クルースニク〟と呼ばれる形体に変へん貌ぼうし、〝地上最強の生物〟である吸血鬼たちでさえ凌りよう駕がする戦せん闘とう力と生命力を有するのだ。

　しかしながら、〝クルースニク〟化にはなんらかのリスクが伴ともなうらしく、アベル自身はこの状態への〝変身〟を忌き避ひし、極力避さけようとする傾けい向こうがある。だが、超ちよう人じん的な力を振ふるうことへのためらいが、ときに事態を悪化させることもあり、エステルをはじめ、周囲の人物を苛いら立だたせることもしばしばである。だが、作中で〝クルースニク〟化したアベルが暴走状態に陥おちいっていることを考えれば、彼の〝変身〟への恐おそれもあながち非難されるべきものではないと言えよう。無敵の力を持ちながら、それを忌いみ嫌きらうアベル。そこには、彼の悲しい矛む盾じゆんが存在する。

『夜の女皇』では、八百年もの歳月を閲けみする吸血鬼たちの女皇ヴラディカ（＝セス）と九百年ぶりに再会し、兄妹関係にあることが発覚。さらに『薔ば薇らの玉座』『茨いばらの宝ほう冠かん』では謎めいた青年カインに頭部を吹ふき飛ばされ、一度死亡しながらも復活を遂とげた。このことからも、アベルが明らかに人外の〝何か〟だということが窺うかがえる。にも拘らず、なおも自らを〝人間〟だと言い張るアベルの真意とは？　そして、セスに語ったように己おのれを〝罪人〟と追いつめる彼は、何に対して罪を悔くいているのか？　そして並々ならぬ因いん縁ねんを感じさせるカインとの関係とは？

　呪のろいのような力を身に抱かかえ、いつになったら償つぐないきれるかわからぬ罪の十字を背負い、彼は独り昏くらき道をこれからも往ゆく。





アマーリエ【人名】ＭＲ



　ケルンのビアホール〝黒シユヴいアルツ森バルト〟に勤める娼婦。パパ・ゼップの顧こ客きやくリストによれば、ワルター・シューマッハ氏が、四月十二日に金二千で買われたらしい。





アムステルダム【地名】ＳＤ



　四都市同盟を構成する市のひとつ。同盟内ではブリュッセルに次いで富ふ裕ゆうな街といわれる。この街の教会で起きた聖職者殺害事件を調査するため、ユーグが派は遣けんされた。現代のオランダ首都。





アムステルダム伯はく【称号】ＳＤ



〝四カウン伯ト・フ爵オー〟のひとり、カレル・ファン・デル・ヴェルフの爵しやく号。アムステルダム市の暗黒街を支配する吸ヴア血ンパ鬼イア氏族の長おさである。〝四伯爵〟内ではブリュッセル伯に次ぐナンバー２であり、武ぶ闘とう派はとしても知られていた。





アモルファス・コンポジット・アルミニウム【金属】夜



　ナノヘテロ制せい御ぎよされたアルミ合金のこと。強度は鋼鉄の三十倍、三千メガパスカルに達する。星皇宮の地下には、これで作られた牢ろう獄ごくがあり、その格こう子しは長生種の力をもってしても破れない。エステルとイオンは反逆者として囚とらわれた際に、この地下牢に投とう獄ごくされた。





聖アラヴームィ・スーヴアトーテ大ホ・聖ヴイ堂ータ【建築物】ＪＰ



　ボヘミア公国の公都プラークにある大聖堂。アレッサンドロとカテリーナが訪おとずれ、慰い霊れい祭さいを執とり行った。





斧アラ槍バル衛兵デイリ【称号】ＯＣ



　強化人間によって構成される教皇親衛隊。いわば、エリート中のエリートである。斧ふ槍そうを主武装としており、教皇の身辺だけでなく、法王宮の各所でその姿が見かけられる。提ちよう灯ちんのように膨ふくらんだ袖そでと裾すそをしたオレンジと紺こんのストライプという特とく徴ちよう的な制服と隊員全員が美男子という、ある意味特異な部隊。





大アルチ司ビシユ教クスキ宮・バラ殿ータ【建築物】ＪＰ



　プラークにある歴史的建築物。ボヘミアを訪問したカテリーナとアレッサンドロの宿舎として提供された。





アルノルト・ディ・カンビオ【人名】星



　教皇庁の空中戦せん艦かん〝サンダルフォン〟の艦長。階級は大たい佐さ。イシュトヴァーン市における戦闘で東部方面軍の支し援えんとして派遣され、教皇庁への状じよう況きよう報告の最さ中なかに〝嘆なげきの星〟の発動を目もく撃げきした。

　また『Ｒ．Ａ．Ｍ．Ⅳ』では、ブラザー・マタイ麾き下かの中佐として、空中戦艦〝ジャオエル〟の艦長役で登場し、アイアンメイデン〟追つい跡せき任務に従事した。シスター・パウラの制止がなければ、マタイの命じるままローマ上空で〝アイアンメイデン〟に砲ほう撃げきを実行し、ローマ市街に多大な被ひ害がいを与あたえることになっていた可哀かわい想そうな人物。





長寛衣アルパ【ファッション】ＪＰ



　教皇が典礼時に着用する正装。法ほう衣えの上に羽織るゆったりした衣服。





アルビオン・エアライン【社名】ＦＮ



〝トリスタン〟をはじめとする豪ごう華か飛行客船を有するアルビオン王国の航空会社。





アルビオン王国【国家】ＦＮ



　かつてのイギリスを基き盤ばんとする重商主義国家。首都はロンディニウム。〝大アル災マゲ厄ドン〟の被害が軽けい微びであったことと、島国であったことが幸いし、教皇庁の援えん助じよを受けぬまま復興を遂とげた。そのため、自主独立の気風が強く、地上を追われた長命種たちに遺失技術の提供と引き換かえに地下都市での居住を許したりと、教皇庁は何かと扱あつかいに苦く慮りよしてきた。

　先代女王であり、その恐おそるべき政治的手しゆ腕わんから〝北海の女怪〟〝ロンディニウムの雌めす蝮まむし〟とも恐れられたブリジット二世の危き篤とくとともに王位継けい承しようを巡めぐる争いが始まると、教皇庁はこのアルビオンに対して影えい響きよう力を増すべく、秘密裏り工作に着手した。王族でありながら庶しよ子しとして冷れい遇ぐうされていたメアリ・スペンサーに接せつ触しよくし、王座へ就つくことへの後押しをする代わり、教皇庁との関係改善を要求したのである。

　この試みは、〝騎士団オルデン〟の介かい入にゆうにより、〝イシュトヴァーンの聖女〟ことエステル・ブランシェがアルビオン王女であることが暴ばく露ろされ、また遠のく王座に焦あせったメアリが〝霧きりの夜〟事件を引き起こした果てに死亡したことで完全に潰ついえた。現在は新たな女王としてエステルが即そく位いして、統治を行っている。

　ただ、この国の技術力の高さの秘密となっていた、ロンデニウムの地下数百メートルに存在した地下都市〝隔離地区ゲツトー〟は先の〝霧の夜〟によって壊かい滅めつし、放ほう棄きされている。

　なお〝教授〟やケイトはこの国の出身である。





アルフォンソ・デステ【人名】ＯＣ



　ケルン大司教にして前教皇グレゴリオ三十世の弟。アレッサンドロならびにフランチェスコ、カテリーナにとっては叔父おじにあたる。かつては〝峻イル・烈フリオ公ーゾ〟と呼ばれるほど厳格な人ひと柄がらで、先代教皇時代には枢すう機き卿きよう団長、異い端たん審しん問もん局きよく局長、国務聖省長官を兼けん務むし、教皇庁の改革に大おお鉈なたを振ふるった。だが、Ｒ．Ａ．Ｍ．の時代から遡さかのぼること五年前、兄グレゴリオ三十世が急きゆう逝せいし、次期教皇と目されていたが、アレッサンドロを擁ようしたフランチェスコとカテリーナの政治工作に敗れ失しつ脚きやくした。その後、大司教に降格させられ、追放同然にケルンへと蟄ちつ居きよさせられてしまうが、その地で現在の教皇庁に不満を持つ者たちを糾きゆう合ごうし、さらに〝騎士団〟と手を組んだアルフォンソは〝沈ちん黙もくの声〟事件において〝新教皇庁〟を設立し、ローマ崩ほう壊かいを企たくらんだ。しかし〝沈黙の声作戦〟は、Ａｘの活かつ躍やくによって阻そ止しされ、いったんは逃とう亡ぼうする。その後、アレッサンドロの拉ら致ちに成功したことを機に、一気にブルノで反乱の狼煙のろしをあげるが失敗し、新教皇庁の残党とともに落ち延びた北のエストニアにて、アントニオの手によって捕ほ縛ばく。獄中で〝騎士団〟によって暗殺される。





アルフレート【人名】ＦＮ



　マインツ伯はく爵しやくにして、六十七件の殺人・血液強ごう奪だつ容疑で手配されている吸ヴア血ンパ鬼イア。マッシリアに拠きよ点てんを置く吸血鬼氏族〝悪フリユーのス・デユ華マル〟の構成員で、〝騎士団〟の依い頼らいを受けて、飛行客船〝トリスタン〟を襲しゆう撃げきした。まさに殺さつ人じん鬼きと呼ぶに相応ふさわしい残ざん虐ぎやくな性格で、とくに女性に対する強ごう姦かん・殺さつ戮りくを好んでいる。アベルとの戦せん闘とう後、秘密保持のためにかけられていた後催さい眠みんによって、自ら心臓を抉えぐり出して自殺する。





アルフレッド・ホープ【人名】茨



　スコットランド北東に領地を持つニューカスル公こう爵しやく家当主。公爵席次では第十九位を占しめるに過ぎないが、アルフレッド個人は最高裁判所判事にして貴族院議長を兼かねる、大法官の要職にあり、アルビオン宮中では王族とカンタベリー大司教に次ぐ待たい遇ぐうを受けている。





アルトゥール・フォン・ザイドリッツ【人名】ＡＮ



〝兇きよう王おう〟ルードヴィヒ二世の個人的な執しつ事じ。片目を覆おおう眼帯が、彼の歩んできた人生の険しさを物語るが、「アポカリプス・ナウ」から遡ること半年前までは、ゲルマニクス情報本部の総そう監かんを務めていた情報戦の達人。退職後の現在でも〝兇王〟の懐ふところ刀がたなとして暗あん躍やくを続け、暗黒街で恐れられる人物である。名前の由来は、第一次世界大戦で活躍したドイツ海軍の巡じゆん洋よう艦かんの艦名から。





次アル席マ・枢ヴオ密ルニ司ーク【階級】夜



　真人類帝てい国こくにおける役職のひとつで、首席枢密司に次ぐ地位。いわば副ふく宰さい相しようである。『夜の女皇』におけるティグリス公スレイマンの役職名。





〝大アル災マゲ厄ドン〟【事件】ＦＮ



　作中の時代より約千年前に発生したカタストロフ。熱ねつ核かく戦争が原因だと思われる。この人類史上、未み曾ぞ有うの危機を後世の人類は〝大アル災マゲ厄ドン〟と呼んでいる。

〝大災厄〟によってもたらされた被ひ害がいは想像を絶し、アメリカ、アジア、オセアニアは核かくに灼やき尽つくされ、ほぼ壊滅したと思われる。一方、ヨーロッパでは細さい菌きん兵器が多用されたため、比ひ較かく的多くの建築物が現存することになったようだ。

　放射能や細菌兵器によって、数百年の歳月を経ても消えぬ穢けがれが、地球上から文明と大半の大地を奪うばい去ることとなり、人類文明は一挙に中世レベルにまで低下した。だが、それでも生き残った人類は不ふ屈くつの闘とう志しで立ち上がり、復興に着手するのだが……。そんな折、何処どこからか忽こつ然ぜんと出現した異種知性体・吸血鬼とのより苛か酷こくな生存競争が始まり、人類は〝暗黒時代〟と呼ばれる闘争の時代へと再び突とつ入にゆうすることになるのである。





〝策アルレ士ツキーノ〟【称号】ＦＥ



　本来の意味は「道化」。ヴェネツィアでザグレブ伯はくと行動を共にしていたケンプファーが、この仮面を付けていた。





アレキサンドリア【地名】夜



　真人類帝国領のひとつで都護府が置かれている。現在のエジプト北部、地中海岸にある港こう湾わん都市。エステルたちが帝国へ行くために立ち寄ったが、帝てい都とへの船便を手配できず、陸路で帝都を目指した。





アレクサンダー・スコット【人名】ＦＮ



〝転向〟によって吸血鬼化した前ロンディニウム司教。七件の殺人・血液強奪を起こしており、聖職者でありながら〝転向〟してしまった彼の存在を重く見たカテリーナは、アベルを派は遣けんし逮たい捕ほさせた。〝転向〟前は人格者であったらしく、アベルも彼の説教に感かん銘めいを受けたことがあるらしい。





アレッサンドロ十八世【人名】ＦＮ



　教皇庁第三百九十九代教皇。ニキビ面づらの脆ぜい弱じやくな少年で、先代教皇グレゴリオ三十世が、ローマの名門貴族コロンナ家の娘むすめに産ませた嫡ちやく子し。法王という人類最大の権力者でありながらも極度の対人恐きよう怖ふ症しようというひ弱な精神を持ち、常に異母姉・カテリーナの陰かげに隠かくれている。

　では、なぜ彼のような人物が至尊の地位に就つけたのか？　それは、「Ｒ．Ａ．Ｍ．」の時代から遡ること五年前、崩ほう御ぎよした先代教皇の後こう継けい者しや争いの際、次期教皇最有力候補であったアルフォンソ・デステに対たい抗こうするために、グレゴリオの庶しよ子しであったフランチェスコとカテリーナが、嫡子ということを御み旗はたにアレッサンドロを擁よう立りつしたからである。教皇選出会議においてカテリーナたちの政治工作が成功し、晴れてアレッサンドロは教皇になったが、本人には教皇の地位への野望はまったくなく、それを機に心の病が重くなってしまったようだ。

　最大の権力を持ちながら、心身共に脆弱かつ異母兄姉の傀かい儡らい、と人々から嘲ちよう笑しようされてきた彼であるが、第二次ボヘミア戦役の際にヴァーツラフ・ハヴェルの生き様、そしてアルビオンにおける人類と吸ヴア血ンパ鬼イアの共生、さらにはエステルのアルビオン女王即そく位いを目にしたことから、彼の裡うちにも教皇としての自覚が芽生え始める。





アンジェリナ【人名】ＦＮ



　アレクサンダー・スコット司教に仕えていたシスター。吸血鬼化した司教の八人目の犠ぎ牲せい者しやになりかけていたところをアベルに救出された。





アンゼリカ【人名】薔



　ロンディニウムの隔かく離り地区でアレッサンドロが出会った長生種の少女。もとはボヘミアの辺境の森で家族と一いつ緒しよに住んでいたが、家族を目の前で惨ざん殺さつされていらい、言葉を失ってしまった。





アントニオ・ボルジア【人名】ＭＲ



　ヒスパニアの名門ボルジア家の公子。正式な名前は、アントニオ・デ・ボルジア・イ・ボルジア。爽さわやかな美男子であるが、脱だつ色しよくした茶チヤ髪パツの長髪ロンゲと軽けい薄はくな口調が貴族というよりホストといった方が相応ふさわしい青年。反面、七つもの博士号を持つ超ちよう天才だというから、人は見かけではわからない。

　父カルロスは、バレンシア公こう爵しやくにして宰さい相しようという、ヒスパニアきっての大貴族であったが、アントニオは次男であったために家か督とくを継つがずに聖界へと進むこととなった。そのため、初登場時の「ミッドナイト・ラン」では、ケルン大学に通う神学生であったが、『熱砂の天使』で再登場したときには、広報聖省長官にして枢すう機き卿きようという、フランチェスコやカテリーナに匹ひつ敵てきする地位にまでスピード出世している。軽薄なキャラとは裏腹に天才的な知能と家いえ柄がらを武器にのし上がり、登場するたびに地位が上がっているという希け有うな人物である。もちろん広報聖省長官の要職に就ついていられるのは、能力が高いことに加え、フランチェスコでさえも軽視できないボルジア家という巨きよ大だいな後ろ盾だてがあるからだろう。





アンドラーシ通り【地名】星



　イシュトヴァーン市の東街区を東西に貫つらぬくメインストリート。通つう称しよう〝英えい雄ゆう通り〟。〝大災厄〟の遥はるか以前から街の経済の中心であったらしく、ヤミ市などが頻ひん繁ぱんに行われている。





アントワープ市【地名】ＳＢ



　四都市同盟を構成する市のひとつ。ベルギー北部、スケルデ川の東岸に臨む歴史ある港湾都市。





アントワープ伯はく【称号】ＳＢ



　アントワープ市の暗黒街を支配する吸血鬼、ハンス・メムリンクの爵しやく号。当初、アムステルダム市で起こった旧教会事件の真犯人と目されていたが、手の甲こうに「花の入れ墨ずみ」がなかったことから、アグネスの証言と食い違ちがい、犯人ではなかったことが明らかになっている。





アンナ【人名】ＦＥ



　ヴェネツィアでカテリーナが可か動どう堰せき視察の際に随ずい行こうしたシスターのひとり。カテリーナ殺害を目もく論ろむケンプファーの襲しゆう撃げきに巻き込まれ、〝ベルゼバブの剣けん〟によって首を落とされた。





告知アンヌン天使ツイアツの間イオーネ【施設】ＦＮ



　聖天使城内にある広間のひとつ。〝トリスタン〟ハイジャック事件において教皇庁の緊きん急きゆう対策本部となっていたことから、有事の際の作戦指揮所であると思われる。





アンハルト伯はく爵しやく夫人クリスタ【人名】ＬＧ



　新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーンに従っている夫の助命をカテリーナに嘆たん願がんしにやって来た女性。夫から送られて来た手紙を〝教授〟に見せることで、行ゆく方えが分からなかったアルフォンソの居場所をアベルたちに教えた。一見すると儚はかなげな女性だが、その正体は〝騎士団〟の幹部である位階８＝３、通称〝氷のアイス魔女・ヘクセ〟ヘルガ・フォン・フォーゲルワイデ。ケンプファーが描えがいた、カテリーナへの異い端たん審しん問もんのシナリオを妨ぼう害がいするため、アベルたちに近づいたのである。名字の「フォーゲルワイデ」は、十三世紀にドイツで活かつ躍やくした恋れん愛あい詩人、ワルテル・フォン・フォーゲルワイデより採られている。





アンブロシウス福音書【書名】天



　教皇庁によって異端と認にん定ていされた偽ぎ典てんのひとつ。カルタゴの守護聖女エリッサが神に遣つかわされた天使であり、いまなおカルタゴを守ると伝えている。この偽典中でエリッサは〝砂さ漠ばくの天使〟と呼ばれている。





絶対イー防御盾ジス【兵器】ＦＥ



　真人類帝てい国こく貴族エンドレが用いた〝遺産デバイス〟。使用者の周囲を浮ふ遊ゆう回転する八つの金属球の間に張られた桁けた外はずれの磁界により、あらゆる攻こう撃げきを反転・拡散させる強磁界シールドシステム。アストの〝ゲイボルグの槍やり〟が発生させるプラズマジェットでさえ拡散させる防ぼう御ぎよ力を持つ反面、使用者の方もイージス作動中は攻撃ができないという、構造的欠けつ陥かんを持つ。





禁軍イエニ兵団チエリ【組織】夜



　真人類帝てい国こく皇こう帝てい直属の親衛隊。皇帝や星皇宮の警護が主任務であり、滅めつ多たに宮きゆう殿でんから出ることはないと言われている。隊員は紅あかい甲かつ冑ちゆうと同色のマントを纏まとい、真しん紅くの仮面を付けているという威い圧あつ的な出いで立ちをしている。現禁軍兵団長ハルツーム男だん爵しやくバイバルスを筆頭に、勇ゆう猛もうで知られる部隊。





地イエレ下バタ宮ン・殿サライ【施設】夜



　帝都ビザンチウムの地下にある、長大な地下水道。これはビザンツ帝国時代にコンスタンティヌス一世によって作られた壮そう大だいな地下貯水池の名残なごりである。アベルとアストが星皇宮に侵しん入にゆうするルートとして利用したが、〝大アル災マゲ厄ドン〟よりもさらに太古の遺い跡せきであるため、長生種にもほとんどその存在を知られていない。

　二十一世紀の現在においては、トルコのイスタンブールの観光名所として知られる。





イオン・フォルトゥナ【人名】天



　真人類帝国貴族のメンフィス伯爵にして帝剣スパ御持官タール。外見は十三、四歳程度の中性的な美少年。

　皇帝ヴラディカの使者として、カテリーナに密書を届けるためにカルタゴに現れた。だが、副使にして親友ラドゥの裏切りで、異端審問局から狙ねらわれるハメとなる。右も左もわからぬ〝外〟で孤こ立りつ無む援えんとなった彼であったが、任務の範はん疇ちゆうを超こえたエステルの献けん身しん的な協力とＡｘの活躍によって救われた。その後、カルタゴでの任務を果たした彼は、カテリーナの使者であるエステルとアベルを伴ともない、帝国へと帰き還かんする。だが、そこで彼を待っていたのは、スレイマンを盟主とする強きよう硬こう派はの罠わなであった。祖母であるモルドヴァ公殺しに端たんを発した皇帝暗殺計画の主犯として濡ぬれ衣ぎぬを着せられた彼は、絶望のあまり腑ふ抜ぬけになりかかるも、エステルの励はげましとアストの叱しつ咤たで強硬派の陰いん謀ぼうを打ち砕くだくために奮ふん闘とうした。

　当初は、皇帝からの勅ちよく命めいということでいやいやながらも〝外〟に出てきたイオンは、理由もなく短生種を蔑べつ視しするという子供じみたところがあった。だが、エステルとの交流やさまざまな試練を乗り越こえ、徐じよ々じよに成長していく。





位階【階級】ＦＥ



〝騎士団オルデン〟内における階級序列の指標。現在判明しているのはケンプファーの９＝２、ディートリッヒとヘルガの８＝３、ラドゥの６＝５などである。上の数字が大きいほど高位を意味するらしい。





イグナーツ・ルカーチ【人名】嘆



　エステルのパルチザン仲間であった人物。イシュトヴァーン解放前から営んでいた酒屋兼けん宿屋を、解放後にローマの銀行から莫ばく大だいな融ゆう資しを得たことで〝ホテル・ツィラーグ〟として再出発し、巨きよ利りを得た。『聖女の烙らく印いん』では、シェラザードとともに逃とう避ひ行こうを繰くり広げたエステルを匿かくまうも、吸ヴア血ンパ鬼イアへの不信感から二人をダヌンツィオに売り渡わたしてしまった。





〝我ら、イグネ・炎にナチユラよりて・レノヴ世界をアトール更新・インせんテグラ〟【スローガン】ＦＥ



〝騎士団〟のメンバーが掲かかげるスローガン。主に〝騎士団〟幹部や彼らに与くみした者たちが、自分の正体や存在を誇こ示じしたいときに言うことが多い。つまり、作中に登場したキャラが、このセリフを言ったら、「私は〝騎士団〟の関係者ですよ」ということである。炎で世界を更新するという抽ちゆう象しよう的な言葉は、一度世界を破は壊かい（あるいは浄じよう化か）してから、新しく作り直すという意味と思われる。





イザーク・フェルナンド・フォン・ケンプファー【人名】ＦＥ



〝騎士団〟の最高幹部。位階は９＝２で、通つう称しよう〝機械パン仕掛ツアーの魔・マギ道士エル〟。長い黒くろ髪かみと怜れい悧りな顔が特とく徴ちよう。細葉巻シガリロと古代文学からの引用を好む優ゆう雅がな所作からは想像がつかない数々の魔技を駆く使しする恐おそるべき男である。何もない空間から魔ま法ほうの如ごとく、モンスターや武器を召しよう喚かんするその戦せん闘とう能力はトレスさえ、赤子のように翻ほん弄ろうするほどだ。

「Ｒ．Ａ．Ｍ．」編で起きた〝騎士団〟がらみの事件は、すべて彼の脚きやく本ほん・演出によるものであり、直接、現場に出張ることから、裏で策を弄ろうする搦からめ手まで行ってＡｘを苦しめた。

　また、アベル個人に対しては任務の域を超えた興味があるらしく、単純に彼を殺すのではなく、彼を追いつめることで発生する何かを企たくらんでいるフシがある。しかし、アルフォンソ率いる新教皇庁への協力が失敗に終わったことから〝騎士団〟幹部内で彼に対する不信が高まり、ヘルガたちとの内ゲバを招いた。

　一方、「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」編ではなかなか姿を現わさなかったため、一部では「Ｒ．Ａ．Ｍ．編」クライマックスでのケンプファー死亡説も流れた。だが、『薔ば薇らの玉座』『茨いばらの宝ほう冠かん』でカインとともに登場した彼は、エステルを女王に据すえるべく暗あん躍やく。切れ者で知られるブラッディ・メアリらまで手玉にとり、相も変わらぬ凄すごみを見せつける。彼が何者で、また何を目指しているのか。すべてが謎なぞのまま……。





イシュトヴァーン【都市】星



　ドナウ川を挟はさむ独立都市国家。市章は二重十字。現在のハンガリー共和国首都ブダペストにあたる。

　かつては〝ドナウの真しん珠じゆ〟と称たたえられた美しい街だったが、現在は貧困と荒こう廃はいに支配され、以前の面おも影かげはない。人類圏けん最さい涯はての都市として表向きは市議会が市政を行っているが、その実態は吸血鬼であるハンガリア侯こう爵しやくに統治されている。教皇庁と帝てい国こくに挟まれた〝緩かん衝しよう地帯〟として微び妙みような立場にあったが、『嘆きの星』でジュラが倒たおされた後、教皇庁の直ちよつ轄かつ領として併へい合ごうされ、現在、帝国との間に緊きん張ちようが高まりつつある。『聖女の烙印』ではエステルの帰還をうけ、再び物語の舞ぶ台たいになった。





イシュトヴァーン市警軍【組織】星



　帝国との緩衝地帯であるイシュトヴァーンでは、街の治安と防衛を行う組織として、市警が軍隊化している。だが、それは表向きで、実際のところはハンガリア侯こうの私有軍に近い状態になっていた。そのため市民からは反感を買っており、パルチザンとの戦闘が絶えなかった。『嘆きの星』では、東街区の旧国会議事堂を本部庁舎として使用していたが、〝嘆きの星〟の射しや爆ばくを受けて壊かい滅めつしており、『聖女の烙印』では、その一帯はクレーターと化してしまっている。ジュラの死後、イシュトヴァーンに赴ふ任にんしたダヌンツィオ大司教によって市警軍は本来の創設目的どおりの組織として生まれ変わったように思えたが、やはり権力者による抑よく圧あつ機関として使われてしまっていた。





イシュトヴァーン人類解放戦線【組織】星



　ハンガリア侯の支配に反発するイシュトヴァーン市民によって構成されたパルチザン。市警軍施し設せつを襲しゆう撃げきし、監かん獄ごくから囚しゆう人じんを解放したり、徴ちよう発はつされた食しよく糧りようを奪うばい返すなどの活動を行っていた。リーダーは〝星〟と呼ばれる若者であったが、その正体は当時、見習いシスターであったエステル。作戦立案担当をディートリッヒが、アジトの提供者で資金の調達などをイグナーツが担当していたが、ディートリッヒの陰いん謀ぼうによって壊滅しかけた。イシュトヴァーン解放後、パルチザンのメンバーたちは街の英えい雄ゆうとして敬われ、それぞれ要職に就ついた。





イシュトヴァーン中央駅【施設】星



　イシュトヴァーン市の玄げん関かん口ともいえる鉄道駅。市内の教会に司祭として派は遣けんされたアベルがエステルと初めて出会ったのもこの場所。





イシュトヴァーン中央オペラ歌劇場ハーツ【建築物】聖



　イシュトヴァーン随ずい一いちの目め抜ぬき通りである、アンドラシー通りに面した歌劇場。絢けん爛らん華か麗れいにして繊せん細さいなネオ・ルネサンス様式で建設されており、風格はミラノのスカラ座やヴィエナのオペラ座に勝まさるとも劣おとらない。





イシュトヴァーンの聖女【称号】聖



　イシュトヴァーンを支配していた吸血鬼ジュラを倒したエステルに民衆が付けた名。教皇庁は広報聖省を中心に、徹てつ底てい的にこれを利用しようとする。しかしジュラとの戦い以降、アベルとともに真人類帝国に行き、人間と同じく喜び、笑い、そして悲しむ長命種の姿を知ったエステルにとって、〝人類の敵〟である吸血鬼を倒した部分にのみ焦しよう点てんを当てたこの通つう称しようは、許容できるものではなかった。





異端結社【組織】ＯＣ



　反教皇庁勢力、あるいは教皇庁から異端と目された組織のこと。作中ではプラークで聖遺物を盗ぬすんだ組織をハヴェルが追っていたようだが、詳くわしい経けい緯いは明らかにされていない。





異端審問官【称号】ＯＣ



　超ちよう人じん的な戦せん闘とう力りよくと峻しゆん厳げんなまでの信しん仰こう心しんを併あわせ持つ十三人の修道士たちのこと。メンバーは、それぞれ特とく殊しゆなチューンを施ほどこされた強化人間や機械化歩兵で、いずれも化け物じみた実力の持ち主という危険な集団。別名「教会の牙きば」とも呼ばれ、教皇庁最強かつ最さい兇きようの戦士たちである。

　元々は暗黒時代に教皇庁が、戦闘力と信仰心に優すぐれた聖職者を選別し、対吸ヴア血ンパ鬼イア戦闘のプロフェッショナルとして訓練を施ほどこしたのが起源だという。吸血鬼が人類圏から姿を消してからは、教皇庁の権けん威いに挑ちよう戦せんする反はん抗こう勢力を相手に弾だん圧あつと粛しゆく正せいを行っている。その容よう赦しやの欠片かけらもない戦いぶりは、教皇庁内部でも畏い怖ふと嫌けん悪おの対象となっている。





異端審問局【組織】ＦＮ



　正式名めい称しようは「教皇庁教理聖省異端審問局」。教理聖省傘さん下かの一部局であり、エージェントである十三人の異端審問官を筆頭に特務警察などの実行部隊を擁ようして、教皇庁領内の治安維い持じと吸血鬼勢力の殲せん滅めつを目的としているヴァチカン最強の組織である。

　その紋もん章しようは雷でん霆ていとハンマーを組み合わせた〝神の鉄〟。





異い端たん取とり締しまり法ほう二十六条八項こう【法律】ＪＤ



　異端審問において、判決宣告前であれば、いかなる場合でも新たな証しよう拠この提示を認めた法令。「ジャッジメント・デイ」において、カテリーナに対する判決宣告直前に、カテリーナの無実の証拠としてアルフォンソを捕とらえてきたアベルとアレッサンドロの行こう為いを正当化するために、教授が根拠とした。





一品官【階級】夜



　真人類帝てい国こくにおける職階の最高位。皇こう帝ていを補ほ佐さして帝国の国政を司つかさどる六名の枢すう密みつ司しがこれにあたる。御ご前ぜん会議などでは皇帝玉座の最も近い位置に席を占しめる。





〝ソイネロールモ・アン・スのライ指輪マーン〟【兵器】夜



　ティグリス公こう爵しやく家けに伝わる〝遺産デバイス〟。鉄と真しん鍮ちゆうを螺ら旋せん状に組み合わせた外形で、冷れい却きやくした極ごく小しようの磁場を高速射出する極磁場開放型デバイス。磁場内に封ふうじられた空気の断熱膨ぼう張ちよう現象を利用し、攻こう撃げき対象を凍とう結けつさせ、分子間結合を脆もろくすることによって崩ほう壊かいさせる。鉄の塊かたまりさえ微び粒りゆう子しレベルまで粉ふん砕さいできる強力な兵器。

　ちなみにソロモン（トルコ語ではスレイマン）とは古代ユダヤ王国全盛期の王であり、伝説によればその指輪で魔ま神しんを自在に使役したという。





イノケンティウス十六世【人名】ＯＣ



　歴代教皇のひとり。〝大災厄〟後、人類と吸血鬼との戦いが始まった暗黒時代初期に殉じゆん教きようしたらしく、その遺体はサン・ピエトロ大聖堂の地下墳ふん墓ぼに眠ねむっている。





イブラヒム【人名】夜



　真人類帝国海軍の遠洋強きよう襲しゆう艦かん〝ネレイアデス〟の乗員。航海士。アベルの名前を騙かたったディートリッヒが艦内に持ち込んだ〝自アオ動ト・化イエ猟兵ーガー〟によって殺される。





砂漠イブの天使リース【称号】天



『アンブロシウス福音書』に記されているカルタゴの聖女エリッサの別名。同書ではエリッサを神に遣つかわされた天使と伝え、〝砂漠の天使〟と讃たたえている。





〝イブリース〟【兵器】天



　暗黒時代に、カルタゴの女王エリッサによって作られた決戦用、あるいは自じ爆ばく用の気象兵器。半径五十キロ以上にわたる巨きよ大だいな砂すな嵐あらしを人じん為い的に発生させることができる。伝承によれば、かつて吸血鬼と戦ったエリッサが、決戦の前に自分が敗れた場合を想定し、街ごと吸血鬼を滅ほろぼすために仕し掛かけたものだといわれている。カテリーナとイオンの暗殺を目もく論ろむ〝騎士団オルデン〟によって封ふう印いんを解かれ、カルタゴの街を襲おそったが、アベルとエステルによって阻そ止しされた。なお〝イブリース〟の管制システムに記録されていたリリスのビデオファイルには、〝イブリース〟が発動するのは〝残留者〟が〝帰き還かん者しや〟たちに全ぜん滅めつさせられた場合であり、それを停止させるためにはアベルが〝残留者〟の協力を得なければならない、というメッセージが残されている。謎なぞめいたその言葉には、アベルの隠かくされた過去が垣かい間ま見える。

　ちなみに〝イブリース〟とはイスラム教における最強最悪の魔神で、キリスト教におけるルシファーに相当する。





砂漠イブの天使リースの間【施設】ＭＲ



　聖天使城内の広間。新教皇庁のメンバーリスト回収作戦の際に会議場として使用された。高い天てん井じようの一面に、砂漠の町を悪あつ鬼きから救って昇しよう天てんしていく美しい女王の姿が描えがかれているらしい。この女王とはカルタゴの聖女エリッサと思われる。





火炎イフ魔人リート【種族】天



　発火能力を持つ吸きゆう血けつ鬼き。掌てのひらの分ぶん泌ぴつ腺せんからナパーム液の八十倍にも達する強燃性のナフサネート・グリセリン混合液を分泌して燃焼することで、炎ほのおを自在に操あやつる。まさに意志を持った火か炎えん放射器であり、特異能力を持つ吸血鬼中、最も危険な存在といわれている。作中ではラドゥが、火炎魔人であり、その能力から〝騎士団〟では〝炎の剣つるぎ〟の称しよう号ごうがついている。





イヤーカフス【アイテム】ＦＥ



　Ａｘメンバーやカテリーナが、相そう互ご連れん絡らくのために使用している高性能通信機。耳みみ朶たぶにクリップ状のイヤリングとして受話器が付いている。





イラクリオン【地名】夜



　真人類帝国領クレタ島の都市で都カテ護イエ府ールが置かれている。イオンとアベルの名前を騙ったディートリッヒたちが帝国海軍の遠洋強襲艦〝ネレイアデス〟を徴ちよう用ようした。現代ではクノッソスの迷宮や考古学博物館などで有名な観光名所でもある。





〝峻イル・烈フリオ公ーゾ〟【称号】ＯＣ



　アルフォンソ・デステの異名。先代教皇時代のアルフォンソは、自分に厳しく、他人にはそれ以上に厳格で、聖職者の不正や世せ俗ぞく諸しよ侯こうの不敬に一いつ片ぺんの慈じ悲ひも与あたえなかったという。多くの高位聖職者や国家がアルフォンソによって粛しゆく清せいされ、その容よう赦しやのなさから〝峻烈公〟の渾あだ名なが付いた。





〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟【称号】天



　異い端たん審しん問もん官かんブラザー・ペテロの異名。ボヘミア戦役において、反乱軍の一個中隊を味方ごと壊かい滅めつさせたことから、この名で呼ばれるようになった。





光学インヴイ性電ジブル磁干・フイ渉場ールド【武器】ＪＰ



　別名、不可視化迷めい彩さい。ヴァーツラフ・ハヴェル固有の能力。電磁波による量子力学的重ね合わせと干かん渉しよう効果を利用して、光の吸収・屈くつ折せつ率を変化させる遺ロス失トテ技クノ術ロジー。機械化歩兵に搭とう載さいすることで完全な〝透とう明めい化〟を可能とする。かつて教皇庁が実用化を進めていたが、極きわめて運用が難しいことと、コスト的にも採算が合わなかったために研究中止になった。公式には廃はい棄きされたことになっている試作システムのひとつがハヴェルに搭載されている。





〝恋するインナモ乙女ラータ〟【称号】ＦＥ



　エンドレの痕こん跡せきを追って、高級カジノ〝ＩＮＲＩ〟へと潜せん入にゆうするために変装したアストが着けていた仮面の名。





〝ＩＮＲＩインリ〟【店名】ＦＥ



　ヴェネツィアでの連続殺人事件の調査のため、アベルとアストが訪おとずれた高級カジノ。リアルト橋の近くに店てん舗ぽを構えていたが、アストとエンドレの戦せん闘とうにより崩ほう壊かいしたと思われる。

　ちなみに〝ＩＮＲＩ〟の本来の意味は〝ユダヤの王ナザレのイエス（Iesus Nazareus Rex Iudeorum）〟のことで、磔はりつけ刑けいのイエスを描えがいた宗教画にその文字を目にすることができる。











ヴァージル・ウォルシュ【人名】薔



　ロンディニウムの地下に存在する巨大ジオフロント〝隔かく離り地区〟の責任者で、マンチェスター伯として歴代のアルビオン女王より地下世界の統治を委任されている。〝隔離地区〟が無くなったあとは、女王に即そく位いしたエステルの計らいで、元秘密施設だったネバーランド島に他ほかの長命種を連れて移り住んだ。





ヴァーツラフ・ハヴェル【人名】ＪＰ



　Ａｘの派は遣けん執しつ行こう官かん。コードネームは〝ノーフェイス〟。究極のテクノロジーである〝不可視化迷彩〟を搭載した機械化歩兵で、体術の達人。その手刀は鉄さえも斬きり裂さく。出身はボヘミア公国東部のブルノで、父親は大工だったらしい（ちなみにイエスとその父ヨセフの職業も大工であり、ハヴェルの生き様の暗メタ喩フアーとなっている）。元は異端審問官だったが、上司ダヌンツィオとの宗教上の見解を巡めぐって立場を悪くしていたところをカテリーナに拾われ、以来、側近としてアベルとともに彼女を支えてきた。

〝教授〟の弁によれば「Ａｘ最強にして最高の派遣執行官」。アベル、ケイト、〝教授〟とはＡｘ設立以前からの仲間であり、カテリーナもある意味、アベル以上に信しん頼らいしていたようだ。聖職者というのも憚はばかられる人物揃ぞろいのＡｘにあって、珍めずらしく信しん仰こう心篤あつく、穏おん和わと冷静さを兼かね備そなえた高徳の人であった。が、その信仰の強さゆえに教皇庁の腐ふ敗はいが許せず、プラークでの教皇遊説の際にアレッサンドロを拉ら致ちし、新教皇庁の軍門に下った。しかしアルフォンソ率いる新教皇庁の思想にも落らく胆たんし、ブルノでの反乱が失敗に終わると、市民ごと反乱軍を始末しようとする異端審問官シスター・パウラから人々を守るために戦い、命を落とす。

　最さい期ごまで、己おのれの無力を嘆なげくアレッサンドロの心を思いやり、少年教皇に未来への希望を、アベルには人類の行く末を託たくして逝いった。神を求め、神を喪うしない、最期に再び神を見出した彼の生しよう涯がいは、アベルが捧ささげた祈いのりの言葉──「彼ほど、あなたを愛した者はいませんでした」に集約されるだろう。

　Ａｘやカテリーナにとっては精神的支柱であり、アレッサンドロにとっては模も範はん的な教師のような存在であったハヴェル。その死はあまりにも惜おしまれる。彼の遺体は、政治的立場の保全を優先したカテリーナによって引き取りを拒こばまれ、生まれ故郷のブルノに眠ねむっているであろうと思われる。





ヴァシュマール【人名】夜



　真人類帝てい国こく貴族、ナヴァリノ侯こう爵しやく。枢すう密みつ司しの一人で、モルドヴァ公、ティグリス公に次ぐ高こう齢れいである。叛はん逆ぎやく者しやとされていたアストが宮きゆう殿でんの議場に乱入した際、真っ先に彼女を糾きゆう弾だんした。





ヴァネッサ・ウォルシュ【人名】薔



　マンチェスター伯はくヴァージルの妹で、毛もう髪はつを自在に操あやつることが出来る〝鬼き女じよ〟。元々人間嫌ぎらいなのだが、女王ブリジット二世の危き篤とくに伴ともなうメアリ・スペンサーの専横を苦々しく思っており、メアリの〝隔離地区〟掃そう討とうがきっかけで〝隔離地区〟最深部に隠かくされた遺失技術〝湖の剣〟を使って、ロンディニウムの市民を皆みな殺ごろしにしようとした。が、エステルやＡｘの活かつ躍やくで〝隔離地区〟が救われた後は彼らとともに戦い、女王となったエステルの理解者として彼女を支える立場の一人となった。





教皇ヴアチ庁カン【国家・組織】ＦＮ



　ローマ・ヴァチカンに本ほん拠きよ地ちを構える超ちよう国家機関にして人類の要かなめ。

〝大アル災マゲ厄ドン〟によってかつてのテクノロジーを失い、分断された人類は、吸きゆう血けつ鬼きとの闘とう争そう初期において圧あつ倒とう的に不利な状態にあった。そんな状じよう況きよう下か、唯ゆい一いつ組織だった抵てい抗こうを続けていたのがヴァチカンである。作中の時代から、およそ九百年ほど前、ときの教皇グレゴリオ二十世の前に、〝黒ナイア聖・サン女クタ〟の名で知られる天使が現れたことから、歴史は転てん換かん期きを迎むかえた。〝黒聖女〟によって授さずけられた数々の奇き跡せきによってヴァチカンは吸血鬼勢力に対し、巻き返しを図る。やがて、人類はヴァチカンの旗印の下、統合され吸血鬼たちを東の涯はてへと封ふうじ込こめることに成功したのだった。以後、勝利をもたらした教皇庁は、人類社会に対し絶大なる影えい響きよう力を持つようになる。だが、吸血鬼の脅きよう威いが下火となった現在、人類の守護者・教皇庁の権けん威いも失しつ墜ついし、アルビオンやゲルマニクスをはじめとする世せ俗ぞく諸しよ侯こうの力を抑おさえきれなくなりつつある。

　この状況を憂うれえる者たちの一部は、敵である吸血鬼勢力の脅威を声こわ高だかに唱えることでヴァチカンへの求心力を回復しようとしたり、また、手段を選ばずヴァチカンの影響力を各国上層部に伸のばそうとしたりして、カテリーナたち国務聖省から危険視されている。





ヴァトー家【家名】ＳＤ



〝四都市同盟〟の警視総そう監かん職を代々、受け継ついできたブリュージュの名門傭よう兵へい貴族。軍を持たない同盟にあって、最大の軍事力・警察力として治安維い持じを務めてきたが、十年前に居城が吸血鬼氏族の襲しゆう撃げきを受け、当主のジャン・ジャック・ヴァトーをはじめ、主だった一族郎ろう党とうが皆殺しにされた。生き残ったのは次期当主の嫡ちやく男なんユーグと、その妹アニエスのみだが、アニエスは襲撃の際に拉致され行方ゆくえ不明。犯人の吸血鬼は謎なぞのままだったが、アムステルダムにおける旧教会事件をきっかけに、その悲劇的な真相が明らかになった。





外輪ヴア蒸気船ポレツト【乗物】ＦＥ



　船体の両側面につけた水車を回転させて進む蒸気船。市内に車が乗り入れできないヴェネツィアにおいては、水上バスとして主要な交通機関の役割を果たしている。エンドレによる教皇殺害を阻そ止しするため、アベルとアストがケイトたちから逃とう亡ぼうする際に使用した。





ヴァルトラウテ・フォン・デーニッツ【人名】ＰＥ



　反ゲルマニクスを掲げるレジスタンス組織「エーデルワイス」のリーダーで、旧オストマルク空軍提てい督とくだったデーニッツの娘むすめ。生まれ持った貴族としての気品を感じさせる美び貌ぼうの持ち主。ゲルマニクスの憲兵隊に捕つかまりそうになった時にアベルやユーグと知り合い、特にユーグは何か特別な感情を感じていたようだ。「アポカリプス・ナウ」終しゆう盤ばんで、〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟の起き爆ばく部品とともに姿を消した。





吸ヴア血ンパ鬼イア【種族】ＦＮ



〝大アル災マゲ厄ドン〟後の世界に突とつ如じよ、出現した非人類種族の総そう称しよう。三百年以上に及およぶ寿じゆ命みようと超ちよう人じん的な身体能力、そして人類の血液を摂せつ取しゆする忌いむべき習慣から人類は太古の伝説になぞらえ、彼らを「吸血鬼」と呼こ称しようしている。

　彼らの肉体は、神経ガスすら無毒化する優すぐれた免めん疫えき機構を持ち、虎とらさえも八つ裂ざきにする超絶的な戦せん闘とう力を有する。だが、そんな彼らにも弱点がある。銀や陽光に強い拒きよ否ひ反応を示すこと、繁はん殖しよく率りつの致ち命めい的な低さから総個体数が人類の一パーセントにも満たないこと、これらの種族的弱点がなければ、人類が彼らに勝利することはなかったと言える。

　一方、人類が彼らを〝地じ獄ごくの悪あつ鬼き〟と忌み嫌きらうのに対し、吸血鬼たちは自らを〝長生種〟と称しようして、人類を〝短生種〟と蔑さげすんでいる。

　六百年ほど前に人類との戦いに敗れた彼らは、現在〝真人類帝国〟と呼ばれる東方の一地域でのみ、強い勢力を保っている。建国以来、帝国を統すべる絶対的存在、皇こう帝ていヴラディカの下もと、人類圏けんとは異なる独特の文化を確立している。その広大な国土と種族自身が有する怪かい物ぶつ的な身体能力、そして〝魔ま法ほう〟のようなテクノロジーの数々が世界に与あたえる影響は、未いまだに計り知れなく、人類は常に滅めつ亡ぼうの恐きよう怖ふに晒さらされていると言えよう。

　ところで、作中に登場する彼らをいわゆる「吸血鬼」と呼ぶには、若じやつ干かんの語ご弊へいがあるだろう。彼らに血を吸われた犠ぎ牲せい者しやが吸血鬼化するのはごく稀まれで、たいていは失血死に至る。また、弱点である銀や陽光への拒否反応は伝説と同じであるが、十じゆう字じ架かやニンニクは効き目がないという点は異なっている。このあたりに「トリニティ・ブラッド」における「吸血鬼」＝長生種の秘密が隠されているのだ。





収ウイー血タ・コ署プトウ【施設】夜



〝生アク命ア・のウイ水タエ〟の原料となる血液を短生種から採取する公共施し設せつ。当然ながら帝てい国こく内にしか存在しない。採血は短生種の自由意思だが、かなりの金額と引き替かえであるため、所得の少ない隷れい民みんにとっては貴重な収入源となる。帝国においては貧しい短生種への生活保障にもなっているようだ。現代の感覚でいえば献けん血けつのようなものかもしれない。





ヴィエナ【地名】星



　ゲルマニクス南東部の都市。かつてはオストマルク公国の公都として栄えい華がを誇ほこっていたが、「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」の時代から遡さかのぼること十八年前、ゲルマニクスの侵しん攻こうによって併へい合ごうされてしまった。

　我々の時代で言うところのオーストリア共和国の首都ウィーン。





ヴィクトリア妃ひ【人名】薔



　アルビオン王太子ギルバートの妻。〝ホワイトの乱〟で暗殺者の手にかかり、命を落とす。オストマルク公家に連なる血筋の持ち主で、エステルの実母に当たる人物。





立体映ヴイジ像通話フオン【技術】ＳＢ



　遺ロス失トテ技クノ術ロジーのひとつで、立体映像によって会話ができる遠えん距きよ離り通話手段。四都市同盟の〝四カウン伯ト・フ爵オー〟など、主に長生種の間で使用されている。





神ヴイネのアム・鉄槌ドミニ【紋章】ＯＣ



　異い端たん審しん問もん局きよくの紋もん章しよう。雷いか霆づちとハンマーを組み合わせた意い匠しようで、文字どおりの鉄槌を表している。異端審問局に所属する空中戦せん艦かんや特務警察のバッジなどに使われている。





聖ヴイなネアるム・鉄槌ドミニ【スローガン】星



　神の代行者である教皇庁──特に教理聖省系の人たちが、信しん仰こうと正義を守るために武力行使をする際、よく言う言葉。ただし、この〝正義〟は、教皇庁や言った本人の威い信しんを守るため、都合よく使われているケースも多い。作中では、アルフォンソやフランチェスコなどがよく口にしている。





ウィリアム・ウォルター・ワーズワース【人名】ＳＤ



　Ａｘの派は遣けん執しつ行こう官かん。コードネームは〝プロフェッサー〟。普ふ段だんは〝教授〟と呼ばれることが多い。アルビオン貴族であり、現職のローマ大学教授でもある。

　Ａｘ創設メンバーとしてアベルやケイト、ハヴェルとの付き合いも長い。他ほかの派遣執行官のような超人的な戦闘技術や特異能力は持たないが、知識に裏づけされた論理的な推理力や考察によって事件を解決する頭脳派タイプ。また遺ロス失トテ技クノ術ロジーの解かい析せき・復元にも通じており、トレスの修理・復旧作業なども担当している他、武器や兵器の考案・設計などを得意としている。ロコツーレーマジヨ学・ロ院マーノ文学部および理学部の正教授として講座も持っているが、しょっちゅう休講。しかも単位も甘いので、学生たちには人気の楽勝講座の一つ。

『茨いばらの宝ほう冠かん』において、ケンプファーと過去に何らかの因いん縁ねんが起こったことが示し唆さされているが、その詳しよう細さいは明らかになっていない。





ウィレム【人名】ＳＤ



　アムステルダム伯はくカレル・ファン・デル・ヴェルフが率いる氏族に仕える動スー甲ツ・冑ドラ乗りイバー。弟ピーテルを殺されたカレルの命令でアグネスとユーグを捕とらえた。アグネスを脅きよう迫はくするため〝闘とう技ぎ場じよう〟でユーグをいたぶったが、ユーグの剣けんによって動甲冑もろとも、一刀両断された。





ウィンザー離り宮きゆう【建築物】茨



〝隔かく離り地区〟から救出されたエステルが運び込まれた宮きゆう殿でん。実際のウィンザー離宮は、テムズ河沿いに建つ、歴代の英国国王とその家族が住むための宮殿である。





〝冬ヴイのンタ乙ーフ女ラウ〟【クリーチャー】ＪＤ



　ヘルガが生み出した人造精せい霊れい。氷ひよう核かく抑よく制せい蛋たん白ぱく質しつで零れい下か百二十度まで凍とう結けつしないようにした過か冷れい却きやく水すいに、分子誘ゆう導どう極きよく微び小機械を混ぜた、さながら〝生きた氷〟というべき存在。体をアメーバのように変形させてアベルに襲おそい掛かかった。





〝血ヴエーのルヘジ丘エン〟【地名】星



　ハンガリア侯こうジュラ・カダールの私有地であるイシュトヴァーン市西街区を指す呼び名。ジュラの宮殿があり、市民やパルチザンたちには、そこに招かれた者は生きて出られない場所として恐おそれられている。『聖女の烙らく印いん』では、〝嘆なげきの星〟の射しや爆ばくで消失した市警軍本部が移設されている。

現在のブダペスト市にある〝王宮の丘〟にあたる。





オヴエカデテーッタ・サアル子・オ爵デツア【称号】ＦＥ



　真人類帝国貴族アスタローシェ・アスランの爵しやく位い。キエフ侯女時代の爵号であるため、『夜の女皇』でキエフ侯爵位を継ついでからは廃はい号ごうされている。





ウェストミンスター寺院アペイ【建築物】茨



　アルビオン女王となったエステルが、〝教授〟やトレス、そしてアベルと別れの挨あい拶さつを交かわした寺院。実際のウェストミンスター寺院は、七世紀ごろサクソン王セベルトが創始したとされる僧そう院いんをもとに、十一世紀後半にエドワード懺ざん悔げ王が再建した、カトリック＝ベネディクト会の僧院。英国国教会を創立したヘンリー八世により発布された大修道院解散法を境に、僧院としての役割を終えたが、歴代国王の戴たい冠かん式しき場として現在も利用され、歴代国王と王族、著名な政治家や偉い人じん、文人たちの名めい誉よある墓所としても知られている。「ウェストミンスター」はこの寺院がある場所のことを指し、寺院自体の正式名めい称しようは『セント・ピーター教会』という。





ヴェニスの商人【演劇】薔



『薔薇の玉座』において、隔離地域殲せん滅めつ作戦で追い詰つめられたヴァネッサに対しバトラーことケンプファーが呟つぶやいた台詞せりふの引用元。原典はシェイクスピアが執しつ筆ぴつした喜劇。





ヴェネツィア【地名】ＦＥ



　アドリア海に面した教皇庁領の水上都市。別名を〝海の都〟。海底に打ち込んだ杭くいと石組によって支えられる百を超こす人工島の集合体である。地じ盤ばん沈ちん下かによる島の水すい没ぼつを防ぐべく、外海と内潟がたの間には可動堰せきが設けられている。歴史的史し跡せきが多く、ヴェネツィアの守護聖人に由来する聖マルコ大聖堂はその筆頭である。





ヴェネツィア司教【人物】ＦＥ



　聖マルコ大聖堂で行われた聖体返へん還かん式しきのミサで教皇の介かい添ぞえを務めた。が、この時の司教は、実はエンドレをおびき寄せるためにアベルが変装したものであった。





ヴェルヴェデーレ宮殿【建築物】ＲＨ



　ローマを訪おとずれた国こく賓ひんの客館として使用する宮殿。「ロマン・ホリディ」では、行方ゆくえ不明になったボヘミア公女リブシェの捜そう索さく会議が開かれた。作中ではローマに存在していることになっているが、実際のヴェルヴェデーレ宮殿はオーストリアのウィーンに存在していて、シェーンブルン宮殿やパラビッチーニ宮殿とともに、「ウィーン三大宮殿」と称しようされている。





ウェンディ【人名】ＮＬ



　ネバーランド島に住む子供たちのリーダーである少女。その正体は、島の持ち主であるジェームズ・バレーによって人じん為い的に転向させられた〝妖よう精せい〟である。また、〝ティンカーベル・システム〟の要かなめともいえる存在で、自らの意思のもとに他の妖精たちを動かすことができる。レオンによって倒たおされるが、ピーターの懇こん願がんとアベルの尽じん力りよくで命を助けられ、〝妖精〟の子供全員とともに秘密裏りに帝てい国こくへと送られる。ちなみに彼らの世話をアベルから押しつけられたのはアストであった。





ウォータールーブリッジ【建築物】薔



　テムズ河にかかっている橋。エステルとアレッサンドロはここでロイヤル・レガッタを観戦した。





枢ヴオ密ルニ司ーク【階級】夜



　真人類帝国における皇こう帝ていの最高顧こ問もん団だんともいうべき役職。帝国貴族の中でも大だい諸しよ侯こうがその役に就ついており、職階も最高位の一品官である。首席枢密司、次席枢密司をはじめとする六名で構成されるが、現在、次席枢密司はティグリス公の死により空席となっている。





枢ヴオ密ルマ院ーン【組織】夜



　真人類帝国皇帝の諮し問もん機関。皇帝から下される政治上の問題や勅ちよく命めいを処理する機関で、帝剣御持官であるイオンが所属している。





ウナギパイ【食物】ＬＧ



　フィリポの大好物。三時のおやつはこれでないといけないらしいが、どうやらフィリポの脳のう髄ずいには「共食い」という概がい念ねんが欠落しているようで、同類（？）を食べることに違い和わ感は無いようだ。





菩提樹ウフラの乳剤ムル【アイテム】夜



　キエフ侯家で用いられる秘伝の入にゆう浴よく剤ざい。海牛の乳で作ったクリームに没薬ミルラ、万マリー寿ゴー菊ルド、茴フエン香ネル、乳オリ香バナムなどの精油を溶とかし込んだもの。皇宮から帰宅したアストのために家令が用意していたが、アベルたちの闖ちん入にゆうによってエステルが先に使用することになった。





ヴラディカ【人名】ＦＥ



　真人類帝国皇帝。作中の時代から八百年以上前、人類圏けんから駆く逐ちくされた長生種を率いて東とう欧おうに帝国を建国し、未いまだに皇帝として君臨し続ける伝説的人物。普ふ段だんは御み簾すの向こうに姿を隠かくし、機械的に変調された声で臣下に語りかけているため、少女の姿をした謎なぞの人物としかわからない。そもそも、長生種の寿じゆ命みようは三百年程度であるため、最低でも八百歳以上と推定される皇帝とは、いったい何なのか？　帝国では全長生種の母であり神として、敬意と畏い怖ふを一身に集める存在であるが、教皇庁ではただのシンボルだという説が有力視されている。帝国の頂点に立ちながらも、近年は、仇きゆう敵てきである人類──教皇庁に歩み寄りの姿勢を見せており、それが帝国内では反発を呼んで、強きよう硬こう派はのような存在を生み出してしまっているようだ。





ウリエル【兵器】ＪＤ



　異い端たん審しん問もん官かんブラザー・マタイが使用する動甲冑スーツ。火か炎えん放射機を装備し、全身を乾かわいた血の色で染め上げた姿は、対たい峙じした者に恐きよう怖ふと絶望を与あたえるに十分な威い容ようを誇ほこる。ただ「ジャッジメント・デイ」でレオンの罠わなに陥おちいったマタイはウリエルごと雪崩なだれの中に消えたため、『聖女の烙らく印いん』で登場したのは二号機ということになる。





ヴルダヴァ川【地名】ＪＰ



　ボヘミア公国南部から公都プラークを通り、北部に流れ込む川。現在のチェコスロバキアにあるモルダウ川をドイツ語読みしたもの。音楽家スメタナによる名曲『モルダウ』で世界的にも有名。





水ウンデ精イーヌ【クリーチャー】ＬＧ



　ケンプファーがペットにしている人造精せい霊れい。一見すると可愛かわいらしい小魚だが、見た目とは裏腹な非常に鋭するどい牙きばと残ざん忍にんさを持ち合わせており、自分より大きな敵に飲み込まれても内側から食い破ってしまう。なおウンディーヌという名は、十六世紀の錬れん金きん術じゆつ師しパラケルススが錬金術の原理として説いた地水火風の四大精霊より由来する。





ウンブリア州【地名】ＧＨ



　イタリア半島中部、ローマの東北に位置し、テヴェレ川上流域を占しめる教皇庁の一州。空軍基地を擁ようするアッシジの町がある。州都はペルージャ。





ウンベルト・バルバリーゴ【人名】星



　教皇庁東方軍第六旅団〝ユスティニアヌス〟に所属する軍人。階級は大たい佐さ。かつて捕ほ虜りよと民間人に対する虐ぎやく殺さつ容疑で告発された際にアルフォンソ・デステに救われ、その縁えんで、ブルノ市における新教皇庁蜂ほう起きに参加する。しかし、水面下でフランチェスコに少将への昇しよう進しんを約束されたバルバリーゴは、アルフォンソを裏切って教皇庁に帰参。その後、少将に昇進して〝ユスティニアヌス〟の指揮官となっている。『嘆なげきの星』ではイシュトヴァーンに派は遣けんされたが、〝嘆きの星〟の射しや爆ばくを受け部隊もろとも消しよう滅めつした。





エヴァ【人名】ＭＲ



　アントニオがケルン時代につき合っていたガールフレンドの一人。実はケルン暗黒街の帝てい王おうと呼ばれるギャング〝パパ・ゼップ〟の愛人であった。彼女をケルンから逃にがし、その際に娼しよう館かんの顧こ客きやくリストを持ち出そうとしたことで、アントニオは新教皇庁のみならず、ギャングからも追われることになった。





Ａエー・ｘエツクス【組織】ＦＮ



　教皇庁国務聖省特務分室（Arcanum cella ex dono dei）の意。表向きは、カテリーナが長官を務める国務聖省内の一部局であり、教皇庁の対外的トラブルの相談窓口や世せ俗ぞく諸しよ侯こう領内の司教区との連れん絡らくを行う、いわゆる雑用係。しかし、その実態は教皇庁の権益に関かかわる事件の調査、および非合法解決を行うための特務機関である。所属しているエージェントたちは派遣執しつ行こう官かんと呼ばれ、アベルやトレスのように各々、特とく殊しゆな能力を持つスペシャリストである。彼らは、巡じゆん回かい神父という身分を隠れ蓑みのに各地へと派遣され、カテリーナの手足として、確実に任務を遂すい行こうしている。

　Ａｘは、カテリーナが枢すう機き卿きようの地位を得た五年前（「Ｒ．Ａ．Ｍ．」の時代から）に正式に設立したものである。だが、その前身となる組織自体は以前から存在した。遡さかのぼることおよそ十年前、〝騎士団オルデン〟に襲しゆう撃げきされ、家族を失った少女時代のカテリーナの下もとに集まった数人の男女がいた。彼らは、幼いカテリーナの騎士であり、相談役であり、友であった。そして、カテリーナのある目的を果たすために、彼女の手足となったのである。それが、Ａｘの前身である。構成員は、死亡や引退などで入れ替かわりもあるが、現在では、創設当時からのオリジナルメンバーは、アベル、〝教授〟、ケイトと『Ｒ．Ａ．Ｍ．Ⅲ』で死んだハヴェルだけである。





エーデルワイス【組織】ＰＥ



　ゲルマニクスによって侵しん略りやく・併へい合ごうされた旧オストマルクの遺臣たちによって結成された、反ゲルマニクスを掲かかげるレジスタンス組織。ヴァルトラウテ・フォン・デーニッツをリーダーに、ヴィエナ市東とう郊こうにある遊園地、プラータ公園を本ほん拠きよ地ちとして数々のテロ活動を行ってきた。「アポカリプス・ナウ」においてはアインヘーレ商会を通じて、〝沈ちん黙もくの声〟を入手したことが確かく認にんされている。





〝湖エクスカのリバー・剣システム〟【兵器】茨



　遺ロス失トテ技クノ術ロジーの一つ。大気中に霧きり状じようの微び細さいなコンデンサーを放出し、素そ粒りゆう子しを並列にしたままの状態で静電気を蓄ちく電でんし、必要量が溜たまったところで一気に素粒子を直列に繫つなぎかえることで超ちよう巨きよ大だいな電圧を発生させる、多段式衝しよう撃げき電圧発生装置。この兵器の攻こう撃げきを受けると、被ひ攻撃場所自体が巨大な電子レンジと化して、周囲に存在するものすべてを蒸し焼きにしてしまう。不可視にして広こう範はん囲いを攻撃可能で、レーダーなどによる発見が一いつ切さい不可能な兵器だが、一度使用すると蓄電に多大な時間を必要とする。名めい称しようの由来は、聖せい杯はい伝説で名高いアーサー王が持っていた魔ま剣けんから。





ＸＡＭエグザム【兵器】ＲＨ



　フランク陸軍が極ごく秘ひ裏りに開発した、電子知性を導入した多た脚きやく戦車。無骨な直線と曲線で構成されたボディから、八本の細長い脚あしが飛び出した蜘蛛くものような外観の軍用戦せん闘とう車両。ボディ上面に設置されているガトリングガンと、全面に設置された小型カメラが、余計に蜘蛛くものような印象を強くしている。「ラジオ・ヘッド」においてデュプレー博士が持ち出したものは、『ＸＡＭ二二』と呼ばれる、フランク陸軍の最さい新しん鋭えい車両だった。





〝雄エグリ牛・ヴイのカヴ血エール〟【飲物】星



　ジュラの経営するワイナリーで作られた赤ワインの銘めい柄がら名。葡ぶ萄どうの肥料として牛の血が使用されることからこの名前がついたと思われる。館やかたに招かれたアベルへの供応に出された。ジュラの死後は、生産中止になったらしく、稀きワインとして、コレクターの間では高値で取り引きされているらしい。『聖女の烙らく印いん』のエピローグで、シェラザードの墓の前で聖女として生きていく覚かく悟ごを決めたエステルをリムジンの中から見守るケンプファーが飲んでいたワインが、これである。





Ｓ09デウス・エクス・マキナ【武器】ＧＨ



　異い端たん審しん問もん官かんブラザー・バルトロマイが所有する大口径戦闘用散さん弾だん銃じゆう。ネーミングの原義は〝機械なる神〟。フィレンツェのベネリ社製で、折りたたみ可能なスケルトン・ストックが特とく徴ちよう的。基本的にはポンプアクションだが、自動フル／半セミ自・オ動ート射しや撃げきも選せん択たく可能。教会軍と特務警察でも制式採用されているが、バルトロマイが使用しているのはこれに限界までチューンを加えたカスタムウエポンである。





エステル・ブランシェ【人名】星



「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」編のヒロイン。赤毛に意志の強い青金ラピス石色ラズリの瞳ひとみが印象的な少女。アルビオンの騎士だと名乗る父親エドワード・ブランシェによって、赤子の頃ころにイシュトヴァーンの聖マーチャーシュ教会に預けられ、そこで育てられた。

　教会で育った彼女は当然のように見習いシスターとして成長するが、やがてイシュトヴァーンを恐きよう怖ふで支配する吸ヴア血ンパ鬼イアジュラに対たい抗こうするパルチザンに身を投じることになる。次し第だいに生来のカリスマ性故か、リーダー〝星〟として、パルチザンを率いるようになったエステルは、アベルとの運命的な出会いを果たす。アベルとともにジュラを倒たおすことに成功した彼女であったが、ハンガリア侯こうの悲しい過去も知ってしまい、人類と吸血鬼の対立に疑問を持ち始めることになる。

　なぜ互たがいに争い合わねばならぬのか？

　この疑問を解くためにエステルは、イシュトヴァーン解放の功績を認められたことによるローマ転属を機に世界を見る〝巡じゆん礼れい〟に出ることになる。ローマで国務聖省調査部に配属された彼女は、アベルとともに帝てい国こくへの使者として赴おもむき、その経験から、共生への希望を新たに確信して、人類世界へと帰き還かんする。

　ところが次の巡礼地として赴いた〝故郷〟イシュトヴァーンで、自らが〝イシュトヴァーンの聖女〟として吸血鬼殺しの英えい雄ゆう扱あつかいをされていることに愕がく然ぜん。さらにこの聖女を広報宣伝に利用し尽つくそうとする教皇庁と、さらには己おのれの狂きよう信しんを聖女を犠ぎ牲せいにすることで貫つらぬこうとする大司教ダヌンツィオに翻ほん弄ろうされる。その陰いん謀ぼうの果てに、親友となった長生種シェラザードの悲劇的な死を看み取とった時、エステルは聖女として生きていく決意を固める。誰だれかがやらなくてはいけないこと。だとしたら、ジュラやシェラザードの遺志を継つぐ者として私がやるしかない、と。

　そして、エステルは最後の巡礼の地、女王ブリジット二世の危き篤とくを受け、王位継けい承しように揺ゆれるアルビオンを訪おとずれる。この北の王国で明らかになったのは、エステル自身も知らなかった、彼女の出生の秘密であった。エステルはすでに病死している王太子ギルバートと、暗殺された彼の妻ヴィクトリア妃ひの間に生まれた娘むすめだったのだ。突とつ如じよ明かされた衝撃の事実と、カインとの対決によってアベルが目の前で殺されたことで、エステルは完全に挫くじけてしまう。だが、〝隔かく離り地区〟の長生種たちが人間たちに滅ほろぼされようとしているのを見た時、その絶大なるカリスマ性を発揮して殺し合いを避さけることに成功する。

　アルビオン王国を揺るがした〝霧きりの夜〟事件は、復活したアベルと魔ま人じんカインの壮そう絶ぜつな戦い、そしてエステルの異母姉メアリの死で終わった。が、エステルはこれ以上、アベルとともにいることは彼の足かせになると判断。還げん俗ぞくして、アルビオン女王となることを決意する。人類と吸血鬼の共生を果たすべく、自分なりの戦いをするために。いつか、アベルと自らの旅路が重なるときが訪れることを信じて──。





エストニア伯はく領【地名】ＬＧ



　バルト海と絶滅ダーク地帯ランドに挟はさまれ、一年の大半を雪で覆おおわれる小国。「ノウ・フェイス」においてブルノを追われたアルフォンソら新教皇庁の残党が逃にげ込んだ。実際のエストニアは、国土面積四万五千平方キロメートル、総人口約百三十万人の小国で、リトアニア、ラトビアとともに「バルト三国」の一つとして知られている。その歴史は一二一九年にデンマーク人がタリン市を築いたことから始まる。その後ドイツ騎き士し団だんやスウェーデン、そしてロシアに領有されてきたが、一九九〇年に独立を果たした。首都はタリン。





エットーレ・ベルスコーニ【人名】ＪＤ



　特務警察少しよう尉い。タリンの町から避ひ難なんした住民たちを、教会軍制式動甲冑スーツ〝サムソン〟を駆かって追つい跡せきした。住民たちを包囲しようとするマタイの命令を無視して部下のファブリオとティツァーノとともに住民たちを襲しゆう撃げきしたが、レオンの策に嵌はまり、部下を失い自らも捕ほ虜りよになってしまった。マタイの「有能な人材ではない」という評価も頷うなずける人物。





エドワード・ブランシェ【人名】天



　エドワード・ホワイトが赤子だったエステルを聖マーチャーシュ教会に預けた際に使用した変名。





エドワード・ホワイト【人名】



『薔ば薇らの玉座』の時代より十八年前、当時のアルビオンで最も忠節厚かった騎士。妻ジュリアは赤ん坊ぼう時代のエステルの乳う母ば。ハリエット一派に狙ねらわれたエステルを、王太子妃ヴィクトリアから委ゆだねられる。その直後、襲おそってきた暗殺者にヴィクトリアと妻を殺されるも、本人はエステルを連れて、国外逃とう亡ぼう。エドワード・ブランシェという変名を使ってイシュトヴァーンまで逃げ延のび、エステルを聖マーチャーシュ教会に委ねた直後に、暗殺者の手にかかって果てた。なお、エステルのロザリオは「父親のエドワード・ブランシェのもの」となっているが、実は母親であるヴィクトリアのもの。エステルの生存が明らかになるまでアルビオンでは、ヴィクトリア妃と、自身の妻であるジュリアを王宮内にて殺害、そのまま国外に逃亡した極ごく悪あく人にんとして憎にくまれていた。





エマヌエーレ・ダヌンツィオ【人名】聖



　ジュラの支配から解放されたイシュトヴァーンの教会を取り仕切る大司教。先代教皇グレゴリオ三十世の御み世よより聖界に入り、当時枢すう機き卿きよう団長だったアルフォンソ・デステの片かた腕うでとして異い端たん審しん問もん局きよく局長や教皇官かん房ぼう長ちようなどの重要ポストを歴任してきた切れ者。しかしその才能を疎うとんだアルフォンソにより中央から遠ざけられたものの、地方においても名声を培つちかい大司教にまで上り詰つめた。表面上は厳格ながらも人格者であることを感じさせる人物だが、エステルをシェラザードに殺させることによって〝聖女の殉じゆん教きよう〟を演出し、真人類帝国に対する十字軍派は遣けんのきっかけにしようとした狂信者。





エリス・ワズマイヤー【人名】ＷＨ



　マッシリアの街で吸ヴア血ンパ鬼イア氏族〝悪の華〟のアジトに捕とらわれていた少女。吸血鬼たちが謎なぞの同士討うちをしたために生き残り、アベルとトレスに保護された。実は異端審問局から〝魔女〟として手配されている超ちよう能のう力りよく者しやで、接せつ触しよくテレパスによって他者を操あやつる能力を持つ。その能力に目をつけた〝騎士団オルデン〟から狙われるが、アベルとトレスに救われ、現在はローマの聖ラケル修道院に引き取られていると思われる。





エリッサ・ダル・シュライト【人名】天



　気象兵器〝イブリース〟の管制システムに残されていたリリスのビデオファイルにあった名前。旧時代の国連航空宇宙軍中ちゆう尉い。〝クルースニク〟の手からカルタゴを守るために〝イブリース〟を設置したのは彼女だという。カルタゴの守護聖人・女王エリッサ本人と思われる。





内エン廷デルン【施設】夜



　星皇宮の南方にある皇こう帝ていのプライベートエリア。禁きん闕けつとも呼ばれ、禁軍兵団による厳重な警備の下もと、帝てい国こく貴族でもごく限られた者しか出入りは許されていない。その内部は、およそ八割を森林によって占しめられ、皇帝の趣しゆ味みで珍めずらしい動物たちが数多く放し飼いにされているようだ。『夜の女皇』でアベルは、この内廷に忍しのび込み、皇帝ヴラディカ（実はミルカによる影かげ武む者しや）に面会を果たした。





エンドレ・クーザ【人名】ＦＥ



　真人類帝国貴族にしてザグレブ伯はく爵しやく。外見年ねん齢れいは十歳程度の美少年だが、実年齢は老人の域に達している。かつてアストの〝相棒〟であったレン・ヤノーシュ伯爵令れい嬢じようを目の前で殺害しているため、アストとは浅からぬ因いん縁ねんがある。性格は残ざん虐ぎやくかつ冷れい酷こくで、短生種の生き血を啜すすり、その死体でオブジェを造るような完全な倒とう錯さく趣しゆ味みを持つ。帝国で三百人以上の短生種を殺害し、〝帝国最悪の大量殺さつ戮りく者しや〟として追放されるが、それを逆さか恨うらみした彼は〝騎士団〟と手を結ぶ。潜せん伏ぷく先のヴェネツィアで、ケンプファーの協力の下、教皇を暗殺して教皇庁と帝国の間に紛ふん争そうを起こそうと企たくらむが、アストとアベルによって阻そ止しされ、捕らえられた。その後、帝国への護送途と中ちゆう、ケンプファーの手に掛かかり処分された。





〝第三エンの目パシー〟【能力】ＳＮ



　人間によらず、すべての動物には他者の感情を五感によらず察し、それに感情移入する能力があると言われている。これがいわゆる〝共エン感パシー〟と呼ばれるものだが、ノエル・ボゥはこの能力が超人的に発達している。彼女は高等生物の感情を〝色〟として認にん識しきするのみならず、場所や物に残された感情の残ざん滓しをも読みとることができるのだ。しかし、その特異な能力が、人の幸せを保証するとは限らない。ノエルの場合、その力を忌いみ嫌きらわれる不幸な少女時代を過ごした後、紆う余よ曲きよく折せつを経て、Ａｘに拾われた。だが、そこで出会ったアベルに好意以上の感情を抱いだいたものの、彼が抱かかえる心の闇やみまで視みざるを得なくなり、今度は自ら居場所を捨てることになったのである。

　ちなみにテレパシーは思考を読みとる能力であり、ノエルの持つエンパシーとは、少し意味が異なる。





エンリコ・マルティーニ【人名】ＧＨ



　教会軍の科学者にして、アッシジ空軍基地技術第三課課長の技術士官。階級は少しよう佐さ。基地から盗ぬすまれ、ブルノの新教皇庁蜂ほう起き事件で使用された青酸ガス弾だん頭とうを搭とう載さいした噴ふん進しん爆ばく弾だんの開発スタッフであった。異端審フランチ問局エスコによる証しよう拠こ隠いん滅めつを図る謀ぼう殺さつを恐おそれ、自らが所持する青酸ガスの製造記録のコピーと引き替かえにＡｘに保護を依い頼らいする。だが、トレスが彼に接触したその直後、異端審問官ブラザー・バルトロマイによって射殺されてしまう。





油母オイル頁岩シエル【鉱物】ＢＨ



　鉱物資源の一種で、ケロジェンを多量に含ふくむ緻ち密みつな堆たい積せき岩がんの総そう称しよう。乾かん留りゆうさせることにより石油が精製できる。また乾留した時に発生するガスを、発電燃料に転用することも可能。





大おお鎌がま【武器】ＦＮ



〝クルースニク〟化したアベルの武器で柄えの両りよう端たんが刃はになった巨きよ大だいな鎌。その素材はアベルの体内物質で構成されていると思われ、有機的かつ異様な形状をしている。





オーソン【人名】ＦＮ



　アルビオン・エアラインの飛行貨客船〝トリスタン〟の操そう舵だ長ちよう。アルフレートによるハイジャック事件の際、他ほかのブリッジクルーとともに殺害された。





飛行オート機械ジヤイロ【乗物】薔



　ヒースロー空港を襲しゆう撃げきしたテロリストが、エステルを誘ゆう拐かいするために使った機械。機体の後方にプロペラ、上方にはローターを備え、水平・垂直両方向への飛行が可能となっている。またこのテロリストが使用した飛行機械は遺失技術である自動制せい御ぎよで操縦されており、テロリストの背後に何らかの巨大な組織が存在することが推測される。





〝自動化オート歩ソル兵ジヤー〟【クリーチャー】ＪＰ



　人間の死体に電気的な措そ置ちを施ほどこして戦せん闘とう機械化したもの。ディートリッヒが連れている〝自アオ動ト・化イエ猟兵ーガー〟のプロトタイプとも言えるが、あちらは吸血鬼の死体をベースにしているため、性能の点では自動化歩兵の方が格段に劣おとる。新教皇庁がプラーク市内を遊ゆう説ぜい中だったカテリーナとアレッサンドロを襲おそうために放ち、Ａｘを苦戦させた。





自動オート人形マタ【機械】星



〝大アル災マゲ厄ドン〟以前の遺ロス失トテ技クノ術ロジーを使って作られた擬似自立ノンＡＩ式サーバント。平たく言えばアンドロイドだが、その外見はほとんど人間と変わらない。武器を装備した戦闘用のものから、屋や敷しきなどで働く家政用まで用よう途とは多た岐きに渡わたっている。非常に高価なため、人類圏けんでは高位聖職者や裕ゆう福ふくな王おう侯こう貴族、帝てい国こくでも大だい諸しよ侯こうでなければ入手できない。





オーバーテクノロジー【技術】ＦＥ



　ある知的生命体の文明において存在するはずのないほど高度過ぎる、あるいはあまりにも異質な技術のこと。

　作中における人類世界では、二十世紀初頭程度のテクノロジーが普ふ及きゆうしている。また、それとともにわずかながらであるが、〝大災厄〟によって失われた旧時代の高度なテクノロジーも発はつ掘くつ復元されて使われている。

　しかし、作中世界には以上の二つ以外にもうひとつ別系統のテクノロジーが存在する。それは真人類帝国にて使われているテクノロジーである。アストの〝ゲイ・ボルグの槍やり〟をはじめ、〝遺産デバイス〟と呼ばれる超ちよう兵器に応用されているテクノロジーには、基本的な物理法則を完全に無視しているものも多く、科学技術と呼ぶよりは、もはや〝魔ま法ほう〟や〝奇き蹟せき〟の類たぐいと言えよう。この技術はどこから来たのか？　これはアベルが、いやクルースニクたちがどこから来たのかに関かかわっているのだろう。





オーブリッジ【人名】薔



　アルビオン王宮付きの司祭だったが、賭と博ばく好きが高じて借金を拵こしらえたあげく、王宮公文書室に保管されていた文書を売ばい却きやくしようとした司祭。事件を内密に片付けたい教皇庁の意向で、アベルがロンディニウムで調査を行っていた。だが盗みだした書類の中にエステルの出生に関わるものがあり、それがエステルの、ひいてはアルビオン全体の運命を左右する大騒そう動どうを招くことになった。





オストマルク【地名】ＯＣ



「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」の時代から遡さかのぼること十八年前、ゲルマニクスの拡張政策の下もと、侵しん略りやくされて併へい合ごうされた公国。かつての公都はヴィエナ。現代におけるオーストリアのこと。





オタカル【人名】ＲＨ



　ボヘミア公国国王。老成した雰ふん囲い気きを漂ただよわせる、禁欲的な瞳ひとみが印象的な人物。生き真ま面じ目めな性格で、自分の妻が病に倒たおれた時も公務を優先し、娘むすめのリブシェが誘拐された時もまた教皇への謁えつ見けんを優先するほどの仕事中毒だが、リブシェがボレスラフに殺害されそうになった時は、ためらい無くボレスラフに発はつ砲ぽうするなど、娘への愛は本物。





オッセルヴァトーレ・ロマーノ【新聞】ＦＥ



　教皇庁のニュースを取り扱あつかう新聞。紙名は「ローマ観察者」の意。だが、観察者と言っているものの、その性格は教皇庁の御ご用よう新聞に近いようだ。





オットー・アインハイツ軍ぐん曹そう【人名】ＨＦ



　ヴィエナでの任務を終え、ローマへ帰き還かん途と中ちゆうだったトレスを、帰路の中ちゆう継けい点てんであるインスブルックで呼び止めた男。屈くつ託たくのない口調や、ゲルマニクス陸軍の略りやく帽ぼうをキザっぽく傾かたむけた風ふう貌ぼうからは想像が付かないが、正体はゲルマニクス軍で制式採用されているＳｄｋＭｍ－33と呼ばれる機械化歩兵。稼か動どうを開始してから七十年以上の年月を経た熟練の勇士だが、人間臭くさい言動からは経歴をうかがい知ることは出来ない。護衛していたゲルマニクス軍情報部の仕官の、賄わい賂ろを受け取ったり婚こん約やく者しやのある女性に手を出そうとするなどの悪行に立腹、仕官を病院送りにするのと同時にその賄賂をうばって軍から脱だつ走そう。ところが賄賂と思っていた金きん塊かいが実はゲルマニクス国王ルードヴィッヒ二世が秘密裏りに設立しようとしていた特務機関の設立資金だったことから、ゲルマニクス陸軍憲兵隊から執しつ拗ような追つい跡せきを受けた。





追オプシ加ヨンア兵タツチ装メント【武器】ＦＥ



　機械化歩兵トレスは、全身に武器を内蔵しており、用途・任務に応じて換かん装そうが可能である。それらの装備を追加装備と言う。代表的な物に左手首に内蔵された瞬しゆん間かん三十万ボルトの電圧を発するスタンガンや、右手首内の火フレ炎イム放・ラ射ンチ器ヤーがある。





〝オペ鳥ラツ籠イオ〟ン・作ケー戦フイヒ【作戦】ＢＣ



　アベルら派は遣けん執しつ行こう官かんを始末するために、バルタザールが立案したＡｘ中ちゆう枢すうに対する同時多発襲しゆう撃げき計画。ターゲットとなったのは、ミラノに滞たい在ざいしていたアベル、カテリーナ、レオンと、ローマに残っていた〝教授〟とユーグ。結果としてそれぞれのメンバーに大きな被ひ害がいを与あたえ、カスパールに奪だつ還かんされそうになった智天使にインプットされていた資料から、派遣執行官たちを、〝騎士団オルデン〟の本ほん拠きよ地ちであるヴィエナにおびき出すことに成功した。





〝沈オペラ黙ツイオのン・声ルー作イヒア戦レルム〟【作戦】ＯＣ



　法王宮広場の方オベ柱リスクに設置された低周波兵器〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟によって、ローマを壊かい滅めつさせるための計画。現在の教皇庁を一度壊滅させて、ケルンに新たな教皇庁を興おこそうとしたアルフォンソ・デステの依い頼らいでケンプファーが実行した。当初、〝沈黙の声〟はアルフォンソが寄進した鐘しよう楼ろうの鐘かねに仕込まれていると思われたが、そちらは囮おとりで、本物は同じくアルフォンソが寄進した方オベ柱リスクの内部にあった。教皇庁上層部が出席するミサの開始時間を狙ねらって発動する予定だったが、Ａｘの活かつ躍やくによって低周波兵器を解体され、作戦そのものも失敗に終わる。





方オベ柱リスク【建築物】ＯＣ



〝大災厄〟以前から法王宮広場に立つ方形の柱。作中から約百年前のクレメンス十九世の時代に地じ震しんで倒とう壊かいし、以来そのままであったが、アルフォンソがローマ来訪の際に新たに寄進した。しかしそれは〝騎士団〟の〝沈黙の声〟作戦の一いつ環かんであり、方オベ柱リスクの内部には〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟が設置されていたのだが、発動直前にレオンの手で破は壊かいされた。





剣オムにネスよ・エりニムて・ク生イ・くアケるペリ者ントは・グ、ラデ剣イウにム・よグラりデイてオ・滅ペリびぬブント【スローガン】ＳＤ



　ユーグが敵にとどめを刺さすときに言う決め台詞ぜりふ。〝剣によりて生くる者〟とは、そのままユーグ自身をも指しているとも言え、そのように解かい釈しやくするとこの台詞は、多分に不ふ吉きつな要素も含ふくんだ諧かい謔ぎやくともとれる。





[image: Ω]オメガ－・チＴタニｉウム【素材】ＳＤ



　作中では最も硬こう度どが高いといわれる複合合金。動甲冑スーツや装そう甲こう戦せん闘とう服ふくの装甲などにも使用されている。





〝オメガング〟号【乗物】ＧＳ



　表向きの名義は民間航空会社の貨客船だが、その航空会社はペーパーカンパニーであり、実質はブリュッセル伯はくティエリー・ダルザス私有の飛行船。ダルザスがユーグを抹まつ殺さつするための囮として使用し、船内に爆ばく弾だんを仕し掛かけたが、トレスの介かい入にゆうによって爆破を免まぬかれる。





オメガング【催事】ＨＯ



〝四カウン伯ト・フ爵オー〟ブリュッセル伯ティエリー・ダルザスが若い頃ころから楽しみにしている、古代の王の行列を再現した仮装祭。実際のオメガングは、ブリュッセルの大広場で毎年七月の第一木曜の夜に開かい催さいされている。十四世紀に市内のサブロン教会に祀まつられたマリア像の周囲を行列したことが起源となっており、ブリュッセルを代表する一大イベントとして国際的に名高い。なお「オメガング」とは「輪になって歩く」という意味がある。





乳オリ香バナム【アイテム】夜



　アスラン家で使用される入にゆう浴よく剤ざいの材料のひとつ。もともとはカンラン科の常緑高木、あるいはその樹じゆ脂しを意味し、香こう料りようや薬としても使用される。





〝騎士団オルデン〟【組織】ＦＥ



　薔ロー薇ゼン十クロ字イツ騎・オ士団ルデンの略語。幹部をはじめ、その存在を知る者たちが、〝騎士団〟を指して言う。作中世界には他ほかにも様々な騎士団が存在するため、それらとの混同を避さけるために〝　　〟を付して用いる。





オルハン【人名】夜



　帝てい国こくの遠洋強きよう襲しゆう艦かん〝ネレイアデス〟の乗務員。艦内で行方ゆくえ不明になっていた短生種の一人で、後に船倉からミイラ化した死体として発見された。







[image: か行]





〝聖騎カーヴ・士のオブ・聖衣ロード〟【武器】天



　異い端たん審しん問もん官かんブラザー・ペテロ専用の装甲戦闘服。元々、ペテロの生家であるオルシーニ家に伝わる家宝だと思われる。その白銀に輝かがやく甲冑は、戦車砲の直撃にすら耐たえる。さらに特筆すべきは、自立式戦闘補助システムを備えていることだ。これは背面部に設置された四本の副ふく腕わんがそれぞれ盾たてや武器などを持ち、〝鎧よろい自体が考えて〟装着者の戦闘支し援えんを行うシステムである。この機能が〝聖騎士の聖衣〟を他の装甲戦闘服と一線を画すものにしている。





カーリー【人名】ＮＬ



　ネバーランド島に住む子供たちのひとりで、ジェームズ・バレーによる人じん為い的な〝転向〟の成功例である〝妖よう精せい〟。ウェンディに次ぐリーダー格の少女であり、他のふたりの子供とともに海岸でレオンを襲おそった。





カーヤ・ショーカ【人名】ＢＳ



　Ａｘ派は遣けん執しつ行こう官かんでも最年少のメンバーで、コードネームは〝ジプシークイーン〟。浅黒い肌はだと大きな瞳ひとみがコードネームの由来であるジプシーの民族的特とく徴ちようを表している。年の頃は十五歳くらいで、本当に派遣執行官か疑ってしまうところだが、戦闘力は他の派遣執行官に決してひけをとらないどころか、敵を倒たおすことを無む邪じや気きに楽しんでいる分だけ始末に終えない。携けい帯たいしている大型の扇せん子すを武器に、敵の運命を告げる不吉な歌を歌いながら躍おどるように襲いかかるのが彼女の戦闘スタイル。戦闘開始を告げるカスタネットの音色は、地じ獄ごくの演奏会への招待状。一度〝ジプシークイーン〟の歌を聞いたものに残された運命は、惨むごたらしい死のみだ。





カイン【人名】薔



　ロンディニウムの街角で新聞記者クレマンに絡からまれていたエステルの前に現れた、謎なぞの青年。バトラーから〝我が君〟と呼ばれ傅かしずかれているが、その正体は〝世界の敵〟と呼ばれる、最も危険なテロ組織である薔薇十字騎士団の首領であり、アベルと同じ〝クルースニク〟と呼ばれる存在。アベルとは深い因いん縁ねんがあるようで、古くは「ウィッチ・ハント」の頃から物語に登場している。かつてアベルによって、生身で大たい気き圏けん突とつ入にゆうをさせられたらしいが、『夜の女皇』でセスがアベルに語ったところによれば、何百年もかけて〝再生〟したらしく現在も生きているのだという。〝やつら〟と百パーセント融ゆう合ごうしたからそれも可能だというが……果たして、セスの言葉は何を意味するのか？　大気圏に突入しても生存可能な生物とは？　『薔薇の玉座』『茨いばらの宝ほう冠かん』でついに物語に本格的に登場。カインがアベルと遺伝子を同じくする「完全同一遺伝体」であり、自らの肉体の欠損を補うため、アベルの肉体を狙ねらっていること。そして、クルースニク化したアベルを一いち撃げきで倒すとてつもない戦闘力を有していることがわかっている。だが、まだまだカインについては謎だらけだ。「何も必要としないゆえに、すべてを必要としているもの」と自らを称しようし、人知を超こえた地点に存在するこの魔ま人じんの正体が明らかになる日は、いつか──。





〝四カウン伯ト・フ爵オー〟【組織】ＳＤ



　四都市同盟の暗黒街を支配する四人の吸ヴア血ンパ鬼イアと、その傘さん下かにある四氏族連合の俗ぞく称しよう。十年ほど前から、敵対する他の吸血鬼氏族や短生種の犯罪組織を次々に殲せん滅めつ・吸収し、急激に勢力を伸のばしていった。暗黒街のみならず、表の世界にも多大な影えい響きよう力りよくを持っており、特に警察組織は彼らの走そう狗くと化していた。構成メンバーは、アムステルダム伯はくカレル・ファン・デル・ヴェルフ、アントワープ伯ハンス・メムリンク、ブリュージュ伯ギィ・ド・グランヴェル、ブリュッセル伯ティエリー・ダルザスの四名。組織を裏切ったギィ・ド・グランヴェルの手引きにより、ユーグによって壊かい滅めつさせられる。そのギィも、結局はユーグの刃やいばに倒れた。





〝影かげ這はう者ども〟【称号】星



　人類が吸血鬼を指して呼ぶ蔑べつ称しようのひとつ。





〝色事カサノ師ヴア〟【称号】ＦＥ



　高級クラブ〝ＩＮＲＩ〟のディーラー、ジョルジオーネ・ルッソが着けていた仮面の名前。もともとはイタリアに実在した著名なプレイボーイの名前である。





ガザ伯【称号】夜



　真人類帝てい国こく貴族にして枢すう密みつ司しナズィムの称号。ちなみにガザはエジプトの北東、パレスチナ地方の地中海沿岸部に位置するオアシス都市で、アベルとエステルが帝国へ向かう際、イオンの旧知である商人ミマールと出会った街として名前だけが登場している。





聖カステ天ル・サ使ンタン城ジエロ【建築物】星



　テヴェレ川右岸に建つ円形の城で、教皇庁の軍事的司令部。反乱やテロ事件など有事の際には、この城内に対策本部が置かれる。また地下には、政治犯や異い端たん者しやを投とう獄ごくする地下牢ろうや捕とらえた吸血鬼を調べる研究施し設せつなどもあるようだ。「バード・ケージ」においても新教皇庁の首しゆ魁かいであったアルフォンソ・デステ元枢すう機き卿きようを収容。アルフォンソは地下最下層の特とく別べつ房ぼうに捕らえられており、連日厳しい尋じん問もんを受けていた。

　実際の聖天使城は西せい暦れき一三九年にハドリアヌス帝ていが造った霊れい廟びようが元になっており、多角形の城じよう壁へきが巡めぐらされた現在の姿が完成されたのは、一六世紀の教皇ピウス四世の時だった。城の屋上にはこの城の名前の起源でもある大天使ミカエルの大きな像がそびえ立ち、城の前にある橋の欄らん干かんには、城の名前にちなんだ天使の彫ちよう像ぞうが並んでいる。





スフカステォルル・スフツァオルツエ城スコ【建築物】ＪＰ



　ミラノ市中央部にあるカテリーナ・スフォルツァの居城。先代ミラノ公のジョヴァンニ・スフォルツァが遺失技術を導入して作り上げた防衛システムを持つ電子の要塞だが、「バード・ケージ」においては警備隊長ガレアッツォ・ヴィスコンティのずさんな警備体制のおかげで、オーケストラに姿を変えたバルタザール・フォン・ノイマン率いる吸血鬼部隊の侵しん入にゆうを許し、脱だつ出しゆつ不可能の狩かり場ばへと姿を変えた。

　実際のスフォルツァ城は、ルネサンス期の最大の宮きゆう殿でんといわれるミラノの観光名所で、城内は美術館となっており、ミケランジェロの遺作である『ロンダニーニのピエタ』像などが有名。





カスパー【人名】ＢＣ



「バード・ケージ」において、聖天使城の地下で〝教授〟と対たい峙じしたカスパールが自己紹しよう介かいの時に告げた、自分への愛あい称しよう（!?）。〝教授〟にだけ告げたということは、カスパールはダンディなおじ様が好みなのだろうか？





カスパール・フォン・ノイマン【人名】ＢＣ



　バルタザール、メルキオールに続くノイマン三兄弟の末弟で、〝騎士団オルデン〟位階６＝５、通つう称しよう〝百フンデ貌ルトのゲシユ王ヒト〟と呼ばれる吸血鬼。自分の姿を自由自在に変えられる変身能力の持ち主で、「バード・ケージ」ではその能力を利用してアルフォンソ・デステを暗殺するなど、派は遣けん執しつ行こう官かんたちを大いに苦しめた。「ナイト・ホスピタル」では、乙おと女め（自分）の顔を傷つけた〝教プロフ授エツサー〟に復ふく讐しゆうするために、ローマ大学付属病院を襲撃した。スキンヘッドに刺青いれずみの入ったルックスに、女言葉で話すなど、変人揃ぞろいの〝騎士団オルデン〟の中でも、かなり倒とう錯さくした精神構造の持ち主。女性の姿ならその口調も気にはならないが、普ふ段だんのスキンヘッド＋マッチョという風ふう貌ぼうとのギャップは甚はなはだしい。





カスパレク【人名】星



　コナヴリ村の郷士であり村長。サーシャの父。村に吸血鬼が現れたにも拘かかわらずなんら有効な手を打とうとせず、息むす子こを吸血鬼に殺されてさえ復讐しようとしなかった。





僧衣カソツク【ファッション】ＦＮ



　聖職者の衣服。見習いシスターから教皇まで、すべての聖職者はこれを着ている。作中でのイメージカラーは教皇が白、枢機卿は緋ひ、大司教以下の司祭や神父は黒、シスターは白と青が基調となっている。





カタロニア公国【国家】ＳＮ



　イベリア半島東部に位置し、ヒスパニアとフランクの両大国に挟はさまれた小国。公都はバルセロナ。「サイレント・ノイズ」の舞ぶ台たいとなった。同作においてケンプファーに公都を壊滅させられた後、国家機能が麻ま痺ひした間かん隙げきを衝つかれ、「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」の時代にはヒスパニアに併へい合ごうされてしまっている。





〝学校〟【施設】ＮＬ



　ネバーランド島にあるジェームズ・バレー所有の別べつ荘そう。表向きは身寄りのない子供を引き取って育てるための屋や敷しきだが、実態は人じん為い的〝転向〟の研究施設であり、同時に〝ティンカーベル・システム〟の中ちゆう継けい施し設せつであった。カーリーたちがバレーを追い出してからは子供たちだけで住んでいたが、レオンの対戦車拳けん銃じゆうによって破は壊かいされた。





都カテ護イエ府ール【組織】夜



　真人類帝国における地方軍またはその司令部の呼こ称しよう。帝国の国土は、帝都とその周辺地域である畿き内ないを除いて十二の郡に分割され、各郡には政治上の責任者である太守と軍事上の責任者である都指揮司が置かれている（それぞれ二品官）。有事において都指揮司とその都護府は、皇こう帝ていの代理人として、郡内に所領を持つすべての貴族（およびその私兵軍）の指揮統率権をも帯びる。人類圏けんとの国境に近いティミショアラ、イラクリオン、アテナイ、アレキサンドリアの四ヶ所は〝外〟に対する軍事拠きよ点てんとして、特に重要な都護符である。





カテリーナ・スフォルツァ【人名】ＦＮ



　ミラノ公にして真しん紅くの法ほう衣えを纏まとう美び貌ぼうの枢機卿。国務聖省長官を務める教皇庁きっての才さい媛えんで、その豪ごう奢しやな外見に反して、〝鉄の女〟と内外に恐おそれられている。

　先代教皇グレゴリオ三十世が人妻であったミラノ公夫人ルクレツィアに産ませた娘むすめであった。とはいえ、本人はその事実を知らぬままに成長し、十四歳にして法科大学を卒業するという天才ぶりを発揮する。本来ならば、そのまま俗ぞく世せに留まって身分に相応ふさわしい人生を全まつとうするはずであったが、Ｒ．Ａ．Ｍの時代から遡さかのぼること十年前に遭そう遇ぐうしたある〝事件〟により、その後の人生を大きく変えられてしまう。〝事件〟で幸せな未来と家族を失い、天てん涯がい孤こ独どくとなったカテリーナは、彼女を認にん知ちしたグレゴリオによってローマに呼び寄せられる。父の招きに応じてローマに移住したカテリーナは、神学を修めて聖界へと踏ふみだし、以後、枢機卿にまで上りつめるのだ。

　一方、聖界での活動の傍かたわら、カテリーナは、彼女にとって重要な計画を秘密裏りに進めている。ミラノ公位を継ついで得た収入をもとに個人的スタッフとして集めた有能な人材を正式に登用し、独自の私兵集団ともいえる組織──Ａｘを発足させたことだ。彼女にとって、この組織の設立は自らの国務聖省長官就任に匹ひつ敵てきするほど重大事であった。その詳しよう細さいは物語で語られていないものの、家族を失った十四歳のときの事変以来、抱いだいてきた〝野心〟との間に深い関係があり、いくつかの台詞せりふから、それが〝騎士団〟に対する〝復讐〟であることが推測される。

　政治家としてのカテリーナは、主人公アベルの上司として、読者には清せい廉れん潔けつ白ぱくな人物と思われがちである。だが、実際は〝鉄の女〟〝ミラノの雌め狐ぎつね〟と称しようされるように、彼女の狡こう猾かつかつ冷れい徹てつな政策活動は、その悪評に相応ふさわしいものであった。正義より力の論理を優先し、そのためならときに手を汚よごすことも辞さない──そのような評価は確かに彼女の一面を表している。「あなたにあるのは、ただ復讐心だけだ。そんなあなたに、人の弱さがわかるはずがない」というハヴェルの糾きゆう弾だんも図星であろう。

　確かに目的のためなら犠ぎ牲せいを厭いとわない彼女であるが、犠牲にしたものについて忘れているわけではない。むしろ、それを大きな負い目として裡うちに溜ため込み、自らを追いつめているフシがある。事実、己おのれと異フラン母チエ兄スコの野望のために、むりやり教皇に擁よう立りつして、権力の贄にえにした異アレ母ツサ弟ンドロに対しては、深刻な責任と悔かい悟ごを感じており、一生かけて償つぐないをするつもりでいるようだ。このような陰いん影えいがカテリーナ・スフォルツァという人物の複雑さを表す反面、人間的な脆ぜい弱じやくさを示している。

　また、『茨いばらの宝ほう冠かん』で明らかになった衝しよう撃げきの事実──カテリーナは不治の病である膠こう原げん病びように侵おかされているのだ。卓たく越えつした頭脳と異能の部下たちを持つものの、公人としての強さと私人としての弱さを併あわせ持つ彼女がどこまで〝鉄の女〟を貫つらぬけるのか──。





大カナル運・グラ河ンデ【地名】ＦＥ



　ヴェネツィア本島をほぼ逆Ｓ字型に貫く、全長四キロメートルの運河。この河に架かかる橋は三つだけで、そのうちのひとつであるリアルト橋の一帯は、ヴェネツィアの歓かん楽らく街的役割を果たしている。かつてヴェネツィアが商人国家として地中海貿易を独どく占せんしていた頃ころは、貿易港としての役割も果たしていた歴史的運河である。





教会法カノン【法律】ＷＨ



　組織としての教会の秩ちつ序じよを保つため定められた規則。全二千四百十四条からなる大法典であり、教会関係者は基本的にこれを遵じゆん守しゆしている。もともとは使徒の時代から重んじられてきた規則が「聖規則書」としてまとめられ、後に正教会の「教会法」となった。現在でもこの法典は用いられている。





〝女カブ王ラルの・墓エリ所ツサ〟【施設】天



　カルタゴ市の大聖堂地下二百メートルに位置する聖エリッサの墳ふん墓ぼ。アベルによれば、〝大アル災マゲ厄ドン〟以前はシェルターとして使用されていたらしいが、エリッサの死後は物理的に閉へい鎖さされて誰だれも入れないはずだった。だが、この墳墓には、かつて女王エリッサが吸ヴア血ンパ鬼イアとの戦いに敗れたときに備え、用意したといわれる決戦用気象兵器〝イブリース〟の管制システムが眠ねむっており、それを知った〝騎士団オルデン〟によって封ふう印いんを解かれてしまう。墳墓には地下水路カレーズから侵しん入にゆうすることができる。





カボチャパイ【食物】ＬＧ



〝剣つるぎの館やかた〟の前でアベルたちを監かん視ししていたブラザー・フィリポが特務警官を使って買いにいかせたパイ。しかしフィリポの好物はウナギパイだったため、間ま違ちがって買ってきた伍ご長ちようが怒ど鳴なりつけられた。





直轄監カマラー察官シユ【称号】ＦＥ



　帝てい国こくの官職で、職階は七品官。監かん察さつ院いんに所属し、貴族の犯罪や不正を監視・検直・起き訴そする役職。逮たい捕ほ権けんのみならず、勅ちよく命めいある場合には死し刑けいを含ふくめた刑の執しつ行こう権けんをも帯びる。帝国においてはエリートコースのひとつ。作中ではアスタローシェ・アスラン、ラドゥ・バルフォンらがこれにあたる。





〝神〟の設計図【？？？】薔



　バトラーことケンプファーがヴァネッサに語った謎なぞの言葉。どうやらアベルとカインの肉体構造に関してのデータのようだが、〝クルースニク〟化したアベルが発した電撃により、隔かく離り地域に存在した電動知性がすべてダウンしたために、回収が不可能になった。





温牛乳ガラタ【飲物】夜



　御ご前ぜん会議に出席したアストが、給仕に頼たのんだ飲み物。スミレの蜂はち蜜みつを入れた少しぬるめのものが彼女の好みらしい。





特務カラ警察ビエリ【組織】ＯＣ



　異い端たん審しん問もん局きよくに所属する実行部隊。略して特警と言うこともある。主に教皇庁の権益に関かかわる政治犯罪やテロ事件の取り締しまりを行う武装公安組織である。教皇庁領内における捜そう査さ権限は絶大であり、その特権意識からか、一いつ般ぱんの警察組織からは、常に嫌けん悪おの念を持たれているようだ。また近年、『熱砂の天使』のケースのように、教皇庁領外の自由都市にまで強ごう引いんに出張る機会も増えており、外交問題に発展しかねないこともしばしばである。もちろん、ライバル組織であるＡｘとの衝しよう突とつも多い。





カラミティ・ジェーン【称号】薔



　アルビオン女王ブリジット二世の姪めいにしてエリン公ジェーン・ジュディス・ジョスリンに付けられた渾あだ名な。余りに破は天てん荒こうな行動が多い彼女にはうってつけだ。なお疫カラ病神ミテイジェーンとは、十九世紀アメリカに実在した凄すご腕うでの女ガンマンの名前から取られている。





遠洋カラ強襲艦ミユゼル【兵器】夜



　真人類帝国の軍船。遠洋区域を高速機動し、哨しよう戒かいや強行偵てい察さつを主任務とする小型艦かん。偵察などの非ひ戦せん闘とう行こう為いが主であるため武装レベルは高くない。とはいえ、主帆ほに張られた太陽光発電装置による電動推進システムをはじめ、帝国製のハイテクノロジーが組み込まれており、人類圏けんの艦船とは性能差が段だん違ちがいである。





カランタ生せい鮮せん食品店【施設】ＢＨ



　アベルたちの後を追ったレオンが、タリンまでの足と武器を調達するために訪おとずれた店。エストニアに隣りん接せつするリトアニアの首都・ビリニュスに存在する。一見するとただの食料品店だが、床ゆか下したには武器弾だん薬やくが隠かくされており、到とう底てい普ふ通つうの店とは思えない。店主のロマス・カランタはモロッコ独立戦争当時、〝百貨店〟ロマスと呼ばれた武器商人で、当時イスパニア軍に在ざい籍せきしていたレオンとも顔なじみだった。





カリオストロ【人名】薔



　バトラーことケンプファーがかつて名乗っていた名前。カリオストロは実在の人物で、本名はジュゼッペ・バルザモといい、十八世紀後半のヨーロッパを股またにかけて活かつ躍やくした詐さ欺ぎ師しにして自じ称しよう・錬れん金きん術じゆつ師し。ルイ十六世統治下のフランスを揺ゆるがせた〝ダイヤの首くび飾かざり〟事件にも関かかわるなど、一いつ介かいの詐欺師とは思えないスケールの大きさで活動していたが、ローマで宗教裁判にかけられ獄ごく死しした。





カルスレー子し爵しやくハリエット【人名】薔



　アルビオン王太子ギルバートが、正妻のヴィクトリアと結けつ婚こんする前に関係を持っていた愛人。下級騎士の家いえ柄がらですらない平民だったが、王太子が断絶していた家系の爵位を与あたえたことで一応子爵を名乗ることが出来た。この二人の間に生まれたのがメアリ・スペンサーで、メアリとエステルは異母姉妹にあたる。メアリ誕生後、自分と別れたギルバートとヴィクトリア妃ひとの間に生まれる子供にアルビオンの王位継けい承しよう権けんが渡わたるのを阻そ止しするため、その子供エステルを暗殺せんとして〝ホワイトの乱〟と呼ばれる悲劇を生み出した。





カルタゴ【地名】天



　アフリカ大陸北部に位置する人口二十万の自由貿易都市。地中海に面した天然の良港と、豊富な石油資源に恵めぐまれ、古くから地中海交易の要よう衝しようであった。そのために暗黒時代にあっても比ひ較かく的早く復興されたと言われている。現在でも、政治的には断絶状態にある人類社会と帝国の交易拠きよ点てんとして、ダミー会社や密貿易といった裏取引の舞ぶ台たいになっており、教皇庁をはじめとする世せ俗ぞく諸しよ侯こうはこの都市に手出しできない。

　街の守護聖人である聖エリッサは、暗黒時代にカルタゴを治めていた女王であり、神の恩おん寵ちよう篤あつい天使とも言われている。そのため、エリッサの名前にちなんだ言葉や商品も多く、〝女サイ王フル様・のエリ夏ツサ〟といえば砂すな嵐あらしの多い年を指し、〝女ダムア王ル・のエリ涙ツサ〟という高級ワインもある。

　都市の地下にはエリッサが仕し掛かけた自じ爆ばく用兵器〝イブリース〟が眠ねむっており、〝騎士団オルデン〟によって利用されかけたが、Ａｘとイオン、ブラザー・ペテロらの共きよう闘とうによって阻止されている。

　実際のカルタゴは現チュニジアの首都チュニスの北ほく郊こうに位置する。かつてフェニキア人が西方の拠点として建設したが、紀元前一四六年にローマとのポエニ戦争に敗れて滅めつ亡ぼうした。名将といわれるハンニバルやテュロスの王女エリッサの逸いつ話わで知られており、富の町として栄えた。





カルタゴ総督ベイ【称号】天



　自由都市カルタゴの民政、軍政を統治する。現総督はシャイフ・アル・サアリビー。総督は本来、植民地を統とう括かつする役職であるが、貿易都市であるカルタゴの場合は、単なるまとめ役程度の意味合いらしく、現地の有力者が務めることが多いようだ。





謝カル肉ネヴ祭アーレ【催事】ＦＥ



　カトリック教国で四し旬しゆん節せつの前に行われる祝祭。四旬節では肉食が禁じられるため、その前に肉と告別する意味をもって行われる。「フロム・ジ・エンパイア」で、アストがエンドレを追ってヴェネツィアを訪れたのが、その謝肉祭の時期であった。





カルパチア山脈【地名】星



　イシュトヴァーンの東側にそびえる山脈。この山脈より東側が長生種たちの〝真人類帝てい国こく〟であり、人類圏と帝国を隔へだてる境界線の役割を持つ。現代で言うポーランドとチェコスロバキアの国境から、ウクライナを経てルーマニアに至る山脈で、長さは千五百キロメートルほど。





カルロス・ボルジア【人名】ＭＲ



　アントニオ・ボルジアの父。ヒスパニア王国の宰さい相しようでありバレンシア公こう爵しやくの称号を持つ。ヒスパニアきっての大貴族として、教皇庁からも一目置かれている存在である。





ガレアッツォ・ヴィスコンティ【人名】ＢＣ



　ミラノ公爵家私兵隊大たい尉いで、スフォルツァ城警備隊隊長を兼けん任にんする青年貴族。自分の出自だけが取り得の権けん威い主義者で、主君であるカテリーナに思し慕ぼの情を抱いだいているが、彼女が自分より身分の低いアベルを気にかけているのを不ふ愉ゆ快かいに感じている。「バード・ケージ」においてはバルタザールに首輪を付けられ、自分の命の為ためにアベルを殺害しようとしたが、アベルとカテリーナの深い絆きずなを見せ付けられたことで自暴自じ棄きになり、カテリーナに銃じゆう口こうを向けた。「ナイト・ホスピタル」では私兵隊から依い願がん退たい職しよくという形で追放されたが、そのことを深く恨うらみ、ローマ総合病院に〝教授〟を見み舞まいにきたカテリーナを襲しゆう撃げきした。アベルとは違った意味で「ヘタレ」という言葉が似合う人物。





地下水路カレーズ【施設】天



　カルタゴの地下を流れる用水路。市内の様々な場所に通じており、聖エリッサの墳ふん墓ぼ──〝イブリース〟の管制システムにも地下水路から入り込むことができる。ラドゥとイオンが潜せん伏ぷくしていた屋や敷しきにも地下水路への入口があり、非常用の脱だつ出しゆ路つろとして使われていた。なおカレーズとはペルシャ語で「地下水」を意味する。





カレル・ファン・デル・ヴェルフ【人名】ＳＤ



〝四カウン伯ト・フ爵オー〟のひとり、アムステルダム伯はく。組織のナンバー２で、武ぶ闘とう派はの吸ヴア血ンパ鬼イア。アムステルダム市内の旧教会で起こった神父殺害事件で、他ほかの〝四伯爵〟から不ふ手て際ぎわを責められ、その名めい誉よ挽ばん回かいのために事件の唯ゆい一いつの生き残りであるシスター・アグネスをさらおうとした。その際、弟のピーテルを殺したユーグも一いつ緒しよに捕とらえるが、アグネスの機転によって逆襲を受ける。十年前のヴァトー家襲撃事件について、ユーグの尋じん問もんを受けている最さ中なかに、仮面の人物の放った矢によって命を落とした。同じ〝四伯爵〟のひとりであるアントワープ伯とは犬けん猿えんの仲だった。





カロチア【国家】星



　イシュトヴァーンの衛星都市。教会軍によるイシュトヴァーン攻こう撃げきの際、宗主であるイシュトヴァーンを支し援えんせず、市長が中立を宣言して教会軍に保護を求めた。





〝渇かわき〟【現象】ＦＥ



　長生種特有の虚きよ血けつ性貧血症しようのこと。長生種の血中に共生する溶血性バチルス桿状・クド細菌ラクは、長生種の超ちよう常じよう的な身体能力の源となっている。その代だい償しようとして、自力で酸素呼吸ができないバチルスは宿主の赤血球を溶とかして、そこに含ふくまれるヘモグロビンから酸素を摂せつ取しゆしている。

　そのため、長生種が激しい運動や負傷による出血で赤血球が不足すると、最悪の場合、悪性の虚きよ血けつ症しように陥おちいる。そして、そのようなとき、バチルスは酸素を得るために、あたかも意思があるかの如ごとく、凶きよう悪あくな活動を開始する。宿主の脳内物質を攪かく乱らんして、理性を減げん衰すいさせるとともに、他者への攻撃衝しよう動どうを駆かり立てて吸血行こう為いに走らせるのだ。この衝動により、人類が長生種を〝吸血鬼〟と呼ぶようになったと思われる。

　ちなみに帝国貴族にとって〝渇き〟に支配されるがままに他者の血液を摂取することは恥はずべき行為とされており、〝生アク命ア・のウイ水タエ〟にて、その症状を抑おさえている。だが、エンドレをはじめとする一部の長生種のように人類から直接、血液を奪うばうことを好む者もおり、彼らの存在が、人類と〝吸血鬼〟たちの溝みぞを深めていると言える。





監かん察さつ院【施設】夜



　帝国における官庁のひとつ。貴族の非違を取り締しまる役所で、高級官かん僚りようの不正を査察する任務も帯びている。なお、士民や隷れい民みんら短生種の犯罪については、警巡院という別の役所が管かん轄かつしている。





〝ガンスリンガー〟【称号】ＦＮ



　Ａｘ派は遣けん執しつ行こう官かん、トレス・イクスのコードネームで〝拳けん銃じゆう使いの意〟。その由来は愛用の拳銃ジェリコＭ13をはじめ、銃器を自在に操あやつるところから付けられたものだろう。





鋼ガン鉄メタのル・猟ハウ犬ンド【称号】ＦＥ



　トレスを表す異名のひとつ。どこまでもカテリーナに忠実な僕しもべである機械化歩兵を猟りよう犬けんになぞらえたもので、まさにトレスに相応ふさわしい。





キーツ【人名】ＦＥ



　捕らえられたエンドレを帝てい国こくへの護送船内で殺害したあと、ケンプファーが口ずさんだ詩の作者。本名はジョン・キーツ。一七九五年にイギリスで生まれたロマン派の詩人で、代表作は『秋に寄す』『エンディミオン』など。





ギィ・ド・グランヴェル【人名】ＳＤ



〝四カウン伯ト・フ爵オー〟のひとり、ブリュージュ伯。風ふう貌ぼうは銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの瘦やせた青年で、物もの腰ごしも他の三人に比べ紳しん士し的なほど慇いん懃ぎんである。アムステルダム伯・カレルと親しく、旧教会事件がアントワープ伯・メムリンクのカレルを陥おとしいれるための策さく謀ぼうではないかと示し唆さしてみせた。が、実際は組織を完全に掌しよう握あくするため、自分以外の三伯爵をユーグと共とも倒だおれにさせようと図る野心家。そもそもかつてヴァトー家を襲撃し、ユーグの家族を奪っておきながら、ぬけぬけと検察官ジョルジュ・ローデンバックを名乗って彼に近づき、利用しようとするなど奸かん計けいに長たけた吸血鬼。その野望は成じよう就じゆされるかに見えたが、他のＡｘメンバーたちの援えん護ごもあり、ユーグの復ふく讐しゆうの刃やいばに倒たおれる。





ギェルゲイ・ラドカーン【人名】星



　イシュトヴァーン市警軍大たい佐さ。強化人間。弱者には残ざん忍にんで尊大だが権力者には卑ひ屈くつなほど忠実な男。ジュラに対する態度はまさに飼い犬といったところか。ジュラの威いを借り、また市警軍の統とう括かつ者しやとして市内であらゆる非道な行いをし、市民の敵ナンバーワンだった。イシュトヴァーンが教皇庁と対立状態に陥ってからは、ジュラの命令を受けて教会を襲撃し、聖職者を拘こう束そくして暴行するなど、暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくす。後に、アベルとパルチザンたちを処しよ刑けいしようとしたところを市警軍に潜せん入にゆうしていたトレスに捕らえられる。そのままイシュトヴァーンでの悪行を裁くためにローマへ送られるはずだったが、しぶとくも脱だつ走そうし、復讐に狂くるってエステルを殺そうとするが、逆にトレスに射殺された。





〝死キオス者トロの・デイ回・モ廊ルテイ〟【施設】ＧＨ



　アッシジの聖フランチェスコ大聖堂の下部聖堂にある、外部と聖堂を繫つなぐ通路。葬そう儀ぎの際に棺かんを運ぶために使用されることからこう呼ばれる。アッシジでマルティーニ博士保護の任務についていたトレスが、ブラザー・バルトロマイに狙そ撃げきされた場所。回廊全体は複雑に折れ曲がった形状をしており、バルトロマイはその複雑な曲折を利用した跳ちよう弾だん射撃によって外部から聖堂の中にいたトレスを狙ねらった。





Ｘｅキセノンガス【武器】夜



　キセノンは希ガス元素のひとつ。原子記号Ｘｅ、原子番号は54。無味無む臭しゆうで化学的には極きわめて不活性。このガス中での放電発光は極めて強い光を発し、ストロボの光源やレーザー励れい起き光源などに使用される。アストが所有する白兵戦用兵器〝ゲイ・ボルグの槍やり〟は、ブレード部分を形成する際に、このキセノンガスを利用している。





偽ぎ典てん【書物】天



　本来、儀典とはヘレニズム時代に書かれたユダヤ教文書のうち、旧約聖書の正典・外典に属さないものを言うが、作中では、教皇庁会議により異い端たんと認にん定ていされた文書などを指す。カルタゴの女王エリッサを神に遣わされた天使と記した『アンブロシウス福音書』などがこれにあたる。





キャサリン・ラング【人名】ＦＮ



　アルビオン・エアラインの飛行貨客船〝トリスタン〟を設計した飛行船設計家にして天才的技術者。彼女が設計した〝トリスタン〟の自動制せい御ぎよシステムは、電動知性を最大限に利用しているため、運行要員が従来の十分の一で済む革新的機構を持っている。娘むすめのジェシカは、その〝トリスタン〟のスチュワーデスを務めている。





霧キヤ化ピテ現ーシ象ヨン【現象】ＮＬ



　超ちよう音おん波ぱを液体に照射した際に大量の泡あわが水中で発生し、液体が常温でありながら気化する現象のこと。我々の身近なところでは、眼鏡の超音波クリーナーがこの現象を利用している。水を満たした容器の底から発した超音波により生まれた細かな泡が、レンズのゴミを除去するが、カーリーたちがレオンに対して行った攻こう撃げきは、この原理を応用したものである。





九品官【階級】夜



　真人類帝国における職階のひとつ。階位としては最も下にあたる雑職の位である。御ご前ぜん会議などでは九重になった円の外周部に席を占しめ、枢すう密みつ司しなどの最高位とは天と地ほどの開きがあるようだ。





ギュンター・レンツ【人名】ＭＲ



　アントニオを護衛するアベルの前に現れたケルン市警の警部だが、その正体はアントニオのリストを狙う新教皇庁の狂きよう信しん的神父であった。かつては教皇庁軍の特とく殊しゆ歩兵大隊に所属していた強化歩兵だが、狂信のあまり大量殺人の罪に問われたらしい。その裁判のときにアルフォンソに助けられ、新教皇庁に身を投じたようだ。一度はアベルとアントニオを捕とらえたものの、アントニオの策略に翻ほん弄ろうされ、教皇庁に捕ほ縛ばくされた。





教会法第八十七条【法令】茨



　カトリック信者の教皇への直じき訴そを禁止した法律。ローマからエステルとアレッサンドロを迎むかえにきたシスター・パウラが、ロンディニウム脱だつ出しゆつをアレッサンドロに直訴しようとした市民に対し投げつけた言葉。





教皇【称号】ＦＮ



　教皇庁の頂点に立つ最高権力者。現在の教皇は第三百九十九代、アレッサンドロ十八世である。元来はローマ・カトリック教会の最高位聖職者で、枢すう機き卿きようの互ご選せんにより選出され、使徒ペテロの後こう継けい者しやとして全教会を統率する。ヴァチカン市国元首でもある。





教皇官かん房ぼう室【組織】星



　正式名めい称しようは教皇内事管理室。教皇主しゆ催さいの典礼を司つかさどる典礼管理室と典例以外の儀ぎ式しきや謁えつ見けんを運営する官かん邸てい管理室、そして若じやつ干かん名の宮廷付聖職者と斧アラ槍バル衛デイ兵エリ隊から構成される。教皇の秘書役として地味な存在ながらも、教皇庁内に強い影えい響きよう力りよくを持つ。





教皇庁属領都市【地名】ＦＥ



　教皇庁の直接的な支配権が及およぶ領土。現イタリア、南フランスの一部、バルカン半島西部がこれにあたるが、『嘆なげきの星』事件によってハンガリア侯こう爵しやく領りようも直ちよつ轄かつ下かにおいた。これにより教皇庁の領土が〝帝てい国こく〟と隣りん接せつしてしまい、国境付近では緊きん張ちようが高まりつつある。また、この強ごう引いんな併へい合ごうが〝帝国〟だけではなく、世せ俗ぞく諸しよ侯こうの警けい戒かいをも招く要因になった。





強きよう硬こう派は【組織】天



　人類との対話を望む皇こう帝ていの意思に逆らい、教皇庁との戦いを望む帝国貴族内の開戦論者たちを指す。首しゆ魁かいのティグリス公スレイマンは、水面下で〝騎士団オルデン〟とのコネクションがあり、部下と〝騎士団〟を使って皇こう帝てい勅ちよく使しのイオンをカテリーナ共々暗殺しようとし、さらに帝国内においてモルドヴァ公殺害から皇帝暗殺まで企たくらんだ。だが、早くから強硬派と〝騎士団〟の暗あん躍やくを察知していた皇帝とモルドヴァ公の策によって、スレイマンは倒たおされ、強硬派のメンバーは地下に潜もぐって無力化したものと思われる。





強制審しん問もん宣言【軍事行動】星



　教皇庁が敵対行動をとった国家及び組織に対して軍事行動をもって臨む際に、相手側に下される宣言。事実上の宣戦布告。『嘆きの星』にて教皇庁の辺境守備隊にイシュトヴァーン市警軍が発はつ砲ぽうしたことを重く見たフランチェスコが枢機卿会議で発令を進言。後にイシュトヴァーンからの布告を受けて正式発令された。





教理聖省【組織】ＦＮ



　教皇庁の内政と信しん仰こうの守護を司る官庁。内務省に相当する機関で、傘さん下かに収める異い端たん審しん問もん局きよく・特務警察・軍事院などによって、教皇庁領内で発生する政治犯罪およびテロに目を光らせている。ただし、その権限は教皇庁領内では強大ながら、領外では弱いとされている。しかし、近年、教皇庁の権けん威いが弱まりつつあることを憂うれえた現長官フランチェスコ・ディ・メディチをはじめとする若手タカ派聖職者たちの指示下、各諸しよ侯こう領内でも異端審問官や特務警官たちが活発に動き、諸侯たちが増長するのを牽けん制せいしているようだ。

　長官を筆頭に教理聖省職員には、強きよう烈れつな教皇庁至上主義と熱ねつ狂きよう的な信仰に裏打ちされたエリート意識がある。そのため教皇庁の対外部門である国務聖省には、強烈なライバル意識があり、そこにフランチェスコとカテリーナの不仲も加わって、職員には偏へん狭きようなセクショナリズムを持つ者が多く見受けられる。

　本庁舎は、サン・ピエトロ広場に隣接する教理聖省宮きゆう殿でん内にある。





〝漁夫の指輪〟【アイテム】ＯＣ



　教皇が右手の薬指にはめる指輪。〝漁師の指輪〟とも呼ばれ、教皇が即そく位いするときに枢機卿団から贈おくられる。初代教皇ペテロが漁夫であったことから、彼の後継者としての身分を示しており、教皇が死去すると、この指輪は専任枢機卿によって金の槌つちで破は壊かいされることになっている。これによって新教皇の選挙が開始されるのである。





〝霧きりの夜〟【事件】茨



　ロンディニウムを〝湖の剣〟が襲った夜のことを指す。後の女王エステルが、初めてアルビオン国民に対し、そのカリスマ的な指導力を発揮した日としても知られる。





殺人キリン人形グ・ド兵団ールズ【組織】ＦＥ



「Ｒ．Ａ．Ｍ．」の時代から遡さかのぼること五年前、機械化歩兵で構成される教会軍のエリート部隊〝聖堂騎士団〟の次期主力歩兵を新たに開発する計画が存在した。その試作機として十体だけ製造されたのがＨＣシリーズである。当時、教皇庁最高の頭脳と呼ばれたゼベット・ガリバルディ博士によって生み出されたＨＣシリーズは、いずれも従来の常識を打ち破る革新的な性能を備えていたという。だが、その製造過程に倫りん理り的な問題があったことが判明し、制式採用は見送られたうえに十体の試作ロットには廃はい棄き処分命令が下ってしまう。それに不満を持ったガリバルディ博士は彼らを使って、教皇庁の重要施し設せつである聖天使城を占せん拠きよし、教皇庁の中ちゆう枢すうを麻ま痺ひさせてのけるという事件を起こした。この反乱そのものは、博士の自殺と教会軍の出動によって鎮ちん圧あつされたものの、わずか十体で教皇庁を震しん撼かんせしめたＨＣシリーズは勇名を馳はせ、人々は畏い怖ふをもって殺人人形兵団と呼んだ。なお、公式にはＨＣシリーズは、教会軍の鎮圧作戦の際に全ぜん滅めつしたことになっているが、実は大破した二体が秘密裏りに回収されて、修復されている。それがトレス・イクスとブラザー・バルトロマイである。





殺キリ戮ング機・マ械シーン【称号】ＯＣ



　Ａｘの派は遣けん執しつ行こう官かん、トレスの異名。機械化歩兵として特に敵を殲せん滅めつする際、慈じ悲ひも容よう赦しやもなく殺戮を行うことからこう呼ばれる。





銀【金属】ＦＥ



①金属元素のひとつ。原子記号Ａｇ、原子番号は47。美しいつやのある金属で、延性に富み、貨か幣へいや装そう飾しよく品ひんに使用される。

②長生種が〝毒〟として、最も嫌けん悪おする物質。長生種の血液に共生する溶よう血けつ性桿かん状じよう細さい菌きんは、銀分子と接せつ触しよくすると一時的にその活動を停止してしまう。その原因は不明であるが、長生種の超ちよう人じん的な力の源であるバチルスが休きゆう眠みんしてしまうということは、宿主たちの身体能力も人間並にまで低下してしまうということであり、それは致ち命めい的なことだと言える。それが故に銀は長生種たちに猛もう毒どくとして扱あつかわれ、人間たちには対吸きゆう血けつ鬼き用の武器（主に弾だん丸がん）として用いられるのである。





ギルバート王太子【人名】薔



　アルビオン女王ブリジット二世の実子で、王位継けい承しよう権第一位だった人物。表向きは子供を残すことなく病死したことになっていたが、かつての愛人ハリエットが、ギルバートとヴィクトリア妃ひとの間に生まれてくる子供を暗殺しようとすることを恐おそれ、密ひそかに親友のエドワード・ホワイトに子供の将来を託たくしていた。が、子供の誕生前に自らが病死したことにより、結果として〝ホワイトの乱〟という悲劇を招いてしまう。





金角騎士団【組織】星



　教皇庁軍の第二十八機械化歩兵大隊。指揮官はマーカントニオ・ブラスキ少しよう佐さ。イシュトヴァーン市警軍との戦せん闘とうのために派は遣けんされたが、戦場に立つこともほとんどなく、そのまま紛ふん争そう終結かと思われたとき、〝嘆なげきの星〟からの射しや爆ばくを受けて全滅した。





都グア市ール警デイア【組織】ＯＣ



　ここではローマ市警を指す。特務警察の管かん轄かつである政治犯罪やテロ以外の事件を担当する。特権的な捜そう査さ権限を持つ特務警察とは伝統的に関係が悪い。





〝黄グアン手テイ・袋ジヤツリ〟【称号】ＧＳ



　殺し屋ルチアーノ・リッジョの異名。特とく殊しゆな薬物強化のために黄色に変色した両りよう腕うでが、その由来である。





空中戦せん艦かん【兵器】星



　ケイトの〝アイアンメイデン〟をはじめ、戦闘装備の施ほどこされた飛行船。所属や目的によって船体の形状や装備は異なるようだ。





〝大円蓋クーペ・の間アルトウ〟【施設】夜



　星皇宮外がい廷ていにある建築物のこと。御ご前ぜん会議をはじめとする帝てい国こく貴族議会が開かれる場所で、国政の中枢、いわば国家議事堂といったところ。ちなみに〝大円蓋の間〟とは、建物自体の名であり、現在のイスタンブールにあるアヤ・ソフィアがこれにあたる。





クールラント伯はく【称号】ＳＤ



　バルト海沿岸のラトビアに領土を持つ吸血鬼氏族。





グズィノ【人名】夜



　帝国の遠洋強きよう襲しゆう艦かん〝ネレイアデス〟の乗務員。艦内で行方ゆくえ不明になっていた短生種のひとりで、他ほかの五人とともに船倉からミイラ化した死体が発見された。





〝愛児たクズル・ちの島アダラル〟【地名】夜



　帝てい都との南東十キロメートルに位置する緑豊かな島。長生種が死ぬと、その骸むくろはこの島に葬ほうむられることになっており、彼らの墓所である〝廟びよう邸てい〟が島の各処に点在している。宗教もなく魂たましいという概がい念ねんもない長生種の葬そう儀ぎは、人類のそれとは異なり、死者への祈いのりではなく生者が故人を偲しのび、その思い出を語るために行われる。それゆえに、この島は帝国貴族にとっては侵おかすべからざる聖地とされている。暗殺されたモルドヴァ公の葬儀もこの地で行われたが、列席した皇こう帝ていを暗殺するために、スレイマンが公く家げの廟邸ごと爆ばく破はした。





グデーリアン【人名】聖



　ケンプファーが行動を共にしているボディガード的な男。肉にく食しよく獣じゆうめいた輝かがやきを湛たたえる瞳どう孔こうの小さな瞳ひとみが特とく徴ちよう的てき。『茨いばらの宝ほう冠かん』で巨きよ大だいな狼おおかみに変身して〝教授〟とヴァネッサに襲おそいかかった〝牙のライス眷属ツアーン〟なる存在と、どうやら同一と思われる。グデーリアンという名前は、第二次世界大戦時のドイツ国防軍の将軍名からとられている。





キクニヤエゼーデフ・アル侯・キエ女ヴア【称号】ＦＥ



　キエフ侯こう爵しやく息女の意味。キエフ侯位に就つく前のアストの称号。





キクニヤゼエーラ・フアル・侯キエヴア【称号】夜



　真人類帝国貴族アスタローシェ・アスランの称号。ただし、「フロム・ジ・エンパイア」の際、彼女はまだキエフ侯女であり、当時のキエフ侯はアストの母親だった。『夜の女皇』の前年に先代が亡なくなり、アストが跡あとを継ついだ。ところで、「クニャゼーラ」とは帝国語で侯爵を意味する女性名詞。男の侯爵であった場合は「クニャゼール」と発音する。

　キエフは、現在のウクライナ共和国の首都である。





〝地精グノーム〟【クリーチャー】ＯＣ



　ケンプファーが創造した人造精せい霊れいのひとつ。形状は、太さが人間の胴どう体たいほどもある巨大なミミズで、地中に潜せん伏ぷくしたまま高速で移動し、獲え物ものに食くらいついて地中に引きずり込む習性がある。サン・ピエトロ広場では、方オベ柱リスクに仕込まれた〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟を爆破しようとしたレオンが十体以上もの〝地精〟と闘たたかっている。





埋グラー葬ベン・部コマ隊ンド【組織】ＨＦ



　アインハイツ軍ぐん曹そうを追ってきた、ゲルマニクス軍務総そう監かん直属の特殊部隊。鎧よろいとサーコートを纏まとった中世の騎き士しに重じゆう機き関かん銃じゆうを持たせたような、異様な風ふう体ていをしている。特務機関設立資金の奪だつ還かんと機密に触ふれたアインハイツの抹まつ殺さつを任務として、トレスたちを追い詰つめた。





Ｃクラフト・ＡアルビオンＷ・ワークス社【組織】ＭＲ



　アルビオン王国に本社を置く銃器メーカー。アベルの旧式回転拳けん銃じゆう、五十一式三十八口径回転拳銃〝ピースキーパー〟の製造元。





氏族クラン【集団】ＷＨ



　血けつ縁えん及および主従関係などによって成り立つ吸ヴア血ンパ鬼イアの郎ろう党とう。人類圏けんに潜伏する吸血鬼は氏族そのものが犯罪組織化しており、作中では〝悪フリユーのス・デユ華マル〟や四都市同盟の暗黒街を支配する〝四カウン伯ト・フ爵オー〟などが登場している。





クリスタルパレス【建築物】茨



　ロンディニウム市内、バッキンガム宮きゆう殿でんにあるハイド・パークの敷しき地ち内に建つ、総ガラス張りの巨大な博物館。『茨の宝冠』では〝湖の剣〟への対策本部がおかれた。本物のクリスタルパレスは一八五一年に開かい催さいされた第一回国際博覧会のために、ハイドパークに建設された。全長五百六十三メートル、幅はば百二十四メートル、中央頂部の高さは三十三メートルあり、内部に街路と街区を含ふくみ都市をまるごと内包したこの建築物は、博覧会の開催に間に合わせるためたった六ヶ月で完成された。博覧会開催後に解体されたため、現存はしていない。





グリニッジ【地名】茨



　ロンディニウムからテムズ川沿いに約十キロ下ったところにある、北海への河口にほど近い街。河か畔はんには海軍兵学校が広大なキャンパスを広げ、埠ふ頭とうには列強最強と名高いアルビオン北海艦かん隊たいが停てい泊はくしている。その他にも造船所やドックなど、艦隊整備のための設備が所ところ狭せましと並んでおり、さながら要よう塞さいを彷ほう彿ふつさせる威い容ようを誇ほこる。街はずれには海軍関係者が葬ほうむられる霊れい園えんが広がっており、〝教授〟はそこで〝パーシーの乱〟で全ぜん滅めつしたはずの第四十四連隊員たちの墓があるかどうか調査していた。実際のグリニッジは、ＧＭＴ（グリニッジ標準時間）を計測する天文台があることで世に知られている。





地下墳墓クリプタ【施設】ＯＣ



　サン・ピエトロ大聖堂の地下にある歴代法王の墓所。三十メートルに達する高い天てん井じようと、地上の大聖堂に匹ひつ敵てきする広さを備え、法王それぞれの墓所ごとに仕切られた広間には、石せつ棺かんと墓ぼ碑ひが安置されている。〝沈黙の声〟事件の際に、アルフォンソに化けたケンプファーがカテリーナを呼び出し、新教皇庁への参加を促うなががした。





クルースニク【称号・？？？】ＦＮ



①スラヴ伝承における、吸血鬼から人々を守る守護精霊のことで〝十じゆう字じ架かの人〟の意。

②Ａｘにおけるアベルのコードネーム。これはクルースニク化した際に彼が言うように〝吸血鬼の血を吸う、吸血鬼〟に由来していると思われる。

③本作の主人公アベル・ナイトロードの体内に潜ひそむ謎なぞの存在のこと。アベルはナノマシン〝クルースニク02〟という謎の存在を呼び醒さますことで、超ちよう人じん的な力を発揮する〝クルースニク〟状態になる。その際の彼は、黒い金属質の翼つばさが生えたり、巨大な大おお鎌がまを体内から生み出したりと、ほとんど人外の怪かい物ぶつといっても差し支えがない。その鬼き神しんの如ごとき能力は、作中に頻ひん出しゆつする強化人間や機械化歩兵たちとも一線を画すようであり、アベルを人外の魔ま物ものたらしめている。





クルースニク03【？？？】夜



　作中に登場するもう一人の〝クルースニク〟、セス・ナイトロードのこと。アベルの02に対し、彼女は03らしい。アベル同様、クルースニク化した際には鬼神の如き力を発揮する。クルースニク化したアベルが大鎌や雷らい撃げきを得物とするように、セスは二本の巨大な音おん叉さを用いて超ちよう音おん波ぱを武器とする。この超音波ビームは狙ねらった部位だけを音の炎ほのおで灼やくことができ、標的となった者は骨まで完全に灼き尽つくされ、さながらソドムの住人の如き塩の柱と化してしまう。





クルースニク02【？？？】ＦＮ



　クルースニクの項③を参照。





十字架クルス【アイテム】ＦＮ



　キリスト教の象しよう徴ちようである十字の形。イエス・キリストが十字に磔はりつけにされたことから、贖しよく罪ざい、自己犠ぎ牲せい、愛などの象徴として崇すう敬けいの対象とされる。その形状には聖アントニア型、ラテン型、教皇用など、時代や国によって様々な違ちがいがある。その用よう途とも多様で、教会の装そう飾しよくや祭さい壇だんに置かれる十字架から、神父や尼に僧そうが首に下げる首くび飾かざりのロザリオなどがある。





聖クル戦セイド【軍事行動】星



　本来は、宗教的に神聖と見なされる目的の下もと、神の名において行われる正義の戦争（戦争に「正義」があるのかは疑問であるが）を指す。作中では吸血鬼勢力を撲ぼく滅めつする目的をもって教皇庁が発動する大規模戦争のことであるが、「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」の時代から二百七十年前に、シルヴェストル十九世が提唱した第十一次十字軍の失敗を最後に行なわれていない。





グレゴリオ三十世【人名】ＯＣ



　フランチェスコ、カテリーナ、アレッサンドロの父にしてアルフォンソの兄である前教皇で「Ｒ．Ａ．Ｍ．」の時代から遡さかのぼること五年前に崩ほう御ぎよしている。愛人の数は百を超こえたという好色な教皇であったが、政治的には有能だったらしい。





グレゴリオ二十世【人名】天



　歴代教皇のひとり。吸血鬼との闘とう争そうにおいて人類が苦境に立たされていた暗黒時代初期に、〝黒い聖女〟から数々の啓けい示じと預言を授さずけられた教皇として名前が残っている。





クレタ島【地名】夜



　真人類帝てい国こく領でイラクリオン都カテ護イエ府ールが置かれた島。現在のエーゲ海南部に位置するギリシア最大の島である。かつてのエーゲ文明の中心地であり、クノッソス宮きゆう殿でんなどの遺い跡せきも数多い。





クレメンス十九世【人名】ＯＣ



　歴代教皇のひとり。特に秀ひいでた業績はなく、サン・ピエトロ広場にある方オベ柱リスクが地じ震しんで倒とう壊かいした当時の教皇として、カテリーナの話に名前のみ登場する。





クロード・ガルネ【人名】ＲＨ



　フランク陸軍中ちゆう佐さ。海かい賊ぞくになりすまし〝バチェラーズ・ブラッド〟号をデュプレー博士とＸＡＭ二二奪だつ還かんのために襲しゆう撃げきした。地位をかさに、自分からフランソワーズを奪うばい結けつ婚こんしたデュプレー博士を自動車事故を装よそおって殺害しようとしたが、誤ってフランソワーズが死んでしまったことに、良心の呵か責しやくを感じていた。最後はフランソワーズの記き憶おくに乗っ取られたＸＡＭによって踏ふみ殺された。





黒くろ猫ねこの縫ぬいぐるみ【アイテム】ＷＨ



　マッシリア中央駅でアベルが物売りから買ったキーホルダーのぬいぐるみ。マッシリアで起こった〝悪フリユーのス・デユ華マル〟に捕とらわれていた少女エリスを修道院に送る際、アベルが餞せん別べつとして手て渡わたした。





軍事院【組織】星



　教理聖省の外局。教会軍の運営全ぜん般ぱんを司つかさどる。〝大アル災マゲ厄ドン〟以前、教皇の有する武力は教皇官かん房ぼう室しつに付属する近衛兵だけだったが、暗黒時代、教皇庁が人類社会の盟主として吸ヴア血ンパ鬼イアと戦うにあたって作戦指揮にあたる専門機関が必要となった。そこで、各種修道騎き士し団だん・高位聖職者の私兵・ローマ民兵などが代表者を送って設立した協議機関が発展を遂とげ、現在の形となったと言われている。





人クンス造トリツ精ヒ・ガ霊イスト【クリーチャー】ＳＮ



〝騎士団オルデン〟の〝魔ま術じゆつ師し〟ケンプファーが造り出した人造生命体。バルセロナでアベルを襲おそった〝風ジルフ精イーデ〟、ローマでレオンを足止めした〝地精グノーム〟など、四大元素にならった風ふう雅がな名めい称しようが使われているものの、外見や性質はおぞましい化け物どもである。

　なお、『Ｒ．Ａ．Ｍ．Ⅳ』において初登場した新幹部ヘルガも独自の人造精霊〝冬ヴイのンタ乙・フ女ラウ〟を有しているが、彼女曰いわく、こちらの方がケンプファーのものより上品らしい？





人クンス造トリツ矮ヒ・ツ人ヴエルグ【クリーチャー】ＦＥ



〝人造精霊〟と同じく、テクノロジーによって造られたヒューマノイド型の人造生命体。とはいえ、ケンプファーの手になる〝影シヤーテン鬼・コホルト〟のように人間とはかけ離はなれた外見のものから、『Ｒ．Ａ．Ｍ．Ⅳ』に登場した〝智天使ケルビム〟のように、一見、人間のように見えるレベルのものまで、さまざまである。





猊げい下か【称号】ＦＥ



　枢すう機き卿きよう、大司教などの高位の聖職者に対する呼こ称しよう。





警巡院【組織】夜



　帝国における官庁のひとつ。帝国内の治安維い持じと士民や隷れい民みんら短生種の犯罪を摘てき発はつする。人類圏けんの警察組織に相当する。





ケイト・スコット【人名】ＦＮ



　Ａｘの派は遣けん執しつ行こう官かん。コードネームは〝アイアンメイデン〟。アルビオン出身の女性で、金きん髪ぱつにたれ目と泣き黒子ぼくろが特とく徴ちよう。ケイトはＡｘが所有する巨きよ大だい空中戦艦アイアンメイデン号の艦かん長ちようを務めており、他の派遣執行官たちのサポート役を担になっている。また、Ａｘ創設以前からのカテリーナの友人でもあり、彼女の秘書的役割もこなす有能な女性だ。

　普ふ段だんはおっとりとした性格だが、アベルやレオンといった不良神父たちの尻しり拭ぬぐい役を押しつけられることが多く、たまにキれたりもするカワイソーな人。Ａｘの中では、比ひ較かく的まともな精神構造をしているせいで、気苦労は絶えないところだろう。しかし、それだけに仲間のことを最も思いやっている人物とも言える。





王立ケーニツ歌劇場ヒオヘル【建築物】ＰＥ



　伝統と格式に裏打ちされた厳格な運営で、世界最高と謳うたわれるオペラハウス。「パブリック・エネミー」においては、〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟の行方ゆくえを追ってヴィエナに赴おもむいた派遣執行官たちがヴィルヘルム二世に領内での捜そう索さくの許可を求めて謁えつ見けんをする手はずになっていたが、〝エーデルワイス〟の手による〝沈黙の声〟攻こう撃げきと、レオン、トレスとケンプファーが戦せん闘とうを開始したため、場内は大混乱に陥おちいった。実在の王立歌劇場は正式名称をウィーン国立歌劇場といい、年間三百日の開演期間中は、約五十のオペラと二十のバレエ作品が毎日代わる代わる上演されている。





ケストナー【人名】ＯＣ



　ローマ市内のカフェテラスでケンプファーが引用した言葉の作者。本名はエーリッヒ・ケストナー。一八九九年にドイツのドレスデンで生まれた詩人で小説家。『エミールと探たん偵ていたち』『ふたりのロッテ』などの児童文学でも著名。





ゲーテ【人名】ＯＣ



〝沈黙の声〟作戦が失敗した後、ケンプファーが捨て台詞ぜりふとして残していった言葉の作者。本名はヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ。一七四九年に生まれたドイツの代表的な詩人にして作家。戯ぎ曲きよくや論文なども数多い。代表作は『若きウェルテルの悩なやみ』『ファウスト』など。





毛玉ッチョ【称号】ＫＦ



　ブラザー・フィリポが、毛深くてマッチョなレオンを指して言った言葉。





隔離地区ゲツトー【地名】薔



　ロンディニウムの地下数百メートルに広がる、〝大アル災マゲ厄ドン〟の時代に造られた地下都市。地上を追われた長命種たちが、歴代のアルビオン女王に遺失技術を提供することを引き換かえに居住を許されていたが、アレッサンドロ救出を大義名分にしたメアリによって襲しゆう撃げきされたことでマンチェスター伯はくヴァージルによって完全封ふう鎖さされ、その後の戦いで完全に壊かい滅めつし、もはや居住不可能になってしまった。





士民ケトウダ【階級】夜



　真人類帝てい国こくにおける短生種の身分のひとつ。肉体労働を担当する隷れい民みんの中から、試験に合格して知性と肉体能力を認められたものが士民となり、主に頭脳労働を担当する。そのまま専門学校に進む者もいれば、長生種に雇やとわれて、屋や敷しきや身の回りの世話係として働く者もいるようだ。





国家ケトウ・士民ツアル【階級】夜



　真人類帝国における短生種の身分のひとつ。士民の中でも各種の専門学校で教育を受け、所定の単位を取得した者が任官できる、いわば帝国の公務員である。ガザの港でイオンたちを帝てい都とまで船に同乗させたミマールなどがこれにあたる。





扈ケト従ウ・士ボエ民ール【階級】夜



　真人類帝国における短生種の身分のひとつ。国家士民の中でも特に優ゆう秀しゆうさを認められて帝国貴族諸しよ侯こうと個人的な契けい約やくを結んだ者を言う。〝ネレイアデス〟の副長リュステムはアガメムノン艦長の扈従士民であった。





化ケミ学カル性ルミ反ネツ応光センス【アイテム】夜



　化学反応に伴ともなう発光現象を利用した照明。化学反応で励れい起きした原子や分子がそれ自体で発光したり、他ほかの励起分子と衝しよう突とつして光を放つ。よく知られているのは、ホタルやウミボタルのルシフェリン発光。無む駄だのないクリーンなエネルギーとして、〝大アル災マゲ厄ドン〟以前から注目されていた。





地ビケルシールユビア【飲物】ＭＲ



　ケルンの地ビール。新教皇庁のリストを所有するアントニオが、敵の手から逃のがれて辿たどりついた汽船発着場内の安食堂で飲んでいた。





智天使ケルビム【クリーチャー】ＬＧ



　新教皇庁に賛同する人物の名前はおろか、会計記録から物資の隠いん匿とく場所まですべて記き憶おくしているとされ、派は遣けん執しつ行こう官かんと異い端たん審しん問もん官かん両方から行方を追われていた存在。その正体は〝情報管理用人造矮人〟と呼ばれる人造人間で、新教皇庁参入者の殉じゆん教きよう状じよう況きようをアルフォンソに逐ちく一いち伝えていた。智天使はキリスト教の天使の階級では第三位に位置し。その名にはヘブライ語で「知識」「仲裁する者」という意味がある。





ゲルハルト・ヨーデル【人名】ＡＮ



　ゲルマニクス憲兵総そう監かんにして上級大将。実は〝騎士団オルデン〟のメンバーで、階位は３＝８。本人は自分が〝騎士団〟に属していることに優ゆう越えつ感を感じているが、その位階からも、またルードヴィヒから〝魔ま女じよ〟と〝魔ま術じゆつ師し〟の対立について尋たずねられても答えられないあたり、地位的には大したことのない人物なのだろう。





ゲルマニクス王国【国家】ＦＮ



　ユーバー・ベルリンを首都とする新興軍事国家。元々は小国が乱立する旧ドイツ地域の一国であった。だが、近年、急激な工業化とともに国力をつけ、オストマルクをはじめとする周辺小国を強ごう引いんな拡張政策の下もとに併へい合ごうし、勢力を広げつつある。現在はボヘミア公国をも視野に入れているようで、教皇庁や世せ俗ぞく諸しよ侯こうからは警けい戒かいすべき国として注目されている。西部に位置するケルン市は、アルフォンソが大司教として務めた他、アントニオ・ボルジアが留学していたケルン大学の在所として作中に登場している。現国王のルードヴィッヒ二世は〝兇きよう王おう〟として恐おそれられる危険な若者。

　このゲルマニクス王国、実はカインの息のかかった国家であり、首都ユーバー・ベルリンには〝騎士団〟の本部が置かれている。軍事技術や情報面で〝騎士団〟の援えん助じよを受けているので、戦争には強い。官かん僚りよう組織・軍隊の中には、すでに〝騎士団〟のネットはびっしりと張り巡めぐらされていて、なんらかの形でこれに関かかわらないと栄達は望めない。組織内部では〝騎士団〟の存在は公然の秘密として（むろん、テロ結社としてではなく、組織内組織として）囁ささやかれ、少しでも野心のある官僚や軍人は彼らからの接せつ触しよくを心待ちにしている状態。そんな王国軍に絶望した国王ルードヴィッヒは、独自に親衛隊を組織。彼らを手足に、騎士団に対たい抗こうしようと画策している。





ケルン大司教【称号】ＯＣ



　ゲルマニクスの地方都市ケルン周辺の教区を統とう括かつする大司教。アルフォンソ・デステの役職。教皇選出会議に敗れ、枢すう機き卿きようを辞任した後に就任した。





ケルケルンン市ポリ警ツアイ【組織】ＭＲ



　ケルン市内を担当する警察組織。アントニオが持つリストの奪だつ還かんを狙ねらう新教皇庁の神父たちが、ケルン市警の刑けい事じの身分を騙かたっていた。





還げん俗ぞく【制度】茨



　神に遣つかえる聖職者が、自らの聖務を捨てて一いつ般ぱん社会に復帰すること。『茨いばらの宝ほう冠かん』においては、アルビオン女王になることを決意したエステルが、国務聖省を去ることを意味する。





限定起動【機能】ＦＮ



　アベルやセスが、クルースニク化する際に唱える「ナノマシン〝クルースニク02〟四十パーセント限定起動、承認」中の言葉。限定起動と言っていることから、クルースニクの力を限定的に起動させていると思われる。作中でのアベルを見る限り、クルースニクは、その起動率に応じて鬼き神しんの如ごとき力を増している。だが、それと同時に、アベル自身の自我もより攻こう撃げき的になり、暴走しているかのようにも思われるのも事実。『熱砂の天使』では、アベルが八十％起動を行っているが、その際の彼は、完全に自我を失い、破は壊かいの権化と化していた。また、元に戻もどったアベルは、そんな自分を恐れ、忌いみ嫌きらっている。また、アベル自身が暴走状態の自分を指して、なぜか〝彼ら〟と三人称で言っていることと、八十％起動時のクルースニクと対たい峙じしたラドゥが聞いたクルースニクの一人称が〝我々〟であったこととも奇き妙みように符ふ合ごうする。そう、この点にアベルの、そしてクルースニクの秘密が隠かくされているのだ。





頭巾コイフ【ファッション】星



　尼に僧そうの修道服で頭部を覆おおう布。見習い、正式を問わず、尼僧には着用が義務付けられている。





膠こう原げん病びよう【病気】茨



　本来人間の体を防ぼう御ぎよするために存在する免めん疫えき機能に異常が発生することにより、血管や皮ひ膚ふ、内臓などの結合組織に対して同時多発的に発熱、関節痛などの様々な症しよう状じようを複合して起こす病気。発症原因が不明で、現代でも根治するための療りよう法ほうが確立されておらず、慢まん性せい的な経過を辿ることが多い難病。二十代～三十代の女性に発症するケースが多い。





後催さい眠みん【能力】ＦＮ



　催眠術の使用法のひとつで、あらかじめ暗示を与あたえておき、決められたキーワードを聞いたり自分で口にした場合、無意識に指定された行動を取るように誘ゆう導どうすること。〝トリスタン〟をハイジャックしたアルフレートが、この後催眠をかけられており、自分で自分の心臓を貫つらぬくことになった。そのキーワードとなったのは「ローゼンクロイツ」と思われる。





高周波兵器【兵器】ＮＬ



　高周波を放射することによって対象物を粉ふん砕さいする兵器。Ａｘが調査にあたっていた児童誘ゆう拐かいシンジケートのアジトを、突とつ入にゆう直前に吹ふき飛ばした兵器。これはジェームズ・バレーに命令された〝妖よう精せい〟たちが起こしたソニックブレードのことだと思われる。





後天性吸ヴア血ンパ鬼イア【種族】ＮＬ



　吸血鬼に血を吸われ、吸血鬼化した人間のこと。〝転向者〟とも呼ばれる。元ロンディニウム司教のアレクサンダー・スコットがこれにあたる。古来から伝承によれば、吸血鬼の犠ぎ牲せい者しやは自らも吸血鬼化すると言われているが、「トリニティ・ブラッド」の世界観においては、犠牲者が吸血鬼化するのはごく稀まれである。その原因は不明であるが、これには犠牲者となる人間の体質や加害者である吸血鬼の性質などが関かかわっているらしい。なお、ネバーランド島にいた〝妖精〟の子供たちは、人じん為い的に吸血鬼を造り出そうという狂くるった実験の犠牲者である。





広報聖省【組織】ＦＮ



　教皇庁の宣伝を担当する官庁。教皇庁の公式声明や意向・動向を対外的に宣伝する活動を行っている。また、組織の性質上、各メディアに対して強大な影えい響きよう力を持っており、マスコミを使っての情報操作や各国の情報収集・分ぶん析せきなどにも長たけている。

　民衆へのプロパガンダとして、ときには映画や演劇などの制作も行っており、ローマ郊こう外がいにハリウッドならぬチネチッタと呼ばれる撮さつ影えい所じよも所有しているらしい。作中では描えがかれていないが、現長官のアントニオ・ボルジアは大の映画マニアで、職務権限を使って大作映画を撮とりまくっているのだという。

　ちなみに広報聖省は、ローマ公用語で〝プロパガンダ・フィーデ〟と言うが、これは二十一世紀現在の布教聖省にあたる。作中の世界においてカトリック以外の信しん仰こうは、教皇庁によってすでに絶ぜつ滅めつさせられたため、存在意義を失って発展解消を遂とげたと思われる。





夜魔ゴーント【クリーチャー】ＰＥ



　翼怪と同じく、ケンプファーが〝塔とう〟に残してきた下僕。こちらの名前もＨ・Ｐ・ラヴクラフトが自身の小説の中で創作した怪かい物ぶつから引用されているようだ。





国務聖省【組織】ＦＮ



　教皇庁の対外部門で、外務省と国連事務局を兼かねる機関に相当する。これは、教皇庁が巨きよ大だいな領地を所有する一国家としての性格と、人類の盟主である超ちよう国家機関としての性格を併あわせ持つからである。主な役目としては、ヒスパニア、アルビオン、フランク、ゲルマニクスなどの四王国をはじめとする世せ俗ぞく諸しよ侯こうとの外交と、各国に配された司教区の統とう括かつである。だが、それらの役目以外に近年、現長官のカテリーナ・スフォルツァの指示下、もうひとつの任務が水面下で模も索さくされている。それは、真人類帝てい国こくとの秘密外交である。カテリーナは、幾いく度どか内密裏りに帝国とのパイプを作ろうと接せつ触しよくを図っているが、未いまだそれを確立するには至っていない。もし、このことが明るみに出れば、教皇庁にとって致ち命めい的なスキャンダルとなるが、それを押しても帝国に拘こだわるカテリーナの真意とは、共同して〝騎士団オルデン〟の脅きよう威いに対たい抗こうすることである。

　外務省という性格上、その権限は教皇庁領外では強いが、領内では教理聖省に優位があるため弱い。そのためか、伝統的に教理聖省とは犬けん猿えんの仲であるようだ。本庁舎はローマのテヴェレ川沿いにある〝剣つるぎの館やかた〟。





国連航空宇宙軍【組織】星



　アベルは、かつてこの組織の中ちゆう佐さであったらしい。しかも現在でも、この組織時代のＩＤを使って、〝嘆なげきの星〟や〝イブリース〟の機能を司つかさどる電動知性に介かい入にゆう可能なのだ。このあたりに、アベルの過去の鍵かぎがあるのだろう。





魂ココロの同胞トモ【呼称】ＭＲ



　アントニオ・ボルジアが自分とアベルとの関係を指して言った言葉。その割には、銃じゆう撃げきの弾たま除よけにしたりギャングに襲おそわれた際の盾たてにしたりと散々な扱あつかいであったが、彼にとってはそれが「魂の同胞」であるらしい。





メコシンテスフ・アィ・メスンフ伯イス【称号】夜



　真人類帝国貴族イオン・フォルトゥナの爵しやく号。なおメンフィスは古代エジプトの首都であり、現在のエジプト北部、ナイル川下流の西岸にあるカイロ市の南に遺い跡せきを残している。





コジモ・アヴェラルド【人名】ＢＣ



　カテリーナの後こう援えん者しやの一人で、ロンバルディア州の医師教会会長を務める人物。





古代ビザンツ帝国【国家】夜



　真人類帝国の帝てい都と一帯をかつて支配していた古代帝国。別名を東ローマ帝国、ビザンティン帝国ともいう。帝都の地下に存在する地イエレ下バタ宮ン・殿サライは、その当時の遺跡である。四世紀後半から十五世紀半ばに至るまで、現在の地中海世界やアジア、アフリカの一部を手中に収めていた。その強大さは、真人類帝国を彷ほう彿ふつとさせるものがある。





コナヴリ村【地名】星



　教皇庁領の北東部にある寒村。ミリスとマリスという二人の女吸血鬼に襲われ、二十二件の殺人事件の舞ぶ台たいとなり、村長の娘むすめサーシャが吸血鬼退治に向かったが、逆に殺されかけたところでアベルによって救われた。





コネリー【人名】ＦＮ



　アルビオン・エアラインの飛行貨客船〝トリスタン〟の船長。アルビオン貴族で、ジェシカの才能を惜おしんで会社に推すい薦せんしようとするなど、心配りのきいた紳しん士し。アルフレートによって殺害された。





ゴリアテⅠ【兵器】天



　教皇庁で開発された電動知性制せい御ぎよ式の最さい新しん鋭えい戦車。全長十メートルを超こえる巨きよ体たいには電動知性をはじめとする遺ロス失トテ技クノ術ロジーがふんだんに投入されている。また、五十ミリ短砲ほう身しんカノン砲、回転砲ほう塔とう二基、三十ミリ機関砲などが装備されており、火力も同時代の戦車を凌りよう駕がする性能を持つ。実際、小都市が保有する軍隊程度なら、全軍を相手にしても互ご角かくに渡わたり合える戦力を有しているだろう。

　カルタゴでカテリーナを護まもるために、異い端たん審しん問もん局きよくが派は遣けんしたが、最新型の電動知性制御であることが裏目に出てしまい、ディートリッヒの作ったハッキングディスクによって乗っ取られてしまった。





教皇コン選出クラ会議ーベ【催事】ＯＣ



　教皇が死亡した後、次の教皇を選ぶために行われる選挙。通常は、教皇の死後十五日間に枢すう機き卿きよう全員が召しよう集しゆうされ、投票を行う。投票は、投票総数の三分の二＋一の大多票数を得うる当選者が現れるまで続けられ、当選者が決定した場合は首席枢機卿が本人に受じゆ諾だくするかどうかを訊たずねる。受諾すると続けて教皇名が決められ、そこで新教皇の誕生となるのである。

　現教皇アレッサンドロ十八世は「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」の時代から遡さかのぼること八年前に、この会議で叔父おじのアルフォンソ・デステを破って選出された。





コンスタンティヌス【呼称】星



　教皇庁東方軍第五旅団の名めい称しよう。指揮官はボルゲーゼ少将。第六旅団〝ユスティニアヌス〟とともにイシュトヴァーンの反乱鎮ちん圧あつに派遣された。





コンスタンティヌス一世【人名】夜



　古代ビザンツ帝国の皇こう帝てい。「大帝」とも呼ばれ、キリスト教の公こう認にん、身分制や軍制の改革などを行って帝国を発展させた。





枢機コンチ卿会議ストーロ【催事】ＳＮ



　教皇が主しゆ宰さいする枢機卿の会議。通常は教皇、枢機卿のみの会議だが、司教や司祭などの枢機卿以外の高位聖職者が参加する場合もある。ある意味では〝教皇コン選出クラ会議ーベ〟も枢機卿会議の一種といえる。『Ｒ．Ａ．Ｍ．Ⅳ』では、ブルノの新教皇庁蜂ほう起き事件に派遣ハヴ執行官エルが関かかわっていたことで、カテリーナの責任も問われ、枢機卿会議の審しん問もんを受けることになった。





ゴンドラ【乗物】ＦＥ



　水の都ヴェネツィアで主要な交通機関となっている手漕こぎ舟ぶね。船首と船せん尾びが高く反った細長い形状で、遊覧にも利用される。船尾に立つ船ゴンド頭リーエが長い櫂かいを使って進む。





世コン界トラ・のムン敵デイ【称号】ＦＮ



　作中におけるキーワードのひとつ。本来は聖書や神話に登場する「世界破は壊かい者しや」を示す言葉。「世界」という概がい念ねんを持つほどに成熟した神話・宗教ならば、必ずといってよいほど語られる存在である。

　作中、最大の敵役である〝騎士団オルデン〟は自らをもって〝世界の敵〟を認にんじており、事実、〝我らイグネ炎に・ナチよりユラ・て世レノヴ界をアトー更新ル・イせんンテグラ〟のスローガンの下もとに行われる現行秩ちつ序じよへの挑ちよう戦せんはその称号に相応ふさわしい。

　だが一方、作中にはこの称号で呼ばれている人物が他ほかにもいることを忘れてはなるまい──他ならぬ主人公アベル・ナイトロードである。

　かつてケンプファーは「そうやって、すぐに君は世界を敵に回したがる」と彼を窘たしなめ、ディートリッヒはストレートに彼を指して〝世界の敵〟と嘲ちよう弄ろうした。さらに、『熱砂の天使』において登場したリリスのアベルに対する台詞せりふは、期せずして〝騎士団〟幹部たちの発言を裏付ける内容であった。「あなたは世界を敵に回しているけれど、それは世界を愛していることの裏返し」──これらの発言の真相は、彼らだけが知るアベルの過去に隠かくされているはずだ。





枢機卿コンナス会議トウーロ【催事】ＬＧ



　教皇庁の最高意思決定機関。異端審問の実じつ施しを決定する権利を持つ。『ノウ・フェイス』において、教皇アレッサンドロの誘ゆう拐かいに派遣執行官であるヴァーツラフ・ハヴェルが関連していたことから、カテリーナは異母兄であるフランチェスコから異端審問にかけられそうになったが、枢機卿会議が教皇庁の権けん威い復権に急進的なフランチェスコを危険視する高位聖職者によって構成されているため、カテリーナを支持する立場を取った。





戦コン闘バツ用ト・散シヨ弾ツト銃ガン【武器】ＧＨ



　異端審問官ブラザー・バルトロマイの武器、Ｓ09〝デウス・エクス・マキナ〟のこと。特とく殊しゆな散さん弾だんを使用し、精密射しや撃げきを可能にしている。





戦コンバ闘ツト記・メ憶モリー【プログラム】ＧＨ



　機械化歩兵であるトレスの戦闘経験を記録したデータ。異端審問官ブラザー・バルトロマイことＨＣ－ⅡＸは、長期間の改修のために、トレスよりもこのデータが不足しており、トレスの戦闘記録を奪ハツうキングことによって経験値を上げようとした。





電動コンピ知性ユータ【機械】ＦＮ



〝大アル災マゲ厄ドン〟以前の遺ロス失トテ遺クノ産ロジー。旧文明の遺産中、最も謎なぞの多いものとされ、数字の羅ら列れつによって翻ほん訳やくされるその思考を解読できるのは〝電脳プロ調律師グラマー〟と呼ばれる専門の技能者だけである。







[image: さ行]





サーシャ【人名】星



　吸ヴア血ンパ鬼イアに襲おそわれたコナヴリ村の村長カスパレクの娘むすめ。吸血鬼退治に出かけたまま戻もどらなかった兄の仇あだ討うちのため、たったひとりで吸血鬼のもとに乗り込んだ。だが十五歳の少女の身では敵かなうはずもなく、危あやうく次の犠ぎ牲せい者しやになりかけたところでアベルに助けられた。





索敵サーチ＆攻撃デストロ戦仕様イモード【プログラム】ＷＨ



　ＨＣシリーズが常じよう駐ちゆう戦術思考として走らせる戦術プログラムのひとつ。戦域内に潜せん伏ぷく中の敵性体を検知・撃げき滅めつすることを目的とする。また戦せん闘とう終しゆう了りよう後の敵数確かく認にんと、その対応のための準戦闘状態。





索敵サーチ仕様モード【プログラム】ＯＣ



　ＨＣシリーズが常駐戦術思考として走らせる戦術プログラムのひとつ。戦域およびその周辺の検けん索さくと、敵性体の接近を可か及きゆう的迅じん速そくに感知することを目的とする。





催さい涙るいガス【武器】茨



　暴動鎮ちん圧あつ用に開発された特殊なガス。『茨いばらの宝ほう冠かん』において、〝教授〟が自分とヴァネッサを襲う〝牙の眷属〟をひるませるために使用した。





〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟【兵器】ＳＮ



　あらゆる物質は固有の振しん動どう数すうを持っており、その振動は極きわめて低波長で、人間の鼓こ膜まくでは音として聴きき取ることができない。この低周波を物質、特に大型の建造物に照射することで共振を発生させ、その構造を崩ほう壊かいさせることを狙ねらった兵器が共振崩壊誘ゆう導どうシステム、すなわち〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟である。元々はネバーランド島でジェームズ・バレーが、ケンプファーの協力の下もと、開発を進めていたティンカーベル・システムの副産物として生まれた兵器であった。本来、低周波はかなり長時間照射する必要があるのだが、バルセロナでケンプファーの使用した〝沈黙の声〟試作機は、音おん響きよう効果に優すぐれたサグラダファミリア大聖堂の構造そのものをアンプとして利用することで効果を高め、一いつ瞬しゆんにしてバルセロナの街を崩壊させるに至った。その後、ローマでケンプファーが運用しようとした際には、小型化されて、アルフォンソが奉ほう納のうしたサン・ピエトロ広場のオベリスク内に仕込まれている。ただし、こちらはレオンの活かつ躍やくによって破は壊かいされた。さらに「パブリック・エネミー」にてアインヘーレ商会を倒とう壊かいさせて以降、レジスタンス組織エーデルワイスの手に渡わたされ、ルードヴィッヒ二世暗殺の手段として用いられている。





サヴァン症しよう候こう群ぐん【病気】茨



　自閉症しよう患かん者じやの十人にひとり、脳損傷患者または知的障害者の二千人にひとりの割合でみられる奇き病びようで、何らかの理由で左脳の機能に障害または欠損がある者の脳のう細さい胞ぼうが、欠落部分を補うために右脳の細胞だけが異常に発達して、常人には到とう底てい持ち得ない記き憶おく力や表現力を獲かく得とくしてしまう病気。六年前に一瞬見ただけのロンドン塔とうの地図を正確に複製できるアレッサンドロの記憶力も、サヴァン症候群の症状である。なお、サヴァンとはフランス語で「学者」を意味するが、この病気の患者の多くが驚きよう異い的な記憶力を持っていることに由来している。





聖サグ家ラダ族フア贖ミリ罪ア・教カテ会ドラル【建築物】ＳＮ



　バルセロナの閉へい鎖さ地区に聳そびえ立つ巨きよ大だいな大聖堂の廃はい墟きよ。あまりに異教的なその外観から教皇庁にも放ほう棄きされ、公共機関や民間企き業ぎようをたらい回しにされていたが、近年ドメネック製薬会社の新本社ビルとして買い取られる。だが、それは表向きで、実はケンプファーとバレーが〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟の稼か働どう実験をするためであった。内部に改造を施ほどこされ、建物自体が音響兵器となり、バルセロナを崩壊させることとなる。

　実際はアントニオ・ガウディの設計によるバルセロナにおいて最も有名かつ奇き異いな建築物。着工は一八八二年だが、二〇〇五年の現在もまだ建築中である。完成までにあと二百年はかかるだろうと言われているが、作中に登場したものはすでに完成しているという設定である。





ザグレブ伯はく【称号】ＦＥ



　真人類帝てい国こく貴族エンドレ・クーザの爵しやく号。「剣つるぎと刀を持つ竜りゆう」を家章としている。ザグレブはバルカン半島の西に位置する、現在のクロアチア首都。





ロンザ・ドン塔タワー【建築物】茨



　マンチェスター伯ヴァージルが監かん禁きんされていた難なん攻こう不落の要よう塞さい。たとえ吸血鬼といえどもここに乗り込んだり、脱だつ出しゆつしたりするのは至難の技わざだが、ヴァージルはアレッサンドロの協力と、トレスの援えん護ごにより脱出に成功した。実在のロンドン塔は重犯罪人専門の牢ろう獄ごくとして英国史上に名を馳はせており、ここに収容された著名人には、ヘンリー八世の二番目の妃きさきであるアン・ブーリンや、女王エリザベス一世と王位継けい承しように際して対立したスコットランド女王メアリ・スチュアートなどがいる。数多くの人間たちの血がここで流されたため、ブラディ・タワーと呼ばれることもある陰いん惨さんな場所。現在は観光名所として一いつ般ぱんに開放されている。





カルタゴサデイワインサアド【飲物】天



　カルタゴの特産ワイン。元教皇庁職員ボッロミーニがホテルのバーで飲んでいたのは〝女ダムア王ル・のエリ涙ツサ〟という銘めい柄がらで、その後、近づいてきたエステルにご馳ち走そうした。





砂漠サハラ【地名】天



　アフリカ大陸の三分の一を占しめる、世界最大の砂漠。八月になると風が強まり、カルタゴ市街にまで砂すな埃ぼこりが届くらしい。





火サラマ精ンデル【クリーチャー】ＰＥ



　ケンプファーが生み出した人造精せい霊れい。粘ねん菌きんをベースに生成されており、強酸を含ふくんだ体を触しよく手しゆのように伸のばして犠ぎ牲せい者しやを搦からめとって吸収して急激に巨大化していく。王立歌劇場でレオンを足止めするために使用された。その吸収力と速成力でレオンを苦しめたが、酸性であることに注目したルードヴィッヒにより、生石灰の加水反応と酸に対する中和作用により自らを構成する粘菌を殺されて滅ほろびた。





サルキス【人名】夜



　帝国の遠洋強きよう襲しゆう艦かん〝ネレイアデス〟の乗務員。フセインとともに姿を消し、艦長のアガメムノンに艦内探たん索さくを決意させるきっかけとなった。後に船倉で他ほかの行方ゆくえ不明者らと同じくミイラ化した死体が発見された。





サン・ジェルマン【人名】薔



　バトラーことケンプファーがかつて名乗っていた名前。サン・ジェルマンは十八世紀、ルイ十五世統治下のフランスに現れた人物。自らの年ねん齢れいを三百歳と称しようし、十カ国語以上の言葉を操あやつって宮きゆう廷ていの話題を独どく占せんした。また自分はバビロニアのネブカドネザル大王が作ったバビロンの都にいったことがあるなどと吹ふい聴ちようしていた。一七八〇年前後に、ドイツのシュレスヴィッヒで死去したと伝えられたが、その後もヨーロッパ各地で目もく撃げき報告が伝えられており、不老不死のタイムトリッパーではないかと考えられた。





聖サンシモン総合病院【施設】ＷＨ



　マッシリアの南なん郊こうにある教皇庁直ちよつ轄かつの教会病院。地上六階までは普ふ通つうの一いつ般ぱん病びよう棟とうだが、最上階は主に吸きゆう血けつ鬼きやその被ひ害がい者しやを対象とした教会用の隔かく離り病びよう棟とうになっている。吸血鬼氏族〝悪フリユーのス・デユ華マル〟の同士討うち事件で、生き残ったメンバーが収容されていたが、トレスの尋じん問もん直前に口くち封ふうじで殺された。





サンタ・エレナス大聖堂【建築物】ＳＮ



　バルセロナの旧市街区にある司教座教会。バルセロナ大聖堂、あるいは単にカテドラルと呼ばれることが多い。バルセロナでの調査でアベルとノエルが食事をしていたレストランから、この大聖堂が見える。十三世紀から十五世紀に百年以上の歳月をかけて造られたゴシック建築で、名前の由来は聖堂内の中央祭さい壇だんに眠ねむるバルセロナの守護聖女サンタ・エウラリアから。





サンタ・マリア・クローチェ女子修道院【施設】ＯＣ



　ローマ市内にある女子修道院。厳格な男子禁制の規定があり、アベルが鐘しよう楼ろうに〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟が仕し掛かけられていないかを調べるために押し入ったときには院長以下、修道女総出で強きよう硬こうに追い返そうとした。結局アベルを止めたのはレオンであったが、一いつ緒しよにいたトレスを含め、三人もの男性に踏ふみ入れられたことは修道院創立以来の出来事だったと思われる。





〝サンダルフォン〟【兵器】星



　教会軍所属の空中戦せん艦かん。艦長はアルノルト・ディ・カンビオ大たい佐さ。イシュトヴァーン市の攻こう略りやく戦では第六旅団〝ユスティニアヌス〟の空中支し援えんを務めた。教皇軍の中で軍事衛星〝嘆なげきの星〟の射しや爆ばくを免まぬかれた数少ない戦艦である。なおサンダルフォンはカバラにある天使の名前。





サンツ駅【施設】ＳＮ



　バルセロナの中央駅で、国際特急が発着する玄げん関かん口ぐち。ハイメ・ドメネックと名前を代えたジェームズ・バレーが、ケンプファーを見限って、ここからの最終便でアヴィニヨンへ逃にげようとしたが、アベルとノエルによって足止めされた。だが、ケンプファーの〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟を使った報復攻こう撃げきによって駅舎が倒とう壊かい、バレーも瓦が礫れきの下した敷じきとなった。





法サン王・ピエ宮トロ【建築物】ＮＬ



　教皇の居城にして、教皇庁の主要機関が集中する宮きゆう殿でん。ヴァチカン市国を指して言う場合もある。





サン・ピエトロ大聖堂【建築物】ＯＣ



　初代教皇ペテロが殉じゆん教きようした土地に建つ大聖堂。地下には歴代教皇が眠る墳ふん墓ぼがある。大聖堂そのものは四世紀頃ころにコンスタンティヌス大たい帝ていによって建立されたのを起源とする。二十一世紀現在の建物は一五〇五年に再築されたもので、ラファエロ、ミケランジェロなども建築に関かかわっており、およそ百六十年の歳月をかけて完成したというローマ観光のハイライトでもある。

　作中では〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟事件において、ケンプファーがカテリーナを殺そうとして地下墳墓に呼び出すも、アベルによって阻そ止しされた。





三品官【階級】夜



　帝てい国こくにおける職階のひとつ。院司と呼ばれる中央官庁の長官や、県令、禁軍兵団長などに与あたえられる官位。





聖サンマルコ大聖堂【建築物】ＦＥ



　ヴェネツィアの守護聖人、聖マルコを祀まつる大聖堂。地下には数々の奇き跡せきを起こしたといわれる聖マルコの遺体が眠っている。作中では行方不明になっていたその聖体が発見され、教皇によって聖体安置の大ミサが行われる予定があったが、後に聖体は陰いん謀ぼうによる贋がん物ぶつであったことが判明。大ミサに紛まぎれて教皇暗殺を企たくらむ吸血鬼エンドレを捕とらえるため、アベルとアストがミサを偽ぎ装そうした。

　実際のヴェネツィアでも最も有名な建物で、建築が始まったのは九世紀初頭。その後、火災によって焼失したものの、十一世紀半ばに現在の形で再建された。大聖堂前の聖マルコ広場は、ナポレオンをして世界一美しい空間と言わしめ、秋から冬の満潮時には海水に浸ひたされるという海の都らしい場所である。





〝残留者〟【？？？】天



〝聖エリッサの墓所〟内に残されたビデオファイルのリリスが、アベルに対して言った言葉。人類を指してリリスは残留者と呼び、かつてのアベルたちは地球人テランと呼んでいたらしい。





シアン化カリウム【毒物】ＪＰ



　青酸カリとも呼ばれる猛もう毒どく。ブルノで新教皇庁が蜂ほう起きした際に切り札として使用した噴ふん進しん爆ばく弾だんの弾だん頭とうに搭とう載さいされていた。人間のみならず、吸ヴア血ンパ鬼イアにとっても猛毒であり、新教皇庁はこれを帝国に対して使用すると教皇庁を脅おどすつもりだったようだ。作中では、あまりにも凶きよう悪あくな威い力りよくと取り扱あつかいが困難なことから、教会法で武器への転用を禁止されているほどであったが、アッシジの空軍基地でエンリコ・マルティーニ博士らによって極ごく秘ひ開発されていた。おそらく、それはフランチェスコの密命によるものだと推測される。





ジークリンデ【兵器】ＪＤ



〝傀儡ピグマの王リオン〟メルキオール・フォン・ノイマンの作り出した、メイド型自動オート人形マタ。自分の身長よりも大きい剣けんと、敵に絡からみ付いて身動きを取れなくする黒くろ髪かみを操るが、最大の武器は何度倒たおしてもすぐに復活する耐たい久きゆう力りよくの強さ。「バード・ケージ」においてジークリンデと対戦したレオンも、この打たれ強さには手こずらされた。なお、ジークリンデは個体名ではなく自動人形のシリーズ名であり、同型機が少なくとも十体は存在している。





ジェームズ・バレー【人名】ＮＬ



　アルビオン貴族で、前ロンディニウム総合大学医学部部長。童話作家としても著名な人物であり、引退後は所領で余生を送っていた。子供好きの人格者として高名な人物だったが、実はシンジケートが誘ゆう拐かいした子供を買い取り、違い法ほうな生体実験と幼児虐ぎやく待たいをしていたマッドサイエンティストであった。所領のネバーランド島ではケンプファーの協力下、〝人じん為い的転向〟の研究と低周波兵器〝ティンカーベルシステム〟の実験を行っていたが、転向の〝成功例〟である〝妖よう精せい〟たちの反乱で島を追われた。その後はバルセロナに渡わたってハイメ・ドメネックと名を変え、〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟の開発に携たずさわっていたとみられる。バルセロナのサンツ駅でアベルとノエルに追い詰つめられた際、ケンプファーによる口くち封ふうじのために殺される。





ジェシカ・ラング【人名】ＦＮ



　飛行客船〝トリスタン〟のスチュワーデスで、飛行船設計家キャサリン・ラングの娘むすめ。本来は操そう舵だ士しを希望していたが、女性であるために叶かなえられなかったようだ。だがその才能と技術は〝トリスタン〟の乗務員たちにも認められており、船長のコネリー自ら会社に掛かけ合うと断言したほど。アルフレートによって船が乗っ取られ、乗務員が皆みな殺ごろしにされた後は、アベルの協力を得て〝弟〟である〝トリスタン〟を操縦し、墜つい落らくから守りぬいた。





殲ジエ滅ノサ戦イド仕様モード【プログラム】ＷＨ



　ＨＣシリーズが常じよう駐ちゆう戦術思考として走らせる戦術プログラムのひとつ。戦域内に存在するすべての敵性体を可か及きゆう的速すみやか、かつ完全に撃げき滅めつすることを目的とする。





シェラザード・アル・ラフマン【人名】聖



　真人類帝国バビロン伯はくにして、ティミショアラ都カテ護イエ府ールで副参軍を務めていた帝国貴族で、褐かつ色しよくの肌はだと紫むらさき色の瞳ひとみの組み合わせによる神秘的な美しさの女性。『夜の女皇』において、真人類帝てい国こく皇こう帝ていヴラディカに対して反旗を翻ひるがえしたティグリス公スレイマンの姪めいにあたり、心ならずとも反乱に荷担したことで、国を追われることになった。アルビオンを目指す旅の途と中ちゆう、イシュトヴァーン近きん郊こうでダヌンツィオの部下に捕らえられ、士民の安全と引き換かえにエステル暗殺計画への荷担を強要されるが、ダヌンツィオを裏切って誘拐したエステルと行動を共にするうちに、自分を『シェラ』と呼び、長命種を同じ人類と認めて触ふれ合ってくるエステルに好感を抱いだくようになる。

　しかし、ダヌンツィオの陰いん謀ぼうを暴きすべてが終わった後、瀕ひん死しのシェラザードは教皇アレッサンドロを襲おそう振ふりをして、自分をエステルに殺させようとする。それはエステルが文字通り〝吸血鬼殺しの聖女〟となれば、吸血鬼である自分と一いつ緒しよに行動した罪は問われない、という思いからだった。エステルを『我が友』と呼び、息を引き取ったシェラザード。その存在はエステルが〝聖女〟たろうと決意することに大きな影えい響きようを与あたえた。





〝処ジエラ刑ツト者・チのエス泉メスイ〟【地名】夜



　星皇宮外がい廷ていにある小さな泉。〝大アル災マゲ厄ドン〟以前にこの都を治めていた大オスマ帝ン・国トルコの処刑係が、任務終しゆう了りよう後ご、斧おのについた血をここで洗ったことからこの名がついた。





ジェリコＭ13【武器】ＷＨ



　トレス・イクスの愛用する大型拳けん銃じゆうで、名めい称しようは〝怒デイりエスの日・イレ〟。口径は直径十三ミリ、弾だん丸がんには五一二マキシマ弾だんを使用している。その威力は巨きよ象ぞうも即そく死しさせることが可能である。





シェーンブルン宮きゆう殿でん【建築物】ＡＮ



　ヴィエナ中心部から南西五キロに位置する離り宮きゆう。名前は〝美シエナし・ブいルン泉ネン〟という意味を持つ。作中ではヴィルヘルム二世とレオンがここで謁えつ見けんしているが、歴史上では一六九五年に、神聖ローマ帝国皇帝レオポルド一世が建てた夏の離宮。後にマリア・テレジアはこの宮殿を居城にするために増改築をおこない、現在の姿になった。ヨーロッパ有数のバロック建築として現在でも名高い宮殿である。





ジェーン・ジュディス・ジョスリン【人名】薔



　アルビオン女王ブリジット二世の姪にして、エリン公、アルビオン海軍中将、国家財政副委員長、自由党院内幹事、王国貴族院終身議員などの重責を兼けん任にんしているアルビオンの重じゆう鎮ちん。また巨きよ大だい複合企き業ぎよう体たいジョスリン・コンツェルンを率いるアルビオン一の富ふ豪ごうでもあり、王位継けい承しよう者しやの資格は十分なのだが、私生活での不純異い性せい／同どう性せい交遊、乱交パーティに薬物摂せつ取しゆなどプライベートでの醜しゆう聞ぶんが多すぎて王位につけることが出来ない人物。余りに破は天てん荒こうな人ひと柄がらから、疫カラ病神ミテイジェーンという渾あだ名なを付けられているが、軍事と政治の両面において優すぐれた手しゆ腕わんを発揮する辣らつ腕わん家である。「薔ば薇らの玉座」では友人であるメアリの王位継承を期待していたが、次し第だいに行動が過激になっていくことに危機感を感じ、エステル擁よう立りつに動く。





ジオヴァンニ・スフォルツァ【人名】ＢＣ



　カテリーナの戸こ籍せき上の父で先代のミラノ公。時の教皇グレゴリオ三十世と、自らの妻であるルクレツィアの間に生まれたカテリーナを実子同様に愛し育てたが、「Ｒ．Ａ．Ｍ．」の時代から遡さかのぼること十年前のある〝事件〟により、この世を去った。遺失技術を収集するのが趣しゆ味みであったらしく、居城であるスフォルツァ城を驚きよう異い的な防衛能力を誇ほこる要よう塞さいに仕立て上げたのはこの人物。





細葉巻シガリロ【アイテム】ＦＥ



　ケンプファー愛用の嗜し好こう品。針のように細いものを使用しているが、葉巻は細い方が味がきついと言われる。葉巻は紙タバコのように肺まで吸い込まず、口の中で香かおりを味わうのが一いつ般ぱん的で、いかにもケンプファーらしい気取った趣味といえる。





司教【称号】ＦＮ



　カトリック教会における聖職位のひとつ。司祭の上位にあたり、教区の監かん督とくする役職でもある。作中ではアレクサンダー・スコットやローラ・ヴィテーズなど多くが登場。





磁気レコード【アイテム】ＦＮ



　飛行客船〝トリスタン〟をハイジャックしたアルフレートが持ち込んだ薄うすい円えん盤ばん形けいのディスク。〝トリスタン〟の自動制せい御ぎよ機構を狂くるわせるウイルスを混入するためのもので、おそらくはディートリッヒあたりが造ったものと思われる。また、同じようなものが、『熱砂の天使』でゴリアテⅠや異い端たん審しん問もん局きよくの空中戦せん艦かんに対して使用された。





死者の女王【称号】茨



〝人間嫌ぎらい〟クラブで、アルビオンを我が物顔で操あやつる二十六公く家げの貴族たちに向かってメアリが自らを称しようした言葉。二十六公家の愚ぐ考こうにより、パーシーの乱で全ぜん滅めつしたはずの〝死者の軍隊〟第四十四連隊を率い、自分と部下の命を玩具おもちやのように弄もてあそんだ貴族たちに対する、壮そう烈れつな復ふく讐しゆう宣言と言えよう。





シスター【称号】ＦＮ



　神父の〝ファーザー〟に対応して尼に僧そうを意味する呼こ称しよう。





シスター・シモーヌ【人名】ＯＣ



　異端審問官。サン・ピエトロ大聖堂の鐘しよう楼ろうで、アルフォンソに対して銃を向けたアベルを抑よく止しした。細い針を武器として扱あつかい、主に経穴ツボに針を打って相手の体の自由を奪うばう技わざを得意としている。登場時に仮面を着けていたため、その容よう貌ぼうは不明。





シスター・パウラ【人名】ＪＰ



　異端審問官。本名パウラ・ソコウォースキー。ヤゲロー大公国のクラクフ出身で、図書館司書を思わせる物静かな顔立ちとは裏腹に扇せん情じよう的な肉体をもつ美女。

　天才的な暗殺者として、これまでに数百人の命を奪った彼女は暗器使いとして有名だが、実は彼女が最も得意とする戦い方は素す手での体術によるものだという。その証しよう拠こに右みぎ腕うでを失っていたとはいえ、格かく闘とう戦を得意とするハヴェルが、まったく手も足も出なかったのだから、その強さは推して知るべしである。

　異端審問局の副局長としてブラザー・ペテロを補ほ佐さするのが彼女の役割であるが、実際のところ異端審問局を取りまとめているのは、ペテロではなくパウラだというのが現状である。部下からの人望は篤あついものの、実務能力ゼロのペテロに代わって、異端審問局を取り仕切っているのが彼女なのである。フランチェスコの信しん頼らいも高く、彼の秘書的な役割も務めているようだ。

　しかし、一見、至し極ごくまともそうに見える彼女も〝死の淑しゆく女じよ〟と渾あだ名なされるとおり、内面は冷れい酷こく非情。神と信しん仰こうは世界を動かす為ためのルールで、教皇庁はそのシステムを円えん滑かつに機能させるための管理者と解かい釈しやくしている。そして、それに敵する者は必然的に背信者であり、ゴミだと切り捨てるあたり、さすが異端審問官である。





〝死の淑女〟【称号】ＪＰ



　異端審問官シスター・パウラの異名。異端審問官の中でも暗殺を専門とし、あらゆる暗器を使いこなして数百に及およぶ人間を葬ほうむってきたことからついた呼び名である。教皇庁、とくにフランチェスコに敵対する者からは恐きよう怖ふの対象となっている。





〝ジプシークイーン〟【称号】ＮＬ



　Ａｘ派は遣けん執しつ行こう官かん、カーヤ・ショーカのコードネーム。〝漂ひよう泊はくの民たみの女王〟という意味を持つ。浅黒い肌はだと大きな瞳ひとみという、民族としてのジプシーの特とく徴ちようを色いろ濃こく残したカーヤの外見に由来しているのだろう。





〝影シヤーテン鬼・コホルト〟【クリーチャー】ＦＥ



　ケンプファーが造った人造矮人。その名の通りケンプファーの影かげの中に集団で潜ひそんでいる。黒い膚はだと両生類を思わせる頭部には鋭するどい牙きばの並ぶ口だけという、悪夢に出てくる小しよう鬼きのような外見を持ち、ピラニアの如ごとく貪どん欲よくな食欲でもって犠ぎ牲せい者しやを喰くい殺す。





〝龍シヤー騎ルカ士ーニユ〟【兵器】星



　イシュトヴァーン市警軍の武装飛行船。市警軍に捕とらわれたアベルやパルチザンの処しよ刑けい時に、上空から機き関かん砲ほう掃そう射しやを行ったが、〝アイアンメイデンⅡ〟の砲ほう撃げきによって、あえなく撃破された。ちなみにシャールカーニュという名めい称しようは、中世のハンガリー王国にあった龍騎士団から来ているものと思われる。





シャイフ・アル・サアリビー【人名】天



　自由都市カルタゴの総そう督とく。カルタゴを表敬訪問したカテリーナが、市の要人を招いて開かい催さいしたパーティに出席し、スピーチを行っていた。当初は友好的な態度をとっていたようだが、その後、カテリーナ警護のために派は遣けんされた異い端たん審しん問もん官かんが許可もなくカルタゴに侵しん入にゆうした事実を受けて、怒いかりのあまりカテリーナに対して暴言を吐はいた。ちなみに「シャイフ」というのは名前ではなく、部族の首長、長老という意味の称号である。





ジャオエル【乗物】ＬＧ



　エストニア領へ向かう〝アイアンメイデンⅠ〟を追つい跡せきした教会空軍所属の新しん鋭えい戦せん艦かん。しかし空くう挺てい戦や強きよう襲しゆう戦などにおける陸上部隊の輸送が主任務の艦なので、対艦戦能力はさほど高くない。





〝切りジヤツ裂きク・ジャザ・リックツパー〟【人名】薔



　ロンディニウムで頻ひん発ぱつしている、女性ばかりを狙ねらった連続殺さつ人じん鬼き。ウエストエンドやケンジントンの貴族のメイドや家庭教師、下級騎き士しの夫人などが犠牲者となっていたが、なぜか娼しよう婦ふにも狙いを定めるようになった。その正体はメアリ直属の元第四十四連隊〝死者の軍隊〟に所属するジャック・アイアンサイド軍ぐん曹そうで、メアリをアルビオン王位に就つけるため、最大のライバルであるエステルの出生の秘密を知っている人間を殺害していた。

　骸がい骨こつのようにやせ細った体たい軀くには巨きよ大だいなナイフを持った隠かくし腕うでが備えられており、目にも止まらぬ速さで犠牲者を切り刻む、恐おそるべき兵士である。メアリの忠実な部下であったが、最後はアレッサンドロ暗殺を試み、〝アイアンメイデンⅡ〟船内で〝死の淑女〟シスター・パウラと壮そう絶ぜつな一いつ騎き打うちの末に倒たおれた。名前の由来となった〝切り裂きジャック〟は一八八八年の八月から十一月にかけて、ロンドンの貧民街ホワイトチャペルを舞ぶ台たいに、娼婦ばかりを狙って五件の殺人事件を起こした伝説の連続殺人鬼。





シャルルマーニュ【乗物】ＦＮ



　フランク王国を代表する飛行客船。大きさではアルビオン・エアラインの〝トリスタン〟を凌りよう駕がするが、性能や設備面では劣おとるようだ。船名の由来となった「シャルルマーニュ」は八世紀から九世紀にかけて中世フランク王国を治め、後に西ローマ帝てい国こくの皇帝となった国王。その業績や伝説は『ローランの歌』などの武ぶ勲くん詩にも謳うたわれている。





不完全体ジヤンク【呼称】ＧＨ



　アッシジ城じよう塞さいでトレスと対戦したブラザー・バルトロマイが、自分より性能の劣るトレス自身、及および彼に存在意義を持たせているカテリーナとの出会いの記憶メモリーに対して言い放った言葉。「ジャンク」本来の意味はゴミ、がらくたなどであり、そういった意味も込こめた嘲ちよう笑しようと思われる。





ジャン・ジャック・ヴァトー【人名】ＧＳ



　ユーグの父親にして、四都市同盟の前警視総そう監かん。伝説的な傭よう兵へい貴族であり、代々警視総監職を継けい承しようしてきたヴァトー家の当主であったが、九年前、吸ヴア血ンパ鬼イアによる襲しゆう撃げきを受けて死亡した。





小型シユア投光器フアイア【武器】ＧＳ



　トレスのジェリコＭ13の銃じゆう身しんに取り付けられた小型照明器具。





〝黒シユヴいアルツ森バルト〟【店名】ＭＲ



　ゲルマニクス王国のケルン市にある風ふう俗ぞく店てん。表向きはビアホールだが、二階は娼しよう館かんとして利用され、地下にはケルン最大のカジノがある。店のオーナーはケルン暗黒街の帝王パパ・ゼップ。アントニオが新教皇庁メンバーリストの保管場所と偽いつわって、レンツたちを案内した。





終しゆう禱とう式しき【催事】ＯＣ



　一日の終わりを告げる終禱の鐘かねとともに行われるミサ。アルフォンソが寄進し、その式で鳴らされる予定の鐘に〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟が仕し掛かけられていると誤解したアベルが、式に乗り込んで異端審問官に捕とらえられた。通常、終禱の鐘は午後九時。





自由都市【地名】星



　イシュトヴァーンやカルタゴなどの、どこの国家にも属さない自治都市のこと。それぞれに独自の政府や軍隊を有し、経済的にも自立している。





シュザンヌ・フォン・スコルツェニー【人名】ＲＨ



〝騎士団オルデン〟の幹部であり、位階５＝６、〝赤の伯はく爵しやく夫人〟というコードネームを持つ。自らの愛機〝赤の伯爵〟の性能と己おのれの技量に絶対の自身を持ち、〝アイアンメイデン〟に襲おそい掛かかるが、シスター・ケイトに一いつ瞬しゆんのスキをつかれ敗北した。名前の由来は第二次世界大戦中、ナチスドイツの武装親衛隊（＝ＳＳ）特とく殊しゆ部隊を編成・指揮し、「ヨーロッパで最も危険な男」と恐れられた、オットー・スコルツェニーより。目じりに傷があったりするところも実在のスコルツェニーを踏とう襲しゆうしている。





十三日のクリスマス【演劇】ＬＧ



「レディ・ギルティ」において、カテリーナをラテラノ離り宮きゆうから奪だつ還かんしようと完全武装したトレスの姿をみた、クリスタ公こう爵しやく夫人をごまかすためにアベルがでっちあげた教育劇の名前。内容はホッケーマスクを被かぶったトナカイが悪い子供たちを追い回すという、およそ教育には向いていなさそうなもの。タイトルからも分かるように、某ぼう有名ホラー映画が元ネタになっている。





ジュゼッペ・モレッティ【人名】ＭＲ



　教皇庁聖宝認にん定てい局きよくの局長。遺ロス失トテ技クノ術ロジー研究の大家としても著名な老博士である。ケルンで発見された新教皇庁の資料に関する会議に出席していた。





シュテンドル【人名】星



　イシュトヴァーン市警軍の二等兵。聖マーチャーシュ教会の聖職者を閉じ込こめた地下拘こう留りゆう所しよの警護にあたっていた。過去に強ごう盗とう殺人と婦女暴行の犯罪歴があり、故郷にいられなくなってイシュトヴァーンに流れついたらしいが、教皇庁との戦争に怖おぞ気けづいて逃にげ出そうとしていた矢先にパルチザンに襲撃された。





路シユト面ラー汽セン車バーン【乗物】ＭＲ



　交通機関のひとつで、いわゆる市電。ケルン市内でアントニオとともにギャングの襲撃を受けたアベルが、機関拳けん銃じゆう掃そう射しやから逃のがれるための盾たてにした。





対シユ戦トル車ム・拳ピス銃トル【武器】ＮＬ



　戦チヤク輪ラムとともにレオンの愛用する武器。太い鉄パイプにトリガーと簡易照準器を取り付けたような外観で、見た目は不ぶ恰かつ好こうだが、亜あ音速で打ち出される成形炸さく薬やく弾だん頭とうの破は壊かい力は、一発で建物を破壊できる威い力りよくを有する。ネバーランド島でレオンが使用し、〝ティンカーベル・システム〟の基き盤ばんとなる〝学校〟と鐘しよう楼ろうを破壊した。





シュピルベルク城塞【施設】ＪＰ



　ブルノの代官居城。ボヘミア公国有数の城塞であるが、新教皇庁蜂ほう起きの際にアルフォンソの仮宮として使用された。聖ペテロパウロ大聖堂とともに、新教皇庁派の二大拠きよ点てんであり、城の北ほく塔とう最上階にアレッサンドロが囚とらわれていた。教皇奪だつ回かいのために潜せん入にゆうした派は遣けん執しつ行こう官かんと、ハヴェル、さらにアルフォンソ殺害を命じられた異い端たん審しん問もん官かんとの戦せん闘とうの場となった。

　実際のシュピルベルク城は十三世紀にブルノ城として建設され、後に監かん獄ごくとしても使用された。第二次世界大戦時にはナチスの収容所にも使用されている。





ジュラ・カダール【人名】星



　帝てい国こくと人類圏けんの狭はざ間ま、イシュトヴァーンを支配する長生種。ハンガリア侯こう爵しやく。帝国に対しては臣下の礼をとっていたものの、臣従はしておらず、あくまで独立した君主であった。表向きは人間の実業家としての仮面を被り、イシュトヴァーンを裏から恐きよう怖ふで支配していた。人類圏と帝国の狭間というイシュトヴァーンの特殊な環かん境きようゆえ、教皇庁も彼の専横を見過ごすしかなかった。

　かつて妻を殺されたことから短生種に憎ぞう悪おを抱いだいており、人類をエサか家か畜ちくとしか思っていない。だが、かつて愛した妻マーリアは実は短生種であった。当時の彼は、ハンガリア侯爵家に伝わる電力中ちゆう継けい衛星〝嘆なげきの星〟を復旧させ、街を救おうとする善意の持ち主であったが、電脳プロ調律師グラマーであった妻を殺されたことで教会と街の住人に対して深い復ふく讐しゆうの念を抱くようになったという。そのために〝騎士団〟と手を結び、その協力を得て〝嘆きの星〟を攻こう撃げき衛星として復活させると、〝星〟を切り札として教皇庁に戦いを挑いどむ。だが協力者と思っていたディートリッヒの裏切りによって計画は失敗、彼自身もアベルとの戦いで重傷を負う。最後は敵かたき討うちを望むエステルに自分を殺させようとするが、復讐は何も生まないことを知ったエステル自身にそれを拒きよ否ひされる。その直後、アベルたちを狙ねらったラドカーンの矢からエステルを庇かばい、その腕うでの中で命を落とした。死の間ま際ぎわ、短生種を憎にくんでいたはずの彼の目に映ったのは、亡なき妻の微笑ほほえみだったろうか。その遺い骸がいは現在、妻の肖しよう像ぞうとともに聖マーチャーシュ教会跡あとの墓地に人知れず眠ねむっている。





ジュリア・ホワイト【人名】薔



　エドワード・ホワイトの妻で、死産した自分の子供と、ギルバート王太子妃ひヴィクトリアが産んだエステルを秘ひ密みつ裏りに取り替かえ、王位継けい承しように絡からんだ暗殺の危機から守ろうとした。ヴィクトリア妃とともに、カルスレー子し爵しやくハリエットの刺し客かくに殺される。





巡じゆん回かい神しん父ぷ【称号】ＦＮ



　教会に常じよう駐ちゆうせず、各地の教区を巡回して教えを説く神父。アベルたちＡｘの派遣執行官は、この役職を隠かくれ蓑みのにして各国への任務に赴おもむいている。





ジョヴァンニ・ストロツィ【人名】ＢＣ



　カテリーナの後こう援えん者しやの一人で、ミラノ最大の銀行であるストロバンコツィ・スト銀行ロツイの頭取。カテリーナの政治資金の洗ロンダ濯リングを一手に引き受ける人物でもある。





ジョナサン・モンタギュー・ダグラス・スコット【人名】茨



　アルビオン国こく璽じ尚しよう書しよを務めるスコットランドのバクルー公こう爵しやく家当主。公爵席次では第十二位を占しめ、〝人間嫌ぎらい〟クラブメンバーの中では最年長の人物。いささか長すぎる名字が特とく徴ちよう的てきだが、『モンタギュー・ダグラス・スコット家』という公爵家は現在のイギリスに実在している。





ジョルジオーネ・ルッソ【人名】ＦＥ



　ヴェネツィアの高級カジノ〝ＩＮＲＩ〟で働くルーレットのディーラー。アベルとアストが調査していた殺人事件の被ひ害がい者しやの娘むすめ、フォスカリーナの恋こい人びととされていたが、聞き込みに訪おとずれたアベルたちには単なる遊び相手だと言い切る不実な男。アストの手に乗ってエンドレの居場所を明らかにしたため、エンドレに喉のど首くびを握にぎりつぶされた。





ジョルジュ・ボッシュ【人名】ＨＯ



　ブリュージュ伯はくギィ・ド・グランヴェルの腹心である、黒人の吸ヴア血ンパ鬼イア。「ハウル・オン・ジ・エッジ」では、ギィの策略通り、白しろ薔ば薇らの家の監かん視しシステムをダウンさせて、ユーグにダルザスを討ち取らせた。「ブロークン・ソード」においては、カテリーナの策略にかかって四都市同盟議会内での〝四カウン伯ト・フ爵オー〟内通者リストの安否を確かく認にんした時に、リストを探していたハヴェルに倒たおされた。





ジョルジュ・ローデンバック【人名】ＧＳ



　ブリュッセル地方検察局第四課に所属する検事。まだ駆かけ出しの検事補だった頃ころにユーグの父・ジャン・ジャック・ヴァトー警視総そう監かんと出会い、司法に携たずさわる者としての誇ほこりを教えられたという。だがその正体は、ユーグを利用して〝四伯爵〟の中でのし上がろうとするギィ・ド・グランヴェルである。





シラー【人名】ＦＥ



　ヴェネツィアの可動堰せきを襲しゆう撃げきしたケンプファーが引用した言葉の作者。一七五九年にドイツで生まれた詩人であり劇作家。ゲーテなどと同時期に活かつ躍やくし、古典主義に基づく歴史劇を創作した。代表作は『オルレアンの少女』『ワレンシュタイン』など。





シルヴェストル十九世【人名】ＯＣ



　教皇庁の歴代教皇のひとり。「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」の時代から遡さかのぼること二百七十年前、第十一次十字軍を提唱した教皇として名前が残っているが、イシュトヴァーンの東方二百キロの地点・デプレツェンで人類軍が壊かい滅めつした際に戦死したと思われる。遺骸はサン・ピエトロ大聖堂の地下墳ふん墓ぼに眠っている。





銀シルのバー弾・チ丸ツプ【武器】星



　吸血鬼にとって紫し外がい線せんとともに致ち命めい的な弱点である銀で作られた弾丸。アベルの旧式回転拳けん銃じゆうなど、対吸血鬼用の銃器の弾だん丸がんは、ほぼすべてこれになっている。





〝風ジルフ精イーデ〟【クリーチャー】ＳＮ



　ケンプファーが造った人クンス造トリツ精ヒ・ガ霊イストのひとつ。外見は巨きよ大だいなクラゲに酷こく似じして、無色透とう明めいで、差し渡わたし三メートルはある傘かさの中心から無数の触しよく手しゆが生えている。触手の中央に開いた口から獲え物ものの血を啜すすり、相手を死に至らしめる。また触手は切り離はなされたあともしばらくは、自律して獲物に襲おそいかかることができるほどの生命力を持っている。バルセロナの聖サグ家ラダ族フア贖ミリ罪ア・教カテ会ドラルでアベルを襲って苦しめた他ほか、〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟作戦に失敗して撤てつ収しゆうするケンプファーの盾たてとなってレオンの攻こう撃げきを防いだ。





白薔薇の家【建築物】ＨＯ



　ブリュッセル中央部の大グラ広ン・場プラスの南に位置する〝四カウン伯ト・フ爵オー〟ティエリー・ダルザスの本ほん拠きよ地ち。小ぶりで目立たない建物だが、三十人以上の吸血鬼と、遺ロス失トテ技クノ術ロジーの粋すいを凝こらした監視機器によって守られた難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さい。





ジロラモ・モンテセッコ【人名】ＯＣ



　特務警察の大たい尉い。部下も目を背そむけるような真性サディスト。サン・ピエトロ大聖堂で終しゆう禱とう式しきを邪じや魔ましたアベルの護送を命じられた際、装そう甲こう車しやの車内で拷ごう問もんまがいの尋じん問もんを行った。アベルの救出に来たレオンとトレスによって、肩かたを撃うたれ、腕の骨を砕くだかれたあげく、顔面を壁かべに強打するという悲ひ惨さんな目に遭あわされた。





変シンパ質・ノー種トウ【種族】聖



　モニカの持つ物質透とう過か能力を見たシェラザードが発した言葉。帝てい国こくでは同様の特とく殊しゆ能力を持つ人間を、こう称しようしているようだ。





水上機【乗物】ＮＬ



　機体の下部にフロートを取りつけた飛行機で水面を滑かつ走そう路ろ代わりにして離り着ちやく水すいができる。アルビオン北方海域の調査を命じられたアベルとレオンが利用した。レオンがどこからか調達してきたようだが、おそろしくポンコツであったためネバーランド島に不時着、住人である子供たちの不ふ審しんと不安を買った。





隷ズイン民ミー【階級】夜



　帝国における短生種の身分のひとつ。帝国内においては最下層階級であり、頭脳労働を担当する〝士民ケトウダ〟に対し、肉体労働を主に担になう。生活的にも貧しい者が多く、収血署での血液採取などで収入を補っているようだ。





〝脊髄ズー・アを砕ル・フイく者カール〟【武器】夜



　真人類帝国の禁軍兵団長、バイバルスの武器。黒曜石を思わせる漆しつ黒こくの刃やいばに七つの枝が生えた七支刀で、代々の禁軍兵団長が継けい承しようしている。刀身の七つの枝えだ刃ばが発生する帯電磁場によって、目には見えない真空の刃を作り出すことができる。





枢すう機き卿きよう【称号】ＦＮ



　カトリック教において教皇に次ぐ高位の聖職者であり、教皇の最高顧こ問もん。フランチェスコ、カテリーナ、「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」のアントニオなどがこれにあたる。教会の行政や教皇選出会議などで重要な役割を果たし、教皇そのものも慣例として枢機卿の中から選ばれることになっているため、その権けん威いと権限は強大なものがある。なお枢機卿の定員は七十名が規定で、ローマに居住する者と各国に居住する者に分かれている。





動甲胄スーツ【兵器】ＳＤ



　発はつ掘くつ復元された遺ロス失トテ技クノ術ロジーによって造られた兵器。強力な装そう甲こうと人造筋肉によって構成された動力付の〝鎧よろい〟を〝着込む〟ことで、超ちよう人じん的な戦せん闘とう力りよくを着用者に与あたえる外骨格型強化戦闘服。ただし操縦には高度な熟練と神経反射を高めるための覚かく醒せい剤ざい投とう与よが必要なうえ、稼か働どう時間も短いので運用は極きわめて難しいとされている。とはいえ、短時間ならば吸きゆう血けつ鬼きとも互ご角かくに戦える機動力と馬力を有し、搭とう載さいされている強力なセンサーと様々なオプション兵装により、動甲冑を纏まとった〝装甲歩兵〟たちの戦闘力は戦車のそれを遥はるかに凌りよう駕がする。そのため、教皇庁や各世せ俗ぞく諸しよ侯こう間では、この貴重な兵器の入手・開発を巡めぐって熾し烈れつな競争が繰くり広げられている。なお、性能や外見は機種によってバリエーションに富むが、平均的なサイズは全高三メートルほどである。





〝スウィーニー〟トッド【人名】薔



　フィッシュ・アンド・チップス屋の親父おやじに化けてエステルとアレッサンドロを狙ねらった襲しゆう撃げき者の名前。その正体はメアリ直属の元第四十四連隊〝死者の軍隊〟に所属するトッド・カニンガム伍ご長ちよう。主君であるメアリをアルビオン王座に就つけるため、最大の障害であるエステルを殺害しようとした。名前の由来は十八世紀ロンドンで理り髪はつ店を営みながら、気に入った客を次々に剃刀かみそりで喉のどを切り裂さいて殺害し、解体した死体を使って人肉パイを作って販はん売ばいしていた連続殺さつ人じん鬼きから来ている。





〝叫スク喚リー者マー〟【武器】天



　異い端たん審しん問もん官かんブラザー・ペテロが所有する巨きよ大だいな鎚つち矛ほこ。長さは二メートル近く、重量も五十キロはあろうかというキョーアクな武器である。両りよう端たんの鎚部分には、高周波ホイールが内蔵されており、それが、あらゆる物を粉ふん砕さいする。高周波ホイールが稼か動どう時に告死女バンシーの哭なき声のような音をあげることから〝叫喚者〟の名がついたと思われる。また、この高周波ホイール・ユニット部は本体から分ぶん離りさせてワイヤー誘ゆう導どうで操あやつることも可能である。また鎚矛を中央で分離させ、両手に持って使用することもできる。





スコポラミン【薬物】ＪＰ



　プラークでハヴェルが〝教授〟とアレッサンドロに使用した筋きん弛し緩かん剤ざい。睡すい眠みんから心臓停止にいたる効果があるらしいが、このときはただ眠ねむらせるために使われた。本来のスコポラミンはナス科植物に含ふくまれるアルカロイドの一種で、鎮ちん静せい作用がある。





南スタ岸ンブル【地名】夜



　帝てい都とビザンチウムの西岸部ルメリを金角湾ハリーチによって南北に分割した南側の区域を指す帝国語。その区画全域を私有するのが真人類皇帝であり、南区画全体を指して星皇宮と呼ばれている。七つの丘おかと緑に覆おおわれ、総面積では法王宮の四十倍という広大な敷しき地ち内には、十三のドームと百近い尖せん塔とう、帝国の中ちゆう枢すうを占しめる官庁が立ち並んでおり、長生種、短生種合わせて一万以上の住人が暮らしている。地下には完全制せい御ぎよ型の自動工場もあり、必要な物資はほとんど供給可能なため、この区画だけで一個の独立した国家にも匹ひつ敵てきする。





ステンレス製の円えん筒とう【道具】茨



　カテリーナの指示により、アベルの遺体に処置を施ほどこすべく、トレスがアルビオン王国に持ちこんだ魔ま法ほう瓶びんのような容器。カテリーナの居城地下に保存されていた〝あれ〟が入っているという。トレスが容器の中身をアベルの棺かん桶おけに注いだ後、アベルは復活した。〝血の臭におい〟と書かれていることから、アベルが必要とする長生種の血、あるいはアベル自身の血（クルースニクの血？）が入っていたと思われる。





スパークギャップ衝しよう撃げき【能力】ＯＣ



　ケンプファーの〝アスモダイの盾たて〟を破ったアベル＝〝クルースニク〟の能力。二つの電極の間に強力な放電を起こしたとき、イオン化した空気の圧力が空間の一点に収束する。その衝撃は、理論的には大聖堂さえ両断できるほどの威い力りよくを発揮することができる。恐おそろしいことにアベルは、その焦しよう点てんを自在に定めることができるらしい。ただし、稼動率八十パーセントの状態でしか使用できないようだ。





帝剣スパ御持官タール【階級】天



　帝国の官職で職階は七品官。枢すう密みつ院いんに所属し、枢密司の指揮下、皇帝の勅ちよく令れいおよび枢機の処理にあたる。枢密司たちの仕事ぶりを学べるうえに、帝国のあらゆる官庁と接せつ触しよくを持って人脈を築けるため、前ぜん途と有望な若手が配属されるキャリアコースの第一歩となっている。





〝ゲイスリー・ボタ・アルグ・ゲイの槍ボーガ〟【兵器】ＦＥ



　アスタローシェ・アスランが使用するキエフ侯こう爵しやく家けの〝遺産デバイス〟。イオン化したＸｅガスを噴ふん射しやし、高温高密度のプラズマを発生させるプラズマジェット生成システムで、それが発生させる炎ほのおはあらゆる物質を切断することができる。究極の白兵戦用兵器として、ヴェネツィアでのエンドレ追つい跡せき任務や、帝国内におけるスレイマン叛はん逆ぎやく事件の際にも威力を振ふるった。

　ちなみに〝ゲイ・ボルグの槍〟とはケルト神話最強の英えい雄ゆうク・ホリンが影かげの国の女王スカサハから賜たまわった魔ま槍そう。





スレイマン【人名】夜



　真人類帝国の次席枢密司にしてティグリス公爵。数十年に渡わたって国政を支えてきた大諸侯であると同時に、帝国でも一、二を争う武ぶ勲くんの所有者として国内でも尊そん崇すうを集めている。キエフ侯家とは遠とお縁えんにあたり、幼い頃ころのアストは〝小父おじさま〟と呼んで慕したっていたらしい。帝国貴族の中でも特に短生種に好意的なことで知られており、かつてミスルの太守を務めていたときには、短生種の間で発生した疫えき病びようを鎮しずめて神のように崇あがめられたという逸いつ話わがある。帝国と皇帝に対する忠義も深く、イオンにモルドヴァ公殺害の疑いが掛かけられても、他ほかの貴族たちからイオンを庇かばう言動を見せていた。だが実は、彼こそが帝国内における教皇庁開戦論者の首しゆ魁かいであり、ローゼンクロイツと手を組んで皇帝暗殺を企くわだてた首しゆ謀ぼう者しやであった。〝愛児たちの島〟では皇帝の爆ばく殺さつを実行し、居合わせたエステルとセス、さらに彼が叛逆者であることを見破ったアベルとアストを抹まつ殺さつしようとするが失敗。その後、彼を弾だん劾がいするために星皇宮に現れたアスト、イオンによって正体を暴かれ、さらに殺したと思っていた皇帝の姿を目にしたことで自暴自じ棄きになり、自らの手で皇帝を殺そうとする。が、〝母〟である皇帝を愛するがゆえに叶かなわず、アストの〝ゲイ・ボルグの槍〟によって命を落とした。自らの野望のためではなく、種族の母である皇帝への愛ゆえに迷い、叛逆せずにはいられなかった彼は、長生種であるがゆえの悲ひ哀あいを背負った人物といえる。

　なお、『聖女の烙らく印いん』に登場するバビロン伯はくシェラザードは、彼の姪めいである。





聖イシュトヴァーン【人名】天



〝大アル災マゲ厄ドン〟後、吸ヴア血ンパ鬼イアとの戦いで教皇庁に奇き蹟せきをもたらした聖人の名。東方の寒村に膨ぼう大だいな電力をもたらしたとされる。どうやらハンガリア侯爵家や〝嘆なげきの星〟と深い関かかわりがあるようだ。





聖イシュトヴァーン大聖堂【建築物】聖



　イシュトヴァーン解放の戦いで、焼失してしまった聖マーチャーシュ教会に代わって、イシュトヴァーン市の大司教座が据すえられた大聖堂。ハンガリア・ルネサンスの様式の粋すいを凝こらした大建築で、ジュラの統治時代には彼専用の美術館として利用されていた。





聖遺物【宝物】ＯＣ



　カトリック教における聖人の遺骨や着衣などの関連品のうち、教会の認にん可かを受けて尊崇の対象となったもの。プラークでは異い端たん結社に盗ぬすまれ、派は遣けん執しつ行こう官かん〝ノーフェイス〟が奪だつ回かいの任務に当たった。ちなみに実際の聖遺物として著名なものには聖マルコ大聖堂の遺い骸がいやトリノの聖骸布などがある。





聖エリッサ【人名】天



　暗黒時代にカルタゴを治めた女王であり、聖女。吸血鬼たちがカルタゴ周辺の地方を襲しゆう撃げきした際、街を守って殉じゆん教きようし、その遺体は地下深くに封ふうじられているという。『アンブロシウス福音書』にはエリッサを神に遣つかわされた天使として〝砂さ漠ばくの天使〟と書かれている。カルタゴの街が吸血鬼に支配されることを憂うれい、街ごと吸血鬼たちを滅ほろぼすための兵器〝イブリース〟を設置した本人でもある。





聖下【称号】ＦＮ



　教皇への尊そん称しよう。





聖キアラ【人名】ＧＨ



　アッシジの聖女。同じくアッシジの聖人である聖フランチェスコに感化され、女性で初めてフランチェスコの弟子となった。英語読みでは聖クララ。十二世紀にアッシジ貴族の娘むすめとして生まれたが、家の反対を押し切って弟子となり、後にキアラ女子修道会を創立した。アッシジにある聖キアラ大聖堂の地下には彼女の遺骸が安置されている。





聖ジョージ聖堂【建築物】茨



　ウィンザー宮きゆう殿でんの中庭に建つ礼拝堂。アベルを失ったショックに打ちひしがれるエステルが深い悲しみに暮れていた場所。実際のウィンザー宮殿の中には、聖ジョージ礼拝堂が存在するが、そこからの引用と思われる。





聖職服務規定【法律】ＷＨ



　教会の全信徒は、明文化された教会法によってその信しん仰こう・倫りん理り・規律が規定されているが、その中でも、聖職録受禄ろく対象者である教皇以下の聖職者たちには、さらに細部にわたって網もう羅らされた聖職服務規程が細則として用意されている。なお、修道会に所属する修道士・修道女たちについては、各会派ごとに〝会憲〟と呼ばれるさらに厳しい会則が存在する。





聖職録【制度】ＬＧ



　聖職者に対して、担当教区での布教活動に対しての給きゆう与よとして払はらわれた金銭。教区の規模によって金額は異なる。





聖水【武器】ＷＨ



　本来は、魔まを祓はらうために塩などを混入し、司祭によって祝別された水を指す。洗礼やミサなど、教会において最も活用される。ただし、作中では硝しよう酸さん銀ぎん溶よう液えきを指す。吸血鬼に対して効果的であり、彼らの体内に投とう与よすることによって無力化することができる効能を持つ。





聖ステファノ騎士団【組織】星



　教皇庁軍・第十四装そう甲こう歩兵大隊の部隊名めい称しよう。国境守備隊としてハンガリア侯こう爵しやく領との境界に派は遣けんされていたが、ハンガリア侯の宣戦布告のあとにイシュトヴァーン市警軍からの攻こう撃げきを受けた。





聖ネヴシェヒール【人名】天



　教会によって認められた〝大アル災マゲ厄ドン〟後の聖人のひとり。吸血鬼との戦いが熾し烈れつを極きわめた暗黒時代に、フランク王国で吸血鬼の軍勢を一夜にして滅ぼしたと伝えられている。





聖フランチェスコ【人名】ＧＨ



　アッシジの聖人。富ふ裕ゆうな商人の息むす子ことして生まれ、若い頃ころには放ほう蕩とうの限りを尽つくしたが、戦争体験をきっかけに神の啓けい示じを受けて清貧の生活に入った。彼の遺骸が眠ねむる聖フランチェスコ大聖堂はアッシジでも最大の信仰を集めている。





聖フランチェスコ大聖堂【建築物】ＧＨ



　アッシジにある歴史的建築物で、聖フランチェスコの遺骸が納められている。一階と二階の二層構造になっており、さらに聖フランチェスコが眠る地下がある。外部から下部の聖堂へは、葬そう儀ぎのときに棺かんを運び入れることから〝死者の回かい廊ろう〟と呼ばれる通路で繫つながっている。この大聖堂の告解室でトレスとアッシジ空軍基地の技術士官マルティーニが取り引きをし、直後にブラザー・バルトロマイの狙そ撃げきを受けた。

　実際の大聖堂は聖フランチェスコの死後に建てられたが、一九九七年にウンブリア州を襲おそった地じ震しんのために天てん井じようが崩ほう壊かい、現在は修復されている。





聖ペテロパウロ大聖堂【建築物】ＫＦ



　アルフォンソ・デステが新教皇庁の教皇として戴たい冠かん式しきを行ったブルノの教会。式の最さ中なかに異い端たん審しん問もん官かんの襲しゆう撃げきを受け、新教皇庁軍、派は遣けん執しつ行こう官かんとの三みつ巴どもえの戦せん闘とうの場となった。

　実際の聖ペテロパウロ大聖堂は一〇七〇年にヴァーツラフ二世によって建設され、その横にある墓地には作曲家のスメタナやドヴォルザークといった著名人が多く葬ほうむられている。





聖宝認にん定てい局きよく【組織】星



　聖人認定・奇き跡せき認定などを行う礼部聖省麾き下かの一部局。元々は聖遺物の鑑かん定ていを行う小さな組織であったが、〝大アル災マゲ厄ドン〟後は遺ロス失トテ技クノ術ロジーの発掘サル復元ベージも担当するようになり、現在では教皇庁専属の先せん端たん技ぎ術じゆつ研究機関へと発展を遂とげている。





聖マーチャーシュ教会【施設】星



　アベルが司祭として赴ふ任にんしたイシュトヴァーン市内にある教会。教会の責任者はローラ・ヴィテーズ司教。エステル・ブランシェが赤ん坊ぼうの頃に預けられ、育った教会でもある。歴史も由ゆい緒しよもある教会であったが、ハンガリア侯の教皇庁へ対する見せしめとして市警軍の襲撃を受け、略りやく奪だつのうえに放火される。捕とらえられた聖職者たちは後に殺害され、これによって教皇庁はイシュトヴァーン市へ強制審しん問もん宣告を下すことになった。

　実際のマーチャーシュ教会は、十三世紀にゴシック様式の教会として建てられ、後にハンガリー国王マーチャーシュによって再建された。そのため教会名は彼の名前からとられている。本来は西街区の王宮の丘おか（作中では血の丘）に存在するが、作中では大アル災マゲ厄ドン〟後の復興期に東街区へと移築されたという設定になっている。現在のブダペストでも主要な観光名所のひとつである。





聖メルセデス女子修道会【組織】ＳＮ



　バルセロナ市内にある女子修道院。Ａｘを引退したノエルが身を寄せていた。





聖ラケル修道院【施設】ＷＨ



　ローマにある修道院で、設備も整っており、スタッフも優ゆう秀しゆうらしい。マッシリアで保護された少女エリスの引き取り先として、ケイトが手配した。





〝海ゼー・ヴ狼オルフ〟【兵器】天



　ゲルマニクス王国海軍の高速潜せん水すい艦かん、Ｕボート。『熱砂の天使』のラストでディートリッヒがカルタゴから離はなれるときに使用した。その際、彼は艦長から中ちゆう佐さと呼ばれていたが、ゲルマニクスと〝騎士団オルデン〟の関係が、垣かい間ま見みえるシーンである。





セス・ナイトロード【人名】ＦＥ



　アベル・ナイトロードの妹。おさまりの悪い黒くろ髪かみに翡ひ翠すいの瞳ひとみをした、自じ称しよう「通りすがりの美少女」。真人類帝てい国こく皇こう帝ていアウグスタ・ヴラディカの真の姿。そしてアベル同様、〝クルースニク〟を起動できる謎なぞめいた存在である。

　真人類帝国に君臨する女帝として、国民にとっては母であり、神にも等しい存在として崇すう敬けいと畏おそれを一身に集める。だが、彼女の正体がセスという一個の少女であることは一部の側近以外に誰だれも知らぬところである。通常、〝ヴラディカ〟は謁えつ見けんの際、御み簾すの裡うちにあってけっしてその姿を臣民に見せることがない。そのせいもあって、八百年の永きにわたって帝国を支配してきた半神めいた伝説が一人歩きしているのだ。だが、面が割れていないのをいいことに、セス本人はお忍しのびで星皇宮の外をたびたび出歩いているようだ。スレイマンの叛はん乱らん事件の際には、エステルの前にお茶売り娘むすめ、医学士、黒衣の密みつ偵てい、そして皇帝アウグスタ・ヴラディカと一人四役で現れ、皇帝自ら事件解決に一役買っていた。

　このように帝国の生きた伝説という割には、ずいぶんと活動的でフレンドリーな皇帝であるが、その一方で、人類の敵として、八百年前の帝国建国以来、長生種たちの生存圏けんを護まもり続けてきた彼女の内面は、いかばかりのものか？　己おのれより寿じゆ命みようの短い臣民たちの人生を独り見続けてきた孤こ独どく感は想像を絶することであっただろう。セスは全長生種の〝母〟としての責任を全まつとうしてきたのだ。その苦く悩のうを子供メトセラたちに話すこともできずに……。

　ちなみにセスＳＥＴＨとは聖書創世記に登場するアダムの三男のことである。





接せつ触しよくテレパス【能力】ＷＨ



　物理的に他人と接触することで、その人物の思考を読み取る能力（テレパシー）、あるいは感覚を共有できる能力（エンパシー）を持つ異能力者のこと。「ウィッチ・ハント」のエリス・ワズマイヤーのように、特に優すぐれた能力を有する者は、相手の思考を読みとるだけでなく、幻げん覚かくを見せたり、思考を操作するなどの催さい眠みん暗示をかけることも可能だという。

　作中では、このような異能力者は、〝魔ま女じよ〟あるいは〝妖よう術じゆつ使い〟と呼ばれ、吸ヴア血ンパ鬼イア同様に迫はく害がいされている。





白木セデイアの教・ジエス皇輿トリア【アイテム】ＪＰ



　古来、歴代教皇は信徒たちの前に現れるときは、必ず、従者が担かつぐ白木の輿こしに乗ってその権けん威いを示してきた。この慣習は西せい暦れき二十世紀半ば、ヨハネ・パウロ一世により一いつ旦たんは廃はい止しされたが、〝大アル災マゲ厄ドン〟後の教皇庁全盛期において復活を遂とげる。だが、それも庶しよ民みん派であった前教皇グレゴリオ三十世によって再度廃止されてしまったらしい。新教皇庁で採用されたのは、たぶんにアルフォンソの個人的趣しゆ味みであろう。





セバスティアン・ルフト【人名】ＢＣ



　バルタザール率いるオーケストラに不ふ審しん感を抱いだいたカテリーナが、フルート奏者を演じていたマリアンネに問い掛かけた演奏家の名前。五十年以上も前に死去している人物を「師し匠しよう」と呼んだことで、疑ぎ惑わくは決定的な物となったが、時はすでに遅おそかった。





セビリア【地名】ＧＳ



　ヒスパニア王国の首都。バルセロナ市が〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟によって崩ほう壊かいした同時期に派は遣けん執しつ行こう官〝ジプシークイーン〟が滞たい在ざいしていた。現在のスペイン南部、アンダルシア地方の古都で、大航海時代にはスペインの新大陸貿易の中心地であった。





印章セム指輪ニエル【アイテム】ＦＥ



　ヴェネツィアで起きた連続殺人事件の被ひ害がい者しやが握にぎっていた帝国貴族にのみ所有が許される指輪。月長石で作られ、帝国の国章である「重なるデユオ・双月サテル」を意い匠しようした台座に各家の家章が光圧レーザー彫ちよう琢たくされている。その製法は帝国独自のものであり、〝外アウター〟の技術で模造は不可能である。加えて、ザグレブ伯はく家の家章「剣つるぎと刀を持つ竜りゆう」が彫ほられていたことから、一連の殺人事件がエンドレのものと判明し、アストが派は遣けんされることになった。





〝プラゼレニークー・プの緑珠ラーハ〟【称号】ＪＰ



　ボヘミア公の娘、リブシェ公女の愛あい称しよう。





[image: 02]ゼロツー【？？？】茨



　肉体を乗っ取ろうとしたカインを弾はじき飛ばした、アベルの中に巣くう謎の存在を指して、カインが呼んだ言葉。〝クルースニク〟化にも関係があるようだが、詳しよう細さいは不明。





[image: 01]ゼロワン【？？？】夜



　カインを指すと思われる謎の言葉。





戦術思考仕様【プログラム】ＷＨ



　トレスの戦せん闘とう時における思考プログラム。常駐タクテ戦術イカル思考システムの項こうを参照。





装そう甲こう戦闘服【兵器】天



　歩兵が使用する戦闘用甲かつ冑ちゆうで着用者の戦闘能力を飛ひ躍やく的に高める。軍隊などに導入されている他ほか、異い端たん審しん問もん官かんも使用している。種類によって性能は様々で、防ぼう御ぎよ力の高い物から、機動力を高める物まで多種多様。〝聖騎ガーヴ士の・オブ聖衣・ロード〟のようなカスタム仕様の物まで存在する。





切ソウ詰ドオ式フ・散シヨ弾ツト銃ガン【武器】夜



　国務聖省調査部職員となったエステルの武器。通常の散さん弾だん銃じゆうの銃身と銃じゆう床しようを切断し、太ふと腿ももほどの長さに切り詰めてある。そのぶん射程は短いが、散弾以外にも単体弾、ゴム弾、ガス弾など、用よう途とに応じて銃弾を撃うち分けられる。エステルは大たい抵てい、スカートの下にこれを吊つっている。





〝ソードダンサー〟【称号】ＯＣ



　Ａｘの派遣執行官、ユーグ・ド・ヴァトーのコードネーム。愛用の長刀を自在に操あやつる彼の姿に相応ふさわしい名である。





ソコルル【人名】夜



　帝てい国こく海軍の遠洋強きよう襲しゆう艦かん〝ネレイアデス〟の乗員で水夫長。艦長アガメムノンが船倉の封ふう印いんを解く現場に、航海士のイブラヒムとともに立ち会い、ミイラ化した仲間の死し骸がいを発見した。直後に現れたディートリッヒから艦長を救おうとして自動化猟兵に殺される。





ソニック・ブレード【能力】ＮＬ



　ネバーランド島でレオンとアベルを苦しめた〝妖よう精せい〟の攻こう撃げき能力。背中の薄うす羽根を高速振しん動どうさせることによって高周波を発生させ、大気を見えない刃やいばと化すことができる。原理は違ちがうものの、帝国の禁軍兵団長が所有する〝脊髄ズー・アを砕ル・フイく者カール〟も、同じくソニック・ブレードを発生させる武器である。





電脳制ソフト御言語ウエア【プログラム】天



〝大アル災マゲ厄ドン〟前の遺ロス失トテ技クノ術ロジーである電コン動ピユ知性ーターを制御する思考言語。膨ぼう大だいな数字の羅ら列れつによって表記されるそれは、電脳プロ調律師グラマーと呼ばれる専門技術者のみに解読することができる。





空飛ぶ車【乗物】茨



〝教授〟が数々の独創的な改造を施ほどこした、自らの愛車。酸化剤ざいとして過酸化水素、還かん元げん剤ざいとしてヒドラジンアミドとメタノールの混合液を使用したロケットエンジンを内蔵し、爆ばく発はつ的な加速のみならず空中を飛行することも可能。しかし機体が空力学的形状上、バランスを取るのが難しいことと、燃料が非常に揮発性の高いものなので、いつ大爆発を起こすかわからない、空飛ぶ爆ばく弾だんともいうべき代しろ物もの。グリニッジでの第四十四連隊に関する調査の帰りに〝教授〟とヴァネッサを襲おそった謎なぞの戦闘機の攻撃から逃のがれるために大活かつ躍やく（!?）した。





電ソリ磁ツド手シユ炮ーター【武器】夜



　ヴラディカの親衛隊である禁軍兵団が装備している遺失ロスト技術テクノ武器ロジー。見た目は古めかしい前装銃じゆうを連想させるが、実際には高性能電磁加速砲ほう──リニアガンあるいはレールガンと言われるもの。銃身内に直線状に配列した電磁石で弾体を加速、高初速で射出する。極きわめて命中率が高く、電磁コーティングされた弾体には実体弾から液体炸さく薬やくまでといった様々なものが使用できるのが特とく徴ちようである。ただし、電力消しよう耗もうが極めて激しく、数発撃つと薬やつ莢きよう型のバッテリーをボルトアクションで換かん装そうせねばならない。





動死体ゾンビー【クリーチャー】ＯＣ



　本来はブードゥー教における「動く死者」を指すが、作中では〝人形使い〟ことディートリッヒの糸によって操られた死体を意味する。「オーヴァーカウント」でレオンたちが倒たおした〝影シヤーテン鬼・コホルト〟や『夜の女皇』のラドゥなどのこと。また、人間や吸きゆう血けつ鬼きの死体に手を加えて兵士とする自動化オート歩ソル兵ジヤー、自アオ動ト・化イエ猟兵ーガーなども動死体に含ふくまれるだろう。





特務ゾンビスター・ユッフニツト【称号】ＯＣ



　本来、組織において公式には存在せず、いざという時、切り捨てられる要員のことを指す。作中では派は遣けん執しつ行こう官かんたちが該がい当とうし、必要な場合には国務聖省内にあるあらゆる人事記録からデータを抹まつ消しようされる。「ノウ・フェイス」におけるハヴェルの死後の扱あつかいなどが、まさに象しよう徴ちよう的てきである。これは、教皇庁内の各組織、特に教理聖省の管かん轄かつを侵しん害がいする恐おそれがある任務の場合、フランチェスコに付け入る隙すきを与あたえないために必要な措そ置ちであり、このような過か酷こくな条件でも手て駒ごまとして動かせる派遣執行官は、カテリーナとって貴重な存在なのである。













[image: た行]





絶滅ダーク・地帯ランド【地名】天



〝大アル災マゲ厄ドン〟によって生命体の生存が不可能となった不毛地帯。バルト三国・ヤゲロー大公国・真人類帝国以東のヨーロッパを指す。おそらく、このあたりは核かくと細さい菌きん兵器によって蹂じゆう躙りんされたと思われ、千年近くが経たった現在も依い然ぜん、暗黒の大地とされている。また、同様に東ヨーロッパ以外にも、アメリカ・アジア・オセアニア・アフリカも同様の状じよう況きようだと思われる。ちなみに帝国語ではアリエ・ブレクと呼ぶらしい。





暗黒ダーク時代エイジ【歴史】ＯＣ



〝大アル災マゲ厄ドン〟後の世界に忽こつ然ぜんと出現した異種知性体・吸血鬼。彼らとの生存競争は、人類が再び苛か酷こくな闘争の時代へと突とつ入にゆうしたことを意味していた。これが暗黒時代である。怪かい物ぶつ的な身体能力と〝大災厄〟で失われたはずのテクノロジーを多数保有する吸血鬼の前に、再度、絶滅の危機に瀕ひんした人類であったが、汎はん人類機関ヴァチカンに統合され、奇き跡せき的な巻き返しに成功する。以後、吸血鬼たちを東とう欧おうの一角にまで封ふうじ込こめ、勢力を均きん衡こうに保つに至り暗黒時代は終結したとされている。……だが、それから六百年あまりを経た現在、いまも世界各地で闘争は続いている──これが、作中の世界である。





貴ターコ族イズ・色ブルー【ファッション】夜



　真人類帝国貴族の象徴色。御ご前ぜん会議が行われる〝大だい円えん蓋がいの間〟の列席者の椅い子すには、この色の糸で各人の家章を刺し繡しゆうしたクッションが置かれている。





大規模制圧戦用追加装備【兵器】ＧＨ



〝教授〟がトレス用の新装備として立案した新兵器。その詳しよう細さいは不明ながら〝全長十八メートル〟〝重量四十三・四トン〟〝合体・変形システム〟というどこかで聞いたことがあるようなスペックを備えた兵器らしい……。その計画書はカテリーナの下もとで闇やみに葬ほうむられたはずである。





対紫し外がい線ジェル【アイテム】ＷＨ



　対紫外線コートジェルとも呼ばれる。これを肌はだに塗ぬり付けることによって陽光中の紫外線をほぼ完全に遮しや断だんし、吸血鬼でも昼間に戸外へ出られるようになる。マッシリアの聖シモン総合病院に潜せん入にゆうした女吸血鬼が使用していたが、人類社会においては厳重に管理され、滅めつ多たに見ることはない。





大司教【称号】ＳＮ



　カトリック教会における聖職位のひとつ。司教の上位にあたる。いくつかの教区を取りまとめており、各教区における代官的役割を持っている。そのため、担当教区においては絶大な権限を有しているようで、中には職権を乱用している者もおり、今日の教皇庁腐ふ敗はいの要因ともなっている。





第二次ボヘミア戦役【事件】ＫＦ



　ボヘミア公国ブルノにおける新教皇庁の反乱事件を指す。新教皇庁派を名乗る市内の聖職者たちが市民を主導し、代官の処しよ刑けいを手始めとしてブルノ市全域を制圧した。蜂ほう起きにはかねてから教皇庁に不満を持っていた近きん隣りんの教会や周辺諸国の貴族、さらに教皇庁軍反乱部隊までもが参加し、教皇庁とボヘミア公国の連合軍と睨にらみ合う事態となる。反乱に先立って新教皇庁派は教皇アレッサンドロ十八世を誘ゆう拐かいしており、さらにアッシジ空軍基地から盗ぬすまれた青酸ガス充じゆう塡てん弾だん頭とう搭とう載さいの噴ふん進しん爆ばく弾だんを切り札として所有していたため、教皇庁側は対応に苦く慮りよを強しいられた。そんな中にあって、フランチェスコは秘密裏りに異い端たん審しん問もん官かんを派は遣けん、新教皇として戴たい冠かんした元ケルン大司教アルフォンソ・デステの暗殺とともに、ブルノ市内で噴進爆弾を爆発させる命令を下す。そうなれば反乱軍ばかりでなく無む辜この市民にまで被ひ害がいが及およぶ状況になりかねなかったが、市内に潜入していたＡｘの派は遣けん執しつ行こう官かんにより阻そ止しされ、さらにその説得によって市民が無条件降こう伏ふく。十日間余りでブルノ市は公式記録上、無血開城となった。これによって反乱は終結し、後に第二次ボヘミア戦役として記録されることになる。なお、教皇の拉ら致ちに派遣執行官が関かかわっていた嫌けん疑ぎでカテリーナは異端審問を受け、危あやうく火か刑けいに処せられるところだったが、アベルたちの活かつ躍やくにより、提てい訴そは取り下げられた。





タウ・カプ・ドヴリーク・ハ！【悪口】ＦＥ



　直訳「お前の頭はカボチャか！」。帝国へ強制送そう還かんされることになったアストを逃にがすために乗っ取った外輪蒸気船を、脇わき見み操船のあげく船体を岸がん壁ぺきに激げき突とつさせたアベルにアストが吐はいた罵ば声せい。





常駐タクテ戦術イカル思考システム【プログラム】ＷＨ



　ＨＣシリーズ独自の戦せん闘とう用システムであり、彼らに他ほかの機械化歩兵と一線を画す戦闘力を付ふ与よしている最大の機能。戦闘時にＨＣシリーズは、その戦闘の特性に応じて二十近い仕様の中から最も適切と思われる設定の戦術プログラムを起動し、脊せき髄ずい内にあるサブシステム（ＨＣシリーズの機体運動を司つかさどる）に常駐させておく。これにより、敵性体の認にん識しき・照準・射しや撃げき・回かい避ひ行動など、素す早ばやい反応速度が求められる対応のほとんどを、中ちゆう枢すう演算機構（人間の主思考領域や自我に相当）を介かいすることなく、サブシステムだけで直接実行することができるのである。人間の脊髄反射に相当するが、それより遥はるかに複雑かつ高速な処理が可能である。





黄昏たそがれの都【呼称】夜



　帝てい都とビザンチウムの別べつ称しよう。帝都全体を蓋おおう〝瑠プレテ璃・サフ壁イール〟によって紫外線が遮さえぎられ、人類圏けんにおいて昼と称しようされる時間帯は、常に黄昏時のような世界になるためにそう呼ばれる。





タブリーズ伯はく【称号】夜



　真人類帝国貴族。アベルたちがアストの下もとに押しかけた翌々日にキエフ侯こう爵しやく家を訪問する予定になっていた。その後、アストに会見できたかどうかは不明である。





二重ダブル十字クルス【紋章】星



　イシュトヴァーンの市章。十字を二つ重ねたマークで、市警軍のバッジなどに刻印されている。





ダマスカス侯こう【称号】夜



　真人類帝てい国こく貴族フェロン・リンの称号。ダマスカスは現在のシリア─アラブ共和国の首都で、シリア砂さ漠ばくの西に位置するオアシス都市。世界最古の都市のひとつと言われている。





〝女ダムア王ル・のエリ涙ツサ〟【飲物】天



　元教皇庁職員のボッロミーニ博士が商売女に扮ふんしたエステルに奢おごった最高級のカルタゴワイン。





損害評ダメージ価報告リポート【情報】ＷＨ



　本来は戦場における彼我の損害の分ぶん析せき報告を意味する軍事用語だが、作中では攻こう撃げきに曝さらされた味方にトレスがかける言葉として使用されている。意訳すると「だいじょうぶか？」とでもなろうか。





ダメ神父【称号】ＷＨ



　アベル・ナイトロードのこと。





総督ダルエ宮殿ルベイ【施設】天



　教皇庁大使館となっているカルタゴの建築物。その前身のためか、内部は侵しん入にゆう者しやの霍かく乱らんを目的とした複雑な構造になっており、その広さもあって慣れない者は迷うことが多い。

　ちなみに実際の総督宮殿は現チュニジアの首相官かん邸ていである。





ダルマウナギ【称号】ＫＦ



　レオンが、短足短たん軀くでウナギのような風ふう貌ぼうと黒い肌はだのブラザー・フィリポを指して言った言葉。本人的には「毛玉ッチョ」に対たい抗こうして言ったものと思われる。





単結晶構造セラミックス【素材】ＮＬ



　一いつ般ぱんにセラミックスとは金属と非金属の組合わせからなる多結晶体で、結合力は金属やプラスチックに比べて強いが、柔じゆう軟なん性がないため割れやすい。単結晶構造セラミックスは多数の低温相単結晶を一定条件下で合体させて巨きよ大だいな単結晶にまで成長させたもので、いわば特大の宝石である。非常に強きよう靭じんかつ軽量な素材ながら、遺ロス失トテ技クノ術ロジーの産物であるため入手は困難。

　作中では、レオンの腕うで輪わに仕込まれた戦チヤク輪ラムの素材として使用されている。





〝ダンディライオン〟【称号】ＮＬ



　Ａｘの派遣執行官レオン・ガルシア・デ・アストゥリアスのコードネーム。〝ダンディライオン〟はタンポポの英名であるが、元来は「獅し子しの牙きば」を意味するフランス語。「レオン」もスペイン語で獅子を意味するため、そのあたりが由来だと思われる。





取りチエ替えンジっ子リング【現象】薔



　生まれたばかりの子供に何らかの不測な事態が生じた時に、秘密裏に他人の子供と交こう換かんすること。アルビオン王太子ギルバートの娘むすめエステルと、エドワード・ホワイト卿きようの死産した息むす子この取り替えが、これにあたる。





チャールズ・サマーセット【人名】茨



　アルビオン貴族を代表する名家である〝二十六公家〟の中でも第五位の席次を占しめている、ボーフォート公こう爵しやく家の当主。北イングランドに広大な所領を持ち、過去は陸軍参さん謀ぼう次長を務めたこともある大貴族。この人物のモデルになったのは実在のサマーセット家八代当主であったヘンリー・チャールズ・フィッツロイ・サマーセットと思われる。なおサマーセット家の所有する建物『バドミントン・ハウス』は、一七世紀にスポーツのバドミントン発はつ祥しようの地となったことでも知られている。





チャールズ・ラングレー【人名】薔



　ヴィクトリア妃ひの出産に立ち会った医師。彼女の本物の出産記録を自宅の秘密金庫に隠かくしていたが、エステルがアルビオンを訪おとずれる半年前に〝事故死〟している。





戦チヤク輪ラム【武器】ＮＬ



　レオンの使う投とう擲てき武器。普ふ段だんは彼の手に提さげているエキゾチックな腕輪であるが、これは銀分子をコーティングした単結晶構造セラミックスで作られており、吸ヴア血ンパ鬼イアにも有効なダメージを与あたえることができる。外形はドーナツ型の円えん盤ばんで、外側がごく薄うすい刃は状になっている。





チャペック【人名】ＪＰ



　プラークの大司教。ボヘミア公国で行われた慰い霊れい式典の責任者だが、実は新教皇庁の内通者であった。式典から宿舎に戻もどるアレッサンドロとカテリーナの車に同乗し、二人を拉ら致ちしようとしたが、教皇に変装していたトレスに確保される。





チャンダルル・カラ・ハリル【人名】夜



　アストの母の代からキエフ侯爵家に仕える老士民。忠実な家令としてキエフ侯邸の内部を取り仕切っている。現当主のアストにも信しん頼らいされ、御ご前ぜん会議では秘書として列席することもあるらしい。





薬物強化チユーン【能力】ＯＣ



　ロストテクノロジーのひとつである、薬物による人体強化。反射神経や体力、腕わん力りよくといった運動能力を最大限に引き出すことができる。主に軍隊や裏社会で使用されている。





強化チユ人間ーンド【兵器】ＦＮ



　薬物によって身体能力を強化された人間。軍の兵士などを指す場合は「強化兵」とも呼ばれ、中には吸血鬼にも匹ひつ敵てきする能力を獲かく得とくした者もいる。作中にも多く登場するが、大たい抵ていは悪役である。





チュニス【地名】天



〝イブリース〟の管制システムに残されていたビデオファイルで名前があげられていた土地。カルタゴを含ふくめた一帯を指す。現在のチュニジア共和国の首都。





真ツア人ラ・類メト帝セル国ート【国家】ＦＥ



　長生種により統治される唯ゆい一いつの国家であり、作中における最大の国家。帝てい都とはビザンチウム（現在のイスタンブール）。

　およそ八百年ほど前、人類との戦いに敗れ、東へと追いやられた長生種は皇帝ヴラディカに率いられ、現在の旧東とう欧おうからトルコ・ロシアの一部を含む地に国家を建設した。これが真人類帝国の成り立ちである。以後、独特の文化を繁はん栄えいさせ、人口では人類諸国に遥はるかに及およばないものの、優すぐれたテクノロジーを多数保有し、軍事的には極きわめて危険な存在として、未いまだに人類圏けんを脅おびやかし続けている。

　皇帝を頂点とする支配階級＝帝国貴族は、すべて長生種である。帝国領内には人類も存在するが、彼らは皇帝、ないしは帝国貴族の「所有物」として、士民、隷れい民みんといった厳密な階級制度の下もと、管理されている。

　現在、この非人類種族国家と人類圏の間には百年ほどの平和が保たれているが、それは教皇庁がかつての威い光こうを失い、十字軍を行うどころではなくなっているのが最たる理由だ。しかし、近年、帝国側も意識して人類との争いを避さけている節があり、その動向が注目される。





〝星ツイラーグ〟【人名】星



　イシュトヴァーン人類解放戦線を率いるリーダー。その正体は聖マーチャーシュ教会の見習いシスター、エステル・ブランシェである。少女の身でありながら、男たちを率いて、圧制者と果か敢かんに闘たたかう彼女の姿は、イシュトヴァーン市民に希望の星の如ごとく映ったのだろうか？　ツイラーグは、同じ〝星〟を意味する彼女の本名から取ったものと思われる。





ツグミ【動物】ＦＥ



　ツグミ科の小鳥。星皇宮の〝境マーの間ベイン〟にある謁えつ見けん室しつで放し飼いにされている。





剣つるぎと刀を持つ竜りゆう【紋章】ＦＥ



　真人類帝国貴族ザグレブ伯はく爵しやく家の家章。ヴェネツィア連続殺人事件の被ひ害がい者しやが、この家章の入った印章セム指輪ニエルを握にぎったまま死んでいたため、事件とザグレブ伯の関かかわりが明らかになった。





ディートリッヒ・フォン・ローエングリューン【人名】星



〝騎士団オルデン〟幹部。位階は８＝３で、称号は〝人マリオ形ネツテン使・シユピいーラー〟。天使の美び貌ぼうに悪あく魔まの心を有する天才電脳プロ調律師グラマー。独自に発掘サル復元ベージした生体繊せん維いの〝糸〟を使って他者の肉体を我が物のように操あやつるのがその称号の由来。だが、それ以上に人心操作に長たけており、様々な事件で、敵味方を問わずに関係者の心を弄もてあそんでは完かん膚ぷ無なきまでに破は滅めつさせ続けている。

　初登場の『嘆なげきの星』ではパルチザンの参さん謀ぼうとして登場しながら、実はジュラに仕える電脳調律師としてエステルを欺あざむき、終しゆう盤ばんにはそのジュラすらも裏切って帝国と人類の間に最終戦争を引き起こそうとした。続く『熱砂の天使』では理想と友情の間で苦く悩のうする帝国貴族ラドゥを破滅への道へと誘いざなって自滅させ、『夜の女皇』においては滅ほろびた彼の遺体を操って、スレイマンの叛はん乱らんを深刻化させるなど、その暗あん躍やくぶりはまさに非道というより他ほかはない。

　だが他人を道具おもちやとしてしか見ていないこの若者は他者に対しても一いつ切さい依い存ぞんしておらず、〝良心〟〝信しん頼らい〟〝友情〟などのきれい事をまるっきりあてにせずに我が道をゆくその態度には奇き妙みような潔いさぎよささえ感じさせる。逆にそういったきれい事を作中で貫つらぬき通そうとするアベルとエステルに対しては強い関心を覚えるのか、この二人に対しては、妙みようなこだわりを見せるようだ。

　ある意味、作中に登場する全キャラ中、最も純じゆん粋すいに邪じや悪あくな人物であるが、最後に彼を表すに最も相応ふさわしい文章を作中から引用しよう──〝すなわち、悪魔サタンが己おのが姿を光の御み使いに装よそおうは珍めずらしきことにあらず〟。





ディーノ・アマルフィ【人名】ＮＨ



　ローマ大学付属病院に勤務する心臓外科医。カスパールによって殺害され、名前と顔を奪うばわれてしまった





御デイヴ前アー会ヌ・議ヒユ場マーン【施設】夜



　皇帝臨席の最高会議が行われる大会議場のこと。星皇宮外がい廷ていの〝大だい円えん蓋がいの間〟内にある。議場は皇帝玉座を中心として扇おうぎ状じように座席が広がっており、一品官から九品官までの官かん僚りようが職階ごとに内側から座るしくみになっている。巨きよ大だいな円蓋に覆おおわれた広間は、三千人以上の出席者を収容できる。まさに帝国における政治の中ちゆう枢すうと言えよう。





ティエリー・ダルザス【人名】ＳＤ



〝四カウン伯ト・フ爵オー〟のひとり、ブリュッセル伯。〝四伯爵〟の最長老であり、現在では穏おん健けん派と見られているが、若い頃ころは同族からも怖おそれられるほど残ざん虐ぎやくで強ごう引いんな性格であったようだ。ユーグが己おのれを狙ねらっていることを知り、市警察を総動員して警けい戒かいにあたらせたうえでユーグを国際的テロリストとして手配した。執しゆう念ねん深く奸かん知ちに長けた老吸きゆう血けつ鬼きとして権力を握り続けるため、若造と見くびっていた〝四伯爵〟の新参者ギィ・ド・グランヴェルとユーグを嚙かみ合わせようとした。が、ギィにさらにその裏をかかれ、殺される。





人間デイオ嫌いゲネスクラブ【組織】薔



　ベルメル街に存在する社交クラブの一つ。クラブの建物は通りから引っ込んだところにあり、メンバーも百人を超こえることはなく、表向きには目立った活動はしていないように思われるが、実体は内閣副首相サー・アルバート・ボズウェルをはじめ、官かん房ぼう長官、国軍参謀長、警視総そう監かん、ロンディニウム市長など、アルビオンの安全保障に関わる人物たちにより構成される、王国の安全保障上のトラブルを解決するための秘密機関。クラブの名前はアーサー・コナン・ドイルの「シャーロック・ホームズ」シリーズに登場する社交クラブ。ディオゲネスとは数々の奇き行こうで知られる古代ギリシャの哲てつ学がく者しやの名前から取られている。





ティグリス公【称号】夜



　帝国の次アル席マ・枢ヴオ密ルニ司ークであるスレイマンの爵しやく号。キエフ侯こう爵しやく家とは遠とお縁えんにあたり、帝国でも有数の名門である。ティグリスは現在のアジア南西部にある、古代文明発はつ祥しようの地。





ディケンズ【人名】ＦＮ



　アルビオン・エアラインの飛行客船〝トリスタン〟の航法士。ハイジャック犯のアルフレートに殺される。





低周波兵器【兵器】ＯＣ



〝騎士団〟によって開発された共きよう振しん崩ほう壊かい誘ゆう導どうシステム〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟のこと。あらゆる物質が持つ固有の低周波に作用し、目標範はん囲い内の建築物を崩ほう壊かいさせることができる。バルセロナを壊かい滅めつさせた原因である。





ディナール【貨幣】ＦＮ



　人類圏けん共通の通貨単位で、作中における設定では一ディナール＝百円に相当する。ということは、アベルの財布には、常に数百円程度しか入っていないということか!?





ティミショアラ【地名】夜



　真人類帝国の都護府が置かれた都市。帝国領の最も西、人類圏に接する場所に位置し、帝国防衛の最重要拠きよ点てん。

　現在のルーマニア西部、ティミス郡の首都であり、ハンガリー、セルビアとの国境に近い。一九八九年、当時のチャウシェスク政権がこの街で行った虐ぎやく殺さつ事件がきっかけとなって、ルーマニア革命が勃ぼつ発ぱつ。共産党支配が崩壊した。





ティレ【人名】ＦＥ



　ドイツの作家。代表作は『そばかす』。ヴェネツィアの高級カジノ〝ＩＮＲＩ〟の支配人室でケンプファーが、彼の作品から引用している。





御前デイ会議ワーン【催事】夜



　帝てい国こくにおいて最も権けん威いのある皇帝臨席の最高会議。それだけに滅めつ多たに開かれることはないが、帝国随ずい一いちの高官であるモルドヴァ公死去によって緊きん急きゆうに開かい催さいされることになった。会議場となるのは星皇宮外廷にある〝大円蓋の間〟で、一品官の枢すう密みつ司しから九品官の雑職、さらに彼らが随ずい行こうする士民も含ふくめ、千人以上が出席する大規模な会議である。





〝ティンカーベル・システム〟【機能】ＮＬ



　低周波兵器〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟の副産物として生まれた戦術統制システム。ネバーランド島でジェームズ・バレーが開発・実験を行い、バレーが消えてからはウェンディを中心とした妖よう精せいの子供たちによって管理されていた。マスター＆スレイブ方式のこのシステムは〝大アル災マゲ厄ドン〟前の遺ロス失トテ技クノ術ロジーであり、マスターチップを埋うめ込まれた指揮ユニットであるウェンディの思考を、他ほかの妖精たちのスレイブチップに送信することにより、彼らを完全に統制することができる。アベルに対する攻こう撃げきの切り札としてウェンディが使用したが、思考の変へん換かん・中ちゆう継けい施し設せつである〝学校〟が破は壊かいされたことによって、システムそのものも崩壊した。





テヴェレ川【地名】ＯＣ



ローマの街を北から南西にかけてＳ字に貫つらぬく川。西側の左岸に法王宮などの教皇庁総本部がある。カテリーナの国務聖省本庁舎〝剣つるぎの館やかた〟は、川を挟はさんだ対岸に建っている。





主デー席ク・枢ヴオ密ルニ司ーク【階級】夜



　真人類帝国の宰さい相しようであり、臣下の筆頭。枢密院の長おさとして帝国の国政を監かん督とくする役職である。現在の首席枢密司はモルドヴァ公ミルカ・フォルトゥナ。





データキューブ【アイテム】薔



　ロストテクノロジーの一つで、大容量のデータを貯蔵・伝達するためのアイテム。バトラーはこれをロンディニウムの吸ヴア血ンパ鬼イアたちに渡わたすことで、ロンディニウムの地下に眠ねむる〝湖の剣〟を甦よみがえらせようとした。『夜の女皇』にてディートリッヒが所持していたメモリー・キューブと同じものと思われる。





〝鉄の女〟【称号】ＦＥ



　カテリーナ・スフォルツァの異名。鋼はがねの意志と敵に対する容よう赦しやのなさを併あわせ持ち、フランチェスコと並んで教皇庁を支える彼女への畏い怖ふをもって呼ばれるようだ。その異名は教皇庁のみならず、世せ俗ぞく諸しよ侯こうや敵である〝騎士団オルデン〟にまで鳴り響ひびいている。





〝遺産デバイス〟【アイテム】ＦＥ



　各帝国貴族の家に伝わるオーバーテクノロジーの産物を総そう称しようして〝遺産デバイス〟と呼ぶ。作中での代表的な〝遺産〟としては、〝ゲイスリー・ボタ・アルグ・ゲイの槍ボーガ〟や〝ソイネロールモ・アン・スのライ指輪マーン〟などが見られる。これらの超ちようテクノロジーの産物が、なぜ真人類帝国に多く見られるのか？　これも物語の謎なぞのひとつである。





蹂デバ躙ステ戦イタ仕ーモ様ード【プログラム】ＧＨ



　常じよう駐ちゆう戦術思考仕様の一つ。本来のＨＣシリーズには存在しないプログラムだが、ⅡＸの修復を担当した異い端たん審しん問もん官かんシスター・ヨハンナ（ＨＣシリーズ開発者であるゼベット・ガリバルディ博士の実の娘むすめ）によって新たに書き加えられた。自戦力が敵戦力を圧あつ倒とう的に凌りよう駕がしている場合に限り発動され、その戦力的優位を最大限に活いかして敵性体を早期に撃げき滅めつする。





重なるデユオ双月サテル【紋章】ＦＥ



　大小二つの月をイメージした真人類帝国の国章。国旗や軍旗、帝国貴族が持つ印章指輪などには、必ずこの紋章が描えがかれている。





廟邸テユルペ【施設】夜



〝愛児たちの島〟に建てられる帝国貴族の墓所。外見は山さん荘そうのような屋や敷しきになっており、廟びようそのものは地下に設けられている。帝国では、貴族が亡なくなるとこの廟に遺い骸がいが安置され、遺族はその思い出を語りつつ一夜を過ごすのが葬そう儀ぎの習わしとなっている。





短生種テラン【種族】ＦＮ



　三百年以上の寿じゆ命みようを持つ長命な種族・長生種が、自分たちに比して寿命の短い人類のことを指して言う言葉。ちなみに作中における人類の平均寿命は六十歳程度である。





地球人テラン【種族】ＦＥ



　セスやかつてのアベルたちは、地球人を指して〝テラン〟と言っていたらしい。ということは、帝国語の短生種の語源は〝地球の人〟ということなのだろうか。





二連デリ護身ンジ拳銃ヤー【武器】ＳＢ



　ラシェル・ファン・メーレンがノートルダム大聖堂でユーグを撃うった銃じゆう。小型のポケットピストルであるデリンジャーは、もともと護身用として使われることが多い。このとき使用されたデリンジャーは銃口が縦に二つ並ぶ二連型。





テレザ【人名】ＲＨ



　ボヘミア公息女リブシェの侍じ女じよ頭がしらだが、実はリブシェの叔父おじであるヴラティスラヴァ伯はくボレスラフの依い頼らいで、リブシェの行動を監かん視ししていた暗殺者。携けい帯たいする日ひ傘がさは暗器となっていて、高分子鎖くさりポリミアド繊せん維いとナイロンの交繊ファブリックで出来た傘布はレオンの戦チヤク輪ラムを弾はじくほどの頑がん丈じようさを誇ほこる。また先せん端たん部には数万本のガラス針からなる短針弾が仕込まれていた。





転向【現象】ＦＮ



　吸血鬼に血を吸われた人間が自らも吸血鬼化する、後天性吸血鬼化現象を指す。これによって吸血鬼となった犠ぎ牲せい者しやは〝転向者〟と呼ばれる。転向が起こる確率は全体の〇・一パーセント未満であり、極きわめて珍めずらしい現象とされていたが、作中ではジェームズ・バレーが違い法ほうな実験によって人工的に転向させた〝妖よう精せい〟を生み出した。これらは自然の転向と区別して〝人じん為い的転向例〟と呼ばれる。ただし人為的転向も完全ではなく、ネバーランド島を拠きよ点てんとしていた妖精の中には、吸血鬼の性質を持つ〝成功例〟のウェンディたちと、人間とほとんど変わらないピーターのような〝失敗作〟が共に暮らしていた。





相トヴア棒ラシユ【関係】ＦＥ



　共に行動し、互たがいに命を預けられる間あいだ柄がらの者を指す帝国の言葉。帝国においては神聖な意味を持ち、アストに対してふざけ半分にこの言葉を使ったアベルは喉のどを絞しめ上げられていた。かつての相棒レン・ヤノーシュが、アストを庇かばってエンドレに殺されていることから、彼女の逆げき鱗りんに触ふれたものと思われる。が、アベルの真価を理解したアストは正式に彼を相棒と認め、後にアベルが帝国へ赴おもむいた際にも協力している。他にもイオンとラドゥが相棒同士であったが、ラドゥの裏切りによって彼らの友情は悲しい結末に終わった。





ドゥーズ・オアシス【地名】天



　カルタゴ市の南方にあるオアシス。古い教会の廃はい墟きよがあるため、カテリーナの視察スケジュールに組み込まれていた。帝国からの使節であるイオンが現れたことにより、彼の隠かくれ家が兼けんカテリーナとの会見場所になるはずだったが、〝イブリース〟の発動によって視察も中止されたものと思われる。





花押トウグラ【紋章】夜



　真人類帝国貴族が使用する自分の署名を図案化した紋章。署名代わりにも用いられる。帝国の御ご前ぜん会議場〝大だい円えん蓋がいの間〟では、各貴族の席である長なが椅い子すのクッションに家章とともに刺し繡しゆうされている。

　なお花押の風習は日本だけでなく、アジアから中近東一帯にかけて広く見られる。ことにオスマン・トルコ朝の花押には高度に芸術化された美しいものが多い。





ドゥプチェク【人名】ＫＦ



　新教皇庁の枢すう機き卿きよう団長となった老司教。アルフォンソの新教皇戴たい冠かん式しきにおいて三重冠を手て渡わたす役目を負った。異端審問官と派は遣けん執しつ行こう官かんが乱入して式が中断したあと、バルバリーゴ大たい佐さの裏切りによって射殺されたと思われる。





同盟警視総そう監かん【役職】ＳＢ



　作中に登場する国々の中でも特とく殊しゆな政治形態をとる四都市同盟は、ネーデルラント地方に点在する商業都市の連合体である。この自由都市群は、大商人の議会と世せ襲しゆう制の官かん僚りようによって支えられており、警察機構もまた傭よう兵へい貴族が同盟政府からの委い託たくを受けて、その業務を担になっている。そして、その同盟警察の頂点に位置するのが同盟警視総監であり、警察業務を担う傭兵貴族の家長がそれを務めている。





〝塔トウルム〟【施設】ＯＣ



〝氷の魔ま女じよ〟ヘルガ・フォン・フォーゲルワイデ伯はく爵しやく夫人の居城。ヴィエナ上空数千メートルの成せい層そう圏けんに浮うかぶこの城は、横よこ倒だおしにした尖せん塔とうを八基、左右に連ねた形状から便べん宜ぎ上じよう〝塔〟と称しようされるが、その実体は〝大アル災マゲ厄ドン〟以前に建設された〝成層圏プラットフォーム〟と呼ばれる電波中ちゆう継けい施し設せつを改装したもの。太陽電池と光触しよく媒ばいを利用して半永久的に作動することができる、難なん攻こう不ふ落らくの城じよう塞さいである。





トーマ・レイノー【人名】ＨＯ



　四都市同盟の暗黒街を支配する〝四カウン伯ト・フ爵オー〟のうち、ブリュッセル氏族に所属する吸ヴア血ンパ鬼イア。幼児性愛の傾けい向こうがあり、その性せい癖へきを仲間内でも忌いみ嫌きらわれていたが、家いえ出で娘むすめを「食事」として堪たん能のうしようとした時に、ブリュッセル伯ティエリー・ダルザスの行方ゆくえを追うユーグに襲おそわれ、ダルザスの居場所を白状させられた。





トーンペア城【建築物】ＢＨ



　タリン中心部にそびえる城で、エストニア伯の住居だったが、アルフォンソら新教皇庁の残党に占せん領りようされてしまった。実際のトーンペア城は十三世紀にドイツ騎き士し団だんによって建設された城じよう郭かくだったが、ロシアの支配下にあった十八世紀に当時の皇こう帝ていエカテリーナ二世によりロシアから派は遣けんされた知事官かん邸ていに改装された。一九九〇年に独立国家となってからは国会など重要機関を擁ようする、エストニア政府の中心地として活用されている。





特製のトリモチ【武器】ＮＨ



〝教授〟が対吸血鬼用に開発した、芳ほう香こう系ゲル素材で作られた特殊な粘ねん糸し。吸血鬼の怪かい力りきでも引きちぎるのが不可能な弾だん力りよくを誇ほこる。





ドクター【人名】ＢＳ



　ギィの目もく論ろんだ〝ユーグ狩がり〟に参加していた、電でん撃げき棒を操あやつる賞金稼かせぎ。全身をローブで覆おおい嘴くちばしのついた仮面を被かぶっているので、どんな人物かはうかがいしれないが、冷静さを欠いていたとはいえ、ユーグに一撃を加えられたことからも、相当な手て練だれと思われる。





対ドツ動体プラーレーダー【機械】ＫＦ



　二重偏へん波ぱ型電波の周波数変化から、物体の粒りゆう子しの移動を感知できるレーダー。敵となったハヴェルの不可視化迷めい彩さいに対たい抗こうすべく〝教授〟が開発し、ブルノに派遣されたトレスが装備した。ハヴェルが透とう明めい化しても、彼の動きそのものを補足できるようになっているが、周囲の物と一体化してしまうと感知できなくなる。ハヴェルはその弱点を心得ており、揺ゆらめく炎ほのおの動きに同調することでレーダーを無効化した。





ドッペルゲンガー【種族】天



　一部の吸血鬼が持つ特異能力のひとつ。体の表面の細さい胞ぼう配列を変へん換かんすることで、容姿を自在に変えることができる。元来は、人間が自分自身の姿を見る幻げん覚かくの一種で、そこから「生いき霊りよう」などと解かい釈しやくされることもある。





ドビトーク【悪口】ＦＥ



　直訳すると「馬ば鹿か」。ヴェネツィアでも帝てい国こくにおいても、これでもかとばかりにアベルに対して吐はかれたアストの罵ば声せい。もはや口くち癖ぐせである。





主人ドム・お館さまドムナ【称号】夜



　帝国貴族に仕える扈従士民の主に対する尊そん称しよう。ドムナは女性名詞であり、アストなどの女性当主や夫人に用いられる。





ドメネック製薬【組織】ＳＮ



　ジェームズ・バレーが偽ぎ名めいを使ってバルセロナに所有していた製薬会社。〝騎士団オルデン〟とも繫つながりがあり、会社の名義で閉へい鎖さ区域の聖サグ家ラダ族フア贖ミリ罪ア・教カテ会ドラルを買い取って、〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟設置のための改装工事などを行っていた。元派遣執行官のノエル・ボゥが社長秘書として潜せん入にゆうし、内ない偵ていにあたっていた。





〝トリスタン〟【乗物】ＦＮ



　アルビオン王国が誇る最さい新しん鋭えいの豪ごう華か飛行貨客船。元は〝円ナイ卓ツ・のオブ騎・ラ士ウンド〟級空中戦せん艦かんの第十番艦として建造されたものであるが、途と中ちゆうで国営アルビオン・エアライン社に払はらい下げられ、旅客船へと転用された。全長二百五十二・三メートル、ヘリウムガス容積二十・四万立方メートルの巨きよ船せん。船体上部には、飛行甲かん板ぱんもあり、連れん絡らく用複葉機の発着が可能である。直径十三メートルの二重反転式プロペラによる毎時百五十キロでの高速巡じゆん航こうと、豪華客船並に充じゆう実じつした船内サービスが、乗客の人気を呼んでいる。しかし、最大の特とく徴ちようは天才技術者キャサリン・ラング博士が設計開発した自動航行制せい御ぎよシステムにある。電動コンピ知性ユータを利用した、このシステムによりトリスタンは極きよく端たんなまでに省力化されており、航行に必要な人員は従来の十分の一──たった五名という革新的機構にある。しかし、船の頭脳である電動知性は、電脳プロ調律師グラマーと呼ばれる専門の技術者にしか扱あつかえないブラックボックスと化しており、作中では、そこを突つかれ、船の制御をアルフレートに奪うばわれてしまうことになった。あわや、ローマへ墜おとされようとしたところを、たまたま乗り合わせていたアベルとスチュワーデスのジェシカによって阻そ止しされた。





トリトーネ通り【地名】ＯＣ



　ローマの中心部に近い大通り。周囲は官庁舎が集中する役所街で、特務警察の本庁舎もある。レオンとトレスはこの通りで特務警察の装そう甲こう車しやを襲しゆう撃げきし、捕とらわれていたアベルを救い出した。しかしその後、異い端たん審しん問もん官かんと特務警察に包囲され、彼らを食いとめるために一人残ったトレスとの戦せん闘とうの場となる。





寛衣ドルマン【ファッション】夜



　帝国における一いつ般ぱん的な衣服のひとつ。帝国に赴おもむいたアベルとエステルも着用した。身分によって色が定められており、アベルたちが着た士民用は黒が基調となっている。本来、ドルマンはトルコ民族が着ていた外がい套とうの意味。





トレス・イクス【人名】ＷＨ



　Ａｘの派遣執行官。コードネームは〝ガンスリンガー〟。二挺ちようの大型戦闘拳けん銃じゆうジェリコＭ13をはじめ、全身に武器を隠かくし持ち、冷れい徹てつに任務を遂すい行こうする機械化歩兵。

　試験管ベビーである彼は、製造ナンバー以外の本名を持たない（ラテン語でトレスはⅢ。イクスはＸ）。『トレス・イクス』は人間として活動しているときに便べん宜ぎ上じよう名乗る仮名である。

　元はヴァチカン聖堂騎き士し団だんの次期主力機械化歩兵として開発されたＨＣシリーズ型試作機の一体だったが、「Ｒ．Ａ．Ｍ．」から遡さかのぼること五年前の聖天使城占せん拠きよ事件で大破したところをカテリーナの「所有物」として拾われ、Ａｘにスカウトされる。そのためカテリーナには、忠実な猟りよう犬けんのごとく絶対の忠誠を誓ちかっており、彼女を傷つける者には、一いつ片ぺんの慈じ悲ひも容よう赦しやもない。

　彼の体で生体部品は脳の一部だけであるが、そこには機械的なガードがかけられており、感情というものは存在しない。そのため、彼は常に自分を一個の戦闘機械と位置づけ、あらゆる物事を機械的に処理しようとする。口癖の「肯ポジ定テイヴ」と「否ネガ定テイヴ」はすべてを〇か一で割り切ろうとする彼の心情の表れであろう。だが、それで立ち往ゆかないのが人間社会というものである。「機械」であろうとする彼が、周囲とのギャップに巻き込まれたときに見せる不器用な困こん惑わくやいたわりが、逆に人間的であり、それでも必死に「俺は人マンではない──機械マシーンだ」というあたりが味がある。





トロイラスとクレシダ【演劇】茨



　アルビオン王位簒さん奪だつに失敗して、逃とう亡ぼうを図るメアリたちの前に現れたケンプファーが呟つぶやいたセリフの引用元。シェイクスピアの執しつ筆ぴつである。





ドン・ビリャール【人名】ＳＮ



　バルセロナきっての暗黒街の顔役。ドメネック製薬社長のハイメ・ドメネック（＝ジェームズ・バレー）と裏で繫がっており、サンツ駅ではケンプファーの殺害を依い頼らいされていた。バレーの死後にケンプファーを殺そうとするが、逆に人造精せい霊れい〝風ジルフ精イーデ〟に食われてしまう。
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黒ナイア聖・サン女クタの間【施設】星



　聖天使城内にある広間のひとつ。国境付近における辺境守備隊への発はつ砲ぽう事件をはじめ、イシュトヴァーン市に関かかわる諸問題を話し合う枢すう機き卿きよう会議が開かれた。天てん井じようのステンドグラスには十じゆう字じ架かを掲かかげて悪あつ鬼きと戦う騎士たちと、その先頭に立つ翼つばさの生えた聖女の姿が描えがかれている。その名めい称しようは、かつてグレゴリオ二十世に啓けい示じと預言を授さずけたといわれる〝黒い聖女〟から取ったものだろう。





〝黒ナイいア・聖サン女クタ〟【人名】天



　作中の時代よりおよそ九百年ほど前、人類と吸ヴア血ンパ鬼イアの闘たたかいが、まだ始まったばかりの暗黒時代初期に現れた聖人。

　当時の人類は、圧あつ倒とう的に不利で滅めつ亡ぼう寸前の状じよう況きようにあった。だが、ある時期を境にその状況は一変する。唯ゆい一いつ、組織だった抵てい抗こうを続けていたヴァチカンの長おさ・グレゴリオ二十世の前に、天使の化身として〝黒い聖女〟が顕けん現げんしたからだ。彼女は、数々の預言と啓示を授け、奇き跡せきを起こして人類を助けた。それが、吸血鬼たちを東方に封ふうじ込こめることとなり、人類を勝利に導くことになる。以後、人類のの救世主として崇あがめられる〝黒い聖女〟であるが、その人物像は謎なぞに包まれており、作中の時代では古い文ぶん献けんにも名前すら載のっていない。ただ伝承で伝えられた彼女の姿が、聖天使城内〝黒聖女の間〟の天井画に見られるだけである。





ナヴァリノ侯こう【称号】夜



　真人類帝てい国こく貴族ヴァシュマールの爵しやく号。現ギリシャのペロポネソス半島南西部ナヴァリノ湾わんとその島々を所領とする侯こう爵しやく家。どちらかといえば文より武に秀ひいでた家いえ柄がらで、代々、優すぐれた海将を輩はい出しゆつしているという。





〝嘆なげきの星〟【兵器】星



　教皇庁との戦いでハンガリア侯の切り札となった自由電子レーザー照射衛星。エネルギー総量八百ギガジュールのレーザーを地上に照射し、その威い力りよくは百万トンの高性能爆ばく薬やくに匹ひつ敵てきする。イシュトヴァーン市警軍を追つい撃げきしていた教皇庁軍に対して使用され、東部方面軍第六旅団を地上から消しよう滅めつさせた。当初の目的では、その後ローマを射爆するはずであったが、ディートリッヒの企たくらみによってイシュトヴァーン市内、さらに帝都ビザンチウムへ目標が変へん更こうされるようプログラムされてしまう。が、アベルの管理者コードによる自爆指令を受けて〝嘆きの星〟は自爆、危機は回かい避ひされた。

　伝承によれば〝嘆きの星〟は〝大アル災マゲ厄ドン〟前の遺ロス失トテ技クノ術ロジーのひとつで、〝大災厄〟そのものを引き起こした兵器といわれていた。だが、実際は〝大災厄〟後にハンガリア侯の祖先が設置した電力中ちゆう継けい衛星であり、かつてのジュラはこの衛星を復旧させて多くの街と人を救うつもりだったようだ。しかし教会によって妻マーリアを殺されたため、復ふく讐しゆうを望むジュラに〝騎士団〟が手を貸し、〝嘆きの星〟を兵器として復旧させたのである。





嘆きの星【演劇】聖



　イシュトヴァーン解放一周年を記念して催もよおされる、エステルとジュラの戦いを題材にした舞ぶ台たい劇。『聖女エステルと悪鬼ジュラ、黙もく示し録ろくの死し闘とう』という下世話なキャッチコピーがつけられていて、プロデュースは教皇庁広報聖省が担当、脚きやく本ほんはイシュトヴァーン大司教のダヌンツィオが執しつ筆ぴつしている。〝吸血鬼殺しの聖女〟としてエステルを教皇庁の宣伝材料に利用しようする活動の一いつ環かんであるが、「嘆きの星」においてジュラの魂たましいに触ふれ、その孤こ独どくと悲しみを知ったエステルには到とう底てい許容できない内容だった。





魔除ナザーけのル・ボお守りンジユー【アイテム】夜



　遠洋強きよう襲しゆう艦かん〝ネレイアデス〟の副長リュステムが身に着けている護ご符ふ。青い石の円えん盤ばん中央に黒丸が描かれており、さながら目のようなアイテムである。トルコの庶しよ民みん的なお守り。





〝ナサギエル〟【兵器】星



　教皇庁軍の空中戦艦。イシュトヴァーン市攻こう略りやく戦せんの際、地上部隊の支し援えんとして地上への爆ばく撃げきを行った。ナサギエルの名称は、聖書でモーゼを地じ獄ごくへ導いた天使の名前から取られている。





ナズィム【人名】夜



　真人類帝国貴族、ガザ伯はく。枢すう密みつ司しのひとりである巨きよ漢かん。〝愛児たちの島〟で起こった爆破事件のあと、御ご前ぜん会議で貴族たちへの状況説明を行った。





ナチュラルボーン・キラーズ型試作機【兵器】ＧＨ



　機械化歩兵であるトレスとブラザー・バルマトロイの規格を表す。ホモ・カエデリウス型とも呼ばれる。





ナノパーティクル・プローブ式ＤＮＡ鑑かん定てい装置【機械】薔



　遺失技術の一つで、ＤＮＡの中に存在する特定の塩基の配列を利用して、異なる二者の間に共通性があるかを調べる装置。調査成功率は九十九パーセント以上の確率を誇ほこる。〝教授〟が、ギルバート王太子とエステルの血けつ縁えん関係を調べるために使用した。





ナノマシン【？？？】ＦＮ



　極ごく超ちよう微び細さい機械のこと。原子一個一個を積み上げ、ナノメートル（十億分の一メートル）単位の極超微細電子デバイスを作ろうとする試みは、西せい暦れき時代末期に盛んに行われていたが、中でも分子をブロックのように積み上げ、自分自身の複製をも作り上げるナノマシン（ナノアセンブラ）の開発は開発者たちの究極の夢でもあった。だが、研究が進むにつれ、このような分子ロボットの作成は現実には不可能であることが次し第だいにわかってきた。実際のナノ世界はマクロ世界の物理法則が通用しない量子力学的世界であり、すべての化学反応がシミュレーション不可能な複雑な様相を呈ていしていたからだ。従って、ナノマシンなる存在がいかに〝大アル災マゲ厄ドン〟前とはいえ実用化されていたとは考えにくい。だとすれば、アベルの言う〝ナノマシン〟とは単なる遺失技術ではないのかもしれない……





ナハツェーラー【種族】薔



　自らの影かげを自在に操あやつり攻こう撃げきすることが出来る長生種のこと。『薔ば薇らの玉座』ではマンチェスター公ヴァージルがそれにあたる。本来は深夜に墓場から這はい出して教会で鐘かねを突つき鳴らし、その影を踏ふんだ者は死ぬと言われる悪あく霊りようのことを指す。





教皇大使ナンシオ【称号】天



　諸国に派は遣けんされる教皇の代理。世せ俗ぞくにおける駐ちゆう在ざい大使である。教皇庁と駐在国との間における諸事を取り扱あつかう。カルタゴにおける大使はマリオ・コルトーナ司教。





短ニー針ドル銃ガン【武器】夜



　高圧ガスなどによって短フレ針シエ弾ツトを撃うち出す銃。射程は短いながらも殺傷力の高い武器である。ディートリッヒが、星皇宮の地下牢ろうに囚とらわれていたイオンを撃つのに使い、大量出血したイオンは極度の〝渇かわき〟に襲おそわれることになった。





ニケーア子し爵しやく【称号】夜



　真人類帝てい国こく貴族。『夜の女皇』でアベルたちがアストのもとに押しかけた翌日、キエフ侯こう都邸ていへ訪問する予定になっていた人物。





二十ミリバルカンキャノン【武器】ＦＥ



　直径二十ミリの銃じゆう弾だんを毎秒二十発の速度で撃ち出す重機関銃。ヴェネツィアの可動堰せきでケンプファーの〝影シヤーテン鬼・コホルト〟を葬ほうむったトレスの武器。実際は大型装そう甲こう車しやや航空機の主兵装として搭とう載さいされている大型火器で、凄すさまじい重量と反動のため、精密射撃など常人には、とてもできないシロモノ。それをカテリーナたちに当てずに、標的だけを正確に撃ち抜ぬけるのは、トレスだからできる技わざと言えよう。





二十六公家【称号】薔



　アルビオンの国政に隠いん然ぜんたる発言力を持つ、力ある貴族たちの総そう称しよう。隔かく離り地区のヴァンパイアたちが持つ遺失技術を使用して多大な利益をあげて繁はん栄えいを謳おう歌かし、下々の人間たちが流した血と汗あせの上に胡坐あぐらをかき続けた、〝アルビオン獅し子し身中の虫〟。彼等の手て駒ごまとして扱われ、屈くつ辱じよくと汚お名めいを浴び続けてきたメアリの復ふく讐しゆうの刃やいばに倒たおれた。





二品官【階級】夜



　帝国における職階のひとつ。枢密司の一品官に次ぐ階級で、主に軍事拠きよ点てんである都護府を預かる都指揮司や地方を治める太守たちに与あたえられる官位。





低ネー地デル地方ラント【地名】ＳＤ



　海かい抜ばつが低く、なだらかな平地が続く〝四都市同盟〟一帯を指す。ユーグをはじめとして、この地方の人間は全体的に色素が薄うすく、金きん髪ぱつや白い肌はだが多い。なお〝ネーデルラント〟は現在のオランダの国名。





ネディム【人名】夜



　帝国の遠洋強きよう襲しゆう艦かん〝ネレイアデス〟の乗員。艦内で行方ゆくえ不明になっていた短生種のひとりで、後に船倉からミイラ化した死体として発見された。





ネバーランド島【地名】ＮＬ



　アルビオン北方海域にある島。周辺海域で貨客船などが行方不明になる事件が続き、アベルとレオンが調査に向かった。もともと無人島であったが、ジェームズ・バレーが買い取り、極ごく秘ひ裏りに〝人じん為い的転向〟や〝ティンカーベル・システム〟の開発・研究を行っていた。バレーがいなくなってからは実験体であった〝妖よう精せい〟たちが住み、大人のいない子供たちだけの世界として管理されていたようだ。





ネプティンタ【悪口】ＦＥ



　直訳すると「無能」。ヴェネツィアで外輪蒸気船を岸に激げき突とつさせたアベルにアストが吐はいた罵ば声せい。





〝ネレイアデス〟【兵器】夜



　イラクリオン都護府に所属する、帝国海軍の遠洋強襲艦。一見、アナクロな帆はん船せんに見えるが、帝国のテクノロジーが取り入れられており、主帆ほに張られた光電変へん換かん素子による太陽光発電と、それを動力とする電動推進システムによって逆風でも高速を維い持じできる。ミケーネ伯はくアガメムノン艦長の下、四十名の士民が乗り込んでいる。イラクリオンでメンフィス伯とその士民の名を騙かたったディートリッヒたちに徴ちよう用ようされ、帝てい都とへ向かった。しかし、艦内で続発した乗員の行方不明事件をきっかけに艦長以下の乗員は皆みな殺ごろしにされ、その後、帝都の近きん郊こうに漂ひよう着ちやくした残ざん骸がいが発見されている。





〝新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーン〟【組織】ＯＣ



〝騎士団オルデン〟と手を結んだアルフォンソ・デステが、現在の教皇庁を滅ほろぼして自ら教皇となり、新たに作り上げようとした組織。腐ふ敗はいした現教皇庁に反発する各教会や世せ俗ぞく諸しよ侯こう、さらには教皇庁内部にも多数の協力・支持者を擁ようしている。当初はアルフォンソの任地であったケルンに本ほん拠きよ地ちを置く予定であったが、ローマでの〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟作戦が失敗したため、後にボヘミア公国ブルノで蜂ほう起き。しかし結果的に教皇庁に敗北し、壊かい滅めつした。『Ｒ．Ａ．Ｍ．Ⅳ』では、ブルノから逃のがれることができた少数の残党とともにアルフォンソは、北の僻へき地ちタリンへと逃にげ込んで再起を図ろうとするが失敗。教皇庁に捕ほ縛ばくされることとなる。彼の捕縛後も新教皇庁を名乗る団体がいくつかのテロ活動を起こしているが、〝騎士団〟が勝手にその名前を利用している可能性も指し摘てきされており、かつての新教皇庁はすでに実体を失っているとの意見が優勢である。





ノエル・ボゥ【人名】ＳＮ



　元Ａｘの派は遣けん執しつ行こう官かん。コードネームは〝ミストレス〟。カタロニア公国出身の妖よう艶えんな美女で、生物の感情を〝視みる〟ことができる共感エン能力パシーを持つ〝魔ま女じよ〟。

「サイレント・ノイズ」の半年前にＡｘを辞やめ、バルセロナの修道院に引っ込んでいたが、ジェームズ・バレーを追うアベルに協力するため、バレーの秘書として、潜せん入にゆう捜そう査さを行っていた。その事件の過程でケンプファーの起動した〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟によるドメネック製薬ビルの崩ほう壊かいに巻き込まれて死亡した。

　アベルに対しては好意以上の想おもいを抱いだいていたようだが、彼の裡うちに潜ひそむ闇やみを共感能力で視てしまった彼女は、その闇の正体を知って彼を愛せなくなることを恐おそれ、Ａｘを去ったのだ。ある意味、ノエルも「誰だれにでも優やさしい反面、けっして自分の裡に人を踏ふみ込ませない」という、アベル特有の「冷れい酷こくさ」の犠ぎ牲せい者しやだったと言えよう。





献ノー聖トル母ダム大聖堂【建築物】ＳＢ



　アントワープ市にあるゴシック様式の教会。少年時代のユーグとヤンが初めて出会った場所であり、ラシェルも含ふくめた三人の思い出の場所でもある。ユーグはこの大聖堂に自分を裏切ったヤン・ファン・メーレンを呼び出したが、実際に現れたのはかつての婚こん約やく者しやであり、今はヤンの妻となっているラシェルだった。ラシェルに街から出るよう説得されているところにメムリンクが現れ、さらに機動警務隊が突とつ入にゆうして乱らん闘とうとなる。

　実際の大聖堂は、十四世紀に建築が始まり、北塔とうを完成させるまでに百七十年の歳月が掛かかったというフランドル地方最大の建物で、世界遺産にも指定されている。ユーグが見ていたルーベンスの三連祭さい壇だん画がは、ベルギー七大秘宝のひとつでもある。





ノートルダム・デュ・サブロン教会【施設】ＧＳ



　偽ぎ名めいを使ったトレスが、ブリュッセル市の拘こう置ち所しよで受付の警官に告げた教会の名前。十五世紀に建てられたゴシック様式の教会で、前身となった建物が市営警備隊である弓の射手ギルドのものであったため、射手の守護聖人を祀まつっている。

　現在のベルギー、ブリュッセルのレジャンス通り沿いにある。





〝ノーフェイス〟【称号】ＯＣ



　派遣執行官ヴァーツラフ・ハヴェルのコードネーム。〝ノーフェイス〟は、ハヴェルが不可視化迷めい彩さいによって透とう明めい化できることから〝顔無し（NO FACE）〟という意味で付けられたと思われる。しかし、ハヴェル自身が語っているように、彼の信しん仰こうへの真しん摯しな態度を表した〝信仰を知る者（KNOW FAITH）〟というダブルミーニングにもなっている。





常人ノーマル【称号】ＮＬ



　機械化や薬物強化されていない普ふ通つうの人間を指す言葉。実は作中の主要人物で常人である人物は、とても少ない。





ノルドヴィント【乗物】ＨＦ



　トレスとアンハイツ軍ぐん曹そうを追つい跡せきしてきた〝埋葬部隊〟が使用したスノーモービル。制式名めい称しようはゲルマニクス陸軍制式雪上移動車Ｓｄｋｆｚ３３３〝ノルドヴィント〟。名前はドイツ語で『北風』を意味する。
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ハーヴェイ・キャンベル【人名】茨



　アルビオン王国ウェールズに広大な領地を持つアーガイル公こう爵しやく家当主。新聞社やラジオ局のオーナーという顔を持つ。かつてエリン公ジェーンに求きゆう婚こんし、あっさりと袖そでにされた切ない過去を持つ。





Ｈハー・Ｃケー－・Ⅱドウオ・Ｘイクス【兵器】ＧＨ



　ブラザー・バルトロマイの正式機体名称で、ホモ・カエデリウス試作二号機のイニシャル。





Ｈハー・Ｃケー－・Ⅲトレス・Ｘイクス【兵器】ＷＨ



　トレス・イクスの正式機体名称で、ホモ・カエデリウス試作三号機のイニシャル。自分が機械だということを強調するトレスは、決め台詞ぜりふを言うとき、必ずこの機体ナンバーで自己紹しよう介かいをする。普ふ段だん、登場人物たちが、彼の名前だと思っていた〝トレス・イクス〟は、この機体名称の〝Ｘ－３〟の部分をローマ語読みした便べん宜ぎ上じようの名でしかないということである。





旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバー【武器】ＦＮ



　アベルが愛用する拳銃。金属薬やつ莢きようを使わず、回転弾だん倉そうに直接封ふう入にゆうした火薬に点火して弾だん丸がんを発射する。アベルの使用しているものはＣクラウト・ＡアルビオンＷ・ワークス社製の五十一式三十八口径回転拳銃で〝ピースキーパー〟という名称が付いている。





パーシーの乱【歴史】薔



『薔ば薇らの玉座』の時点より二年前、アルビオンを襲おそった内乱。メアリの指揮していた海兵第四十四連隊はこの内乱を鎮ちん圧あつしていた最さ中なかに、反乱軍の中心人物をロンディニウムにおびき寄せるための囮おとりとして、ベルファストの激戦地にほぼ丸腰まるごしで取り残されて全ぜん滅めつさせられた。反乱の名前についているパーシーという人名は、イングランドがヘンリー四世治下にあった十五世紀に、王に対して反乱を起こしたスコットランドの有力貴族の家名から取られている。





パームピストル【武器】ＲＨ



　二十二口径六連発の小型護身用拳銃。そのサイズから携けい帯たいに便利で、子供でも連射が可能であるが、射程距きよ離りは低く威い力りよくも非常に小さい。これを補うべく、「ロマン・ホリディ」でリブシェが持っていたパームピストルの弾丸には、猛もう毒どくが仕込まれていた。





〝バアル・ハンモン〟【兵器】夜



　真人類帝てい国こく皇帝の御ご座ざ船ぶね。総排はい水すい量が二万トンに達する巨きよ大だいな帝国海軍の総そう旗き艦かんで、モルドヴァ公の葬そう儀ぎのために〝愛児たちの島〟を訪おとずれた皇帝が利用した。ちなみにバアル・ハンモンは古代フェニキア神話の主神の名前である。





バアル海運【社名】天



　元教皇庁職員のボッロミーニが所有していた小切手の振ふり出し元。表向きはカルタゴに本ほん拠きよを置く交易会社だが、実際には社員もいない幽ゆう霊れい会社である。その正体は帝国のダミー会社であり、住所として設定されている高級住宅街の別べつ荘そうは人類圏けんにおける拠きよ点てんとして使用されている。





バイバルス【人名】夜



　真人類帝国貴族。ハルツーム男だん爵しやくにして、皇帝の警護を担になう禁軍兵団の団長を務める。作中では珍めずらしい黒人キャラで、ドレッドヘアに鼻ピアスがイカしている。モルドヴァ公暗殺に端たんを発する帝国内の陰いん謀ぼう事件では、皇帝の密命を受けてひそかにアベルたちを援えん助じよした。その際「一件が落着するまではメンフィス伯はくをいびるように」との命令を受けて、イオンに殺人の罪を着せたりもしたが、本来は温厚で篤とく実じつな人ひと柄がらである。武人としても勇ゆう猛もうで、代々禁軍兵団長が受け継つぐ〝脊髄ズー・アを砕ル・フイく者カール〟を自在に操あやつる剣けんの達人である。





ハイメ・ドメネック【人名】ＳＮ



　元ロンディニウム大学教授で、ネバーランド事件の真犯人でもあるジェームズ・バレーの変名。バルセロナのドメネック製薬社長として〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟開発に携たずさわり、〝騎士団オルデン〟に協力していた。





ハイレディン【人名】夜



　帝国の遠洋強きよう襲しゆう艦かん〝ネレイアデス〟の乗員。艦内で行方ゆくえ不明となり、後に船倉からミイラ化した死体で見つかった。彼が行方不明になったとき、船倉の中から悲鳴と足音が聞こえたという証言があり、調査が行われるきっかけとなった。





派は遣けん執しつ行こう官かん【称号】ＦＮ



　カテリーナによって組織された特務機関Ａｘ。その構成員は、一いつ般ぱん職員と派遣執行官と呼ばれるエージェントによって構成されており、カテリーナの切り札として様々な任務にあたるのが後者である。彼らは巡じゆん回かい神父という身分を隠かくれ蓑みのに、教皇庁の権益に関かかわる事件の調査と非合法的解決を行うために各地へと派は遣けんされる。また、彼らはカテリーナの〝私兵〟的性格も多分に含ふくんでおり、彼女の政治抗こう争そうの手て駒ごまとしても投入されている場合もあるようだ。そのため、彼らの存在は教皇庁内でも認められていなく、その任務の性格上、派遣執行官の身分は極きわめて不安定である。いざというときには教皇庁と（そしてカテリーナと）は無関係を装うために切り捨てられるゾンビーユニットになっているのだ。作中のアベルの台詞せりふではないが、まさに「命がけ」の役職といえよう。

〝クルースニク〟〝ノーフェイス〟〝プロフェッサー〟〝アイアンメイデン〟〝ジプシークィーン〟〝ソードダンサー〟〝ガンスリンガー〟〝ダンディライオン〟〝ブラックウィドウ〟らが確かく認にんされている。





〝毒竜バズイの王リスク〟【称号】ＪＤ



〝騎士団〟幹部であるバルタザール・フォン・ノイマンの異名。





思考パス暗号コード【言語？】ＦＮ



　電動コンピ知性ユータの保プロ護テクトを解除し、起動させるためのキーワード。アルフレートは、おそらくディートリッヒからこの思考暗号の入ったハッキングディスクを手に入れて、〝トリスタン〟の自動航行機構を乗っ取った。





溶血性バチルス桿状・クド細菌ラク【細菌】天



　長生種の血液中に存在する共生菌きん。宿主である長生種たちに超ちよう人じん的な力や肉体をもたらすと同時に、吸血衝しよう動どうを促うなががす〝渇かわき〟の原因ともなる。弱点は銀と太陽光中の紫し外がい線で、銀は細菌の活動を停止させ、紫外線は逆に活性化させることにより、長生種を死に至らしめる。





バチェラーズ・ブラッド【乗物】ＲＨ



「ラジオ・ヘッド」において、ヴィエナに向かったケンプファーとディートリッヒが乗った豪ごう華か客船。遡さかのぼること五十年以上前、処女航海の前この船のオーナーの娘むすめが結けつ婚こんしたが、花はな婿むこが波にさらわれ行方不明となってしまい、悲観した妻は死んだ後も夫を捜さがしつづけているという逸いつ話わがある。





ゼップパパ・親父ゼツプ【人名】ＭＲ



　ケルン暗黒街の帝てい王おうと言われるギャングのボス。アントニオ・ボルジアに愛人を寝ね取られたうえに、商売用の顧こ客きやくリストまで盗ぬすまれかけて、面目を潰つぶされたため、手下に命じてアントニオを殺そうとした。しかし、逆に新教皇庁に捕つかまったアントニオに利用され、新教皇庁の神父たちと銃じゆう撃げき戦せんのあげくレンツに放ほうり投げられるという、悲ひ惨さんな目に遭あわされる。





魔都バビロン【地名】ＯＣ



　旧約聖書にある、天まで届く塔とうを建てようとして神に滅ほろぼされた都市。神に背そむいた傲ごう慢まんの街として、アルフォンソが贅ぜい沢たくと怠たい惰だに染まったローマをなぞらえた。





バフォメットの刻印【兵器】ＲＨ



　ケンプファーが使用する〝魔術〟の一つで、異種金属間の電位差とイオン流出を利用して電解腐ふ食しよくを起こさせる。性質上電動知性には非常に効果的で、計らずともＸＡＭ二二に踏ふみ潰つぶされそうになっていたディートリッヒの命を救った。





湯浴み場ハマム【施設】夜



　風ふ呂ろ好きといわれる帝てい国こくの民たみが利用する浴室。都市部に必ず設けられている公衆浴場と、貴族の館やかたに備えられた専用の湯屋の二種類がある。中でも公衆浴場は酒の禁止されている帝国内にあって、市民の社交場として頻ひん繁ぱんに利用されているらしい。アストのキエフ侯こう家にも冷水場と蒸し風呂サウナも備えた本格的な湯屋がある。





パラケルスス【人名】薔



　バトラーことケンプファーがかつて名乗っていた名前。実際のパラケルススは一四九三年にスイスのチューリッヒ近きん郊こうで生まれ、一五四一年にオーストリアのザルツブルグで客死した。十六世紀を代表する天才医学者で、甲こう状じよう腺せん腫しゆの研究などによりそれまで迷信じみた自然科学の域を出ていなかった医学を、近代科学に進歩させると同時に、黄金生成を主眼としていた錬れん金きん術じゆつを、科学的な見地から新たな生命の創造を目的とする学問に転化させた。





〝剣パラツのツオ・館スパーダ〟【施設】ＦＮ



　ローマのテヴェレ川沿いにあるバロック様式の華か麗れいなる建築物。作中では、国務聖省本庁舎となっている。通常、カテリーナはここで執しつ務むを行っているようだ。もちろんＡｘの本部もここにあり、トレスの武器庫や教授の怪あやしい研究室もあるらしい。

　ちなみに現在のスパーダ宮は、美術館になっており、絵画中心のコレクションとともにボッロミーニが考案した遠近法で実際よりも長く感じる通路が有名である。





総パラツ督オ・宮ドウ殿カーレ【建築物】ＦＥ



　ヴェネツィアの聖マルコ広場に隣りん接せつした宮きゆう殿でん。かつてはヴェネツィア共和国時代に、総そう督とくの住居兼けん政庁として建てられた。その優ゆう雅がな姿はヴェネツィア・ゴシック様式の最さい高こう峰ほうと言われる。





騎パラ馬フレ衛ニエ兵ーリ【称号】ＯＣ



　教皇の親衛隊。法王宮屋外の巡じゆん回かいおよび教皇外出時の警備を主任務とする。主装備はカービン銃とサーベル、胸甲。





金角湾ハリーチ【地名】夜



　帝てい都とビザンチウムの西岸部を南北に分割する入り江え。湾の北側を北ペイ区画オウル、南側を南区画ルメリと呼び、それぞれ帝国貴族たちの居住区と、皇こう帝ていの住居である星皇宮に分かれている。金角湾の由来はその形が細長い角に似ているためで、かつては世界有数の天然の良港としてビザンティン帝国やオスマン帝国時代に栄えた。





黒海ハリル【地名】夜



　真人類帝国の領土を二つに分断する内海。西のボスポラス海かい峡きようを入口として東は絶ぜつ滅めつ地帯に接している。現在におけるロシア、ルーマニア、ブルガリア、トルコなどの沿岸国の重要な水上交通路である。なお黒海の名前は、亜あ硫りゆう酸さん化合物の沈ちん殿でんのために海底が黒く見えることから付いたといわれている。





バルザック【人名】ＳＮ



　ケンプファーがバルセロナの屋外レストランでアベルに言った言葉の作者。十九世紀前半のフランスにおける、リアリズム文学の頂点といわれる小説家。代表作は『谷間の百合』『従妹ベット』など。





バルセロナ【地名】ＳＮ



　カタロニア公国の公都。イベリア半島の東部にあり、地中海に面した美しい街並みから〝地中海の宝石〟とも呼ばれていたが、〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟によってすべて崩ほう壊かいし、現在は面おも影かげも残っていない。また、公都を失ったことによる混乱を衝つかれ、後にヒスパニア王国に併へい合ごうされている。





バルタザール・フォン・ノイマン【人名】ＪＤ



　メルキオール、カスパールとともに「ノイマン三兄弟」として知られる吸ヴア血ンパ鬼イア。〝毒竜の王〟の異名を持つ。配下にスフォルツァ城を占せん拠きよした吸血鬼や、メイド型人造人間〝ジークリンデ〟シリーズが存在する。直接自分が闘たたかうより戦略を講じることを得意とする指揮官タイプの人物で、Ａｘ殲せん滅めつを狙ねらった同時多発テロ〝鳥オペラ籠ツイオ作ン・ケ戦ーフイヒ〟ではその才能が遺い憾かんなく発揮された。〝騎士団オルデン〟内部でも、あのケンプファーが一目置くほどの人物。ちなみにバルタザール、メルキオール、カスパールというノイマン三兄弟の名前は、キリスト生誕を星の導きによって知り、聖母マリアに、黄金と乳にゆう香こう、そして没もつ薬やくを捧ささげた『東方の三賢けん人じん』の名前からの引用。





パルチザン【組織】星



　武装した一いつ般ぱん市民で組織される非正規の戦せん闘とう集団のこと。作中ではイシュトヴァーン人類解放戦線がこれにあたり、イシュトヴァーンでは反政府組織として市警軍に対たい抗こうし、ジュラに協力する要人の暗殺や公こう共きよう施し設せつの破は壊かい活動を行っていた。





ハルツーム男だん爵しやく【称号】夜



　真人類帝国貴族。禁軍兵団長バイバルスの爵号である。ハルツームはアフリカ大陸北西、現在のスーダンの首都。





斧ハル槍バード【武器】ＯＣ



　長い柄えの先に斧おの状の刃はを付けた武器。槍やりと斧の特性を併あわせ持つ。教皇の警護隊である〝斧アラ槍バル衛デイ兵エリ〟の主武装。





バレルロール【技術】茨



〝赤のレーテ男爵・バロン〟に追われたシスター・ケイト駆かる〝アイアンメイデンⅡ〟が、敵機を振ふり切るために取った行動。機体にまるで螺ら旋せんを描えがくような機動を取らせ、機き銃じゆう掃そう射しややミサイルの照準を狂くるわせるテクニック。本来は戦闘機が利用する技術なので、機体が大きい〝アイアンメイデンⅡ〟が行うには危険すぎる動作だが、それをやってのけられたのは、ひとえにケイトの並みならぬ操船技術によるところが大きい。





バレンシア公【称号】ＭＲ



　ヒスパニア王国きっての大貴族。現当主は王国宰さい相しようを務めるカルロス・ボルジアで、アントニオ・ボルジアの実父である。そのためアントニオはバレンシア公子と呼ばれる。





ハワード大たい尉い【人名】薔



　隔かく離り地区殲滅作戦に参加したアルビオン軍人。アレッサンドロを吸血鬼と間ま違ちがえて危あやうく殺害しそうになった。その後、吸血鬼をかばおうとするアレッサンドロを見み逃のがすようメアリを説得中のブラザー・ペテロに襲おそい掛かかったが、あえなく返り討ちに。





ハンガリア侯こう爵しやく【称号】星



　真人類帝てい国こく貴族ジュラ・カダールの爵号。ハンガリア侯こう家は、古くから自由都市イシュトヴァーンとその一帯を支配してきた長生種の一族で、〝嘆なげきの星〟を設置したのはジュラの祖先である。





ハンス・メムリンク【人名】ＳＤ



〝四カウン伯ト・フ爵オー〟のひとりアントワープ伯はく。芸術家志向の自じ称しよう〝漂ひよう泊はくの詩人〟らしいが、未いまだかつて漂泊などしたこともなく、その芸術センスも褒ほめられたものではないようだ。ヤン・ファン・メーレンには「趣しゆ味みが悪い」と言われ、ユーグにも「へぼ詩人」「エセ詩人」と連呼されていた。アムステルダム伯カレル・ファン・デル・ヴェルフの死後、カレルを殺したユーグを捕とらえようとしたが、献ノー聖トル母ダム大聖堂で警官隊に一族郎ろう党とうを皆みな殺ごろしにされる。さらにファン・メーレン家を襲ってヤンを殺そうとするも、ユーグの長刀によって倒たおされた。





パンツァー・ファウスト【武器】天



　カルタゴにおけるラドゥとの決戦に備えトレスが装備した武器。対戦車用の使い捨てロケットで、三十メートルの距きよ離りからでも戦車を全ぜん壊かいさせる威い力りよくを持つ。もともとは第二次世界大戦時にドイツ軍が使用した携けい帯たい榴りゆう弾だん砲ほう。ちなみに「パンツァー・ファウスト」は独語で「鉄てつ拳けん」の意味。





〝機械パン仕掛ツアーの魔・マギ道士エル〟【称号】ＦＥ



〝騎士団〟最高幹部、イザーク・フェルナンド・フォン・ケンプファーの通つう称しよう。遺ロス失トテ技クノ術ロジーを利用した科学技術を魔ま法ほうの如ごとく自在に操あやつるためにそう呼ばれる。





首輪バント【道具】ＢＣ



「バード・ケージ」において、スフォルツァ城を占拠したバルタザールが〝猟ヤーク犬トフント〟を実行するために用意された、爆ばく弾だん内蔵型の首輪。火薬の量は「短命種の首を刎はね飛ばすには十分」なほどで、首輪を付けられた人ひと質じちたちは、アベルを殺害しなければ首輪を爆ばく発はつさせると脅きよう迫はくされていた。





法ピアツ王ツア宮・サ前ン・広ピエ場トロ【施設】星



　法王宮前にある、左右を列柱回かい廊ろうに囲まれた楕だ円えん形けいの大広場。中央には〝大アル災マゲ厄ドン〟の遥はるか以前から方オベ柱リスクが建っていたが、クレメンス十九世の時代に地じ震しんによって崩ほう壊かいしている。後にケルン大司教アルフォンソ・デステが同じ方オベ柱リスクを寄進したものの、ローマを壊かい滅めつさせる低周波兵器が組み込まれていることがわかり、レオンによって除去された。常には多くの聖職者や巡じゆん礼れい、観光客などで賑にぎわっており、直径約二百メートルの広場内には約三十万人を収容できるといわれている。

　なお実際の広場に建つ方オベ柱リスクは、一世紀にカリギュラ帝ていによってエジプトから運ばれたもの。





聖ピアマツツルア・コサン広場マルコ【地名】ＦＥ



　聖マルコ大聖堂を擁ようするヴェネツィア最大の広場。謝肉祭では仮面劇や曲芸などが催もよおされ、多くの人が集まる。かつてのヴェネツィア共和国時代から祭礼や公式行事の場として利用されており、現在の形になったのは十二世紀頃ころといわれている。アストがヴェネツィアを訪おとずれ、Ａｘから派は遣けんされたアベルと待ち合わせたのがこの広場の近くであった。





被遺伝子調整児【？？？】薔



　何らかの目的に基づき、人工的に遺伝子を操作されて生み出された子供のこと。リリス・サールはその〝第一号〟だという。過去の記憶の中で、アベルは自分のことを〝計画〟の消しよう耗もう品ひんと断じ、〝何億キロも向こうの地じ獄ごくまで島おくりにされる〟ためだけに自分たちは作られたと運命を呪のろっていたが、果たしてリリスやアベルたちを生み出した〝計画〟とは一体どのようなものだったのか？





ヒースロー空港【施設】薔



　ロンディニウムを訪れたエステルが使用した空港。普ふ段だんは大陸に向かう観光客や、遠来の外国人などで賑わっているが、この時ばかりは〝吸ヴア血ンパ鬼イア殺しの聖女〟のために貸しきり状態で、エステルを取材するマスコミや、警備のアルビオン軍人でロビーが埋うめ尽つくされていた。現実のヒースロー空港はロンドンの西部にある国際空港で、日本からも直行便が出ているから、旅行者にはなじみの深い空港といえよう。





ピーター【人名】ＮＬ



　ネバーランド島に住む子供たちのひとり。〝人じん為い的転向〟の〝失敗作〟であり、自分を助けてくれた〝成功例〟のウェンディを慕したっている。彼女を守れる〝大人〟になることを望んでいたが、囚とらわれたアベルを逃にがそうとしたためにウェンディに攻こう撃げきされてしまう。それでも最後まで彼女を庇かばい、とどめをさそうとするレオンに懇こん願がんして命を助けた。現在はウェンディや他ほかの子供たちとともに帝てい国こくに移住していると思われる。





ピーテル【人名】ＳＤ



　アムステルダム伯はくカレル・ファン・デル・ヴェルフの弟。市内で起きた旧教会事件の生き残りであるアグネスをさらおうとして、ユーグに首を落とされた。兄と違ちがって一見、都市貴族風の伊だ達て男おとこだが、アグネスに「化け物」呼ばわりされて残ざん虐ぎやくな本ほん性しようを剝むき出しにするあたり、似た者兄弟であったようだ。





Ｂビー－フ・Ⅳオー【施設】薔



　アベルが夢の中で思い出した過去の記き憶おくに登場した場所。アベルを諫いさめたリリスによれば、ロンドンを一いつ瞬しゆんにして消し去るほどの威力を持つ〝湖エクスカのリバー・剣システム〟が設置されていたという。





ピエール・ランシェ【人名】ＢＳ



　ブリュッセル出身の四都市同盟の実力者で、暗黒街との強いつながりが噂うわさされていた人物。ティエリー・ダルザス死後の〝四カウン伯ト・フ爵オー〟の趨すう勢せいを見み極きわめ、ギィに取り入ろうと近づいてきたが、ユーグを救おうとするカテリーナの策略の中で暗黒街との関係を暴かれ、失しつ脚きやくした。





ピエトロ・オルシーニ【人名】聖



　泣く子も黙だまる異い端たん審しん問もん局きよく局長、ブラザー・ペテロの本名。先々代の異端審問局局長に本名を呼ばれた瞬しゆん間かんに、過去を思いだし緊きん張ちようするあたりがペテロの憎にくめないところ、かも。





ピエトロ・ボッロミーニ【人名】天



　教皇庁聖宝認にん定てい局きよくの元職員。電脳プロ調律師グラマーとして勤めていたが免めん職しよくされている。その際、保管されていた電脳制せい御ぎよ言語を無断でコピー・着服したため、カルタゴにおいてエステルとアベルに逮たい捕ほされた（実際に捕ほ獲かくしたのはトレス）。しかし大使館での監かん禁きん中に、侵しん入にゆうした〝火か炎えん魔ま人じん〟によって口くち封ふうじのために殺されてしまう。実は、彼は気象兵器〝イブリース〟の管制システムの封プロ印テクトを解くために〝騎士団オルデン〟に利用されていたことが明らかになっている。





皮下循じゆん環かん剤ざい【部品】ＷＨ



　機械化歩兵の体内を循じゆん環かんしている薬やく剤ざい。機械化歩兵によってその成分・用よう途とは様々だが、たとえば生体部品への栄養供給、人工筋肉内で発生した老ろう廃はい物ぶつの分解、局所的に発生した熱の冷れい却きやくといった機能を持つ。人造皮ひ膚ふや装そう甲こうのすぐ下を循環していることもあって、外部の衝しよう撃げきから内部機器を保護する緩かん衝しよう剤ざいとしての役割をも果たしている。





ピカデリー・ガゼット【新聞】聖



　アルビオンで発行されている、悪名高い扇イエ情ロー日・ペ刊紙ーパー。





〝傀儡ピグマの王リオン〟【称号】ＰＥ



〝騎士団〟幹部メルキオール・フォン・ノイマンの異名。





ビザンチウム【地名】星



　真人類帝国の帝てい都と。帝国領のほぼ中央に位置し、皇こう帝ていをはじめとする多くの帝国貴族や短生種が居住している。都市はボスポラス海かい峡きようを挟はさんで長生種の居住区である西岸部ルメリと、短生種の居住区である東岸部アナドルに分断され、さらに西岸部は金角湾ハリーチによって北ベイ区画オウル、南スタ区画ンブルに分けられている。北区画は主に帝国貴族の都邸ヤールが並び、南区画はすべてが皇帝の所領である星皇宮といったふうに、身分や種族によって住む場所が厳密に区切られているのが特とく徴ちようである。また人類圏けんとの最大の違いは、帝都の周囲を覆おおう〝瑠プレテ璃・サフ壁イール〟と呼ばれる紫し外がい線偏へん光こう障しよう壁へきだろう。長生種にとって致ち命めい的な紫外線を除去する、この〝円えん蓋がい〟によって帝都内は真昼であっても内部は夕暮れのような薄うす闇やみが続くため、〝黄昏たそがれの都〟と呼ばれている。

　現在のトルコ共和国首都イスタンブールにあたり、ビザンチウムはイスタンブールの古こ称しようでもある。





ビザンツ水道【施設】夜



　帝都の地下にある太古の地下水道。〝地イエレ下バタ宮ン・殿サライ〟と呼ばれる地下貯水池に繫つながっている。アベルとアストが星皇宮に潜せん入にゆうする際に利用した。古代ビザンツ帝国のコンスタンティヌス帝によって建設されたものだが、帝国貴族の中にもその存在を知る者はほとんどいない。





〝拳銃ピスト使レーいロス〟【称号】ＮＬ



　レオンがトレスを指して言った言葉。ヒスパニア語で〝ガンスリンガー〟の意。





ヒスパニア王国【国家】ＯＣ



　アルビオン王国、フランク王国、ゲルマニクス王国と並ぶ〝四大王国〟のひとつ。セビリアを首都とする封ほう建けん国家で、教皇庁とは長く友好的な関係を保っている。この国から輩はい出しゆつされる枢すう機き卿きようも多く、広報聖省長官を務めるアントニオ・ボルジアもヒスパニアのバレンシア出身。またレオンはヒスパニアの属領モロッコの出身である。地理的には現在におけるスペイン、北アフリカの一部を下した敷じきとしている。





絵ピナ画館コテカ【施設】ＯＣ



　法王宮の中にある美術館。ベルヴェデーレ宮殿に隣りん接せつし、ルネッサンス期やそれ以前の名画が多数収められている。





翼ビヤー怪キー【クリーチャー】ＰＥ



　ケンプファーが〝塔トウルム〟に残してきた、飛行能力を持つ下僕。名前はアメリカの幻げん想そう小説家、Ｈ・Ｐ・ラヴクラフトが自らの小説内で創作した怪かい物ぶつから取られている。





人ヒユ間ーマ的ン・情フア動クター【プログラム】ＧＨ



　ＨＣシリーズの中ちゆう枢すう演算機構には人間の大脳が使用されており、これが彼らに高い作戦遂すい行こう能力を与あたえている反面、人間的情動という余計な夾きよう雑ざつ物ぶつを抱かかえ込ませてしまった。この問題を解決するために、彼らの脳には機械的なガードがかけられている──ドーパミンやセロトニンといった脳内物質の分ぶん泌ぴつを制御することで、感情の起き伏ふくを物理的に押さえ込んでいるのである。しかしブラザー・バルトロマイはそのリミッターが甘いらしく、トレスにはない表情を作ることがある。





〝漂ひよう泊はくの詩人〟【称号】ＳＢ



　アントワープ伯はくハンス・メムリンクが献ノー聖トル母ダム大聖堂でユーグに名乗った呼こ称しよう。ただしそう呼んでいるのは本人のみで、しかも未いまだかつて彼が漂泊したという事実はない。





外廷ビルン【施設】夜



　中央官庁が集中する星皇宮の北側を指す。皇帝のプライベートエリアである〝内エン廷デルン〟に対して、こちらは帝てい国こく貴族たちが多く出入りする国政の中心といえる。





ファーガスン【人名】薔



　スコットランドヤード捜そう査さ一課の警部。ブラザー・ペテロの要よう請せいに応じて、アベルの行ゆく方えを捜そう索さくしたが、その最中でアベルらしき神父が、〝切り裂さきジャック〟から自分を救ってくれたという娼しよう婦ふを発見した。





光杖フアクラ【アイテム】夜



　化ケミ学カル性ルミ反ネツ応光センスによって発光する照明器具。ビザンツ水道に潜もぐり込んだアベルとアストが使用していた。





ファナ【人名】ＪＰ



　レオンの愛まな娘むすめ。カテリーナの息のかかったミラノの特別病びよう棟とうに入院中だが、その病状や年齢などは一切不明。レオンにとって彼女を一秒でも長く生きさせることが、何にも増して優先される。普ふ段だんは傍ぼう若じやく無ぶ人じんなレオンが、愛情深い父親の一面を覗のぞかせる唯ゆい一いつの相手で、彼の首のペンダントロケットには実はファナの写真が入っている。





連続フア発射ニング【技能】ＳＮ



　トリガーを引くのと同時に撃げき鉄てつを上げることによって、機き関かん銃じゆう並みの速射を可能とする高等テクニック。ほとんどタイムラグなしで弾だん丸がんが発射されるため、銃声がひとつに聞こえるという。アベルの得意とする技わざである。





ファリマ【悪口】ＦＥ



　直訳「スカタン」。ヴェネツィアで外輪蒸気船を川岸に激げき突とつさせたアベルに向かってアストが吐はいた罵ば声せいのひとつ。





フィッシュ・アンド・チップス【食物】薔



　近海で取れた鱈たらと、ポテトの短冊切りを油で揚あげたもので、アルビオンでは最も庶しよ民みん的な食べ物。謎なぞの青年カインの大好物。ちなみに実際のイギリスにも存在する。





フィリップ・オーガスト・クレマン【人名】聖



　アルビオン王国ロンディニウムで発行されている「ピカデリー・ガゼット」紙の記者。〝アルビオン紳しん士しの忠実な友〟を自じ称しようするが、デタラメだらけの三文記事の書き手として、ロンディニウムに悪名を響ひびかせている。エステルの出自に関するスキャンダルに興味を持ち、『聖女の烙らく印いん』冒ぼう頭とうでの登場以降、独自の取材を繰くり広げる。





フィレンツェ公【称号】ＦＥ



　枢すう機き卿きようフランチェスコ・ディ・メディチの世せ俗ぞく称しよう号ごう。所領となるフィレンツェは、ローマ、ミラノ、ヴェネツィアと並ぶイタリアの四大都市である。フランチェスコの姓せい「メディチ」は、かつてフィレンツェの大だい富ふ豪ごうとして栄えたメディチ家から引き継つがれている。





反応ブー促進剤スター【薬物】天



　神経系の伝達速度を上じよう昇しようさせる薬物。服用した者は長生種の〝加速ヘイスト〟並みの行動速度を可能とする。もともとは吸ヴア血ンパ鬼イアの〝加速〟に対たい抗こうするため、教理聖省で開発されたものである。ブラザー・ペテロがカルタゴでアベルとの戦いに際し、使用した。





妖フエア精リー【種族】ＮＬ



　吸血鬼の中でも、飛行能力を有する者たちを指して特に〝妖精〟と呼ぶ。背中から突つき出した左右一対の器官は副肺であり、肩けん胛こう骨こつに空いた穴から外部に展張することが可能である。この副肺が、展張時に昆こん虫ちゆうの羽根に酷こく似じしていたことから〝妖精〟の名の由来となっている。彼らは副肺からの排はい気きにより高速飛行を行えるが、羽根を細かく振しん動どうさせることで超ちよう音おん波ぱを発生させ、そのソニックブームで目標物を粉ふん砕さいすることも可能である。ネバーランド島にいた〝妖精〟たちは、ジェームズ・バレーによって人じん為い的に〝転向〟させられた成功例であった。





フェロン・リン【人名】夜



　真人類帝てい国こく貴族のダマスカス侯こうにして、モルドヴァ公、ティグリス公に次ぐ枢すう密みつ司し第三席を占しめる。腰こしまである黒くろ髪かみと切れ長い瞳ひとみの風ふう貌ぼうを持った美女。





フェンシング【武道】茨



　ロンドン塔とうで〝スウィーニー〟トッドの襲しゆう撃げきからアレッサンドロを守るためにヴァージルが披ひ露ろうした剣けん術じゆつ。百年以上に渡わたり鍛たん錬れんを続けたその技は、たとえバチルスの力を失っていても充じゆう分ぶん強化歩兵と渡り合えるほどの技量を持っていた。





茴フエン香ネル【アイテム】夜



　キエフ侯家秘伝の入浴剤の材料。本来は香こう辛しん料りようの一種で、魚料理や飴あめなどに用いられる。





フォスカリーナ・コレオーニ【人名】ＦＥ



　エンドレに殺された古美術商マルコ・コレオーニの娘。事件の起きる一ヶ月前に家出し、そのまま行方ゆくえ不明となっていた。最後に目もく撃げきされたのが恋こい人びとの勤める高級カジノ〝ＩＮＲＩ〟の近辺であったことから、アベルとアストに〝ＩＮＲＩ〟への潜せん入にゆう調査を決意させる。実は父親への脅きよう迫はく材料としてエンドレに捕とらわれ、その後、家族のあとを追って殺されていた。





帝フオル国テ・海ナヴ軍アーレ【組織】夜



　真人類帝国における正規軍のひとつ。総旗き艦かん〝バアル・ハンモン〟を筆頭に数多くの軍船を備えている。多くはイラクリオンやアレキサンドリアなどの都護府に所属している。





フス派異い端たん軍【組織】天



　コンスタンツ公会議で異端として火か刑けいに処せられた宗教改革者フスを信しん奉ぽうする異端の一派。かつてボヘミアにおいて反乱を起こしたが、異端審問官ブラザー・ペテロ唯ただ一人によって一個中隊を壊かい滅めつさせられた。





フセイン【人名】夜



　帝国海軍の遠洋強きよう襲しゆう艦かん〝ネレイアデス〟の乗員。サルキスとともに最後に行方不明になった乗員であり、艦長アガメムノンに捜そう索さくを決意させるきっかけとなった。船倉で、他ほかの行方不明者たちと同じくミイラ化した死体で発見される。





西街区ブダ【地名】星



　ドナウ川を挟はさんだイシュトヴァーンの西側を指す。居城である〝血の丘〟を中心として、西街区全体がハンガリア侯の私有地となっている。ジュラの死後、旧侯こう爵しやく宮きゆう殿でんのあった〝血の丘〟周辺は、市警軍の本部が移転している。

　現在のハンガリーにおける首都ブダペストの西岸であるが、実際に起き伏ふくの多い丘きゆう陵りよう地ち帯たいで、かつての王宮やマーチャーシュ教会など歴史的な建築物も多い。





二つ目の月【天体？】ＦＥ



　作中の世界には、空に二つの月が存在する。我々が知る従来の月と、歪いびつな形状をした二つ目の小さい月──それは〝大アル災マゲ厄ドン〟のあと、いつの間にか現れたと伝えられている。どのような原因で、その天体が出現したのかは、いまもって不明であるが、吸血鬼たちの出現時期と近かったことから、いつからか〝吸血鬼どもの月〟とも呼ばれるようになった。二十九日周期で満ち欠けを繰くり返す〝一つ目の月〟と異なり、〝二つ目の月〟は三百六十五日、昼夜を問わず南天の一角に留とどまり、不ふ吉きつな赤い光を放っている。





プラーク【地名】ＯＣ



　ボヘミア公国の公都。「ジューダス・プリースト」の舞ぶ台たいで、ボヘミア戦役の戦死者慰い霊れい式典に出席するため、アレッサンドロとカテリーナが訪問した。式典後にアレッサンドロが新教皇庁によって拉ら致ちされるという大事件が起きている。

　プラークは英語読みで、現在のチェコスロバキアの首都プラハにあたる。市内には教会などの塔が多く〝百塔の街〟とも呼ばれている。





プラーター公園【施設】ＡＮ



　ヴィエナ市の東に位置する、ドナウ川とドナウ運河に挟まれた緑地に存在する遊園地。かつては歴代君主の狩かり場ばだったが、現在は一いつ般ぱんに開放されて、ヴィエナ市民の憩いこいの場所になっている。「アポカリプス・ナウ」ではこの遊園地の名物である観覧車に〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟が仕し掛かけられたが、実際のプラーター公園にもこの観覧車は存在し、ウィーンのシンボルとして現在も市民に利用されている。





プラーテン【人名】ＳＮ



　バルセロナの聖サグ家ラダ族フア贖ミリ罪ア・教カテ会ドラルで、崩ほう壊かいする街を眺ながめながらケンプファーが捧ささげた詩の作者。十九世紀初期のドイツの詩人であり、厭えん世せい的な作風で知られている。代表作は『ガーゼル』『ヴェネツィアのソネット』など。





ブラザー・バルトロマイ【人名】ＧＨ



　異端審問官。別名をＨハー・Ｃケー－・Ⅱドウオ・Ｘイクス。戦せん闘とう散さん弾だん銃じゆうＳ09〝デウス・エクス・マキナ〟を武器として使う。トレスと同じＨＣ型試作機の機械化歩兵であり、かつて聖天使城を落とした殺人キリン人形グ・ド兵団ールズの生き残りである。聖天使城で大破した体を最新の部品を使って修復したため、その性能はトレスより優すぐれている。しかし復旧したばかりで戦せん闘とう経験がなく、先行して復旧したトレスとの間には五年の開きがあった。アッシジでトレスから戦コンバ闘ツト記・メ憶モリーを奪うばおうとしたが、実戦で経験を積んだトレスの戦術に敗れて首を吹ふき飛ばされた。現在、その生死は不明である。





ブラザー・フィリポ【人名】ＪＰ



　異端審問官。異常に背が低く、ウナギを思わせる顔に樽たるのようなずんぐりした黒光りする体……と、かなり人間離ばなれした怪かい異いな容よう貌ぼうの持ち主。性格は強きを助けて弱きを挫くじくというタイプで、どんな汚きたない手段も厭いとわない典型的な小悪党。

　縄ワイヤー鏢ピツクを得物に使うが、実は彼の最大の武器は、全身の発電細さい胞ぼうから放たれる三十万ボルトの高圧放電である。第二次ボヘミア戦役で、シスター・パウラとともにアルフォンソの抹まつ殺さつと噴ふん進しん爆ばく弾だんの処理を行うために潜せん入にゆうした際、レオンやアベルをその電でん撃げきで苦しめた。レオン曰いわく、〝ダルマウナギ〟。





ブラザー・ペテロ【人名】天



　異端審問局局長で、本名はピエトロ・オルシーニ。ローマの名門オルシーニ家出身の強化歩兵である。二メートルを超こす巨きよ漢かんであるが、品良く整った貴族的風ふう貌ぼうを持つ美び丈じよう夫ふ。だが、黙だまっていればエリート官かん僚りようを思わせる外見でありながら、実は教皇庁最強かつ最さい兇きようの騎き士しとして内外に悪名を轟とどろかせる男である。「Ｒ．Ｏ．Ｍ．」の時代から遡さかのぼること四年前に勃ぼつ発ぱつしたボヘミア戦役では、敵一個中隊のみならず、自軍の二個中隊までもを、たった一人で壊かい滅めつさせ、一いち躍やく、その名を世に轟かせ、ついたあだ名が〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟。

　正義感にあふれ義にも篤あつい男だが、フランチェスコに心しん酔すいしているため、彼のためなら忠犬のように盲もう目もく的に任務をこなそうとする真ま面じ目め実直な男。悪く言えば、一本気で融ゆう通ずうの利きかない性格である。それは、彼の戦い方にも表れており、己おのれの技量に絶対の自信を抱いだいているのか、敵に対しても直進あるのみの「猪いの武む者しや」。さらに彼専用の装そう甲こう戦せん闘とう服ふく〝聖騎士の聖衣〟とあらゆる物を粉ふん砕さいする鎚つち矛ほこ〝叫スク喚リー者マー〟の破は壊かい力りよくも手伝って、彼の通ったあとには、何も残らないとまで言われる。

　Ａｘに対しては、フランチェスコとカテリーナの確かく執しつもあることから、敵対心を剝むき出しにしているが、『熱砂の天使』では、カルタゴ壊滅を企たくらむラドゥを前にＡｘ、イオンらとやむを得ず共きよう闘とうしてしまうという義ぎ俠きよう心しんも持ち合わせているので、意外にお人好しなのかもしれない。





ブラザー・マタイ【人名】ＬＧ



　フランチェスコ貴下の異い端たん審しん問もん官かん。その陰いん惨さんな肩かた書がきにはそぐわない温和な風貌の青年だが、正体は〝モデイロアブッロ・コデ・のマル悪魔エコス〟の異名をとる戦争のプロフェッショナル。「ジャッジメント・デイ」よりさかのぼること三年前に、モロッコ独立戦争の海ジブラ峡ルタル戦役にて民間人を数千人虐ぎやく殺さつしたことで悪名を馳はせた男である。「ジャッジメント・デイ」では、独立戦争の中で自分に唯ゆい一いつの敗北を味わわせた〝ダンディライオン〟レオン・デ・アストゥリアスと合間見え、激戦を繰くり広げた。





ブラザー・ヤコブ【人名】ＯＣ



　異端審問官。全身を兜かぶとと甲かつ冑ちゆうで鎧よろった巨漢。サン・ピエトロ大聖堂の鐘しよう楼ろうで、アルフォンソに対して銃を向けたアベルを抑よく止しした。二振ふりの直刀を武器として使い、アベルの銃弾を見切って刀で受けとめるほどの実力を持つ。登場時に常にバケツ状の兜を着けているため、その容貌は不明。





ブラックウィドウ【称号】聖女



　Ａｘ派は遣けん執しつ行こう官かん、モニカ・アルジェントのコードネーム。〝黒くろ後ご家け蜘ぐ蛛も〟という意味を持つが、見る者を魅み了りようする妖よう艶えんさと、誘ゆう惑わくに負けた者を容よう赦しやなく殺す冷れい酷こくさを兼かね備そなえた黒き暗殺者・モニカに相応ふさわしいコードネームと言えよう。





血吸いブラツド野郎サツカー【悪口】星



　人類の吸ヴア血ンパ鬼イアに対する蔑べつ称しようのひとつ。





フランク王国【国家】ＦＮ



　教皇庁の西に国境を接する農業国家。マッシリアを首都とする。アルビオン、ヒスパニア、ゲルマニクスと並んで四大王国と称しようされる大国のひとつである。かつてのフランスが基き盤ばんとなっているが、西ヨーロッパの国で最も〝大アル災マゲ厄ドン〟の被ひ害がいが大きく、北部はほぼ壊滅状態である。





フランソワーズ・デュプレー【人名】ＲＨ



　ルイ・デュプレー博士の妻。美しい女性だったが自動車事故で帰らぬ人となった。だがその死を受け入れられなかったデュプレー博士によって、多た脚きやく戦車の電動知性を利用して蘇そ生せいさせられた。一度死んだ人間が生者の世界に還かえることは叶かなわず、その身を苛さいなむ暗さと冷たさに苦しみながら、死を望んでいた。





フランチェスコ・ディ・メディチ【人名】ＦＮ



　フィレンツェ公にして枢すう機き卿きようであり、アレッサンドロとカテリーナの異母兄。教理聖省長官、教会軍総司令官、教皇宮きゆう殿でん付神学顧こ問もんと数々の要職を兼けん任にんし、苛か烈れつかつ強ごう引いんな政策で教皇庁の実質的な指導者として君臨している。では、アレッサンドロなどより遥はるかに教皇として相応ふさわしい実績と才能を持つ彼が、なぜ枢機卿の地位に甘んじているのか？　それは彼の出自の卑いやしさにある。フランチェスコは、前教皇グレゴリオ三十世が下級騎士の妻であった女に産ませた不義の子であった。それが弱点となり、前回の教皇選出会議ではカテリーナと共きよう謀ぼうして、グレゴリオの嫡ちやく子しであるアレッサンドロを傀かい儡らいとして擁よう立りつしたのである。

　私利私欲に走る男ではないが、教皇庁の権けん威いを絶対なものと信じる極きよく端たんな理想主義者にして、徹てつ底ていしたマキャベリストでもあるフランチェスコは、アレッサンドロの身にもしものことがあった場合、次期教皇に立候補することも辞さない構えだ。実際、そのための政治工作も水面下で行っているようで、現在の腐ふ敗はいした教皇庁内にあっては、吸血鬼勢力の排はい斥せきを強く唱える危険なカリスマとして、若手の高位聖職者たちと軍部の熱ねつ狂きよう的な支持を得ている。それ故、保守派の枢機卿たちにとっては頭の痛い存在となっており、帝てい国こくとの間にパイプを築こうとしているカテリーナにとっては、常に政敵として水面下で激しく対立中である。





ブラッディ・メアリ【称号】薔



　敵対するものに対しては一いつ片ぺんの情けもかけないことから付けられた、メアリ・スペンサー大たい佐さの悪名。





〝炎フラのンベ剣ルク〟【称号】天



〝騎士団オルデン〟内におけるラドゥ・バルフォンの通つう称しよう。〝火か炎えん魔ま人じん〟であるラドゥの能力にちなんでいるようだ。名前の由来であるフランベルクは刃やいばが波状になった両手用の剣つるぎのこと。その刀身が炎に似ていることから呼ばれる。





プリーチャー【人名】ＢＳ



　ギィの目もく論ろんだ「ユーグ狩がり」に参加していた賞金稼かせぎで、ドクターの相棒。大おお鎌がまの使い手で、ドクターと同じくローブを身に纏まとい、仮面で顔を隠かくしていた。ギィに襲おそいかかったユーグをドクターとともに今一歩のところまで追いつめたが、助け駆かけつけた〝教授〟によって倒たおされた。





水路標識ブリコラ【施設】ＦＥ



　水中に打ち込まれた杭くい状標識。ヴェネツィアの水上交通にとって欠かせない目印となる。アベルは脇わき見み運転をして、外輪蒸気船をこれに乗り上げて横転させた。





ブリジット二世【人名】薔



　アルビオン王国女王。エステルとメアリにとっては祖母にあたる。わずか十五歳で即そく位いしてから、半世紀の永きにわたってアルビオン王国を統治し、諸列強とわたりあった女王であり、権けん謀ぼう術じゆつ数すうを駆く使ししたその政治手法から、〝北海の女怪スキユラ〟〝ロンディニウムの雌めす蝮まむし〟〝サタンの妻〟と恐おそれられた女じよ傑けつである。

　王太子ギルバートが若くして病死、その息むす子こが死産だったことから、宮きゆう廷ていから王族と呼べる者が消えてしまった。このため時期国王を決められぬまま、六五歳で迎むかえた即位五十年記念祭のパレードで脳のう溢いつ血けつで倒れると、王位を巡めぐる争いが勃ぼつ発ぱつした。結局、意識が完全に戻もどらぬまま、王位争いの結果も見届けぬまま、孫まご娘むすめであるエステルに看み取とられて死去。最後まで、アルビオン王国のために汚よごれ役ばかりを押しつけてきた、もう一人の孫娘──メアリのことを気にかけていたが、それを伝える機会をついに持たなかった。





電ブリツ矢ツカイ【武器】ＨＦ



〝埋葬部隊〟が使用する、対機械化歩兵用のクロスボウ。中空になった矢や柄がらの内部に大容量のバッテリーが挿そう入にゆうされており、矢が命中した機械化歩兵を高圧電流でオーバーロードさせ、戦せん闘とう不能にする。絶ぜつ縁えん／防ぼう弾だん処理を施ほどこされた機械化歩兵の皮ひ膚ふを貫かん通つうさせるため、強酸を噴ふん出しゆつさせる機能もある。





ブリュージュ【地名】ＯＣ



　四都市同盟を構成する市のひとつ。Ａｘの派は遣けん執しつ行こう官かんユーグ・ド・ヴァトーの出身地であり、伝説的な傭よう兵へい貴族の名門ヴァトー家の本ほん拠きよ地ちだった。「橋」を意味するブリュージュの名前通り、市内の運河には五十以上の橋が架かかる水の都でもある。現在のベルギー北東部に位置する。





ブリュージュ伯はく【称号】ＳＤ



〝四カウン伯ト・フ爵オー〟のひとりで、ブリュージュの暗黒街を支配する吸ヴア血ンパ鬼イア氏族長の称号。現在のブリュージュ伯はギィ・ド・グランヴェル。





〝悪フリユーのス・デユ華マル〟【組織】ＷＨ



　マッシリアに本ほん拠きよを置く吸血鬼氏族。〝トリスタン〟ハイジャック事件の犯人であるアルフレートが所属していた。〝騎士団〟と繫つながりがあり、彼らの依い頼らいによってハイジャックや福ふく祉し施し設せつへの襲しゆう撃げきを行っていたらしい。しかしアベルとトレスがアジトに辿たどり着く前に、エリスの接せつ触しよくテレパス能力によって身内同士で殺し合いを始め、壊かい滅めつしている。





ブリュッセル【地名】ＧＳ



　四都市同盟を構成する市のひとつ。同盟内では最も富ふ裕ゆうな都市として盟主的立場にある。ブリュッセルは〝湿地帯ＢＲＯＵの中ＳＣＥの砦ＬＬＡ〟を意味し、十世紀末に領主が砦を築いたのを起源とする。現在のベルギー首都。旧教会事件の犯人を追うユーグと、命令違い反はんを犯おかした彼を連れ戻しにきたトレスがこの街で接触した。





ブリュッセル伯【称号】ＳＤ



〝四カウン伯ト・フ爵オー〟のひとりで、ブリュッセル市の暗黒街を支配する吸血鬼ティエリー・ダルザスの称号。





太ブル守カラブ【称号】夜



　帝てい国こくの地方官で二品官。帝国の国土は十二の郡にわけられているが、各郡行政の最高責任者が太守である。地方都市に太守府を開き、皇帝の代理人として絶大な権けん威いをもって統治にあたる。軍事を司つかさどる都指揮司と並び、地方官としては最高の地位。





ブルノ【地名】ＪＰ



　ボヘミア公国の東部に位置する都市。市内の教会司祭たちが教皇庁に叛はん旗きを翻ひるがえし、新教皇庁についたことから第二次ボヘミア戦役の舞ぶ台たいとなった。一時は教皇庁軍に包囲され、噴ふん進しん爆ばく弾だんによる皆みな殺ごろしの危機にさらされたが、派遣執行官の説得で無条件降こう伏ふくしている。Ａｘの派遣執行官ヴァーツラフ・ハヴェルの出身地であり、現在のチェコスロバキア東部、モラヴィア地方の中心地。

　郊こう外がいにはエンドウマメを使った遺伝の研究で有名なメンデルの修道院がある。





強フル装ロー拳ドビ銃ユレ弾ツト【武器】天



　トレスが使用する戦せん闘とう拳けん銃じゆうジェリコＭ13の弾だん丸がん。銃口初速はマッハ１に達する。





骨剣ブレイド【武器】星



　ジュラ・カダールが使用する武器。金属ではなく、自らの骨を変形させて剣の形にしたもの。拳こぶしの先から皮膚を破って生えているという、見た目には美しいとは言いがたい武器である。





火フレ炎イム放・ラ射ンチ器ヤー【武器】ＦＥ



　トレスの追加兵装のひとつ。右手首に内蔵されており、数千度に達するマグネシウムの炎ほのおを放射する。





長刀ブレード【武器】ＳＤ



　ユーグの得物である鉄棒の両りよう端たんには、日本刀の様に鋭するどい太刀たちと小太刀が仕込まれている。単分子結けつ晶しよう製せいの刃やいばは動甲冑スーツの装そう甲こうさえも切断し、トレスのＭ13が撃うち出す五一二マキシマ弾だんさえ弾はじく強度を持つ。





短フレ針シエ弾ツト【武器】夜



　短ニー針ドル銃ガンが撃ち出す極ごく微び小しようの針。対象物の内部で数千の針に分ぶん裂れつし、ダメージを与あたえる。星皇宮の地下牢ろうに囚とらわれたイオンに対し、ディートリッヒが使用した。





瑠プレテ璃・サフ壁イール【施設】夜



　帝てい都とビザンチウムを覆おおう直径数十キロにも及およぶ円蓋ドーム。これは常に帝都の周囲を漂ただよう無数の極微細レンズであり、長生種にとっては致ち命めい的な太陽光線中の紫し外がい線せんを外部に反射する紫外線偏へん光こう障しよう壁へきなのである。ただし、有害な紫外線以外の光は透とう過かするため、円蓋の内部は日中でも、夕暮れ程度の明るさを保っている。外部から見ると青みを帯びた紫むらさき色いろのドームのように映るため、瑠璃壁の名前があるようだ。ちなみに『夜の女皇』冒ぼう頭とうで、ディートリッヒが瑠璃壁を「ヴァント」と発音しているが、これはドゲルイマニツクス語の「壁かべ」という意味。聡さとい読者なら、この時点で冒頭に登場する〝アベル・ナイトロード〟の正体がある程度わかる仕し掛かけになっているのだ。





電脳プロ調律師グラマー【職業】ＦＮ



　数字の羅ら列れつで表示される電コン動ピユ知性ーターの思考を翻ほん訳やく・解読する特とく殊しゆ技能者。遺ロス失トテ技クノ術ロジーの中でも最も重要とされる電動知性の使用に不可欠であり、頭脳的にも優すぐれた貴重な存在であるため、教皇庁や各国政府の重要ポストとして遇ぐうされている。〝騎士団オルデン〟の幹部〝人形使い〟ディートリッヒも天才的な電脳調律師である。





プロスト【悪口】ＦＥ



　直訳すると「阿あ呆ほう」もしくは「トンマ」。アベルに対して吐はかれたアストの罵ば声せいのひとつ。





〝教プロフ授エツサー〟【称号】ＳＤ



　Ａｘの派は遣けん執しつ行こう官かん、ウィリアム・ウォルター・ワーズワースのコードネーム。派遣執行官随ずい一いちの見識を有し、カテリーナのブレーンでもあることから付いたと思われる。また、実際にローマ大学の現役教授でもあることから、同どう僚りようであるアベルやケイトなどからは日常的に〝教授〟と呼ばれている。





〝ブロ金ンディ髪の〟ブロディ【人名】薔



　吸ヴア血ンパ鬼イア殲せん滅めつを叫さけぶ群衆に対し、隔かく離り地区に住んでいた吸血鬼たちと協力して〝湖の剣〟を除去しようとするエステルに賛同した男。自じ慢まんの金きん髪ぱつはその昔はふわふわだったが、現在は見る影かげもない。





〝百フンデ貌ルトのゲシユ王ヒト〟【称号】ＢＣ



〝騎士団〟幹部カスパール・フォン・ノイマンの通つう称しよう。自由自在にその姿を変えることが出来るのがその由来。





北ベイ岸オウル【地名】夜



　帝都の西岸部において、金角湾ハリーチで南北に分断された北側を指す。南スタ岸ンブルが皇こう帝てい唯ただ一人の私有地であるのに対し、北岸は貴族の館やかたが建ち並ぶ住宅街である。





貴族ベイ区画オウル【地名】夜



　短生種の居住区である東岸部アナドルに対して、帝てい国こく貴族たちの居住区である西岸部・北岸を意味する。帝国貴族官かん僚りようたちが帝都における住居、あるいはオフィスとして使用する都邸が並んでいる。





〝加速ヘイスト〟【能力】ＦＥ



　長生種の特殊能力。全身の神経系を異常興奮させることによって、短時間ながら通常の二十倍近い反応速度が得られる。ただし肉体に多大な消しよう耗もうを強しいるため、使い過ぎると神経に炎えん症しようを生じて筋肉への栄養が断たれ、非常な激痛に襲おそわれることになる。





ベーラ【人名】星



　イシュトヴァーン市、聖マーチャーシュ教会の中年修道士。教会に戻もどったアベルとエステルがヴィテーズ司教に逃にげるよう警告している際に、市警軍の来訪を知らせにきた。その後、他ほかの聖職者とともに市警軍によって殺されたと思われる。





東街区ペスト【地名】星



　ドナウ川を挟はさんだイシュトヴァーン市の東側を指す。西街区はハンガリア侯こうの私有地であるため、市民のほとんどは東街区に居住している。街並みには〝ドナウの真しん珠じゆ〟と呼ばれた頃ころの面おも影かげが残っているが、貧困による荒こう廃はいが色いろ濃こく、活気に欠けるようだ。西ブ街区ダと同じく現在のハンガリーの首都。





ベッサラビア【地名】夜



　モルドヴァ公の領地。ベッサラビアは歴史的地名であり、現在のモルドヴァ地方、黒海北岸からポーランド国境に至る地域を指す。





ヘッセ【人名】ＯＣ



　アルフォンソに偽ぎ装そうしたケンプファーが、カテリーナを殺そうとした際に言った言葉の作者。一八七七年にドイツで生まれ、後にスイスに帰化した作家・詩人。『車輪の下』『デミアン』などが代表作。





〝ベリアルの矢〟【兵器】ＯＣ



　戦せん艦かんの主しゆ砲ほう並みの威い力りよくを持つ、ケンプファーの攻こう撃げき用武器。その正体は放電電流と自己誘ゆう起き磁場によって電磁加速放射された砂鉄。ローマではクルースニク化したアベルさえも吹ふき飛ばし、重傷を負わせた。

　ちなみにベリアルはサタンに従って地じ獄ごくに堕おとされた堕だ天てん使しの一人で、ミルトンの『失楽園』では〝堕天使どものうち彼ほど淫みだらで悪徳のための悪徳を愛する者は他ほかにいなかった〟と紹しよう介かいされている。





ベルヴェデーレ宮きゆう殿でん【建築物】ＯＣ



　法王宮東部、ベルヴェデーレ通りに面した城館。法王宮西部のサン・カルロ宮殿とならび、国こく賓ひんが滞たい在ざいする客館として使用されている。ローマを訪問したアルフォンソ・デステの宿舎ともなった。





ヘルガ・フォン・フォーゲルワイデ【人名】ＫＦ



〝騎士団〟幹部にして、〝氷のアイス魔女・ヘクセ〟の異名を持つ。組織内における序列はディートリッヒと同じ位階８＝３だが、上位階であるケンプファーの失態を指し摘てき、その排はい除じよに動く。ノイマン三兄弟を手足のように使い、またあのディートリッヒをも徹てつ底てい的に利用。さらにはＡｘまで巻き込んで、ケンプファーを追いつめる。





ベルグマン機マシー関ネン拳ピス銃トーレ【武器】ＭＲ



　ケルン市でアベルとアントニオを襲しゆう撃げきしたギャングが使用していた短たん機き関かん銃じゆう。ちなみに同名の短サブ機関マシン銃ガンが第一次世界大戦においてドイツ陸軍向けに設計され、世界初の短機関銃といわれている。





ベルゼバブの剣つるぎ【兵器】ＦＥ



　ケンプファーの攻撃用武器。極ごく微び細さいの単分子ワイヤーによる不可視の刃やいばである。ダイヤモンドすら切断できる強力な武器であるが、熱に弱いという欠点がある。ケンプファーがヴェネツィアの可動堰せきを襲った際に使用したが、弱点を見み抜ぬいたトレスの火か炎えん放射器によって破は壊かいされている。

　ちなみにベルゼバブは聖書に記されたカナン人の神。キリスト教では〝蠅はえの王〟〝悪あく魔まの王子〟あるいはサタンそのものとされている。





ベルファスト鎮ちん圧あつ戦【歴史】薔



　エステルとメアリをヒースロー空港で襲撃したヴァネッサ・ウォルシュが、メアリを嘲ちよう弄ろうするため例にあげた戦闘。アルビオン王国を揺ゆるがせた内乱〝パーシーの乱〟に終しゆう止し符ふを打ったこの戦闘で、メアリは講和すると言って反乱軍を騙だまし、投降してきた兵士たちを皆みな殺ごろしにしてしまったという。だが、これはメアリの判断ではなく、アルビオン二十六公家の権益を守るため、メアリ率いる海兵隊第四十四連隊を捨て駒ごまとして反乱軍を誘おびき寄せ、殲せん滅めつをはかった陰いん謀ぼうであった。この際、敵中に孤こ立りつ無む援えんとなった第四十四連隊はほとんどが戦死したが、彼らは身を盾たてにして指揮官であるメアリを脱だつ出しゆつさせたのである。





ベルメル街ストリート【場所】薔



　ロンディニウムの官庁街を東西に貫つらぬく瀟しよう洒しやな通りで、高級デパートや出版社が軒のきを連ねて文ぶん雅がな雰ふん囲い気きを漂ただよわせるが、同時に数多くの社交クラブが存在するロンディニウム最大のクラブ街としても知られている。





ペロー【動物】薔



　隔かく離り地区に住む長命種の少女、アンゼリカが飼っていた仔こウサギ。アンゼリカは病気で弱っていたペローを、もっとも神に近い存在である〝教皇〟アレッサンドロの祈いのりで助けてもらおうとしたのだ。





五ペン芒タグ星ラム【紋章】ＦＥ



　ケンプファーの手て袋ぶくろに縫ぬい取られた紋章。クリーチャーや武器召しよう喚かんなどの魔ま法ほうを使用するときには、この紋章が禍まが々まがしい赤光を放つことから、魔ま力りよくの焦しよう点てんとなっているようだ。元来、五芒星は魔力を持つ図形とされ、自然界の五大構成要素や人体の四し肢しと頭部を表す象しよう徴ちようとして、魔法的な事象に用いられることが多い。ちなみに日本では安あ倍べの晴せい明めいの「晴明セー桔梗紋マン」として有名。





ヘンリー四世【演劇】薔



『薔薇の玉座』において、アルビオンへ向かう途と中ちゆう、〝赤の男だん爵しやく〟の性能を過信するスコルツェニーをたしなめるためにバトラーことケンプファーが発した台詞せりふ。引用元はシェイクスピアの四大悲劇の一つ、「ヘンリー四世」の第五幕第五場より。





帝国ボイ貴族エール【称号】ＦＥ



　真人類帝国において政治と軍事を司つかさどる長生種のこと。ただしその数は短生種の一パーセントにも満たない。彼らは帝国内に所領を持つ領主であると同時に、国家から役職を与あたえられた高級官かん僚りようでもある。基本的に誇ほこり高く、帝国の藩はん屛ぺいとして皇こう帝ていに対する忠誠心も厚い。滅めつ多たに人類社会に関かかわることはなく、アスト、イオン、ラドゥの場合は皇帝の命を受けて特別に〝外アウター〟へ出ることを許されている。稀まれにザグレブ伯はくエンドレのように犯罪を犯おかして逃とう亡ぼうしてくる者もいるようだ。





ホホーーフシフユト通りラーセ【地名】ＭＲ



　ケルン市内にあるストリート。アベルとアントニオがギャングに襲撃され、危あやうく路面電車に轢ひかれそうになった。





ボズウェル【人名】茨



　血筋こそ二十六公こう家けには連ならないが、聡そう明めいさと見識の深さで女王の信しん頼らいも篤あつい、アルビオン王国安全保障問題担当副首相で、〝人間嫌ぎらい〟クラブの幹事長を務める。〝教授〟とは学生時代からの付き合い。名前の由来となったのは、英国最高の伝記文学と名高い『サミュエル・ジョンソン伝』を著したジェームズ・ボズウェルから。ジョンソンとボズウェルの、〝偉い大だいな孤こ高こうの天才〟と〝彼と行動を共にする忠実な伝記作者〟という組み合わせは、そのまま〝人間嫌い〟クラブの出自である『シャーロック・ホームズ』シリーズの主人公であるホームズとワトソンとなぞらえられる。ひょっとしたら〝教授〟とボズウェルも、そんな関係なのかもしれない。





ボスポラス海かい峡きよう【地名】夜



　地中海と黒海を結ぶ海峡。かつてのヨーロッパ大陸とアジア大陸の外がい縁えんにあたり、〝大アル災マゲ厄ドン〟以前から交通の要よう衝しようとなってきた。この海峡によって帝てい都とビザンチウムは西岸と東岸に分断されている。





ホテル・ツィラーグ【建築物】聖



　イシュトヴァーン市東街区、大聖堂から東南に位置する三ツ星ホテル。イシュトヴァーン解放の英えい雄ゆうであるエステルの、パルチザン時代のあだ名〝星ツイラーグ〟からとられている。オーナーはエステルのパルチザン時代の同志であったイグナーツ・ルカーチ。





ホテル・リッツ【建築物】茨



　ロンドンの目め抜ぬき通りである、ピカデリー通りのほぼ中央に位置する超ちよう高級ホテル。その最上階のスイートルームにケンプファーとカインが潜せん伏ぷくしていた。ロンドンに実在するホテル・リッツは、パリに本店を置いているホテルチェーン、リッツ・カールトンのロンドン支店で、一九〇八年に営業を開始した由ゆい緒しよあるホテルである。





ボヘミア公国【国家】ＪＰ



　近年、工業化が進み、四大王国に次ぐ国力を持つ国家。首都は公都プラーク。ただし、東部辺境区には貧しい農村が多い。国家としては教皇庁と比ひ較かく的友好的な関係にあるようだが、〝帝国〟に隣りん接せつしているうえに、中央の影えい響きよう力が届きにくい地理的条件からか、伝統的に異い端たんや異教がはびこりやすい地域と見られている。「Ｒ．Ａ．Ｍ．」編始動時から遡さかのぼること二年前には、フス派異端軍によるボヘミア戦役が発生し、「ノウ・フェイス」では新教皇庁派による第二次ボヘミア戦役が起こっている。また先年オストマルクがゲルマニクス王国に併へい合ごうされてからは、領土を狙ねらうゲルマニクスと緊きん張ちよう関係にあるらしい。その領土は現在のチェコ共和国ならびにスロバキア共和国とほぼ重なる。





ボヘミア戦役【歴史】天



　ボヘミア公国で起こったフス派異端軍による反乱を指す。かなり深刻な内戦状態となったらしく、教皇庁が介かい入にゆうしてようやく鎮ちん圧あつした。異い端たん審しん問もん官かんのブラザー・ペテロは、この反乱において敵の一個中隊もろとも、味方の二個中隊まで壊かい滅めつさせ、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟の威い名めいを一いち躍やく、轟とどろかせた。





ホモ・カエデリウス【兵器】ＧＨ



　homo caedelius＝殺すための人間（ラテン語）の意。トレス・イクスをはじめとする機械化歩兵ＨＣシリーズの開発名めい称しようのこと。

　元々、聖堂騎き士し団次期主力機械化歩兵を目指して開発されていたＨＣシリーズは、完全なる戦せん闘とう機械を生み出す計画の下もとに造り出されたものである。それは、受精段階から遺伝子調整を施ほどこした均一・高性能のクローン・ベビーを育てて、高度な戦闘教育を施した後に機械化歩兵に改造するというものであった。それによって製造された兵士たちは〝生まれナチユながらにラルボーしてのン・キ殺人者ラーズ〟として最強の特とく殊しゆ部隊を生み出すはずであった。だが、その計画は試作ロットが十ユニットまで完成した時点で、教皇庁内部で非人道的だと非難の声があがり、開発は中止されてしまった。





ボルゲーゼ【人名】星



　教皇庁東方軍第五旅団〝コンスタンティヌス〟の指揮官。階級は少将。イシュトヴァーン攻こう略りやく戦せんにおいて〝ユスティニアヌス〟とともに出しゆつ撃げきしたが、〝嘆なげきの星〟による攻こう撃げきは免まぬかれている。直ちよく撃げきを受けて死んだバルバリーゴ少将よりは運が良かったようだ。





都指ボル揮司タール【称号】夜



　帝てい国こくの軍事拠きよ点てんである都護府の司令長官。有事には近きん隣りんの諸しよ侯こうに対する指揮権も与あたえられるため、所有する軍事力はかなり大きい。職階としては枢すう密みつ司しに次ぐ二品官に相当する。





ボレスラフ【人名】ＲＨ



　ヴラティスラヴァ伯はく爵しやくにして、ボヘミア公オタカルの実弟。オタカルがローマ教皇への謁えつ見けんに際して献けん上じようしようとした大聖堂のミニチュアに、盗とう聴ちよう器きをわざと見つけやすいように仕し掛かけることで、兄を公こう爵しやくの座から引きずり下ろして自分が公国の実権を握にぎろうとする。最後にはリブシェをも殺害しようとするなど手段を選ばない人物だが、陰いん謀ぼうはレオンや〝教授〟の活かつ躍やくによって阻そ止しされる。





立体ホロ映像グラム【技術】ＦＮ



　遺ロス失トテ技クノ術ロジーのひとつである三次元映像。Ａｘの派は遣けん執しつ行こう官かんケイトは、常にこの立体映像で現れる。また長生種の間では、立体映像を利用した通話手段も確立されており、四都市同盟の〝四伯爵〟などが相そう互ご連れん絡らく用に用いている。





リアポンテ・ルト橋リアルト【地名】ＦＥ



　ヴェネツィアの大カナル運・グラ河ンデに架かかる三本の橋の中で最も巨きよ大だいなアーチ橋。リアルト橋周辺はヴェネツィアにおける繁はん華か街がいであり、橋のたもとにはレストランやカジノ、娼しよう館かんといった様々な店が並んでいる。作中では高級クラブ〝ＩＮＲＩ〟がこの界かい隈わいにあった。エンドレとの戦闘で逆上したアストによって橋は崩ほう壊かいしている。













[image: ま行]





〝境マーの間ベイン〟【施設】夜



　帝都・星皇宮の内ない廷ていにおいて、最も奥まった位置にある皇帝の居室。禁軍兵団とごく限られた臣下の者だけが、立ち入ることを許可される部屋で、「フロム・ジ・エンパイア」のアストのように皇帝から直接、勅ちよく命めいを授さずかる場所でもある。

　室内は〝大アル災マゲ厄ドン〟以前に存在した〝カナダ〟と呼ばれる土地の緑林を人工的に模してあるようで、森の匂においが満ち、何十匹ひきもの野鳥が放し飼いにされている。

　この〝境の間〟の奥には用よう途と不明の機械が置かれている広大な空間が存在する。ラドゥの体を使ったディートリッヒがこの謎なぞの施設に潜せん入にゆうし、そこから何かのデータを盗ぬすみ出そうとした。〝騎士団オルデン〟が帝国内の強きよう硬こう派はを支し援えんしたのは、そのデータの奪だつ取しゆが目的だったようだが、果たして、この場所にはいったい何が隠かくされていたのだろうか。





マーカントニオ・ブラスキ【人名】星



　教皇庁東方軍に所属する第二十八機械化歩兵大隊〝金角騎き士し団〟の指揮官。階級は少しよう佐さ。彼自身、全身の八割をサイボーグ化した機械化歩兵である。イシュトヴァーン市の攻こう略りやく戦に参加していたが、さしたる活かつ躍やくのないまま〝嘆きの星〟の射爆を受け消しよう滅めつした。





マーリア【人名】星



　ハンガリア侯こうジュラ・カダールが愛した短生種の妻。もともとはジュラが〝嘆きの星〟を復旧させるために招いた電脳プロ調律師グラマーだったが、長生種であるジュラと結けつ婚こんしたことで教会の疑いを招き、扇せん動どうされたイシュトヴァーンの住人たちによって殺された。そのことがジュラに人類への復ふく讐しゆうを決意させ、〝騎士団〟と手を結ぶきっかけとなった。





マイエル【人名】ＧＳ



　トレスがブリュッセルの拘こう置ち所しよに潜入するために使用した偽ぎ名めい。市内にあるノートルダム・デュ・サブロン教会の神父という触ふれ込みだった。





マイケル・ダーリング【人名】ＮＬ



　アルビオン王国ロンディニウムの福ふく祉し施し設せつから誘ゆう拐かいされた少年。後にバレーによる実験で〝妖よう精せい〟に〝転向〟させられている。アルビオン北方海域で貨客船を襲しゆう撃げきしたところを民間のハンターに倒たおされ、それをきっかけにＡｘが調査に乗り出すことになった。





我マイがン・君ヘル【称号】ＦＥ



〝騎士団〟の首しゆ魁かいと思われる人物カインのこと。彼に対する敬けい称しようとして〝騎士団〟幹部が使うのがドイツ語でいうところの〝我が君〟である。





マインツ伯はく【称号】ＦＮ



　吸ヴア血ンパ鬼イアアルフレートが名乗っていた偽ぎ称しよう。見学と偽いつわって〝トリスタン〟のブリッジに乗り込む際に使用した。だが、実際のゲルマニクス王国貴族には存在しない爵しやく号で、おそらくは彼の創作と思われる。





マウリッツ【人名】ＰＥ



　ゲルマニクス第二十一憲兵小隊に所属する軍人で、階級は中ちゆう尉い。「パブリック・エネミー」においてはアインヘーレ商会を調査していた時にアベル、ユーグ、そしてヴァルトラウテをテロリストとして捕とらえたが、脱だつ獄ごくされてしまう。そして「アポカリプス・ナウ」では〝エーデルワイス〟の本ほん拠きよ地ちであるプラーター公園を捜そう索さくしようとした時にアベルたちと再会した。職務に対しては忠実だが、軍人としての権力をかさにきた、とにかく扱あつかいにくい男。





〝魔術師マギエル〟【称号】ＦＥ



　ケンプファーの通つう称しよう。正確には〝機械パン仕掛ツアーの魔・マギ道士エル〟だが、ケンプファー自身の言によれば縮めて呼んでもいいらしい。





マクベス【演劇】薔



『マクベス』はシェイクスピア四大悲劇の中でも最高傑けつ作さくと謳うたわれる作品。メアリ殺害とエステル誘拐に失敗し、落らく胆たんするヴァネッサを、バトラーはこの演劇の台詞せりふを引用して労いたわった。





８マギス＝テル・３テンプリ【階級】天



〝騎士団〟構成員の位階を表すひとつ。マギステル・テンプリは神しん殿でんの首領を意味する第三階位。作中では、ディートリッヒや『Ｒ．Ａ．Ｍ．Ⅳ』から登場するヘルガが、この位階である。しかし「ノウ・フェイス」ラストのディートリッヒのセリフから察すると、他ほかにも数名が存在すると思われる。





マケドニア公【称号】夜



　真人類帝てい国こく貴族にして枢すう密みつ司しであるレヤードの爵号。マケドニアは現在のギリシア北東部、ユーゴスラビア、アルバニアとの国境をまたぐ一帯であり、紀元前にはアレクサンダー大王の下もとで強国として名を馳はせた。なお人類圏けんの国家として〝マケドニア侯国〟が存在するが、こちらとの直接の関係はないらしい。





マクスウェルの魔ま杖じよう【兵器】ＪＤ



〝氷の魔ま女じよ〟ヘルガが使用する武器。杖つえの先せん端たんから発せられる、氷混じりのレーザー光線には、照射された対象物の原子運動とは逆の方向に向かうエネルギーが込こめられており、このレーザーに当たった相手を一いつ瞬しゆんの内に凍こおりつかせてしまう。半導体の研究に使用される〝レーザー冷れい却きやく〟という技術を応用した、危険極きわまりない武器である。





機械化マシナ歩兵リー【兵器】ＯＣ



　遺ロス失トテ技クノ術ロジーによって肉体や内臓器官を機械化し、常人以上のパワーや戦せん闘とう能力を得た兵士。強化兵とともに軍における主要な戦力となる。





機マシナ械リー化・バ部タリ隊オーネ【組織】星



　機械化歩兵のみで構成された部隊。教皇庁東方軍第五旅団に所属する。イシュトヴァーン市警軍との戦闘に参加したが、ほとんど戦闘のないまま〝嘆なげきの星〟の射しや爆ばくによって全ぜん滅めつした。





〝魔女〟【種族・能力】ＷＨ



　ノエルやエリス、モニカのように異能の力を持つ者は〝魔女〟や〝妖よう術じゆつ使い〟と呼ばれ、作中世界では吸血鬼同様に迫はく害がいされている。彼らの異能力は、〝大アル災マゲ厄ドン〟以前の高度なテクノロジーによる遺伝子操作の結果、脳の一部が異常発達（もしくは覚かく醒せい）して、ＥＳＰを使えるようになった者たちの末まつ裔えいだと言われている。能力者の多くは、暗黒時代に忌いむべき者として狩かられたが、ごくまれに先祖返りのように異能力をもって生まれてくる者がいるらしい。余談であるが、〝大アル災マゲ厄ドン〟以前にはＥＳＰ以外にも、数多くの異能力者が生み出されたという。確かく認にんされている例としては、細さい胞ぼう配列を変へん換かんすることで、半はん獣じゆう半人の形態をとる〝獣人〟なども含ふくまれているという。





マッシリア【地名】ＦＮ



　フランク王国の首都。〝トリスタン〟ハイジャック事件や大量誘ゆう拐かい事件の首しゆ謀ぼう者しやである吸血鬼氏族〝悪フリユーのス・デユ華マル〟のアジトがあり、アベルとトレスが調査に訪おとずれた。現在のフランス南部、地中海沿岸に位置するマルセイユのことで、マッシリアはラテン語の古こ称しよう。





マッシリア中央セント駅ラル【施設】ＷＨ



　マッシリアの鉄道駅。〝悪フリユーのス・デユ華マル〟のアジトで保護した少女エリスが聖ラケル修道院に引き取られることになり、アベルが駅まで引率した。





マモンの槌つち【兵器】薔



　バトラーことケンプファーが使用する〝魔術〟の一つ。術者の周囲に圧電素子の微び粒りゆう子しを散らすことで〝クルースニク〟が放った電でん撃げきを疎そ密みつ波はにして相手に送り返す、強力なバリアである。





マリアンネ【人名】ＢＣ



　バルタザール率いる吸ヴア血ンパ鬼イア部隊に所属する、金きん髪ぱつブルネットの女吸血鬼。部隊ではバルタザールに次ぐ地位にあるようで、アベルがカテリーナを連れて逃にげた時は他の吸血鬼に指示を出して追つい撃げきさせていた。





万マリー寿ゴー菊ルド【アイテム】夜



　キエフ侯こう家秘伝の入にゆう浴よく剤ざいの材料。本来の万寿菊は園芸用の花で、黄色から橙だいだい色いろの大輪を咲さかせる。





マリー・ファン・メーレン【人名】ＳＢ



　ファン・メーレン夫妻の娘むすめ。母親に似た金髪の愛らしい少女で、ヤンに溺でき愛あいされている。メムリンクがメーレン邸ていを襲おそった際に人ひと質じちとなったが、結果的にはユーグに助けられた。人形遊びが好きらしく、今は母親に買ってもらった「ユーグ」という名の神父の人形がお気に入りである。





マリーノ・ファリエル【人名】ＦＥ



　カテリーナ直属の衛え士じ隊たい隊長。ヴェネツィアの可動堰せきにも同行しており、襲しゆう撃げきにおいては堰の警備兵に協力して防戦にあたった。果か敢かんにもケンプファーに銃じゆうを向けたが、〝アスモダイの盾たて〟に跳はね返され、己おのれの撃うった弾だん丸がんによって首を吹ふき飛ばされた。





マリオ・コルトーナ【人名】天



　カルタゴ市に駐ちゆう在ざいする教皇大使ナンシオ。気象兵器〝イブリース〟による砂すな嵐あらしのためにパニックに陥おちいった市民をよそに、カテリーナへ避ひ難なんを勧すすめていた。当然、自分も同行する気だったようだが、カテリーナに拒きよ否ひされ、引きずられながら自室に監かん禁きんされるという見苦しい姿をさらした。





〝人マリオ形ネツテ使ンシユいピーラー〟【称号】ＯＣ



〝騎士団〟の幹部、ディートリッヒ・フォン・ローエングリューンの通つう称しよう。特とく殊しゆな生体繊せん維いを使って生者や死者の肉体、神経までも操あやつることができるためだが、それと同時に他人の心を玩具おもちやのように弄もてあそぶ彼の悪あく魔ま的な性格をも表している。まさしく彼に相応ふさわしい通称と言えよう。





マリス・ザドロフシュカ【人名】星



　コナヴリ村を襲った双ふた子ごの吸血鬼姉妹の姉。同じ顔の妹とは薄うす桃もも色のルージュをつけていることで区別される。二十二件の殺人と血液強ごう奪だつによってアベルに逮たい捕ほされた。





マルコ・コレオーニ【人名】ＦＥ



　ヴェネツィア市内で起こった殺人事件の四番目の被ひ害がい者しや。ヴェネツィアきっての古美術商兼けん鑑かん定てい士しであり、聖マルコの聖体鑑定も担当していた。しかしエンドレに娘を人ひと質じちにとられて鑑定結果を偽いつわり、その後、口くち封ふうじのため殺される。





ミケーネ伯はく【称号】夜



　真人類帝てい国こく貴族にして帝国海軍の遠洋強きよう襲しゆう艦かん〝ネレイアデス〟の艦長アガメムノンの爵しやく号。ミケーネは現在のギリシャ、ペロポネソス半島にある都市で、古代ミケーネ文明発はつ祥しようの地として知られている。





〝御み子この塔とう〟【建築物】ＳＮ



　バルセロナにある聖サグ家ラダ族フア贖ミリ罪ア・教カテ会ドラルの、十七本の鐘しよう塔とう群の中心に建つ塔。全高百七十メートルの巨きよ大だいさで、よその星から飛んできた宇宙船のような異様な外観をしている。この塔の最上階にある巨大なパイプオルガンは、周囲の鐘塔に組み込まれた低周波兵器〝沈サイ黙レントの・ノ声イズ〟を発動させるキーとなっていた。





噴進爆弾ミサイル【兵器】ＦＮ



〝大アル災マゲ厄ドン〟前の遺ロス失トテ技クノ術ロジーのひとつ。アッシジの教皇庁空軍基地で開発が進められており、〝トリスタン〟のハイジャック事件では、領空侵しん犯ぱんの名目で吸血鬼ごと船を撃げき墜ついさせるべく使用された。一歩間ま違ちがえればアルビオンとの外交問題となるところだったが、アベルの機転により危機は回かい避ひされている。また、基地から盗ぬすまれた噴進爆弾が新教皇庁の手に渡わたり、ブルノでの反乱における切り札としても利用されている。なおその爆ばく弾だんには、来きたるべき十字軍に備えてフランチェスコが極ごく秘ひに開発させていた青酸ガス弾だん頭とうが搭とう載さいされていた。





ミシェル・リー【人名】薔



　アナ・ファーマーと同じく、元はホワイト家に仕えたメイドで、アナとともに娼しよう婦ふに身を落としていた。〝切り裂さきジャック〟に襲われるが、偶ぐう然ぜん居合わせた〝教授〟に命を救われ、ホワイト家のギルバート公の間で起きた子供の取り替かえの真相を語った。





〝ミストレス〟【称号】ＳＮ



　ノエル・ボゥの、派は遣けん執しつ行こう官かん時代のコードネーム。〝ミストレス〟は主に「女主人」や「主婦」「女性教師」といった意味だが、「情婦」「愛人」という意味でも使われている。





ミスル【地名】夜



　かつてティグリス公スレイマンが太守を務めた土地。アフリカ大陸北東部にあたる。現在のエジプト共和国であり、ミスルはアラビア語によるエジプトの別べつ称しよう。太守府ならびに都護府はアレキサンドリアに置かれている。





ミドガルド・シュランゲ【乗物】ＦＮ



　ゲルマニクス王国を代表する空中戦せん艦かん〝ミドガルド・シュランゲ〟級のネームシップ。姉妹艦に〝ニッドヘグ〟がある。大きさだけならアルビオンの〝トリスタン〟を凌しのぐと言われている。

　ちなみにミドガルド・シュランゲとは北ほく欧おう神話に登場する大海蛇のこと。





Ｓ南アＡジアＵ共同体【組織】薔



『薔ば薇らの玉座』で、アベルの過去の記き憶おく中に登場した名前。〝大アル災マゲ厄ドン〟前の地球に存在していた国家の集合体のようだが、詳しよう細さいは不明。





ミマール・スィナン【人名】夜



　帝国士民。かつてはモルドヴァ公こう爵しやく家に仕えていた扈従士民であったが、現在は国家士民として帝てい都とで薬種商を営んでいる。ガザの港で帰国の途とにあったイオンたちを帝都へ戻もどる自分の船に同乗させた。優ゆう秀しゆうで親切な男であるが、ラドゥ（＝ディートリッヒ）に利用され、イオンの帰国に関する情報を洩もらしたことで、口封じのために殺された。





ミラノ公【称号】ＦＮ



　カテリーナ・スフォルツァの世せ俗ぞく称しよう号ごう。所領のミラノは、現在のイタリアにおける四大都市のひとつ。かつてはミラノ公国として栄え、ヴィスコンティ家、スフォルツァ家によって統治されていた。カテリーナの家名はその頃ころより受け継つがれている。





ミリス・ザドロフシュカ【人名】星



　コナヴリ村を襲おそった双子の吸ヴア血ンパ鬼イア姉妹の妹。顔も服装も姉とまったく同じだが、ルージュだけは紺こん色にして区別をつけている。コナヴリ村のサーシャを襲っているところをアベルに邪じや魔まされ、姉から彼の始末を言いつけられるが、逆にクルースニク化したアベルに血を吸われた。その後、姉とともに逮捕されたと思われる。





ミルカ・フォルトゥナ【人名】夜



　真人類帝てい国こく貴族のモルドヴァ公爵にして、帝国宰さい相しようとも言うべき首席枢すう密みつ司し。イオンの祖母。大だい諸しよ侯こうの中の大諸侯という重厚な肩かた書がきに似合わず、その外見は十代半ばの少女の姿を保っている。そのためか、同じく十代半ばの少女に見える皇帝ヴラディカの影かげ武む者しやを務めることもある。イオンの帰国と時を同じくして殺されたと思われていたが、実は皇帝や禁軍兵団長バイバルスとともに強きよう硬こう派はをあぶりだす策さく謀ぼうの一いつ端たんを担になっており、星皇宮で皇帝の代わりを務めていた。また、皇帝とは主君と臣下の範はんを越こえた友人同士であるらしく、彼女に対する皇帝の口調はやや砕くだけて親しげな感じがある。普ふ段だんは居い丈たけ高だかな態度を装うイオンも、この祖母には頭が上がらず、謀はかりごとに巻き込まれ騙だまされていたことがわかっても文句ひとつ言えなかった。もっともそれは孫のイオンだけではないようで、バイバルスを筆頭に禁軍兵団の猛も者さたちも心底彼女を恐おそれているらしい。





ミルクティー【飲物】ＦＮ



〝トリスタン〟の展望ラウンジでアベルが頼たのんだ飲み物。例によって砂糖は十三個入っているため、傍はた目めには飲み物というより「ゲル状の何か」である。





没薬ミルラ【アイテム】夜



　キエフ侯こう家秘伝の入にゆう浴よく剤ざいの材料。本来はカンラン科の低木から得られる樹じゆ脂しであり、古来から薫くん香こう料りようとして珍ちん重ちようされている。古代エジプトではミイラ製造の際に用いられ、防ぼう腐ふ薬やくの効果もある。





ミレーユ・マンソン【人名】ＷＨ



　マッシリアの吸血鬼氏族〝悪フリユーのス・デユ華マル〟のメンバー。エリスの接せつ触しよくテレパスによる同士討ちを逃のがれ、他ほかの生き残りメンバーを率いてエリス誘ゆう拐かいの機会を虎こ視し眈たん々たんと窺うかがっていた。エリスを〝騎士団オルデン〟に売り渡わたすことで、組織の知名度アップを狙ねらっていたらしく、聖ラケル修道院のシスター・ルイーズに成りすましてエリスの拉ら致ちに成功する。だが、結局はエリスを救いにきたアベルとトレスによって倒たおされた。





鴛ムー鴦ンブ鉞レイド【武器】ＪＰ



　異い端たん審しん問もん官かんシスター・パウラが扱あつかう暗器のひとつ。近接格かく闘とう戦用の暗殺武器で、三日月型の刃はをＸ字型に交差させた形状をしている。元来は八はつ卦け掌しようなどの中国武術で用いられるものだが、パウラのものは、それより大きめの作りになっている。





メアリ・スペンサー【人名】薔



　ロンディニウムにやって来たエステルの警護を担当する、王国海軍海兵隊の大たい佐さ。〝パーシーの乱〟などにおける、一いつ片ぺんの情けも無い凄せい絶ぜつな戦いぶりから、〝血まみブラツれのデイメアリ〟の異名をとった。

　実はアルビオン王太子ギルバートが愛人であるカルスレー子し爵しやくハリエットとの間に設けた庶しよ子しで、アルビオン王家の血統に連なっている。庶子であるがゆえに王位継けい承しよう権けんが認められないのはおろか、軍内部でも様々な迫はく害がいにあい、遂ついにはパーシーの乱において、自分が指揮する第四十四連隊を全ぜん滅めつに追い込まれた過去をもつ。庶子であるがゆえに受けた屈くつ辱じよく、そして私服を肥やすアルビオンの支配者層に復ふく讐しゆうするため、第四十四連隊の生き残りである〝死者の軍隊〟や教皇庁教理聖省と手を結ぶなどして密ひそかに力を蓄たくわえ、アルビオン女王ブリジット二世の危き篤とくを利用して王位簒さん奪だつを計った。

　しかし内乱を利用してロンディニウムの地下に眠ねむる遺失技術を狙うケンプファーの企たくらみに躍おどらされ、最後はエステルをかばってカインの体の闇やみに飲み込まれてしまう。最後まで、祖母である女王ブリジットに愛されていないと思っていたが、臨終の席でブリジットがエステルに語ったメアリへの思いを知ることが出来たら、その運命は変わったかもしれない……。名前の由来は、〝ブラッディ・メアリ〟という通つう称しようからみても、一六世紀のイングランド女王でカトリック復権を試みてイギリス国教会を弾だん圧あつしたメアリ一世と思われる。





９＝２メイガス【階級】ＦＥ



〝騎士団〟構成員の位階を表すひとつ。メイガスは魔ま術じゆつ師しを意味する第二階位。作中では、ケンプファーのみが、この位階である。





〝死メイ者ツトの・カ門プスー〟【施設】夜



　星皇宮内にある地下牢ろうに通じる門。〝地下宮殿〟でバイバルスが、エステルたちの救出に向かうアベルにそこを通って行けと教えた。





〝医師メデイコ〟【称号】ＦＥ



　ヴェネツィアの高級カジノ〝ＩＮＲＩ〟に潜せん入にゆうする際、変装したアベルが付けていた仮面の名前。湾わん曲きよくした長い嘴くちばしが付いているのが特とく徴ちよう。本来は、ペストがヨーロッパを席せつ巻けんした十七世紀にフランスの医者によって考案され、ヴェネツィアに伝わった医い療りよう用の仮面である。





旧市街メデイナ【地名】天



　自由都市カルタゴにある古い街。教皇庁大使館や、〝大アル災マゲ厄ドン〟以前は異教の礼拝堂だったという大聖堂がある。現在のチュニスにおける旧市街であり、かつてこの地方がアラブ帝てい国こくに支配されていた頃ころの面おも影かげを強く残している。





鬼メデ女ユーサ【種族】薔



　毛もう髪はつ中央の髄ずい質しつと呼ばれる気き泡ほう層そうの圧力を自在に操あやつることで、まるで体の一部のように毛髪を操ることが出来る長生種のこと。





長生種メトセラ【種族】ＦＮ



　吸ヴア血ンパ鬼イアたちは、自らを吸血鬼呼ばわりされることを非常に嫌きらい、己おのれの種族を指して長生種と呼んでいる。

　三百年に及およぶ長い寿じゆ命みようを持つが故の長生種という呼こ称しようであるが、実は彼らは生まれながらにして不ふ老ろう長ちよう寿じゆというわけではない。誕生したばかりの長生種は身体能力的にも、生命力的にも人類と変わらず、太陽や銀に傷つくこともないという。長生種が超ちよう常じよう的な能力を獲かく得とくするのは、〝覚かく醒せい〟と呼ばれるプロセスを経てからのことだ。〝覚醒〟の時期には個体差があるらしく、〝覚醒〟した時点で外見年ねん齢れいもストップするらしい。そのため、外見は若くとも老成しているエンドレやミルカのような長生種も多く存在するのである。極きよく端たんな話、いつまでも〝覚醒〟しなければ長生種でありながらも六、七十歳で寿命が尽つきるケースもありえるのである。

　ちなみに〝メトセラ〟とは、創世記に登場するアダムの子孫で、ノアの祖父のことである。彼は九百六十九歳まで生きたらしく、それが長生種という種族名の由来となっているのであろう。





〝帰還者メトセラ〟【？？？】天



〝聖エリッサの墓所〟内でリリスが、アベルに対して言った言葉。なぜか〝帰還者〟を〝メトセラ〟という発音で言っているのが意味深。同じくリリスの語った〝残留者〟と対ついになる言葉であり、作中においては明かされなかった吸血鬼たちのルーツが、このあたりに隠かくされているのかもしれない。





専門学校メドレセ【施設】夜



　帝国における短生種の高等教育機関。隷れい民みんから士民となった短生種が、それぞれの希望する進路に沿った専門教育を受けることができる。商業や医療など各種の進路によって多くの専門学校があり、教育課程中の短生種は学士と呼ばれている。人類社会でいうところの大学院のようなもので、ここで所定の単位を修得したものが国家士民として認められる。





メモリー・キューブ【アイテム】夜



　ディートリッヒが『夜の女皇』で使用した電動知性データの記き憶おく媒ばい体たい。角砂糖程度の透とう明めいな立方体であるが、その記憶容量はＣＤやＤＶＤなどでは比ひ較かくにならないほど大容量らしい。つまり、ディートリッヒが〝境の間〟で入手しようとしていたデータは、それだけ大きなものだったということだ。果たしてその内容は何であったのだろうか。『薔薇の玉座』冒ぼう頭とうでバトラーことケンプファーがヴァネッサに渡わたした〝データキューブ〟と同様のものと思われる。





〝メルカバ〟【兵器】天



　教皇庁軍御ご用よう達たしといわれる無む装そう甲こう偵てい察さつ車しやの名めい称しよう。カルタゴでエステルたちが、特務警察からの逃とう走そう手段としてかっぱらったが、途と中ちゆうで大破してしまう。

　なお〝メルカバ〟はカバラの聖典に登場する〝天の車〟。現在のイスラエル軍主力戦車にもこの名は使われている。





メルキオール・フォン・ノイマン【人名】ＢＣ



〝騎士団〟幹部にして、〝傀儡ピグマの王リオン〟の称号を持つ吸血鬼。バルタザール、カスパールに挟はさまれたノイマン兄弟の次男。小こ柄がらな体たい軀くと度の強そうな眼鏡めがね、そして他人を「オタク」と称しようするなど、かなり歪ゆがんだ人格構造をしていそうだ。「バード・ケージ」と「パブリック・エネミー」において、メイド型自動人形「ジークリンデ」を派は遣けん執しつ行こう官かんたちに襲おそいかからせたが、メルキオール自身がどのような能力を持っているのか明らかではない。〝氷の魔ま女じよ〟ヘルガによれば、「格別」な能力をもっているらしいのだが……。





モーゼス堰せき【施設】ＦＥ



　ヴェネツィアの可動堰。市内で起こったエンドレによる連続殺人事件、最初の犠ぎ牲せい者しやが発見された場所である。

　二十一世紀の現在も地じ盤ばん沈ちん下かを続けるヴェネツィアであるが、作中では水すい没ぼつを避さけるために、外海アドリアと内潟ラグーナの間に可動堰を設けている。それにより内潟の水深は低く押さえられ、外海との海かい抜ばつ差は五メートル以上になっている。そのため、万が一堰が決けつ壊かいすると、その高低差が津つ波なみとなって街を襲うことになってしまう。ケンプファーとエンドレはそれを狙ねらっていたが、Ａｘの活かつ躍やくによって阻そ止しされた。

　ちなみに、現在のヴェネツィアでも実際に水没を防ぐための可動堰建設プロジェクト──モーゼ計画が開始されている。ただし、作中のものと異なり、水位が上がったときに空気を注入して海底から起きあがるタイプのものだという。しかし、内潟の自然環かん境きように及ぼす影えい響きようなども鑑かんがみて、未いまだ実用化されていないようだ。





モーリス・バレス【人名】ＦＥ



　ヴェネツィアの海岸でケンプファーが呟つぶやいた言葉の作者。一八六二年生まれのフランスの小説家であり評論家。政治家としても活動しながら著作を発表し、第一次世界大戦頃ごろの若者に多大な影響を与あたえたといわれている。代表作は『自我礼拝』『わがノート』など。





モニカ・アルジェント【人名】聖



　Ａｘ派遣執行官。コードネームは〝ブラックウィドウ〟。元々はシチリアのマフィア組織〝コーザ・ノストラ〟でも名門中の名門に生まれた暗殺者だった。物心ついた頃ころから他者の命を奪うばってきたモニカにとって、殺さつ戮りくは名めい誉よそのもの。今までに己おのれの手をかけた命は三桁けたに上るが、仕留め損そこねたのはカテリーナ・スフォルツァただ一人。自分を捕とらえて首輪を付け、子飼いの部下として扱あつかうカテリーナに対して暗い殺意を秘ひめながらも、派遣執行官としての任務に従事している。戦せん闘とう時には彼女のみが持つ〝物質透とう過か能力〟を駆く使しして、姿無くターゲットに忍しのび寄りその命を奪う。殺戮という行こう為い自体を楽しむ残ざん虐ぎやく性せいから、あのトレスをして『半径百キロ以内での任務に就つかせることは絶対に避けるべきだ』と言わせしめるほどの危険人物。





単モノ分・カ子ーボワン・イフアヤーイバー【繊維】ＦＥ



　ケンプファーが使う〝ベルゼバブの剣つるぎ〟の正体。〝大アル災マゲ厄ドン〟前の遺ロス失トテ技クノ術ロジーであり、炭素Ｃ60多重双そう晶しよう粒りゆう子しを素材にした炭素繊維。ダイヤモンドを切断するほどの強度を持つが、熱には弱い。





片眼鏡モノクル【ファッション】ＦＮ



　片目だけに使用する単レンズ。カテリーナが愛用しており、常にその右目を覆おおっている。





モルゲンシュテルン【人名】ＬＧ



　アベルたちがローマを脱だつ出しゆつしたことを知ったケンプファーが呟いた詩の作者。本名はクリストファー・モルゲンシュテルン。一八七一年生まれのドイツの詩人で、代表作『絞こう首しゆ台の歌』に代表される、風ふう刺しや諧かい謔ぎやく精神に富んだ作品を数多く残した。





モルダヴィア【地名】夜



　真人類帝てい国こく貴族モルドヴァ公こう爵しやくの所領。黒海沿岸の北東に位置し、現在においてはモルダヴィア共和国と呼ばれる地域である。





モルドヴァ公【称号】夜



　真人類帝国貴族にして首席枢すう密みつ司しミルカ・フォルトゥナの爵しやく号。帝国内においては並ぶもののない大だい諸しよ侯こうとして知られ、モルダヴィアからベッサラビアにかけての広大な領地を統治する。孫であるイオンはモルドヴァ公子と呼ばれている。
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対機ヤーク兵戦ト・ク用機兵リーガー【兵器】ＨＦ



　機械化歩兵の中でも、同じ機械化歩兵を殲せん滅めつすることを目的に開発された機種。「ヒューマン・ファクター」でトレスとアインハイツ軍ぐん曹そうを襲しゆう撃げきした〝埋葬部隊〟は、全員が対機兵戦用機兵で構成されている。





猟ヤーク犬トフント【作戦】ＢＣ



　バルタザールがスフォルツァ城を占せん拠きよした時に、アベルとカテリーナを炙あぶり出すために使用した戦術。人ひと質じちに爆ばく弾だん付きの首輪を付け、命の保証と引き換かえにアベルの命を狙わせた。首輪を付けて獲え物ものを追いまわすところが本物の猟犬を彷ほう彿ふつとさせるが、誰だれよりも人命を尊ぶアベルにとって、残ざん酷こくなまでに効果的な作戦だった。





都邸ヤール【施設】夜



　帝国貴族が、帝てい都とにおける住居あるいは公的オフィスとして利用する城館のこと。本来、貴族は各地に所領を持つ領主であるが、同時に星皇宮における官かん僚りようとしての政務を行うため必要とされる。江え戸ど時代の大名屋や敷しきにあたるもの。





〝闇やみの住人〟【称号】星



　人類の吸ヴア血ンパ鬼イアに対する蔑べつ称しようのひとつ。





〝槍やり掲かかげる乙おと女め〟【紋章】夜



　帝国貴族アスラン家の家章。この槍はキエフ侯こう家に伝わる〝遺産デバイス〟、〝ゲイ・ボルグの槍〟を示していると思われる。





ヤン・ファン・メーレン【人名】ＳＤ



　四都市同盟の警視総そう監かん。アントワープの傭よう兵へい貴族ファン・メーレン家の当主にして、ユーグの幼なじみ。代々同盟の警視総監職を継けい承しようしてきたブリュッセルのヴァトー家が吸血鬼の襲撃を受けて絶ぜつ滅めつしたとき、当時副総監だった彼が混乱する同盟の治安を回復させ、その功績によって史上最年少の警視総監に叙じよ任にんされた。しかし実は醜みにくい自分にコンプレックスを持ち、ユーグを妬ねたんでいた彼が〝四カウン伯ト・フ爵オー〟に依い頼らいしてヴァトー家を襲おそわせたのである。これによって総監の地位ばかりかユーグの婚こん約やく者しやであったラシェルまでも自分の妻としたが、旧教会事件でユーグが生きていたことを知り、その情報をアントワープ伯はくに洩もらして彼を抹まつ殺さつしようとした。どこまでも卑ひ劣れつな裏切り者であるが、妻ラシェルと娘むすめのマリーを溺でき愛あいし、己おのれの犯おかした罪の重さに泣いて許しを乞こう姿は憐あわれでもある。ユーグが自分を見み逃のがしたあと、己が罪を悔くいて警視総監を辞職した。





ユーグ・ド・ヴァトー【人名】ＳＤ



　Ａｘの派は遣けん執しつ行こう官かん。コードネームは〝ソードダンサー〟。色素の薄うすい金きん髪ぱつに翡ひ翠すい色の瞳ひとみを持った美男子にして、超ちよう絶ぜつ的な剣の達人。四都市同盟のブリュージュ出身で、代々、同盟警視総監職を務める傭兵貴族ヴァトー家の後こう継けい者しやだった。しかし、吸血鬼氏族の襲撃で一族を皆みな殺ごろしにされ、彼自身も両りよう腕うでを切り落とされてしまう。その後、〝教授〟のツテでＡｘの派遣執行官となり、数々の危地を潜くぐり抜ぬけながら、己の一族を襲った吸血鬼と、彼らにさらわれた妹アニエスを探し続けていた。

　かつて吸血鬼に奪うばわれた彼の腕は、現在、義手になっているらしく、超人的な力を発揮するも、時折、拒きよ否ひ反応のせいで痙けい攣れんを起こすことがある。

　アムステルダム市で起きた旧教会の殺人事件で調査を命じられるが、その過程で自分の一族を襲わせたのが幼なじみであり姻いん戚せきであったヤン・ファン・メーレンであることを知り、命令違い反はんを承知でアントワープ市へ赴おもむく。そこでかつての恋こい人びとラシェルがヤンの妻となり、夫を守るために自分を殺そうとする姿を見たユーグは、すべてに絶望してただ仇あだのみを追い続ける復ふく讐しゆう鬼きへと身を堕おとす。

　他ほかのＡｘメンバーの援えん護ごもあって、傷だらけになりながらも真犯人ギィ・ド・グランヴェルを倒たおすことでその復讐を果たし、無事Ａｘに復帰した。





〝ユスティニアヌス〟【組織】星



　教皇庁東方軍第六旅団の名めい称しよう。指揮官はウンベルト・バルバリーゴ少将。第五旅団〝コンスタンティヌス〟とともにイシュトヴァーン市攻こう略りやくに派は遣けんされたが、〝嘆なげきの星〟の射しや撃げきによって全ぜん滅めつした。





ユリウス・リュイテル【人名】ＢＨ



　エストニア伯爵。新教皇庁の残党により領地を奪われ、危き機き一いつ髪ぱつのところをアベルとトレスに救われた。病弱で臆おく病びような人物であるが、石油事業を成功させ、その利益で学校や病院などのインフラを完備させるなど、領民を思いやる心の持ち主。登場作品のタイトルである「ブレイブ・ハート」は、侵しん略りやく者しやに蹂じゆう躙りんされ何もできなかったユリウスが、アベルたちと行動することで、勇気をもって敵に立ち向かって行く姿を表しているのかもしれない。





星ユルド皇ウズ・宮サライ【施設】夜



　真人類帝てい国こく皇帝の居城。帝都ビザンチウムの西岸部・南区画のすべてを指す。広大なその領域の北側は〝外廷ビルン〟と呼ばれ、帝国における国政の中心として貴族に開放されているが、南方の一角に位置する〝内エン廷テルン〟は皇帝のプライベートエリアであり、禁きん闕けつとして限られた者しか立ち入りを許されていない。





ヨーマン・ウォーダー【ファッション】茨



　ロンドン塔とう専属の衛え士じたちが着用する制服。黒地に緋ひ色の縁ふち取どりという、見るものに不ふ吉きつな印象を与あたえる色使いをしている。実在するヨーマン・ウォーダーは制服の名称ではなくロンドン塔の衛士自体をさしている。なお、ヨーマン・ウォーダーになるには二十年以上の従軍経験（陸海空問わず）と、退役までに准じゆん尉いに昇しよう進しんすることが必要で、軍に対して功労のあった軍人に対する名めい誉よ職的な役職である。





ヨハネ・パウロ二世【人名】ＯＣ



　サン・ピエトロ大聖堂の地下墳ふん墓ぼに眠ねむる歴代教皇のひとり。作中では〝大アル災マゲ厄ドン〟以前に世界の半分を支配していた社会科学コミユ的無神論ニズムと戦った法王とされる。ポーランド出身でハドリアヌス六世以来のイタリア人以外の教皇として有名。





ヨブ記三十六章二十七節【聖書】茨



　アベルの遺体へ〝処置〟を施ほどこすべく、聖ジョージ教会まで行ったトレスが読み上げた聖書の一節。〝霧の夜〟のことを示し唆さしているととれるが、説せつ教きよう壇だんにこれ見よがしに広げられていたところから、おそらくケンプファーによって置かれたものであろう。





〝夜の眷けん属ぞく〟【称号】星



　人類の吸ヴア血ンパ鬼イアに対する蔑べつ称しようのひとつ。





四都市同盟【組織】ＳＤ



　ブリュッセル、アムステルダム、アントワープ、ブリュージュの四つの市で構成される独立自由都市連合。ゲルマニクス王国とフランク王国の国境間に位置し、政治的に独立した商業国家である。都市貴族レヘントと呼ばれる大商人からなる議会と、それを支える世せ襲しゆう官かん僚りようによって運営されている。また軍事や警察業務は傭よう兵へい貴族と呼ばれる専門の一族が政府の委い託たくを受けて行っている。しかし、伝説的な傭兵貴族として代々警視総そう監かん職を受け継ついできたヴァトー家が滅めつ亡ぼうしてからは、〝四カウン伯ト・フ爵オー〟と呼ばれる吸血鬼氏族が暗黒街にはびこり、近年では表の世界にも影えい響きようを及およぼすようになっている。Ａｘの派は遣けん執しつ行こう官かんユーグは、この四都市同盟ブリュージュの出身。
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〝牙のライス眷属ツアーン〟【称号】薔



　アルビオンに向かうバトラーことケンプファーが同道させていた〝騎士団オルデン〟構成員。名前からすると、『聖女の烙らく印いん』でモニカに襲おそい掛かかった巨きよ大だいな獣けものと同じ存在と思われる。





ラインメタル・ホジーク社製７・３２Ｋ【兵器】薔



　ゲルマニクス陸軍が制式採用している機き関かん銃じゆう弾だん。エステルとアレッサンドロを襲った〝スウィーニー・トッド〟が使用した。ゲルマニクス製の弾だん丸がんを使用することで、『聖女』と『教皇』暗殺の疑ぎ惑わくをゲルマニクスに向け、ルードヴィッヒ二世をアルビオンの王位継けい承しよう争いから離り脱だつさせようとした。





潟ラグーナ【地形】ＦＥ



　作中ではヴェネツィアのアドリア海に連なる干ひ潟がたを意味する。ヴェネツィア本島をはじめとする島々はこの潟の上にあり、潮の干満によっては水すい没ぼつする場合もある。作中のヴェネツィアではこの潟と外海を隔へだてる可動堰せきが設けられ、水位の上じよう昇しようを押さえている。





〝ラグエル〟【兵器】天



　異い端たん審しん問もん局きよく所属の最さい新しん鋭えい空中戦せん艦かん。カテリーナ警護のために他ほかの二艦とともにカルタゴに派は遣けんされた。ディートリッヒが作ったウイルスに電動知性を乗っ取られるが、〝アイアンメイデン〟のハッキングにより通常の状態を取り戻もどす。この飛行戦艦の気き囊のう上でイオンとラドゥが対決を果たし、結果的にラドゥが敗北することとなった。

　ちなみに〝ラグエル〟は天界において天使の非違を調査・糾きゆう弾だんする天使の名。





ラシェル・ファン・メーレン【人名】ＳＢ



　四都市同盟の警視総監ヤン・ファン・メーレンの妻。かつてはユーグの婚こん約やく者しやであったが、ヴァトー家の襲しゆう撃げき事件によりユーグは死亡したと思われていたため、ヤンと結けつ婚こんした。しかし復ふく讐しゆう鬼きと化したユーグが夫を殺すために現れたことを知り、自らの手でユーグを殺そうとする。





放射ラジオ性免イムノ疫分析アツセイ【技術】ＢＨ



　放射線の高い検出感度を利用し、放射性標識化合物を利用して行う生体物質定量法の一つ。ホルモンなど人体にわずかな量が存在している物質の測定に適しているので、鑑かん識しきなどに利用される。「ブレイブ・ハート」では、ケンプファーの捏ねつ造ぞうしたカテリーナの新教皇庁への参加署名の真しん贋がんを調査するため使用された。





ラテラノ離り宮きゆう【建築物】ＬＧ



　教皇の副ふく宮きゆう殿でんと言われる建物で、「ジャッジメント・デイ」において異端審問にかけられたカテリーナが幽ゆう閉へいされていた。正式名めい称しようは〝ラテパラツラツオノ・ラ宮殿テラノ〟といい、ローマのサン・ジョバンニ大聖堂に隣りん接せつして建っている。歴史上においては一三〇九年にフランス王とローマ法王庁の対立から、時の教皇クレメンス五世がフランスのアヴィニョンに滞たい在ざいさせられた「アヴィニョン捕ほ囚しゆう」まで、歴代の教皇の住居に利用されていた。





ラドゥ・バルフォン【人名】天



　真人類帝てい国こく貴族、ルクソール男だん爵しやくにして直ちよつ轄かつ監かん察さつ官かん。発火能力を有する〝火か炎えん魔ま人じん〟でもある。イオンとは縁えん戚せき関係にあたり、また幼い頃ころからの友人だった。皇帝から教皇庁への使節を命じられ、副使としてイオンとともにカルタゴを訪おとずれたが、実は教皇庁との開戦を目もく論ろむ強きよう硬こう派はのひとりであり、〝騎士団〟と手を結んでイオンとカテリーナの暗殺を企たくらんでいた。〝騎士団〟における位階は６＝５。〝炎フラのンベ剣ルク〟という称しよう号ごうを有する。カルタゴの地下に眠ねむる気象兵器〝イブリース〟を目覚めさせ、街ごとカテリーナを始末しようとするが、イオンとエステル、派遣執行官たちによって阻はばまれた。空中戦艦〝ラグエル〟上でのイオンとの決けつ闘とうで致ち命めい傷しようを負い、海に沈しずんだかと思われたが、後に帝国に帰き還かんし、ティグリス公の片かた腕うでとして一連の皇帝暗殺事件に暗あん躍やくしている。だが、この時点ですでに彼は死んでおり、〝人形使い〟ことディートリッヒが彼の体を人形ゾンビーとして操あやつっていたのだ。とはいえ、死してもイオンへの友情はあったのか、己が体がイオンを殺そうとしたときに、一いつ瞬しゆん、正気が戻ったようになったのは、彼の罪つみ滅ほろぼしを神がさせたのだろうか？　親トヴア友ラシユと祖国への裏切り者として死してもなお、安らぐことを許されなかったラドゥであるが、皇帝自らの手で塩の柱に変えられ、ようやく永遠の休息を得ることが叶かなった。





〝ラミエル〟【兵器】星



　教会軍所属の空中戦艦。イシュトヴァーン国境付近を哨しよう戒かい中に武装飛行船〝龍騎士〟と遭そう遇ぐうし、これをローマに報告した。





ラヨシュ【人名】星



　イシュトヴァーン人類解放戦線メンバーのひとり。〝血の丘おか〟襲撃においてジュラに石弓を放つが、投げ返された矢に心臓を打ち抜ぬかれ、矢や柄がらに仕込んでいた硝しよう酸さん銀ぎんによって絶命した。





ランガム・ホテル【建築物】薔



　ロンディニウムの目め抜ぬき通りであるリージェント・ストリート沿いに立つ、超ちよう高級ホテル。バトラーと名を変えた〝機械仕掛の魔ま道士〟ケンプファーが滞在していた。バトラーに呼び出された元ホワイト家のメイド、ミシェル・リーを〝切り裂さきジャック〟がここで暗殺しようとしたが、〝教授〟とペテロが助けに入ったことで未み遂すいに終わった。





鎖ランツ橋ヒード【施設】星



　イシュトヴァーン市の西街区と東街区を結ぶ唯ゆい一いつの橋。かつてはドナウ川に架かかる橋の中でもっとも美しいと称たたえられた。橋の両りよう端たんには四体のライオン像が置かれている。十九世紀にセーチェニ・イシュトヴァーン伯はく爵しやくの提唱によって建てられたもので、現在のブダペストにおいても名所のひとつ。





ランドクラフト【乗物】茨



　海面を超低空で滑かつ空くうすることによって翼つばさの下に空気のクッションを生み出し、それに乗って海上を高速で移動する、空気力学の化け物。レーダーに感知されない超低空での移動を実現し、エクラノプレーン、または地面Ｗ効果機ＩＧと呼ばれる。

　飛行機と船のハイブリッドとも言えるこの種の機体は実在し、ロシアで開発されていた〝カスピ海の怪かい物ぶつ〟ＫＭは、長さ九十二メートル、幅はば三十七メートル、高さ二十二メートル、離り水すい重量五百四十四トンの巨きよ体たいを、機首に八基搭とう載さいした推進／離水用のターボジェットエンジンを使用して海面を滑すべるように疾しつ走そうした。開発及および運用に非常なコストがかかるため、研究と開発が進んでいない。『茨の宝ほう冠かん』に登場する〝赤の男爵〟のように、海中潜せん航こうが可能な機体が登場するのは当分先の話だろう。





リーガ【地名】ＳＤ



　吸ヴア血ンパ鬼イア氏族であるクールラント伯はくの領地。作中には名前のみ登場で詳しよう細さいは不明である。現在のラトビア共和国の首都。





名簿リスト【アイテム】ＭＲ



　アントニオ・ボルジアが所有する新教皇庁の参加者リストのこと。アルフォンソがバレンシア公を介かいしてヒスパニアとのパイプを繫つなぐために、アントニオを新教皇庁に引き込もうとして渡わたしたものらしい。だが、当のアントニオには、新教皇庁に参加する気などさらさらなかった。そのために新教皇庁に命を狙ねらわれるハメとなったアントニオは、教皇庁に保護を求め、アベルが派は遣けんされることとなった。

　アントニオは、あざといことにリストのすべてを記き憶おくしてから焼しよう却きやくしており、そのおかげでローマでは、ＶＩＰ待たい遇ぐうを受け、彼のスピード出世にも一役買ったようだ。

　なお、このリストには実は原本というものが存在する。ただし、それは文書という形ではなく、〝智天使ケルビム〟というアルフォンソの側近が記憶しているものである。





リブシェ【人名】ＪＰ



　ボヘミア公国の公女。国民からは〝プラークの緑珠〟と称となえられ、人気を集めている。プラークで行われたボヘミア戦役の慰い霊れい式しき典てんでは、教皇から聖体拝領の儀ぎ式しきを授さずけられた。なおリブシェというのは現在のプラハに伝わる伝説の王女の名前である。





リュステム・ビン・シャダード【人名】夜



　真人類帝国貴族ミケーネ伯アガメムノンの扈従士民にして、帝国海軍の遠洋強きよう襲しゆう艦かん〝ネレイアデス〟の副長。主人に従って三十年にわたり帝国全域を往来してきたベテランで、アガメムノンの絶大な信しん頼らいを受けている。艦内で発生する失しつ踪そう事件に不ふ審しんを抱いだき、艦長に捜そう索さくを進言したが、船倉で自動化猟兵の餌え食じきとなった。





リリス・サール【人名】天



〝イブリース〟の管制システムである電動知性内に隠かくされていたビデオファイルに登場する女性。赤い髪かみに褐かつ色しよくの肌はだと金色の瞳ひとみを持つ美女。アベルとは浅からぬ関係を持つ人物だと思われるが、作中では明らかにされることなく終わった。ただし、彼女がアベルに語った内容から察すると、リリスのビデオファイルは暗黒時代に記録されたものだと思われる。だとすると作中の時代から何百年も前ということになる。また、アベルが「世界を愛していながらも、世界を敵に回してしまった」ことについて優やさしく慰なぐさめていることから、彼の過去を知っている数少ない人物と思われる。果たして、彼女はアベルにとっていかなる人物なのであろうか？

『薔薇の玉座』において、アベルが夢の中で思い出した遠い過去の記憶に登場した際には、南アＳジアＡ共同体Ｕによって開発された、〝被遺伝子調整児〟第一号だという。多くの人名を危険にさらそうとしていたアベルを諫いさめていたが、この二人の間にはいったい何が……？。





峨リン嵋グニ刺ードル【武器】ＫＦ



　異い端たん審しん問もん官かんシスター・パウラが使用する暗器のひとつ。シュピルベルク城でアルフォンソを暗殺しようとした際に用いられた。中央に指を通す輪がついた細い針で、元来は中国における女性の護身用武器として使われていた。





ルイーズ【人名】ＷＨ



　聖ラケル修道院のシスター。〝悪フリユーのス・デユ華マル〟のアジトから保護されたエリスを引き取るためにマッシリア中央駅に迎むかえにきていた。アベルたちが駅で対面したのは若くて美しい女性であったが、それは女吸血鬼ミレーユで、本物のシスター・ルイーズはエリスが連れ去られたあとから現れた年配の女性だった。





ルイ・モーリス・デュプレー【人名】ＲＨ



　リヨン工科大学の教授で、フランク王国きっての電動知性研究の権けん威い。事故死した妻・フランソワーズを生き返らせる為ために、最高機密である多た脚きやく戦車・ＸＡＭ二二の電動知性利用。そのまま死体蘇そ生せいの研究をするために、ＸＡＭ二二を持ってゲルマニクスへ亡命しようとしていた。





ルイ・ブラント【人名】ＧＳ



　ヤン・ファン・メーレンの警視総そう監かん辞任後に四都市同盟の警視総監となった男。ヤンの下では副総監を務めていた。ブリュッセル伯ティエリー・ダルザスの飼い犬的な立場にあり、ダルザスの命を受けてユーグを指名手配するなどの陰いん謀ぼうに荷担している。オメガング号を囮おとりとしてユーグをおびき寄せる計画を立てていたが、結果的には失敗に終わった。





ルードヴィッヒ二世【人名】ＨＭ



〝兇デア・ブ王ルタール〟〝虐デア・殺シユレ者ヒター〟〝血染めブルートの若者ユング〟として世に知られる、ゲルマニクス国王。いかなる理由によるものか車くるま椅い子す生活を余よ儀ぎされていることもあり、一見すると少女にしか見えない、華きや奢しやな美少年だが、「パブリック・エネミー」にて〝火精〟に襲おそわれた時の冷静な対応や、ゲルマニクス国家機構内に根付く〝騎士団オルデン〟関係者の取とり扱あつかいの巧たくみさはとても年若い少年のものではない。〝騎士団〟の支配から脱だつしようとして不ふ慮りよの事故死をとげた父王の轍てつを踏ふまないように、〝騎士団〟の内部を調べ上げなおかつ自らに忠実で強力な配下を揃そろえて対たい抗こう勢力を作ろうとする狡こう猾かつさは、列強最悪の軍事国家にして謀ぼう略りやく国家の君主に相応ふさわしいものである。

「パブリック・エネミー」において、レオンの詳しよう細さいな報告書を食い入るように見つめていたこの少年君主は、Ａｘの派は遣けん執しつ行こう官かんたちをどのように評価していたのだろうか。王国軍に食い込んだ〝騎士団〟の影えい響きよう力りよくを排はい除じよすべく、ルードヴィッヒは独自に親衛隊を組織して〝騎士団〟に対抗しようと画策しているが、その切り札として、レオンをスカウトしようとしていたのかも。





ルクソール男だん爵しやく【称号】天



　真人類帝てい国こく貴族、ラドゥ・バルフォンの爵しやく号。ルクソールは現在のエジプト中部、ナイル川沿いに位置する地域で、ルクソール神しん殿でんなどの遺い跡せきも多い。





ルクレツィア・スフォルツァ【人名】ＮＨ



　カテリーナの母親。ミラノ公という夫を持ちながらも時の教皇グレゴリオ三十世と不義の関係を結び、カテリーナを宿した。





ルクレツィア・リゴーリオ【人名】茨



　カテリーナの体調を二十年以上に渡わたって管理してきた主治医。カテリーナが少女の時分からたびたび診しん察さつをしてきた人物で、治ち療りよう困難な膠こう原げん病びように蝕むしばまれた彼女を励はげまそうとした。名前はルネッサンス期イタリアに悪名を馳はせた女貴族ルクレツィア・ボルジアと、同じくルネッサンス期に活かつ躍やくした舞ぶ台たい装そう飾しよく家のピッロ・リゴーリオ両名のアナグラムと思われる。





ルチアーノ・リッジョ【人名】ＧＳ



　元教会軍の強化歩兵であり、現在は殺し屋として知られる。特とく殊しゆな薬物強化によって黄色に変色した腕うでから〝黄グアン手テイ・袋ジヤツリ〟の異名を持つ。ティエリー・ダルザスからユーグの暗殺を請うけ負い、警官に変装して拘こう置ち所しよに現れた。ローデンバックを人ひと質じちにユーグを追い詰つめるが、そこに現れたトレスと連れん携けいしたユーグによって命を絶たれた。





〝ルファエル〟【兵器】天



　異い端たん審しん問もん局きよく所属の最さい新しん鋭えい空中戦せん艦かん。カテリーナ警護の名目で他ほかの二艦とともにカルタゴに派は遣けんされたが、ディートリッヒのウイルスによって電動知性を狂くるわされる。トレスと同調した〝アイアンメイデンⅡ〟の砲ほう撃げきにより、カルタゴの海に撃げき沈ちんした。





ヨーロルッパメ大陸リ【地名】夜



　ボスポラス海かい峡きようによって分断された大陸のヨーロッパ側を指す帝国語。また帝てい都とビザンチウムにおいては長生種の居住区画も意味する。





レイチェル【人名】ＦＥ



　ヴェネツィアでカテリーナが可動堰せき視察の際に随ずい行こうしたシスターのひとり。ケンプファー襲しゆう撃げきの際に〝ベルゼバブの剣つるぎ〟によって刎はねられたシスター・アンナの生首をキャッチしてしまったことから、パニックに陥おちいって逃にげ出したところ、四し肢しを切断されて惨ざん殺さつされた。





細剣レイピア【武器】ＳＤ



　刺し突とつ攻こう撃げき専用の細身の刀とう剣けん。作中ではピーテルが所有しており、彼のレイピアは最さい硬こうの複合合金とされるΩ－Ｔｉ製であったが、その真価を発揮する前にユーグによって倒たおされてしまった。





光条レーザ照準器ーサイト【機械】ＦＥ



　トレスの拳けん銃じゆうジェリコＭ13〝ディエス・イレ〟の照準機器。赤いレーザー光線によってターゲットの狙ねらう位置を定める。





レオン・ガルシア・デ・アストゥリアス【人名】ＮＬ



　Ａｘの派遣執行官。コードネームは〝ダンディライオン〟。ヒスパニア王国領モロッコ出身の巨きよ漢かんで、普ふ段だんは受刑者としてローマの刑けい務む所しよに収しゆう監かんされている。しかし、有事の際には塀へいの外に出され、任務遂すい行こうの成功報ほう酬しゆうとして刑けい期きが減らされる仕組みになっているらしい。一見、いい加減でスケベな男のようだが、破は壊かい活動、情報戦、潜せん入にゆう活動などのゲリラ戦に手しゆ腕わんをふるう。それもそのはずで、彼は「Ｒ．Ａ．Ｍ．」の時代から遡さかのぼること二年前まで、ヒスパニア王国陸軍の大たい尉いで、アフリカ方面軍所属第二十二強きよう襲しゆう偵てい察さつ中隊〝レオンコート〟と呼ばれる特殊部隊の隊長としてゲリラ戦のプロフェッショナルだった。モロッコ独立戦争（通つう称しよう、〝海ジブラ峡ルタル戦役〟）では勲くん章しようを受けるほどの活躍をした。では、そんな英えい雄ゆうが、なぜ刑務所暮らしなのか？　それは、戦後、彼が妻と三十名の聖職者を殺害するという事件を起こし、死し刑けい判決を受けたからである。

　事件の真相は明らかになっていないが、死刑執しつ行こう直前に、彼の能力と経歴に目を付けたカテリーナが裏から手を回して、刑期千年の禁固刑に減げん刑けいし、Ａｘにスカウト。レオンの娘ファナはカテリーナの息がかかったミラノの病院で治療を受けているのである。そのような理由から、彼はカテリーナに忠誠を誓ちかい、派遣執行官になったのだ。口は悪いものの、豪ごう放ほう磊らい落らくな性格から、Ａｘ内では兄貴分的存在とも言える頼たのもしい男である。





手漕ぎレガボートツタ【乗物】薔



　アルビオンの伝統的競技ロイヤル・レガッタの選手が使用する手て漕こぎボート。一人が一本のオールで搔かくのか、または二本のオールで搔くのかで定員が変わる。





レッドマーズ計画【？？？】星



　アベルはかつて国連航空宇宙軍なる組織に所属していたらしく、そこでレッドマーズ計画というプロジェクトに参加していた。その計画では管理部の保安課に籍せきを置いてあったらしく、認にん識しき番号はＵＮＡＳＦ九四－八－ＲＭＯＣ－六六六－〇二ａｋであったという。





槓レバ桿ーア装クシ塡ヨン式・ク石ロス弓ボウ【武器】星



　イシュトヴァーン中央駅でジュラを襲撃した際に〝星〟ことエステルが使用していた速射用の石弓。レバーによるてこの原理で矢を装そう塡てんするため、非力な女性でも素す速ばやく再装塡できるのが特とく徴ちよう。





都市貴族レヘント【称号】ＳＤ



　四都市同盟の議会を構成する大商人たちの呼こ称しよう。生まれついての貴族ではなく、海運交易によって財を築いて支配権を持った人々を指す。





レヤード【人名】夜



　真人類帝てい国こく貴族、マケドニア公。六人いる枢すう密みつ司しの最年少者である。皇こう帝てい爆ばく殺さつ事件後の御ご前ぜん会議中、枢密司間で決定したはずの方策に異議を唱えたスレイマンに怒いかりを向けた。





レン・ヤノーシュ【人名】ＦＥ



　真人類帝国貴族の伯はく爵しやく令れい嬢じよう。故人。アストのかつての相棒だった。エンドレが帝国を逐おわれる以前、アストとともに彼を追い詰つめたが、人質となったアストを救うためにエンドレに殺されたという。彼女の死はアストの心に深い傷と罪悪感を負わせ、エンドレへの復ふく讐しゆうに駆かり立てることになった。





連れん絡らく機【乗物】ＦＮ



〝トリスタン〟に格納されていた連絡用の複葉機。〝トリスタン〟に向けて発射された噴ふん進しん爆ばく弾だんの軌き道どうを逸そらすため、アベルが無人のまま発進させて囮おとりとした。





ロイヤル・レガッタ【催事】薔



　アルビオン王国ロンディニウムで毎年三月に開かい催さいされるボートレースのこと。ロンディニウムを東西に横切るテムズ川を、八カ国八艘そうの手漕ぎボートがスピードを競きそう。古くは〝大アル災マゲ厄ドン〟以前に行われていた大学対たい抗こうレースに起源を持つ、アルビオンでももっとも歴史ある行事。ちなみに八カ国の内訳は、アルビオン、スコットランド、ウェールズ、エリン、ヒスパニア、フランク、ゲルマニクス、そしてヴァチカンである。『薔薇の玉座』で、エステルとアレッサンドロが護衛にメアリを伴ともない、見物に行った。





薔ロー薇ゼン十クロ字イツ騎・オ士団ルデン【組織】ＦＮ



〝騎士団オルデン〟こと薔薇十字騎士団は、通称〝世界の敵〟とも言われ、作中においてはカテリーナ、ひいてはＡｘが吸ヴア血ンパ鬼イア勢力以上に危険視している存在だ。〝我が君〟と呼ばれる謎なぞの男を頂点に〝我ら、炎ほのおによりて世界を更こう新しんせん〟というスローガンを掲かかげて、各地で陰いん謀ぼうを巡めぐらしている危険なテロ組織である。

　もともとは教皇庁に対する異端的秘密結社として発足した小さな組織だったらしいが、近年、教皇庁に反はん抗こうしていた異端結社や大小のテロ組織、吸血鬼たちを統合する犯罪ネットワークの管理者として急速に勢力を伸のばしているようだ。作中では新教皇庁や〝悪フリユーのス・デユ華マル〟、エンドレのような反教皇庁派の者たちを背後から操あやつるだけで、けっして表おもて舞ぶ台たいには登場しない。そのため、その実態は依い然ぜん、謎に包まれている。

　教皇庁でも現時点では、その脅きよう威いどころか存在にすら気づいていないのが現状であり、唯ただ一人、カテリーナだけが早くから〝騎士団〟の危険性を察知し、それに対抗するためにＡｘを創設して準備を調ととのえていたのだ。とはいえ、〝魔ま術じゆつ師し〟ケンプファーをはじめとする人外の能力を持つ恐おそるべき魔人が、幹部クラスにぞろぞろいると思われるこの組織にＡｘは対抗できるのだろうか？

　また近年、〝騎士団オルデン〟については、真人類帝てい国こく皇こう帝ていヴラディカも懸け念ねんしており、カテリーナに対して密使を送って対〝騎士団〟の共きよう闘とう関係を築こうとしているようだ。大だい胆たんにも人類圏けんと帝国の双そう方ほうを敵に回すこの組織の目的とは果たして──!?





〝赤のローテ男爵バロン〟【兵器】ＲＨ



「バチェラーズ・ブラッド」号の沈ちん没ぼつから、ディートリッヒとケンプファーの二人を救った乗物。艦かん長ちようはシュザンヌ・フォン・スコルツェニー。そのフォルムは一見すると巨きよ大だいなブーメランを思わせる曲線で構成されており、水中潜せん行こう可能とはいえ、潜水艦というよりは〝大アル災マゲ厄ドン〟前に存在した全ぜん翼よく機きに近い。名前の由来は、第一次世界大戦中ドイツ空軍に所属し、複葉戦せん闘とう機きフォッカーＤｒ１を駆って八十機以上の敵機を撃げき墜ついした撃墜王、マンフレート・フォン・リヒトホーフェン男爵の渾あだ名なから。彼は自分の乗機を深しん紅くにペイントしていたため、そう呼ばれた。





ロード・テニスン【人名】茨



　アルビオン女王ブリジットの顧こ問もん弁護士で、詩人としても名高い人物。隔かく離り地域を完全封ふう鎖さしてる隔かく壁へきの爆ばく破はを提案した。名前の由来は、ヴィクトリア朝イギリスで人気を博した桂けい冠かん詩し人じんアルフレッド・ロード・テニスン。代表作に「シャロットの女」がある。





ローマ【地名】ＦＮ



　教皇庁の本ほん拠きよ地ち。聖都とも呼ばれる。法王宮をはじめとする官庁や高位聖職者たちの住居が連なり、日々巡じゆん礼れいが絶えない。現在のイタリア首都であり、フィレンツェ、ミラノ、ヴェネツィアと並ぶ四大都市。古代ローマ帝国の首都でもあった。キリスト教の総本山であるヴァチカン市国をはじめ、宗教関連の名所・名めい跡せきも数多い。





ローマ大学付属病院【施設】ＮＨ



「バード・ケージ」において、カスパール・フォン・ノイマンの襲しゆう撃げきを受け重傷を負った〝教プロフ授エツサー〟が入院した病院。内科・外科・小児科はもちろん、専門ごとに診しん療りよう科かが細分化されている、他ほかに例を見ないほど巨大な総合病院。だが〝教授〟への復讐に燃えるカスパールの襲撃を受け、この癒いやしの場は惨さん劇げきの舞ぶ台たいへと姿を変えた。





ローマローマン十字・クルス【紋章】ＦＮ



　教皇庁の紋章。〝アイアンメイデン〟をはじめ、教皇庁軍の艦船や車しや輌りようにはこの紋章がペイントされている。いわば、国こく籍せき印みたいなもの。





ローラ・ヴィテーズ【人名】星



　イシュトヴァーン市内にある聖マーチャーシュ教会を預かる司教。エステルの育ての母親でもある。市警軍に追われていたアベルたちを秘密の通路から逃にがすが、自らは市警軍に捕つかまり、教皇庁への見せしめとして暴行されたあげくに殺されてしまう。彼女をはじめとする聖職者たちの死が、教皇庁軍によるイシュトヴァーン侵しん攻こうのきっかけとなった。





ロールスロイス・マリーン〝バスタード〟ＭＫⅤ【兵器】薔



　アルビオン軍の最さい新しん鋭えい動甲冑スーツで、メアリ指揮による隔離地区殲せん滅めつ作戦に投入された。





ロズウェル【人名】ＦＮ



　アルビオン・エアラインの社員で〝トリスタン〟の副長。愛妻家として同どう僚りようたちにもからかわれるほどだったが、その最愛の妻をアルフレートに人ひと質じちにとられ、やむなくハイジャックの手引きをした。しかしその妻はとっくに殺されており、それと知らぬまま自らもアルフレートの手にかかって死ぬ。





遺ロス失トテ技クノ術ロジー【技術】ＦＮ



〝大アル災マゲ厄ドン〟前の科学技術。現在ではそのほとんどが失われ、理論さえ残っていないものが多い。教皇庁をはじめとする有力国家は、どこも遺ロス失トテ技クノ術ロジーの発掘サル復元ベージに力を入れているようだ。





アッロツカシジ・マツ城塞ジヨーレ【地名】ＧＨ



　アッシジの町の東にある古い城塞で、現在は教皇庁の空軍基地となっている。最近では遺ロス失トテ技クノ術ロジーである噴ふん進しん爆ばく弾だんの開発が行われていた。「ガンメタル・ハウンド」では、フランチェスコが青酸ガス製造に関かん与よしている証しよう拠こを握にぎるために、トレスが潜せん入にゆう。ブラザー・バルマトロイとの「兄弟対決」になる。





ロレッタ【人名】ＯＣ



　カテリーナの秘書官として国務聖省に務めるシスター。受付嬢じよう的てきな可愛かわいさで一部に熱ねつ狂きよう的ファンがいるという。作中に登場する女性キャラでは、最も普ふ通つうな女の子と言えよう。初登場時の「オーヴァーカウント」では、まだ見習いシスター用の青い制服であったが、『熱砂の天使』では正式シスターの白い制服を着て登場している。「レディ・ギルティ」において、教プロフ授エツサーの計略で剣つるぎの館やかたを見張っていたブラザー・フィリポを欺あざむくために、アベルに成りすますなど、最近では危険な領域まで活かつ躍やくの場が広がっているようだが……。





ロレンツォ・ヴィスコンティ【人名】ＢＣ



　カテリーナの後こう援えん者しやの一人で、ミラノでも最大のグループ企き業ぎようを統とう括かつしているヴィスコンティ家の家長。スフォルツァ城警備隊長のガレアッツォ・ヴィスコンティの叔父おじにあたり、カテリーナへの献けん金きんリストのトップを占しめる人物。





ロンディニウム【地名】ＦＮ



　アルビオン王国の首都。〝教授〟やケイトの出身地で、現在のロンドンにあたる。





ロンディニウム総合大学【施設】ＮＬ



　ネバーランド事件の首しゆ謀ぼう者しやジェームズ・バレーが医学部教授を務めていた、アルビオン王国ロンディニウムにある大学。
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縄ワイヤー鏢ピツク【武器】ＪＰ



　異い端たん審しん問もん官かんブラザー・フィリポの武器。鋼こう線せんの先に鏢ひようと呼ばれる短たん剣けん状の刃は物ものを括くくり付けたもの。鋼線を操あやつって刃はを飛ばすこともできれば、直接刃物を持って攻こう撃げきすることもできる。また、縄ワイヤー鏢ピツクの鋼線を介かいして離はなれた敵に電でん撃げきを送り込むことが可能。





〝車輪わだち踏ふむ一いつ角かく獣じゆう〟【紋章】夜



　モルドヴァ公こう爵しやく家の家章。都邸の扉とびらに刻まれていた。





ワルター・シューマッハ【人名】ＭＲ



　パパ・ゼップの顧こ客きやくリストにあった名前。アマーリエという女性を買ったらしい。

















〈初出〉

GUNMETAL HOUND～ガンメタル・ハウンド

　「ザ・スニーカー」２００２年４月号

HUMAN FACTOR～ヒューマン・ファクター

　「ザ・スニーカー」２００３年２月号

トリニティ・ブラッド　Reborn on the MarsⅦ　極光オーロラの牙［序章］

　「ザ・スニーカー」２００４年12月号付録


















イラスト／THORES柴本

カバーデザイン／朝倉哲也+design CREST

本文デザイン／design CREST










トリニティ・ブラッド




Canonキャノン

神しん学がく大たい全ぜん








吉よし田だ 直すなお

角かど川かわスニーカー文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶ：編へん
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平成26年5月1日　発行





(C)Sunao YOSHIDA 2002, 2003, 2004, 2005





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『トリニティ・ブラッド　Canon 神学大全』

平成17年5月1日初版発行

平成18年1月15日3版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］http://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）
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